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まえがき

対象読者

本書は主に，OpenVMSインフラストラクチャを使用して，OpenVMS環境と
Windows NT環境の間で簡単に移動できるアプリケーションの開発者を対象にしてい
ます。特に，次の開発者を対象にしています。

• COM for OpenVMS開発者:既存のOpenVMSアプリケーションやデータのカプ
セル化を行ったり，OpenVMSシステム用に COMアプリケーションを新たに作
成する開発者。

• OpenVMS Registry開発者: OpenVMSシステムのみの情報を格納するために
OpenVMS Registryを使用する開発者，またはOpenVMSとWindows NTの両
方のレジストリ情報の共有リポジトリとしてOpenVMS Registryを使用する開発
者。

本書は COMやレジストリの入門書ではありません。本書では，読者はオブジェクト
指向 (OO)の概念や COM開発手法を十分理解しており，レジストリがWindows NT
システムでどのように動作するかも理解しているものと想定しています。本書では，
COMとレジストリに関するオンライン情報の参照先を示し， COM，OO開発，レジ
ストリに関する参考文献も示しています。

本書の構成

本書には， COM for OpenVMSアプリケーションの開発や OpenVMS Registryの使
用に必要なすべての情報が網羅されています。本書の構成は次のとおりです。

• リリース・ノート

COM for OpenVMS，OpenVMS Registry，OpenVMS Eventsに関するリリー
ス・ノート。

• 第 1部

COM for OpenVMSに関する情報。 COM for OpenVMSのインストール，構
成，実行， COM for OpenVMSアプリケーションの開発方法などを示します。

• 第 2部

OpenVMS Registryに関する情報。OpenVMS Registryの概要と概念，
OpenVMS Registryサーバの起動とシステム管理，OpenVMS Registryシステ
ム・サービス，OpenVMS Registryサーバ管理について説明します。
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• 第 3部

OpenVMS Eventsに関する情報。

• 第 4部

OpenVMSシステムとWindows NTシステムの間のユーザとアプリケーションの
認証に関する情報。

• 第 5部

参照情報。MIDLコンパイラに関する情報， COM for OpenVMSクックブック
の例， COM for OpenVMSでサポートされる COM API， COM for OpenVMS
の以前のバージョンからのアップグレードの方法，インストールされるファイル
の一覧，用語集，略語の一覧を示します。

• 索引

サンプル・コードに示されているWin32 API呼び出し

本書で参照しているサンプル・コードは COM for OpenVMSキットに添付されてい
ます。これらのサンプル・コードに示されているWin32® API呼び出しは，説明のた
めのサンプルとしてのみ提供されています。

COM for OpenVMSには， COM for OpenVMSソフトウェアで必要とされるWin32
APIだけが添付されています。これらの COM APIは付録 E,相違点， API，インタ
フェースの一覧に示されています。

付録 Eには示されていないものの，本書のサンプルで使用されていて， COM for
OpenVMSキットのサンプル・コードに含まれているWin32 API呼び出しは，
Compaq以外のソフトウェア・ベンダから提供されている呼び出しです。付録 E
に示されていないWin32 APIをOpenVMSで使用する場合は，たとえば Bristol
Technologies (www.bristol.com)などの独立系ソフトウェア・ベンダからインタフェ
ースを購入する必要があります。

関連資料

Open Systems Software Group (OSSG)の製品とサービスの詳細については，
Compaq OpenVMSのWorld Wide Webサイトを参照してください。アドレスは次の
とおりです。

www.compaq.com/openvms
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本書で使用する表記法

製品名について

本書では，「OpenVMS Alpha」は「OpenVMS Alphaオペレーティング・システ
ム」を，「OpenVMS VAX」は「OpenVMS VAXオペレーティング・システム」を
指します。また特に明記しない限り，「OpenVMS」は，「OpenVMS Alphaオペレ
ーティング・システム」および「OpenVMS VAXオペレーティング・システム」の両
方を指します。

VMSclusterシステムはOpenVMS Clusterシステムのことを指します。特に指定の
ないかぎり，OpenVMS Clusterまたはクラスタは VMSclusterと同意語です。

本書では，DECwindowsおよびDECwindows MotifはすべてDECwindows Motif
for OpenVMSソフトウェアを意味します。

また，本書では次の表記法も使用しています。

表記法 意味

Ctrl/x Ctrl/xという表記は， Ctrlキーを押しながら別のキーまたはポインテ
ィング・デバイス・ボタンを押すことを示します。

PF1 x PF1 xという表記は， PF1に定義されたキーを押してから，別のキー
またはポインティング・デバイス・ボタンを押すことを示します。

Return 例の中で，キー名が四角で囲まれている場合には，キーボード上でその
キーを押すことを示します。テキストの中では，キー名は四角で囲まれ
ていません。

HTML形式のドキュメントでは，キー名は四角ではなく，括弧で囲ま
れています。

. . . 例の中の水平方向の反復記号は，次のいずれかを示します。

• 文中のオプションの引数が省略されている。

• 前出の 1つまたは複数の項目を繰り返すことができる。

• パラメータや値などの情報をさらに入力できる。

.

.

.

垂直方向の反復記号は，コードの例やコマンド形式の中の項目が省略さ
れていることを示します。このように項目が省略されるのは，その項目
が説明している内容にとって重要ではないからです。

( ) コマンドの形式の説明において，括弧は，複数のオプションを選択した
場合に，選択したオプションを括弧で囲まなければならないことを示し
ています。

[ ] コマンドの形式の説明において，大括弧で囲まれた要素は任意のオプシ
ョンです。オプションをすべて選択しても，いずれか 1つを選択して
も，あるいは 1つも選択しなくても構いません。ただし， OpenVMS
ファイル指定のディレクトリ名の構文や，割り当て文の部分文字列指定
の構文の中では，大括弧に囲まれた要素は省略できません。

[ | ] コマンド形式の説明では，括弧内の要素を分けている垂直棒線はオプシ
ョンを 1つまたは複数選択するか，または何も選択しないことを意味
します。
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表記法 意味

{ } コマンドの形式の説明において，中括弧で囲まれた要素は必須オプショ
ンです。いずれか 1つのオプションを指定しなければなりません。

太字 太字のテキストは，新しい用語，引数，属性，条件を示しています。

italic text イタリック体のテキストは，重要な情報を示します。また，シス
テム・メッセージ (たとえば内部エラーnumber)，コマンド・ライ
ン (たとえば/PRODUCER=name)，コマンド・パラメータ (たとえ
ばdevice-name)などの変数を示す場合にも使用されます。

UPPERCASE
TEXT

英大文字のテキストは，コマンド，ルーチン名，ファイル名，ファイル
保護コード名，システム特権の短縮形を示します。

Monospace type モノスペース・タイプの文字は，コード例および会話型の画面表示を示
します。

Cプログラミング言語では，テキスト中のモノスペース・タイプの文字
は，キーワード，別々にコンパイルされた外部関数およびファイルの名
前，構文の要約，または例に示される変数または識別子への参照などを
示します。

– コマンド形式の記述の最後，コマンド・ライン，コード・ラインにおい
て，ハイフンは，要求に対する引数がその後の行に続くことを示しま
す。

数字 特に明記しない限り，本文中の数字はすべて 10進数です。 10進数以
外 (2進数， 8進数， 16進数)は，その旨を明記してあります。
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1
COM for OpenVMSに関するリリース・ノート

1.1 リリース・ノート

ここで説明する情報は本リリースに適用されます。

1.1.1 COM Version 1.0 for OpenVMSから COM Version 1.1 for OpenVMSへのア
ップグレード

COM Version 1.0 for OpenVMSから COM Version 1.1 for OpenVMSにアップグレ
ードする場合は，付録 Dと第 4.3節に示すアップグレードの手順に従ってください。

1.1.2 DCOM$RPCSSプロセス・リソース全部の消費

COM for OpenVMS実行時環境では，DCOM$RPCSSプロセスが常に実行されている必要
があります。

DCOM$RPCSSが多くの COM for OpenVMSアプリケーション・サーバを作成または削
除した後，DCOM$RPCSSがリソースをすべて消費してしまうことがあることがテスト
中にわかりました。この状況になると，DCOM$RPCSSは自動的に再起動しようとしま
す。DCOM$RPCSSがシステムで実行されていない場合や，ハングしているように見える
場合は，次のコマンドを使用してDCOM$RPCSSをいったん停止した後，再起動してくだ
さい。

$ @SYS$STARTUP:DCOM$SHUTDOWN
$ @SYS$STARTUP:DCOM$STARTUP

SYS$MANAGER:DCOM$RPCSS.OUTファイル記録されているエラー・メッセージと情報メッ
セージを確認できます。また，正常に動作していないアプリケーション・サーバ・プ
ロセスがないかどうか確認し，必要に応じてプロセスを停止する必要があります。

1.1.3 IDispatchインタフェースを介して値を渡すときの浮動小数点の制限事項

複数の浮動小数点パラメータ (単精度または倍精度)をIDispatchインタフェースに値
で渡すときに，問題が発生することがあります。

複数の浮動小数点パラメータを使用するコンポーネント・メソッドは，IDispatchイ
ンタフェースを介してアクセスした場合，予測できない動作で終了します。浮動小数
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点パラメータを参照で渡した場合は，このエラーは発生しません。この制限は将来の
リリースで解決される予定です。

1.1.4 COM for OpenVMSを実行するには， DECwindows Motif ®が必要

COM for OpenVMSを実行するシステムには，DECwindows Motif for OpenVMS
をインストールしなければなりません。DECwindows Motifがシステムにすで
にインストールされている場合は，改めてインストールする必要はありません。
DECwindows Motifがシステムにインストールされていない場合は，OpenVMS
Version 7.2-1の CD-ROMの[KITS.DWMOTIF125_KIT]ディレクトリに格納されている
DECwindows Motifのインストール・キットを利用してください。

注意

COM for OpenVMSを使用するためにだけ， DECwindows Motifをインスト
ールする場合は， DW-MOTIFライセンスは必要ありません。

1.1.5 MIDL -wスイッチ

MIDLコンパイラでは，-wまたは-warnを指定することで，コンパイラが生成する警
告のレベルを下げることができます。OpenVMS用のMIDLコンパイラでは，-wス
イッチだけがサポートされます。

1.1.6 MIDLコンパイラは wchar_tリテラルを charとして取り扱う

COM for OpenVMSのこのリリースで，DEC Cバージョン 5.7またはそれ以前のバ
ージョンを使用する場合， IDLファイル内のワイド文字のリテラル文字列は，誤っ
て‘‘char’’データ型として取り扱われます (DEC Cバージョン 6.0以上を使用している
場合は，このリリース・ノートは適用されません)。

たとえば， IDLファイルに次の文字列リテラルが格納されているとしましょう。

const wchar_t * PROGRAM_ID = L"Sample.Component";

Microsoft Windows NTでMIDLコンパイラを使用すると，次のマクロ定義が作成さ
れます。

#define PROGRAM_ID ( L"Sample.Component" )

しかし， COM for OpenVMS用のMIDLコンパイラでは，デフォルトで次のマクロ
定義が作成されます。

#define PROGRAM_ID ( "Sample.Component" )
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この問題を回避するには，次の操作を行います。

1. できる限り，DEC Cプリプロセッサを使用しないようにします。

プリプロセッサを使用せずにMIDLコンパイラを実行するには，コマンド・ライ
ンに-nocppまたは-no_cppスイッチを指定します。次の例を参照してください。

$ midl -Oicf -nocpp -idcom$library: server.idl

重要

IDLソース・ファイルや，メインの IDLソース・ファイルからインポー
トされた IDLソース・ファイルに条件付きアセンブリ・スイッチ (たとえ
ば，#ifdef" . . . "#endif")が含まれている場合は，この方法は使用しない
でください。

2. すべての文字列定数を‘‘wchar_t’’タイプではなく，‘‘char’’タイプとして定義しま
す。

この方法を使用すると，Microsoft Windows NTのMIDLコンパイラも
OpenVMSのMIDLコンパイラも，ワイド文字ではない文字列定数を作成し
ます。ソフトウェアでワイド文字の文字列リテラルが必要な場合は，値を使用す
る前に，ソフトウェアで ANSI文字列をワイド文字の文字列に変換できます。

3. IDLソース・ファイル内で，ワイド文字の文字列定数をマクロ定義に置き換えま
す。

たとえば，文字列リテラルを次のように定義する代わりに，

const wchar_t * PROGRAM_ID = L"Sample.Component";

次に示すように， IDL cpp_quote( )の内部で#defineを使用します。

cpp_quote("#define PROGRAM_ID L\"Sample.Component\"")

DEC Cプリプロセッサを使用する場合でも，Microsoft Windows NTと
OpenVMS用のMIDLコンパイラで作成される出力ヘッダ・ファイルは次の
ようになります。

#define PROGRAM_ID L"Sample.Component"

1.1.7 プロセス内サーバのリモートからのアクティブ化

サーバ・コンポーネントがプロセス内サーバとしてだけ登録されている場合，そのコ
ンポーネントをOpenVMSでリモートからアクティブ化することはできません。シス
テムがプロセス内サーバをリモートからアクティブ化しようとすると，リモート・ク
ライアントは‘‘REGDB_E_CLASSNOTREG (80040154)’’エラーを受信します。サー
バ・コンポーネントをリモートからアクティブ化するには，コンポーネントをプロセ
ス外サーバとして登録し，DCOM$RPCSSプロセスがクライアントの代わりにコンポーネ
ントを起動できるようにしなければなりません。
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1.1.8 COM for OpenVMSのセキュリティ:COM Version 1.0 for OpenVMSと COM
Version 1.1 for OpenVMSの相違点

次の表は， COM Version 1.0 for OpenVMSと COM Version 1.1 for OpenVMSの相
違点を示しています。

表 1–1 セキュリティの相違点の要約

領域 COM Version 1.0 for OpenVMS COM Version 1.1 for OpenVMS

クライアント要求 Windows NTでは認証される。
OpenVMSへの要求では認証され
ない。

Windows NTと OpenVMSで認証される。

セキュリティ Windows NTでは，サーバはクラ
イアントのアイデンティティで動
作でき， OpenVMSではあらかじ
め指定された OpenVMSのアイデ
ンティティで動作できる。

Windows NTと OpenVMSの両方で，サーバ
はクライアントのアイデンティティで動作で
きる。

セキュリティ Windows NTではメソッド単位
のセキュリティが認められるが，
OpenVMSではプロセス単位のセ
キュリティだけが認められる。

Windows NTと OpenVMSの両方で，メソッ
ド単位のセキュリティが認められる。

アウトバウンド COM要
求

Windows NTでのみ認証される。 Windows NTと OpenVMSで認証される。

レジストリ Windows NT: NTの資格情報で制
御される。

OpenVMS:特権やライト識別子な
どの OpenVMSセキュリティ制御
機能に依存する。

Windows NT: NTの資格情報で制御される。

OpenVMS: Windows NTの資格情報または
OpenVMSセキュリティ制御によって制御さ
れる。

イベント・ログ Windows NTのみ。 Windows NTと OpenVMSの両方。

1.1.9 DCOM$CNFGユーティリティとアプリケーションの無効化:操作によって起
こる副次作用

COM for OpenVMS DCOM$CNFGユーティリティには，開発者がアプリケーションのプ
ロパティを変更するために使用できるオプションがいくつかあります (たとえば，ア
プリケーションを実行できるコンピュータのロケーションの変更など)。これらのオプ
ションを選択すると，OpenVMS Registryエントリが変更されます。

OpenVMS Registryでは，クラスタ内で 1つのデータベースがサポートされるので，
これらのオプションのいずれかを変更すると， COM for OpenVMSを稼動している
クラスタ内のすべてのノードに影響があります。

たとえば，「System-wide Default Properties」サブメニューのオプション 1を使用
して， COM for OpenVMSを無効化すると，クラスタ全体で COM for OpenVMSが
無効化されます。同様に，「Application Location」サブメニューのオプション 1を
使用して，このコンピュータでアプリケーションを実行することを禁止すると，クラ
スタ内のどのコンピュータでもそのアプリケーションを実行できなくなります。
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1.1.10 COM for OpenVMSでサポートされるスレッド・モデル

COM Version 1.1 for OpenVMSでは，アプリケーション・サーバに対してマルチス
レッド・アパートメント (MTA，フリー・スレッドとも呼ばれる)モデルのみがサポ
ートされます。マルチスレッド・アパートメント・モデルでは，コンポーネントは複
数のスレッドを持つことができます。しかし，コードがスレッド・セーフであること
を確認する必要があります。

スレッド・モデルの初期化呼び出しは次のとおりです。

CoInitializeEx(
NULL,
COINIT_MULTITHREADED
)

CoInitialize( )はシングル・スレッド・アパートメント (STA)モデルを暗黙に示すの
で，サーバ・アプリケーションでCoInitializeEx( )の代わりに使用することはできま
せん。

1.1.11 COM for OpenVMS Service Control Managerの起動とシャットダウンの変
更

COM for OpenVMSの以前のバージョンでは，独立プロセスDCOM$RPCSSが実際
に動作しているのか (つまり，初期化を完了したのか)，まだ初期化中であるのかを確
認できないことがありました。

今回のリリースでは，DCOM$RPCSS.EXEイメージが変更されており，状態に応じ
て異なるプロセス名が表示されるようになりました。DCOM$RPCSS.EXEイメー
ジが初期化を実行している間は，プロセス名は‘‘DCOM$STARTUP-**’’になります。
DCOM$RPCSS.EXEイメージが実行中の場合は，プロセス名は‘‘DCOM$RPCSS’’に
変化します。プロセスが異常終了して再起動しなければならない場合は，プロセス名
は‘‘DCOM$STARTUP-**’’に戻ります。

DCOM$STARTUP.COM とDCOM$SHUTDOWN.COMはどちらも，いずれかのプロセス名を検索す
るように変更されています。

COM for OpenVMSの起動の詳細については，第 4.12節を参照してください。
COM for OpenVMSのシャットダウンの詳細については，第 4.13節を参照してくだ
さい。

1.1.12 CoQueryProxyBlanket ( )と CoQueryClientBlanket ( )は有効な主名文字列
を返さない

CoQueryProxyBlanket( )とCoQueryClientBlanket( ) APIは有効な主名文字列を返しま
せん。これらの APIを使用して主名を取得することはできません。
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1.1.13 ローカル・サーバ・パスに対して論理名を使用する登録済みアプリケーシ
ョン

ローカル・サーバ・パスに対して論理名を使用する COMアプリケーションをすでに
登録している場合は，ローカル・サーバ・パスの実際の名前を使用するようにアプリ
ケーションを変更 (再登録)しなければなりません。

たとえば，REGISTER_SIMPLE.COMコマンド・プロシージャを使用して， COM
Version 1.0 for OpenVMSで‘‘Simple’’アプリケーションを登録した場合は，新し
いREGISTER_SIMPLE.COMコマンド・プロシージャを使用して‘‘Simple’’アプリケーショ
ンを再登録する必要があります。

COM Version 1.1 for OpenVMSの登録コマンド・ファイルは更新されています。

システムは次に示すように， COMアプリケーション・ローカル・サーバ・パスを値
データとしてOpenVMS Registryに格納します。

"HKEY_CLASSES_ROOT\CLSID\{GUID}\LOCALSERVER32"

ローカル・サーバ・パスを変更するには，次の REG$CPコマンドを使用します。

$ MCR REG$CP CREATE VALUE
HKEY_CLASSES_ROOT\CLSID\{GUID}\Localserver32 -
/TYPE=SZ/DATA=device:[directory]IMAGENAME.EXE

GUIDは COMアプリケーションの CLSIDです。 Localserver32と CLSIDの詳細に
ついては，第 6.5節を参照してください。

1.1.14 SAFEARRAYの制約

COM for OpenVMS MIDLコンパイラはMicrosoftのMIDLコンパイラ V3.00.44を
基礎にしているため， COM for OpenVMSでは， SAFEARRAYの使用は.IDLファ
イル内の LIBRARYブロックの内部でのみサポートされます。MicrosoftのMIDLコ
ンパイラ V3.00.44にも同じ制約があります。

1.1.15 COM Version 1.0 for OpenVMSと COM Version 1.1 for OpenVMSは同じ
クラスタ内でサポートされない

クラスタ内のノードに COM Version 1.1 for OpenVMSをインストールして構成する
場合，同じクラスタ内の他のノードで COM Version 1.0 for OpenVMSが実行されな
いように，OpenVMS Registryをクラスタ全体で変更しなければなりません。
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1.1.16 COM for Version 1.1 for OpenVMS用にOpenVMS Registryの値の再登録
が必要

COM Version 1.1 for OpenVMSでは，セキュリティの設定を含むように，
OpenVMS Registryの値を再登録しなければなりません。DCOM$SETUPコマ
ンドを使用して「OpenVMS COM Tools」メニューを表示し，オプション 3を選択し
ます。

COM Version 1.1 for OpenVMSでOpenVMS Registryの値を再登録すると，再登録
を確認するメッセージが表示されます。そのたびにYESと応答します。次の例を参照
してください。

[ Starting to Populate the COM for OpenVMS Registry ]

Populating the Registry for OpenVMS may take up to 15 minutes
depending on your system.

Enter Y[ES] to continue: YES

The COM for OpenVMS Registry has already been loaded. This
action will overwrite the current COM for OpenVMS values
and data.

Enter Y[ES] to continue: YES

1.1.17 拡張 NTLMを有効にした状態での SP4はサポートされない

COM Version 1.1 for OpenVMSでは，次の制限のもとにNT SP4がサポートされま
す。 COM Version 1.1 for OpenVMSでは，拡張NTLMを有効にした状態で SP4は
サポートされません。

COM Version 1.1 for OpenVMSを SP4と組み合わせて使用する場合は，拡張
NTLMが無効に設定されていることを確認してください。

SP4の拡張NTLMを無効にした状態では， SP4と COM for OpenVMSは協調動作
するように見えますが， SP4は COM for OpenVMSと組み合わせて使用した状態で
完全にテストされておらず，公式にはサポートされません。

弊社で行った SP4に関するテストでは， SP4と拡張NTLMを無効にした状態で，
12文字より長いパスワードを使用した場合，認証要求が失敗するという制限が確認さ
れています。

1.1.18 信頼されるドメインの認証をサポートするためのパッチ・キット

COM for OpenVMSのこのリリースでは，信頼されるドメインの認証はサポートされ
ません。弊社はこの機能を提供するためにパッチ・キットを準備しています。
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キットが提供される時期については， COM for OpenVMSのWebサイトを参照して
ください。 COM for OpenVMSのWebサイトのアドレスは次のとおりです。

http://www.openvms.digital.com/openvms/products/dcom/

1.1.19 IGNORE_EXTAUTHをサポートするためのパッチ・キット

COM for OpenVMSのこのリリースでは， SECURITY_POLICYシステム・パラメ
ータの IGNORE_EXTUATHフラグはサポートされません。弊社はこの機能を提供す
るためにパッチを準備しています。

パッチの詳細については， COM for OpenVMSのWebサイトを参照してください。
COM for OpenVMSのWebサイトのアドレスは次のとおりです。

http://www.openvms.digital.com/openvms/products/dcom/

1.1.20 DCOM$RPCSSは再起動時にストールする

クラスタ内でDCOM$RPCSSを稼動しているシステムがクラッシュし，
再起動すると，DCOM$RPCSSプロセスは起動時にハングすることが
あります。この状況では，プロセス名はDCOM$STARTUP-**のままであり，
SYS$STARTUP:DCOM$RPCSS.OUTファイルに次のエラー・メッセージが記
録されます。

%PPL-W-SYSERROR, system service error
-SYSTEM-W-VALNOTVALID, value block is not valid

この状態から回復するには，ストールされたプロセスを停止し，次のコマンドを入力
して COM for OpenVMSを再起動します。

$ @SYS$STARTUP:DCOM$STARTUP

1.1.21 2つのOpenVMSシステム間での COM for OpenVMSの使用

2つのOpenVMSシステム間で COMアプリケーションを実行するには， 2つ
のOpenVMSシステムがどちらも同じドメインに存在しなければなりません。
OpenVMSシステムが同じドメイン内にない場合は，メソッド呼び出し時に認証が失
敗します。OpenVMSシステムとWindows NTシステムの間でアプリケーションを
実行している場合は，この制限は適用されません。

この制限をなくすために，弊社はパッチ・キットを準備しています。

キットの詳細については， COM for OpenVMSのWebサイトを参照してください。
COM for OpenVMSのWebサイトのアドレスは次のとおりです。

http://www.openvms.digital.com/openvms/products/dcom/
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1.1.22 特定のエラー・メッセージ

ここでは，特定の COM for OpenVMSエラー・メッセージについて説明します。

1.1.22.1 RPC Cannot Supportエラー (800706E4)

シングル・スレッド・アパートメント (STA)モデルを使用しようとすると，一部の
COM APIで次の戻り状態コードが表示されることがあります。

(800706E4)

このモデルは COM Version 1.1 for OpenVMSではサポートされません。詳細につい
ては，第 1.1.10項を参照してください。

1.1.22.2 RPC Server Unavailableエラー (800706BA)

特定の状況で，Windows NTでクライアント・アプリケーションを実行し，
OpenVMSでサーバ・アプリケーションを実行している場合，次のエラーが発生
することがあります。

RPC server unavailable (800706BA)

このエラーに対処するには，サーバ・アプリケーションをいったん停止して再起動し
た後 (アプリケーションを手動で起動した場合)，クライアント・アプリケーションを
再起動します。

1.1.22.3 RPC WHO_ARE_YOUエラー (EE1282FA)

特定の状況で，クライアントとサーバの間で通信するときに，次のエラーが発生する
ことがあります。

rpc_s_who_are_you_failed (EE1282FA)

このメッセージが表示された場合は，操作を再実行してください。

弊社はこの問題を解決するために，パッチを準備しています。

1.1.22.4 RPC PROTOCOLエラー (800706C0)

特定の状況で，クライアントとサーバの間で通信するときに，次のエラーが発生する
ことがあります。

rpc_s_protocol_error (800706C0)

このメッセージが表示された場合は，操作を再実行してください。

弊社はこの問題を解決するために，パッチを準備しています。
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OpenVMS Registryに関するリリース・ノート

2.1 リリース・ノート

このリリース・ノートは本リリースに適用されます。

2.1.1 キーの属性の変更時にキー変更が通知されない

REG$_NOTIFYFILTERアイテム・コードに対してREG$M_CHANGEATTRIBUTESという値を指
定した場合，そのOpenVMS Registryキーが変更されると，変更が通知されなけれ
ばなりません。しかし，OpenVMS Registryキーの属性を変更した場合，通知を要
求したプロセスに変更が通知されません。

この問題に対処するには，REG$_NOTIFYFILTERアイテム・コードに対して別の値を指
定します。REG$M_CHANGENAMEまたはREG$M_CHANGELASTSETを使用してください。

2.1.2 データベース検索の制限

REG$CPサーバ管理ユーティリティのSEARCHコマンドや，REG$FC_SEARCH_TREE_DATA，
REG$FC_SEARCH_TREE_KEY，REG$FC_SEARCH_TREE_VALUE機能コードを使用する
$REGISTRYシステム・サービスの呼び出しでは，クライアント・ノードの通信バッ
ファが取り扱うことができる量より多くのデータがクライアントに返されることがあ
ります。これらの機能は 16レベル未満のパスに制限されており， 4 KB未満のデー
タを返します。

この問題を回避するには，正確なパスを指定することで検索の深さを制限します。つ
まり，データベースが大きいときに，データベース全体を検索しないようにします。

この制限は将来のリリースで修正される予定です。

2.1.3 キー・アクセス・ポリシー

ユーザがOpenVMS Registryのキーまたは値へのアクセスを要求した場合，
OpenVMS Registryはキー・パスの最初のキーと最後のキーを確認することで，指定
されたキー・パスが有効かどうか調べます。
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2.1.4 OpenVMS Registryの最大データ・サイズの制限

OpenVMS Registryデータベースに格納するために，OpenVMS Registryサーバに
送信できるデータの 1ブロックの最大サイズは 7880バイト以下に制限されていま
す。この制限を超えると，次のエラーが表示されます。

REG-F_NORESPONSE, registry server failed to respond within allotted time
period

この制限は，OpenVMS RegistryサーバとOpenVMS Registryクライアントの間の
通信プロトコルで，転送サイズが 8 Kバイトに制限されているために発生します。

この制限は将来のリリースで修正される予定です。

2.1.5 REG$_EXQUOTAエラー

OpenVMS Registryの File QoutaをOpenVMS Registryデータベースの現在のサイ
ズより小さい値に設定すると，すべてのOpenVMS Registry操作で次のエラーが表
示されます。

REG-E-EXQUOTA, registry file quota or page file quota exceeded

注意

1回の削除操作で，OpenVMS Registryデータベース・ファイルのサイズが
クォータ・リミット以内になる場合は，このエラー・メッセージは表示され
ません。

このエラーを回避するには， File Qoutaの値をOpenVMS Registryデータベース・
ファイルの現在のサイズ以上の値に一時的に変更し，その後でOpenVMS Registry
データベース・ファイルのサイズが適切な File Qoutaの制限の範囲内になるように
削除操作を実行します (クォータの変更の方法については，第 7.6.3項を参照してくだ
さい)。

2つのOpenVMS Registryファイル・クォータに対して適用されるおよその
バイト数を判断するには，SYS$REGISTRY:REGISTRY$LOCAL_MACHINE.REGファイル
とSYS$REGISTRY:REGISTRY$USERS.REGファイルのサイズに 512を乗算します。この
計算の結果は，各ファイルのクォータに適用されるおよそのバイト数になります。
OpenVMS Registryのファイル・クォータの設定方法については，第 2.1.6項を参照
してください。

この制限は将来のリリースで修正される予定です。
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2.1.6 OpenVMS Registryの最大データベース・サイズの制限

OpenVMS Registryデータベースに格納できるデータの最大サイズは，約 1.7 MBに
制限されています。この制限を超えると，次のエラーが表示されます。

REG-F-DBACCESS, cannot access registry database object

これは致命的なエラーであり，OpenVMS Registryデータベースにこれ以降アクセ
スできなくなります。

REG-F-DBACCESSエラーが発生しないようにするには，OpenVMS Registryが 1.7 MB
以上になることがないように，クォータを設定してデータベースのサイズを制限しま
す。

クォータを設定するには，次のいずれかの操作を行います。

• Default File Quotaの値を変更します。

Default File Quotaの値を設定するには，次のコマンドを使用します。

$ mcr reg$cp modify value/name="Default File Quota"/type=dword -
_$ /data=%D1700000 "hkey_local_machine\system\registry\File Quotas"

• OpenVMS Registryデータベースの各ファイルに対して File Quotaの値を設定ま
たは変更します。

各ファイルの File Quotaの値を設定するには，次のコマンドを使用します。

注意

File Quotaの値をすでに設定している場合は，次の例で CREATEコマンドの
代わりにMODIFYコマンドを使用します。

$ mcr reg$cp create value/name=REGISTRY$LOCAL_MACHINE/type=dword -
_$ /data=%D1700000 "hkey_local_machine\system\registry\File Quotas"

$ mcr reg$cp create value/name=REGISTRY$USERS/type=dword -
_$ /data=%D1700000 "hkey_local_machine\system\registry\File Quotas"

/DATA修飾子の値として， 32,000～ 2,000,000 (16進数の 0x7D00～ 0x1E8480)の
値を指定しなければなりません。

32,000未満の値を指定すると，その値は無視され，Default File Quotaの値として
10,000,000が使用されます。この File Quotaのデフォルト値は大きすぎます。

2,000,000より大きい値を指定すると，OpenVMS Registryデータベース・サイズが
その値を超えたときに，REG-F-DBACCESSエラーが発生します。

この制限は将来のリリースで修正される予定です。
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第1部
COM for OpenVMS

この後の章では， COM for OpenVMSの概要， COM for OpenVMSおよび関連ソフ
トウェアのインストールおよびコンフィギュレーション方法， COM for OpenVMS
を使用しての COMアプリケーションの作成方法について説明します。
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COM for OpenVMSの概要

3.1 COMとは

COM (Component Object Model:コンポーネント・オブジェクト・モデル)は，
Microsoftが開発したテクノロジであり，開発者は COMを使用することで分散ネッ
トワーク・オブジェクトを作成できます。 COMはMicrosoftがWindows 3.x製品で
最初に導入したものであり，その当時はOLE (Object Linking and Embedding:オブ
ジェクトのリンクと埋め込み)という名前でした。 COMは，新しいスタイルのマル
チベンダ分散コンピューティングを採用し適合させるための，強力で広く利用できる
メカニズムを提供し，その一方でソフトウェアへの新規投資を最低限に抑えることが
できます。

Digital Equipment Corporation (現在は Compaq Computer Corporation)と
Microsoftは COM仕様を共同開発しました。 COM仕様は，最初のリリースでは
NetOLE (Network OLE)という名前であり，その後，DCOM (Distributed COM)と
いう名前に変更され，現在はネットワーク機能を含んでいます。つまり， COMは分
散ネットワーク・オブジェクトをサポートします。

COMはオブジェクト・ベースのプログラミング・モデルであり，ソフトウェアの相
互運用性を促進するように設計されています。 COMを使用すると， 2つ以上のアプ
リケーション (またはコンポーネント)を簡単に協調動作させることができます。オブ
ジェクトが異なるベンダによって異なるプログラミング言語で個別に作成された場合
でも，異なるオペレーティング・システムを稼動する異なるマシンで動作する場合で
も，協調動作が可能です。協調動作機能をサポートするために， COMでは，アプリ
ケーションが相互にソフトウェア・オブジェクトとして接続できるようにするための
メカニズムを定義し，実装しています。

COMの実装はWindows NT，Windows 95™，Windows 98，OpenVMS，
Compaq Tru64™ UNIX®で提供されており，他のUNIXプラットフォームでも提供
されています。

3.1.1 参考文献

COMおよび関連トピックの詳細については，次の参考文献を参照してください。

• COMに関する参考文献:

— 『Inside COM/Microsoft’s Component Object Model』Dale Rogerson著，
Microsoft Press， Redmond，WA， 1997. ISBN: 1-57231-349-8.
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本書で使用している例はDale Rogersonの書籍から抜粋したものであり，出版
社の許可を受けて使用しています。

— 『Essential COM』Don Box著， Addison Wesley Longman， Reading，
MA， 1998. ISBN: 0-201-63446-5.

— 『Effective COM』Don Box，Keith Brown， Tim Ewald， Chris Sells
共著， Addison Wesley Longman， Reading，MA， 1998. ISBN: 0-201-
37968-6.

— 『DCOM Explained』 Rosemary Rock-Evans著，Digital Press，Woburn，
MA， 1998. ISBN: 1-55558-216-8.

DCOMと COMに関するわかりやすい入門書であり，さまざまなプラットフ
ォームでの COMの実装が説明されています。

— 『Understanding ActiveX and OLE』David Chappell著，Microsoft
Press， Redmond，WA， 1996. ISBN: 1-57231-216-5.

• Webサイト:

— The Component Object Model Specification，Microsoft COMに関するWeb
サイトからダウンロード可能:

www.microsoft.com/com

3.2 COM for OpenVMSの概要

COM for OpenVMSは，MicrosoftのWindows NT 4.0 Service Pack 3 (SP3)
Component Object Model (COM)ソフトウェアを CompaqがOpenVMS Alphaオペ
レーティング・システム上で実装したものです。

COM for OpenVMSのサポートで， Compaqはレジストリ，イベント・ロガー，
NTLMセキュリティ，Win32 APIも含めて，Windows NTのインフラストラク
チャをOpenVMSに移植しました。 COM for OpenVMSは The Open Groupの
DCE (Distributed Computing Environment) RPCのレイヤードです。 COM for
OpenVMSでは，ローカル・エリア・ネットワーク (LAN)，ワイド・エリア・ネット
ワーク (WAN)，インターネット上のさまざまなコンピュータのオブジェクト間での通
信をサポートします。 COM for OpenVMSはWindows NTと接続するための重要な
機能を提供するので， Affinity for OpenVMSプログラムにとって重要です。

図 3–1はOpenVMSのインフラストラクチャを示しています。
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図 3–1 OpenVMSのインフラストラクチャと COM for OpenVMS
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図 3–1で，OpenVMSインフラストラクチャの重要な要素は次のとおりです。

Windows NTシステム

図 3–1の左側の小さいボックスは，Windows NTシステムを表しています。

OpenVMS Cluster/OpenVMSアイデンティティ

図 3–1の右側の大きいボックスは，OpenVMSシステムを表しています。このボ
ックスの内部および周囲には，番号の付いたいくつかのボックスがあります。こ
こではこれらの番号の付いたアイテムについて説明します。

1 OpenVMSセキュリティ

これは，すべてのOpenVMSシステムで提供される標準のOpenVMSセキュリテ
ィ (ログイン，認証， ACLなど)です。

2 Advanced Server for OpenVMS

Advanced Server for OpenVMSはOpenVMSに対してWindows NTユーザの
認証機能を提供し，Windows NTユーザに対してOpenVMS Registryとイベン
ト・ビューアへの接続機能を提供します。

3 Windows NTアイデンティティ/Win32 API

OpenVMSセキュリティ，MSV1_0 ACMEエージェント， Advanced Server for
OpenVMS，OpenVMS Registry，イベント・ロガー，Win32 API (COM API)
はすべて，OpenVMSシステム内でWindows NTアイデンティティを作成するこ
とに貢献します。
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4 OpenVMS Registry

OpenVMS RegistryはWindows NTシステムのレジストリに類似しており，シ
ステム，ソフトウェア，ハードウェアの構成情報をOpenVMSに格納するための
機能です。 COM for OpenVMSでは，OpenVMS Registryを使用して COMア
プリケーションに関する情報を格納します。OpenVMS Registryの詳細について
は，本書の第 2部を参照してください。

5 イベント・ロガー

OpenVMSのイベント・ロガーはWindows NTシステムのイベント・ロガーに
類似しており， COMイベントに関する情報メッセージ，警告メッセージ，エラ
ー・メッセージを記録します。OpenVMS Eventsの詳細については，第 11章を
参照してください。

6 Windows NT COMスタック

Windows NTシステムでは， COM要求と応答は， COM， RPC， SSPI (セキュ
リティ)，ドメイン・レイヤを介してやり取りされます。

7 OpenVMS COMスタック

OpenVMSシステムでは，Windows NTの COMスタックをそのまま使用しま
すが，いくつかの機能が追加されています。OpenVMSシステムでは， COM
要求と応答は， COM， RPC， SSPI (セキュリティ)，MSV1_0 ACMEエージ
ェント， Advanced Server for OpenVMSレイヤを介してやり取りされます。
MSV1_0 ACMEエージェント (図 3–1では ACME)は ACM (Authentication and
Credential and Management)オーソリティに対する拡張機能です。認証の詳細
については，第 12章を参照してください。

8 RPCレイヤを介した接続

Windows NTシステムとOpenVMSの間の COM接続は，常に RPCレイヤを介
して行われます。

開発者用に提供される COM for OpenVMS Developer’s Kitには，アプリケーション
開発用にMIDL (Microsoft Interface Definition Language)コンパイラと Cスタイル
のヘッダ・ファイルが含まれています。OpenVMS MIDLコンパイラの詳細について
は，第 3.4節を参照してください。

OpenVMSでは，Windows NT資格情報を取得するための機能が提供されるように
なりました。NTA$LOGONを介してWindows NT資格情報を取得する方法につい
ては，第 4.8節と第 12章を参照してください。

COM for OpenVMSでは， COM for OpenVMSクライアント/サーバ・アプリケーシ
ョンの導入のために，OpenVMS Alphaで無料の実行時環境が提供されるようになり
ました。

3–4 COM for OpenVMSの概要



COM for OpenVMSの概要
3.2 COM for OpenVMSの概要

プロトコルの仕様とプログラミングのドキュメントを含めて，Microsoftの COMの
詳細については，Microsoft COMのWebサイトを参照してください。アドレスは次
のとおりです。

www.microsoft.com/com

COM for OpenVMSの実装は，完全なMicrosoft COM実装のサブセットです。
COM for OpenVMS API，サポートされるインタフェース，実装の相違点の一覧につ
いては，付録 Eを参照してください。

COMに対する関心はますます高くなっていますが，それでも COMは依然として高
度な技術です。経験の浅いユーザを対象としたものではなく，独立系ソフトウェア・
ベンダ (ISV)や大規模なMIS (管理情報システム)ショップなど，高度な技能を持った
プログラマを対象にしています。

3.2.1 COM for OpenVMSでのOpenVMS Registryの使用

COM for OpenVMSでは，OpenVMS Registryが必要です。Windows NTシステ
ムのレジストリ・データベースと同様に，OpenVMS Registryには COMアプリケ
ーションに関する情報，特にOpenVMS上で実行されている COMアプリケーショ
ンに関する情報が格納されます。これらの COM for OpenVMSアプリケーションで
は，OpenVMS Registryを使用して CLSID (クラス ID)，スタートアップ情報，セ
キュリティ設定などをOpenVMS Registryデータベースに格納します。 COM for
OpenVMSでは，OpenVMSで実装されているWin32 APIを使用して，OpenVMS
Registryからの読み込みと書き込みを行います。

COM for OpenVMSでは，OpenVMS Registryデータベースへのアクセスが必要で
す。 COM for OpenVMSがOpenVMS Registryにアクセスできない場合は， COM
for OpenVMSは起動しません。OpenVMS Registryの詳細については，第 7章を参
照してください。

3.3 COM for OpenVMSの使用

COM for OpenVMSを使用すると，次のことが可能です。

• 新しい COM for OpenVMS COMアプリケーションを開発できます。

• COM for OpenVMSと組み合わせて使用できるように，既存のアプリケーション
をカプセル化できます。

ここでは，新規アプリケーションの開発とカプセル化について詳しく説明します。
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3.3.1 新規アプリケーションの開発

次の場合には， COM for OpenVMSを使用して新規アプリケーションを開発できま
す。

• 2層クライアント/サーバ・コンピューティング・モデルで，OpenVMSサーバと
Windows NTクライアントの間でデータを共有する場合。

• 3層コンピューティング環境の中央の層でデータを共有し，ビジネス・ロジックを
配置する場合。

たとえば，Windows NTシステムをクライアントとして使用すれば，そのグラフ
ィカル・ユーザ・インタフェースを利用できます。ビジネス・ロジックは 2番目
の層のサーバで COMオブジェクトの集合として作成できます。一方， 3番目の
層である大容量，高可用性のOpenVMSサーバでは，データベース・アクセス機
能が提供されます。

• COMを使用して， 1つ以上のOpenVMSシステム間，またはOpenVMSシステ
ムとWindows以外のシステムの間でデータを共有する場合。

COM for OpenVMSには，次の利点があります。

• COM for OpenVMSは， C++やオブジェクト指向プログラミングの技能を持つプ
ログラマに対して，優れたプログラミング・モデルを提供します。

• COM for OpenVMSはマルチベンダの相互運用性を提供します。 COMは現在，
多くのプラットフォームで標準に提供されており，まだ提供されていないプラッ
トフォームでも移植作業が進められています。

• COM for OpenVMS実行時は，自動化されたデータのマーシャリング/アンマーシ
ャリングを提供します。

• COMは，Microsoft Visual Basic®アプリケーションとの通信をサポートするた
めに，OLEオートメーション・サービスを提供します。 Visual Basicはクライ
アント/サーバ・コンピューティング用に非常に広く利用されているプログラミン
グ環境です。

• COMはコンポーネントのバージョン・サポート機能を提供するので，既存の環境
を妨害せずに，必要に応じてアプリケーションをアップグレードできます。

COM for OpenVMSアプリケーションの開発の例については，第 6章と付録 Cを参
照してください。

3.3.2 既存のアプリケーションのカプセル化

手順型言語 (Fortranや COBOLなど)で書かれ，キャラクタ端末インタフェースを使
用するアプリケーションを使っている場合， COM ‘‘ラッパー’’またはジャケットでこ
れらのアプリケーションを包み込むことにより，アプリケーションを新しいプラット
フォームで実行することができるようになり，また，OpenVMSのクライアント/サ
ーバ環境で実行することも可能になります。
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従来のアプリケーションの中には，新しい技術に対応するように完全に書き直すと，
非常に危険性の高いアプリケーションがあります。多くのアプリケーションは大規模
で，複雑で，ドキュメントが不足しており，現在の保守担当者はこのようなアプリケ
ーションを完全に理解できません。既存のアプリケーションをカプセル化すれば，作
り直すより危険性が低くなり，また，書き直すための最初のステップとして利用する
こともできます。このようにしておけば，必要に応じて既存のアプリケーションの一
部だけを書き直すことができ，その間もアプリケーションの以前のバージョンは安定
した状態で利用できます。また，カプセル化では，開発者はコードを再利用でき，作
業時間とリソースを節約できます。

一方，カプセル化には欠点もあります。保守作業が複雑になり，基礎になるコードを
変更することができません。既存のアプリケーションが不安定だったり，保守が困難
な場合は，カプセル化したアプリケーションがそれ以上のものになるわけではなく，
ラッパーを追加したために，さらに状況が悪化する可能性もあります。

従来の手順型アプリケーションは複数の層でカプセル化することができます。ユー
ザ・インタフェース (UI)，データベース，データ操作ルーチンでカプセル化できま
す。

— ユーザ・インタフェース

ユーザ・インタフェース (UI)をカプセル化すると，UIを他のプラットフォーム
でサポートできるようになります (たとえば，Windows NTシステムのグラフィ
カル・ユーザ・インタフェース[GUI]から)。

UIをカプセル化してユーザのデスクトップに移動しても，アプリケーションの他
の部分はOpenVMSに残しておくことができます。バッチ処理プログラムは，こ
のようなユーザ・インタフェースのカプセル化に適しています。画面管理を行う
アプリケーション (たとえば， SMGや FMS)は， COM for OpenVMSを使用し
て従来のキャラクタ端末インタフェースをカプセル化することができ，ユーザは
Windows NTスタイルのダイアログ・ボックスを通じてアクセスできるようにな
ります。

— データベース

COM for OpenVMSを使用してデータベースをカプセル化すると，データベース
は他のプラットフォームで稼動している分散アプリケーションの一部からアクセ
スできるようになります。この方法の場合，プログラマは安定したOpenVMS上
でデータベースを管理することができ，ユーザ・インタフェースとデータ・アク
セス・ルーチンはリモートの (おそらく信頼性の低い)システムに置くことができ
るという利点があります。

— データベース操作ルーチン

データベース操作ルーチンをカプセル化すると，ルーチンは異種コンピューテ
ィング環境の他のどの COMコンポーネントからもアクセスできるようになりま
す。
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COM for OpenVMSを使用してOpenVMSアプリケーションをカプセル化するとい
うことは，カプセル化されるアプリケーションと会話する COM for OpenVMSサ
ーバを作成することを意味します。 COM for OpenVMSサーバは，アプリケーシ
ョンが必要とする順序および形式で引数をアプリケーションに渡します。 COM for
OpenVMSサーバはアプリケーションからの出力を傍受して，それを表示装置，ユー
ザ・インタフェース，その他のルーチンに渡します。

3.4 OpenVMS MIDLコンパイラ

OpenVMS MIDLコンパイラは，次の点を除き，MIDL (Microsoft Interface
Definition Language)コンパイラ V3.00.44と同じです。

1. Microsoft MIDLでは，複数の最適化レベルがサポートされます。一方，
OpenVMS MIDLでは，-Oicfだけがサポートされます。他の最適化レベルは使用
できません。

2. /cpp_cmdスイッチと/cpp_optスイッチは，OpenVMS MIDLでは完全に機能しま
せん。

3. Windows NTシステムでは，Microsoft MIDLコマンド，スイッチ，修飾子で大
文字と小文字が区別されます。OpenVMS MIDLコンパイラでは大文字と小文字
が区別されません。OpenVMS MIDLコンパイラに渡されるすべてのコマンド，
スイッチ，修飾子は小文字になります。このため，Microsoft MIDLのスイッ
チ/Iと/iはOpenVMSでは同じになります。

4. MIDLで生成されたファイルはプラットフォーム固有です。

MIDLは両方のプラットフォームで実行しなければなりません。どちらか一方の
プラットフォーム (OpenVMSまたはWindows NT)で生成されたMIDL出力ファ
イルは，もう一方のプラットフォームにコピーしたり，使用することができませ
ん。

5. MIDL -wスイッチ

Microsoft MIDLコンパイラでは，-wまたは-warnを指定して，コンパイラで生成
される警告のレベルを制限できます。OpenVMS MIDLコンパイラでは，-wスイ
ッチだけがサポートされます。
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COM for OpenVMSキットのインストール

この章では， COM for OpenVMSキットの内容，必要なソフトウェア，インストー
ルの前処理について説明します。また， COM for OpenVMSのインストールの方法
とインストールの後処理についても説明します。

4.1 COM Version 1.1 for OpenVMSキットの内容

COM Version 1.1 for OpenVMSには，次のコンポーネントが含まれています。

• ソフトウェア

— COM for OpenVMS実行時ライブラリ

— COM for OpenVMS MIDLコンパイラとヘッダ・ファイル

— COM for OpenVMS構成ユーティリティ

— サンプル・アプリケーション

• ドキュメンテーション

— 『OpenVMS Connectivity Developer Guide』 (PostScript形式，HTML形
式， PDF形式)
(本書『OpenVMSコネクティビティ開発者ガイド』の英語版)

4.2 インストールの要件

次のソフトウェアが必要です。

• OpenVMSシステム

— OpenVMSバージョン 7.2-1以上

— DEC Cバージョン 5.6以上とDEC C++バージョン 5.6以上 (COM for
OpenVMSアプリケーション開発の場合)

— DIGITAL TCP/IP Services for OpenVMS Version 5.0またはそれに相当する
もの

— Advanced Server for OpenVMS Version 7.2A以上

— COM for OpenVMSをインストールする前に，グローバル・ページ，グロー
バル・セクション，ディスク・ブロックに必要な空き領域があるかどうか確認
してください。次の表は必要な空き領域を示しています。
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ソフトウェア
グローバル・
ページ

グローバル・
セクション

ディスク・
ブロック

COM for OpenVMS 11,000 27 57000

RPC実行時 3,300 14 N/A

Advanced Server:
『日本語 Advanced Server for OpenVMSインストレーションおよび構成ガ
イド』を参照。
TCP/IP:
『DIGITAL TCP/IP Services for OpenVMS: Installation and Configuration』
マニュアルを参照。

• Windows® NT™システム

— Windows NT 4.0と Service Pack 3

— Microsoft® Visual C++ (Windows NTクライアント開発と，MIDLコンパイ
ラに関する情報)。必要なコンパイラ・バージョンについては，Microsoftの
Webサイトを参照。

— TCP/IPを有効に設定 (OpenVMSとの接続のために必要)

4.3 サポートされるCOM for OpenVMSのインストール・オプション

ここでは， COM Version 1.1 for OpenVMSのインストール・オプションとアップグ
レード・オプションについて説明します。

実行する操作 参照箇所

COM for OpenVMSを OpenVMSスタンドアロン・システムに初め
てインストールする。

第 4.4節を参照。

COM for OpenVMSを OpenVMS Clusterシステムに初めてインス
トールする。

第 4.6節を参照。

OpenVMSスタンドアロン・システムで COM Version 1.0 for
OpenVMSから COM Version 1.1 for OpenVMSにアップグレード
する。

第 4.5節を参照。

OpenVMS Clusterシステムで COM Version 1.0 for OpenVMSから
COM Version 1.1 for OpenVMSにアップグレードする。

第 4.7節を参照。

4.4 OpenVMSスタンドアロン・システムでのCOM for OpenVMSの
インストール

次の操作を行います。

1. OpenVMS Version 7.2-1をインストールします。この手順については，
『OpenVMS Alpha Version 7.x Upgrade and Installation Manual』を参照してくだ
さい。
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2. TCP/IPをインストールします。この手順については，『DIGITAL TCP/IP

Services for OpenVMS: Installation and Configuration』マニュアルまたは TCP/IP
サプライヤが提供するマニュアルを参照してください。

3. インストールしたシステムをシステム・ディスクからブートします。

4. COM Version 1.1 for OpenVMSをインストールします。この手順については，
第 4.10節を参照してください。

5. Advanced Server for OpenVMSをインストールします。この手順については，
『日本語 Advanced Server for OpenVMSインストレーションおよび構成ガイ
ド』を参照してください。

6. TCP/IPを構成し (スタートアップとリブートのための設定)，起動します。こ
の手順については，『DIGITAL TCP/IP Services for OpenVMS: Installation and

Configuration』マニュアルまたは TCP/IPサプライヤのマニュアルを参照してくだ
さい。

7. 次の手順でOpenVMS Registryを構成します。

• REG$CONFIGを実行して，OpenVMS Registryを構成します。第 8.2節を参照
してください。

• SYLOGICALS.COMファイルを編集して，次のようにSYS$REGISTRY論理名を定義し
ます。

$ DEFINE/SYSTEM SYS$REGISTRY directory-specification

8. REG$STARTUP.COMファイルを実行して，OpenVMS Registryを起動します。

9. DCEを実行する場合は，ここで起動します。

注意

DCEを使用しなくても COM for OpenVMSを実行することはできますが，環
境で DCEを使用する場合は，ここで起動してください。

この手順については，『DIGITAL DCE Installation and Configuration Guide』を参
照してください。

OpenVMS外部認証の詳細については，第 4.8節を参照してください。

10. Advanced Server for OpenVMSを構成します。 Advanced Server for OpenVMS
の構成を終了するには，最後にリブートする必要があります。システム構成に
応じて， 0～n回リブートする必要があります。この手順については，『日本語
Advanced Server for OpenVMSインストレーションおよび構成ガイド』を参照し
てください。

11. Advanced Server for OpenVMSを起動します (リブート時にスタートアップする
ための設定)。この手順については，『日本語 Advanced Server for OpenVMSイ
ンストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。
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12.次のコマンドを使用して， ACMEサーバを起動します。

$ @SYS$STARTUP:NTA$STARTUP_NT_ACME

13.次のコマンドを使用して， RPCを起動します。

$ @SYS$STARTUP:DCE$RPC_STARTUP.COM

14. COM for OpenVMSを構成します。この手順については，第 4.11節と第 5.2節を
参照してください。

• OpenVMS Registryに情報を登録します。この手順については，第 5.2節を参
照してください。OpenVMS Registryデータベースに情報を登録するには，
オプション 3を使用します。

• COM for OpenVMS Service Control Managerで必要なOpenVMSアカウン
トと Advanced Server for OpenVMSアカウントを作成します。詳細について
は，第 5.2節を参照してください。アカウントを作成するには，オプション 8
を使用します。

15. SYLOGICALS.COMファイルを編集し，次の行を追加します。

$ DEFINE DCOM$TO_BE_STARTED TRUE

16. COM for OpenVMSを起動します。この手順については，第 4.12節を参照してく
ださい。

4.5 OpenVMSスタンドアロン・システムでのCOM Version 1.0 for
OpenVMSからのアップグレード

注意

アップグレードを開始する前に， Advanced Server for OpenVMS，
OpenVMS Registry，その他のレイヤード製品の自動スタートアップを無効に
して， COM for OpenVMSとその関連コンポーネントがアップグレードされ
るまで，これらの製品が起動されないようにしてください。

次の操作を行います。

• 次の製品が起動されないように，SYLOGICALS.COMファイルを編集します。

— OpenVMS Registry (DEFINE REG$TO_BE_STARTED TRUEまたはDEFINE
/SYSTEM REG$TO_BE_STARTED TRUEという行を削除)

— COM for OpenVMS (DEFINE DCOM$TO_BE_STARTED TRUEという行をコメ
ントに変更)

• 次の製品が起動されないように，SYS$STARTUP:SYSTARTUP_VMS.COMファイ
ルを編集します。

— Advanced Server for OpenVMS (@SYS$STARTUP:PWRK$STARTUP.COMとい
う行をコメントに変更)
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COM for OpenVMSが実行中の場合は，最初に COM for OpenVMSをシャッ
トダウンし，次に Advanced Server for OpenVMSをシャットダウンし (実行
されている場合)，最後にOpenVMS Registryをシャットダウンします。

次の操作を行います。

1. OpenVMS Version 7.2-1にアップグレードします。この手順については，
『OpenVMS Alpha Version 7.x Upgrade and Installation Manual』を参照してくだ
さい。

2. TCP/IPをアップグレードする場合は，ここでアップグレードしてください。こ
の手順については，『DIGITAL TCP/IP Services for OpenVMS: Installation and

Configuration』マニュアルまたは TCP/IPサプライヤのマニュアルを参照してくだ
さい。

3. アップグレードしたシステムをシステム・ディスクからブートします。

4. COM for OpenVMSをアップグレードします。この手順については，第 4.10節を
参照してください。

5. Advanced Server for OpenVMSをインストールまたはアップグレードします。シ
ステム構成に応じて， 0～n回リブートする必要があります。この手順について
は，『日本語 Advanced Server for OpenVMSインストレーションおよび構成ガ
イド』を参照してください。

6. リブート時に起動するように TCP/IPを有効に設定した場合を除き， TCP/IPを
起動します。この手順については，『DIGITAL TCP/IP Services for OpenVMS:

Installation and Configuration』マニュアルまたは TCP/IPサプライヤのマニュア
ルを参照してください。

7. リブート時に起動するようにOpenVMS Registryを有効に設定した場合を除き，
OpenVMS Registryを起動します。この手順については，第 8.2節を参照してく
ださい。

8. DCEを実行する場合は，ここでDCEを起動します。

注意

DCEを使用しなくても COM for OpenVMSを実行することはできますが，環
境で DCEを使用する場合は，ここで起動してください。

この手順については，『DIGITAL DCE Installation and Configuration Guide』を参
照してください。

OpenVMS外部認証の詳細については，第 4.8節を参照してください。

9. Advanced Server for OpenVMSを構成します。 Advanced Server for OpenVMS
の構成を終了するには，リブートしなければなりません。システム構成に応じて
0～n回リブートする必要があります。この手順については，『日本語 Advanced
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Server for OpenVMSインストレーションおよび構成ガイド』を参照してくださ
い。

10. Advanced Server for OpenVMSを起動します (リブート時にスタートアップする
ための設定)。この手順については，『日本語 Advanced Server for OpenVMSイ
ンストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。

11.次のコマンドを使用して， ACMEサーバを起動します。

$ @SYS$STARTUP:NTA$STARTUP_NT_ACME

12.次のコマンドを使用して， RPCを起動します。

$ @SYS$STARTUP:DCE$RPC_STARTUP.COM

13. COM Version 1.0 for OpenVMSから COM Version 1.1 for OpenVMSへのアッ
プグレードの詳細については，付録 Dを参照してください。

14. COM for OpenVMSを構成します。この手順については，第 4.11節と第 5.2節を
参照してください。

• OpenVMS Registryに情報を登録します。この手順については，第 5.2節を参
照してください。OpenVMS Registryデータベースに情報を登録するには，
オプション 3を使用します。

• COM for OpenVMS Service Control Managerで必要なOpenVMSアカウン
トと Advanced Server for OpenVMSアカウントを作成します。詳細について
は，第 5.2節を参照してください。アカウントを作成するには，オプション 8
を使用します。

15. SYLOGICALS.COMファイルに次の行を追加します。

$ DEFINE DCOM$TO_BE_STARTED TRUE

16. COM for OpenVMSを起動します。この手順については，第 4.12節を参照してく
ださい。

4.6 OpenVMS ClusterでのCOM for OpenVMSのインストール
注意

ここで説明するクラスタ・インストール手順では， 1つのシステム・ディス
クに COM for OpenVMSをインストールするものと想定しています。

次の操作を行います。

1. 必要に応じて，すべてのシステム・ディスクにOpenVMS Version 7.2-1をイン
ストールします。この手順については，『OpenVMS Alpha Version 7.x Upgrade

and Installation Manual』を参照してください。
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2. TCP/IPをインストールします。この手順については，『DIGITAL TCP/IP

Services for OpenVMS: Installation and Configuration』マニュアルまたは TCP/IP
サプライヤのマニュアルを参照してください。

3. インストールしたシステムをシステム・ディスクからブートします。

4. COM Version 1.1 for OpenVMSをインストールします。この手順については，
第 4.10節を参照してください。

5. クラスタ内のこのノードに Advanced Server for OpenVMSをインストールしま
す。この手順については，『日本語 Advanced Server for OpenVMSインストレ
ーションおよび構成ガイド』を参照してください。

注意

クラスタ内の少なくとも 1つの Alphaノードに Advanced Server for
OpenVMSをインストールしなければなりません。他のノードには
Advanced Server for OpenVMSをインストールするか，または「External
Authentication images (only)」を選択することができます。

6. TCP/IPを構成し (各ノードでリブート時にスタートアップするための設定)，
TCP/IPを起動します。この手順については，『DIGITAL TCP/IP Services for

OpenVMS: Installation and Configuration』マニュアルまたは TCP/IPサプライヤ
のマニュアルを参照してください。

7. OpenVMS Registryを構成します。

• REG$CONFIGを実行して，OpenVMS Registryを構成します。OpenVMS
Registryはクラスタ全体で 1回だけ構成しなければなりません。第 8.2節を参
照してください。

• クラスタ内でOpenVMS Registryサーバを実行するすべての Alphaノード
で，SYS$REGISTRY論理名をDEFINE/SYSTEMに設定します。

• クラスタ内のすべてのノードで，SYLOGICALS.COMファイルを次のように編集し
ます。

— クラスタで共通のSYLOGICALS.COMファイルを 1つだけ使用し，各ノード
のSYLOGICALS.COMファイルからその共通ファイルを呼び出す場合は，変更
は必要ありません。

— OpenVMS Registryサーバを実行しないノードで，次の行を
SYLOGICALS.COMファイルに追加します。

$ DEFINE/SYSTEM REG$TO_BE_STARTED FALSE

Advanced Server for OpenVMSを使用するには，クラスタ内のノードで
OpenVMS Registryを実行している必要があります。
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8. DCEを構成します。

注意

DCEを使用しなくても COM for OpenVMSを実行することはできますが，環
境で DCEを使用する場合は，ここで起動してください。

この手順については，『DIGITAL DCE Installation and Configuration Guide』を参
照してください。

9. DCEを実行する場合は，ここで起動します。DCEを実行する各ノードでDCEを
構成しなければなりません。

OpenVMS外部認証の詳細については，第 4.8節を参照してください。

10. Advanced Server for OpenVMSを構成し，起動します。この手順については，
『日本語 Advanced Server for OpenVMSインストレーションおよび構成ガイ
ド』を参照してください。

このノードで Advanced Server for OpenVMSを実行している場合は，リブート
時に起動するように Advanced Server for OpenVMSを設定します (必要に応じて
SYS$STARTUPファイルを編集します)。システム構成に応じて， 0～n回リブー
トする必要があります。

このノードで Advanced Server for OpenVMSを実行していない場合は，
SYLOGICALS.COMファイルを編集し，PWRK$ACME_SERVER論理名を定義します。この
手順については，『日本語 Advanced Server for OpenVMSインストレーション
および構成ガイド』を参照してください。PWRK$ACME_SERVER論理名の詳細につい
ては，表 12–2を参照してください。

11. ACMEサーバを起動します。次のコマンドを使用します。

$ @SYS$STARTUP:NTA$STARTUP_NT_ACME

12. RPCを起動します。次のコマンドを使用します。

$ @SYS$STARTUP:DCE$RPC_STARTUP.COM

13. COM for OpenVMSを構成します。この手順については，第 4.11節と第 5.2節を
参照してください。

• OpenVMS Registryに情報を登録します。この手順については，第 5.2節を参
照してください。OpenVMS Registryデータベースに情報を登録するには，
オプション 3を使用します。クラスタで 1回だけ，OpenVMS Registryに情
報を登録する必要があります。

• COM for OpenVMS Service Control Managerで必要なOpenVMSアカウン
トと Advanced Server for OpenVMSアカウントを作成します。詳細について
は，第 5.2節を参照してください。アカウントを作成するには，オプション 8
を使用します。これらのアカウントはクラスタ内で 1回だけ作成する必要があ
ります。
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14. SYLOGICALS.COMファイルに次の行を追加します。

$ DEFINE DCOM$TO_BE_STARTED TRUE

15. COM for OpenVMSを起動します。この手順については，第 4.12節を参照してく
ださい。

4.7 OpenVMS ClusterでのCOM for OpenVMSのアップグレード
注意

ここで説明するクラスタ・アップグレード手順では， 1つのシステム・ディ
スクに COM for OpenVMSをインストールするものと想定しています。

注意

アップグレードを開始する前に， Advanced Server for OpenVMSとレイヤー
ド製品の自動スタートアップを無効にして， COM for OpenVMSとその関連
コンポーネントがアップグレードされるまで，これらの製品が起動されない
ようにしてください。

次の操作を行います。

• 次の製品が起動されないように，SYLOGICALS.COMファイルを編集します。

— OpenVMS Registry ( DEFINE REG$TO_BE_STARTED TRUEまたはDEFINE
/SYSTEM REG$TO_BE_STARTED TRUEという行を削除)

— COM for OpenVMS ( DEFINE DCOM$TO_BE_STARTED TRUEという行をコメ
ントに変更)

• 次の製品が起動されないように，SYS$STARTUP:SYSTARTUP_VMS.COMファイ
ルを編集します。

— Advanced Server for OpenVMS ( @SYS$STARTUP:PWRK$STARTUP.COMとい
う行をコメントに変更)

COM for OpenVMSが実行中の場合は，クラスタ内のすべてのノードで最
初に COM for OpenVMSをシャットダウンし，次に Advanced Server for
OpenVMSをシャットダウンし (実行されている場合)，最後にOpenVMS
Registryをシャットダウンします。

次の操作を行います。

1. 必要なすべてのシステム・ディスクでOpenVMS Version 7.2-1にアップグレー
ドします。この手順については，『OpenVMS Alpha Version 7.x Upgrade and

Installation Manual』を参照してください。

2. TCP/IPをアップグレードします。この手順については，『DIGITAL TCP/IP

Services for OpenVMS: Installation and Configuration 』マニュアルまたは TCP/IP
サプライヤのマニュアルを参照してください。
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3. アップグレードしたシステムをシステム・ディスクからブートします。

4. COM Version 1.1 for OpenVMSにアップグレードします。この手順について
は，第 4.10節を参照してください。

5. クラスタ内のこのノードで Advanced Server for OpenVMSをアップグレードし
ます。この手順については，『日本語 Advanced Server for OpenVMSインスト
レーションおよび構成ガイド』を参照してください。

注意

クラスタ内の少なくとも 1つの Alphaノードに Advanced Server for
OpenVMSをインストールしなければなりません。他のノードでは，
Advanced Server for OpenVMSをインストールするか，または「External
Authentication images (only)」を選択できます。

6. TCP/IPを構成します (各ノードでリブート時にスタートアップするための設定)。
この手順については，『DIGITAL TCP/IP Services for OpenVMS: Installation and

Configuration』マニュアルまたは TCP/IPサプライヤのマニュアルを参照してくだ
さい。

7. 次の手順でOpenVMS Registryを構成します。

• REG$CONFIGを実行して，OpenVMS Registryを構成します。第 8.2節を参照
してください。OpenVMS Registryはクラスタで 1回だけ構成する必要があ
ります。

• OpenVMS Registryサーバを実行するすべてのノードでSYLOGICALS.COMファ
イルを編集して，SYS$REGISTRY論理名を定義します。次の例を参照してくださ
い。

$ DEFINE/SYSTEM SYS$REGISTRY
cluster-visible-directory-specification

クラスタ内のすべてのノードで，SYLOGICALS.COMファイルを次のように編集し
ます。

— クラスタで共通のSYLOGICALS.COMファイルを 1つだけ使用し，各ノード
のSYLOGICALS.COMファイルからその共通ファイルを呼び出す場合は，変更
は必要ありません。

— OpenVMS Registryサーバを実行しないノードで，次の行を
SYLOGICALS.COMファイルに追加します。

$ DEFINE/SYSTEM REG$TO_BE_STARTED FALSE

8. Advanced Server for OpenVMSを構成し，起動します。この手順については，
『日本語 Advanced Server for OpenVMSインストレーションおよび構成ガイ
ド』を参照してください。
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このノードで Advanced Server for OpenVMSを実行する場合は，リブート時
に起動するように Advanced Server for OpenVMSを設定します (必要に応じて
SYS$STARTUPファイルを編集します)。システム構成に応じて， 0～n回リブー
トする必要があります。

このノードで Advanced Server for OpenVMSを実行していない場合
は，SYLOGICALS.COMファイルを編集して，PWRK$ACME_SERVER論理名を定義し
ます。この手順については，『日本語 Advanced Server for OpenVMSインスト
レーションおよび構成ガイド』を参照してください。PWRK$ACME_SERVER論理名の
詳細については，表 12–2を参照してください。

9. ACMEサーバを起動します。次のコマンドを使用します。

$ @SYS$STARTUP:NTA$STARTUP_NT_ACME

10. RPCを起動します。次のコマンドを使用します。

$ @SYS$STARTUP:DCE$RPC_STARTUP.COM

11. COM Version 1.0 for OpenVMSから COM Version 1.1 for OpenVMSへのアッ
プグレードの詳細については，付録 Dを参照してください。

12. COM for OpenVMSを構成します。この手順については，第 4.11節と第 5.2節を
参照してください。

• OpenVMS Registryに情報を登録します。この手順については，第 5.2節を参
照してください。OpenVMS Registryデータベースに情報を登録するには，
オプション 3を使用します。クラスタで 1回だけ，OpenVMS Registryに情
報を登録する必要があります。

• COM for OpenVMS Service Control Managerで必要なOpenVMSアカウン
トと Advanced Server for OpenVMSアカウントを作成します。詳細について
は，第 5.2節を参照してください。アカウントを作成するには，オプション 8
を使用します。これらのアカウントはクラスタ内で 1回だけ作成する必要があ
ります。

13. SYLOGICALS.COMファイルに次の行を追加します。

$ DEFINE DCOM$TO_BE_STARTED TRUE

14.特定のノードで COM for OpenVMSを起動します。この手順については，第 4.12
節を参照してください。

4.8 OpenVMSの外部認証

COM for OpenVMSでは， COMオブジェクトへのアクセスを制御するために，
NTLMセキュリティ資格情報を使用します。OpenVMSユーザはNTA$LOGONユ
ーティリティを使用して， Advanced Server for OpenVMS (PATHWORKS)機能で
定義されているWindows NTユーザを認証し，必要な資格情報を取得できます。こ
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のユーティリティは， ACM (Authentication and Credential Management)オーソ
リティに対するユーザ・インタフェースです。

OpenVMSでの認証では，Windows NTのユーザ名を SYSUAF.DATファイルでロー
カルのOpenVMSアカウントにマップする必要があります。デフォルトでは，外部
(NTLM)認証を行うには，Windows NTユーザ名にマップされるOpenVMSアカウ
ントに対して， EXTAUTHフラグをセットする必要があります。EXTAUTHフラグ
をセットしないと，OpenVMSは必要なマップを実行できません。フラグがセットさ
れていない場合は，認証は失敗します。

たとえば， Advanced Server for OpenVMS (PATHWORKS)ユーザ・データベース
でWindows NTユーザ名SMITHが定義されていて，ホスト・マップ・データベースで
Windows NTユーザ名SMITHと，JSMITHというOpenVMSアカウントの間の対応関係
が定義されている場合，OpenVMSシステムのJSMITHの SYSUAF.DATレコードで，
EXTAUTHフラグが有効に設定されていなければなりません。 EXTAUTHフラグが
有効に設定されていない場合や，Windows NTユーザ名のホスト・マップ・エント
リが削除されている場合は，外部認証は失敗します。

SECURITY_POLICY sysgenパラメータで IGNORE_EXTAUTHフラグ (ビット
11，%X0800)をセットしておけば，外部認証のために使用するすべてのOpenVMS
アカウントで EXTAUTHフラグを有効にする必要がなくなります。 IGNORE_
EXTAUTHフラグを有効にすると，OpenVMSユーザは， EXTAUTHフラグが有効
になっていないOpenVMSアカウントにWindows NTユーザ名がマップされる場合
でも，NTA$LOGONユーティリティを使用して資格情報を取得できます。

4.8.1 外部認証での LOGINOUT.EXEの使用

EXTAUTHフラグはまた，ログオン・プロセス (つまりローカル・ログイン，
ダイアルアップ・ログイン，リモート・ログイン，会話型ログイン，ネットワ
ーク・ログイン)でOpenVMSユーザを認証するために，外部認証を使用する
ように LOGINOUT.EXEに要求します。 EXTAUTHフラグを有効にすると，
LOGINOUT.EXEは SYSUAF.DATレコードのパスワードではなく，外部認証を使用
してOpenVMSユーザ名とパスワードを確認します。

LOGINOUT外部認証では，必ず SYSUAFアカウント・レコードで EXTAUTHフ
ラグを有効にしておく必要があります。NTA$LOGONや認証済み RPCと異なり，
IGNORE_EXTAUTHフラグを使用しても，この必要条件を無効にすることはできま
せん。
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4.8.2 DCE統合ログインの制限

あるサイトの同じシステムで，外部認証と以前の LGIコールアウト機能の両方を使用
することはできません。 LGIコールアウト・イメージがインストールされている場合
は，ログイン用の外部認証は無効になります。DCE統合ログインでは LGIコールア
ウト・メカニズムを使用するため，OpenVMSでは，DCE統合ログインが有効に設
定されている場合，Windows NTベースの外部認証を使用してログインを行うこと
はできません。

4.9 COM for OpenVMS環境とは

COM for OpenVMSは相互に関係する多くのサーバ (プロセス)とオペレーティン
グ・システム・イメージに依存します。ほとんどの場合，システムを再起動すると，
サーバは自動的に起動します (自動的な起動を行うには，各コンポーネントをインス
トールし，構成しておくことが必要で，SYLOGICALS.COMファイルも必要に応じて変更
しなければなりません)。サーバの起動と構成の詳細については，第 4.3節を参照して
ください。

図 4–1は，プロセスとオペレーティング・システム・レイヤの関係と依存関係を示し
ています。
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図 4–1 プロセスとレイヤの関係
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表 4–1は，プロセス名と，それに対応するサーバの関係を示しています。

表 4–1 プロセス名とサーバ名の関係

プロセス名 サーバ名 参照箇所

DCOM$RPCSS COM for OpenVMS Service
Control Manager (SCM)

第 4.9.1項

REGISTRY_
SERVER

OpenVMS Registryサーバ 第 4.9.2項

PWRKxxx Advanced Server for OpenVMS
サーバ (複数のプロセス)

第 4.9.3項

ACME_SERVER ACMEサーバ 第 4.9.4項

DCE$RPCD RPCエンドポイント・マッパ 第 4.9.5項

この節では，サーバとレイヤについて説明します。
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4.9.1 COM for OpenVMS Service Control Manager (SCM)

COM for OpenVMS Service Control Managerは COM for OpenVMSを有効にしま
す。

プロセス名： DCOM$RPCSS

必須コンポーネント： OpenVMS Registry，OpenVMS (RPCおよび SSPI/NTLM
レイヤ)

このプロセスを必要とするコンポーネント： COMアプリケーション

構成： DCOM$SETUP。第 5.2節を参照。

起動： DCOM$SETUPのオプション 4。第 5.2節を参照。

シャットダウン・プロシージャ： DCOM$SETUPのオプション 5。第 5.2節を参
照。

4.9.2 OpenVMS Registryサーバ

OpenVMS RegistryサーバはOpenVMS Registryデータベースを管理します。

プロセス名： REGISTRY_SERVER

必須コンポーネント：なし

このプロセスを必要とするコンポーネント： COM for OpenVMS， Advanced
Server for OpenVMS

構成： REG$CONFIG。第 8.2節を参照。

起動： REG$STARTUP。第 8.3.1項を参照。

シャットダウン・プロシージャ： SET SERVER REGISTRY_SERVER/EXIT。詳細
については，第 8.4節を参照。

4.9.3 Advanced Server for OpenVMSサーバ

Advanced Server for OpenVMSサーバはWindows NTとOpenVMSの間の接続機
能を提供します。

プロセス名：

NETBIOS
PWRK$ADMIN_0
PWRK$KNBDAEMON
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PWRK$LICENSE_R
PWRK$LMBROWSER
PWRK$LMDMN
PWRK$LMMCP
PWRK$LMSRV
PWRK$MASTER
PWRK$MONITOR
PWRK$NBDAEMON

ACMEサーバを使用するには， PWRK$LMSRVプロセスが必要です。

必須コンポーネント： OpenVMS Registry

このプロセスを必要とするコンポーネント： ACMEサーバ

構成： PWRK$CONFIG

起動： PWRK$STARTUP

シャットダウン・プロシージャ： PWRK$SHUTDOWN

詳細については，『DIGITAL PATHWORKS for OpenVMS (Advanced Server) Server

Migration Guide』を参照してください。

4.9.4 ACMEサーバ

ACMEサーバは資格情報の付与を制御します。

プロセス名： ACME_SERVER

必須コンポーネント： Advanced Server for OpenVMS

このプロセスを必要とするコンポーネント： OpenVMS (RPCおよび SSPI/NTLMレ
イヤ)とOpenVMS Events

起動：

• SYLOGICALS.COMファイルに次の行が格納されている場合は，自動的に起動されま
す。NTA$NT_ACME_TO_BE_STARTED YES

• 次のコマンドを入力して， ACMEサーバを手動で起動することもできます。

$ @SYS$STARTUP:NTA$STARTUP_NT_ACME

シャットダウン・プロシージャ：

$ SET SERVER ACME {/EXIT | /ABORT}
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詳細については，第 12.3.3項を参照してください。

4.9.5 RPCエンドポイント・マッパ

RPCエンドポイント・マッパは認証とセキュリティを制御します。

プロセス名： DCE$RPCD

必須コンポーネント： RPCイメージ

このプロセスを必要とするコンポーネント： COM for OpenVMS Service Control
Manager， RPCイメージ

起動： OpenVMS

シャットダウン・プロシージャ：次のコマンド・プロシージャを使用します。

$ @SYS$STARTUP:DCE$RPC_SHUTDOWN.COM

詳細については，『DIGITAL DCE for OpenVMS VAX and OpenVMS Alpha』マニュ
アルを参照してください。

4.9.6 RPCおよび SSPI/NTLMレイヤ

RPCおよび SSPI/NTLMレイヤは，OpenVMSでリモート・プロシージャ・コール
とWindows NTスタイルの認証機能を提供します。

プロセス名：なし (OpenVMSオペレーティング・システムの一部)

必須コンポーネント： OpenVMS， ACMEサーバ

このプロセスを必要とするコンポーネント： COM for OpenVMS

起動： OpenVMS

シャットダウン・プロシージャ：なし

4.9.7 OpenVMS Events

EventsレイヤはOpenVMSでWindows NTスタイルのイベント・ログ機能を提供し
ます。

プロセス名：なし (OpenVMSオペレーティング・システムの一部)

必須コンポーネント： ACMEサーバ
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このプロセスを必要とするコンポーネント： COM for OpenVMS

起動： OpenVMS

シャットダウン・プロシージャ：なし

詳細については，第 11章を参照してください。

4.10 COM for OpenVMSのインストール

COM for OpenVMSインストール・キットには， POLYCENTER Software
Installationファイルが格納されています。キット名はDEC-AXPVMS-DCOM-V0101--
1.PCSIです。 COM for OpenVMSファイルをOpenVMS Alphaバージョン 7.2-1シ
ステムにインストールしなければなりません。キットをインストールする前に，第
4.2節を参照して，インストールの要件を確認してください。

COM for OpenVMSをインストールするには，次のコマンドを使用して
POLYCENTER Software Installationユーティリティを呼び出します。

$ PRODUCT INSTALL /SOURCE=device:[user] DCOM

device:[user]に対して，キットのデバイス名とディレクトリの場所をそれぞれ指定し
ます。

MIDLコンパイラ・ライセンス

COM for OpenVMS MIDLコンパイラにはライセンスが必要です。 DCOM-
MIDL PAKは COM for OpenVMSキットと別個に提供されます。

例 4–1はインストールの例を示しています。
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例 4–1 COM for OpenVMSのインストールの例

$ product install dcom/source=disk:[directory]

The following product has been selected:
DEC AXPVMS DCOM V1.1 Layered Product [Installed]

Do you want to continue? [YES]

Configuration phase starting ...

You will be asked to choose options, if any, for each selected product and
for
any products that may be installed to satisfy software dependency
requirements.

DEC AXPVMS DCOM V1.1

Copyright Compaq Computer Corporation 1999. All rights reserved.

Do you want the defaults for all options? [YES]

The following software is required to run COM for OpenVMS

- OpenVMS Alpha V7.2-1 or later
- Includes DCE RPC and OpenVMS Registry

- TCP/IP Services for OpenVMS V5.0 or later (or equivalent product)
- Advanced Server for OpenVMS V7.2A or later
- In order to use the DCOM MIDL compiler you must install
the DCOM-MIDL License PAK

Do you want to continue? [YES]

Do you want to review the options? [NO]

Execution phase starting ...

The following product will be installed to destination:
DEC AXPVMS DCOM V1.1 DISK$AXP_72PLUS:[VMS$COMMON.]

Portion done:
0%...10%...20%...30%...40%...50%...60%...70%...80%...90%...100%

The following product has been installed:
DEC AXPVMS DCOM V1.1 Layered Product

$

4.11 COM for OpenVMSのインストールの後処理

COM for OpenVMSキットをインストールした後，次の操作を行います。

1. OpenVMS Registryが実行されていることを確認します ( 第 8章を参照してくだ
さい)。

2. Advanced Server for OpenVMSが実行されていることを確認します ( Advanced
Server for OpenVMSプロセス名については，第 4.9.3項を参照してください)。

3. ACMEサーバが実行されていることを確認します (このプロセスの名前について
は，第 4.9.4項を参照してください)。
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4. RPCデーモンが実行されていることを確認します (プロセスの名前については，
第 4.9.5項を参照してください)。

5. DCOM$SETUPユーティリティのオプション 3を使用して， COM for OpenVMSの
必要なキーと値をOpenVMS Registryに登録します ( 第 5.2節を参照してくださ
い)。この操作はOpenVMSクラスタで 1回だけ実行しなければなりません。

6. DCOM$SETUPユーティリティのオプション 8を使用して，DCOM$RPCSSアカウン
トを構成します ( 第 5.2.1項を参照してください)。この操作はOpenVMSクラス
タで 1回だけ実行しなければなりません。

7. DCOM$SETUPユーティリティのオプション 4を使用して， COM for OpenVMSを起
動します ( 第 5.2節を参照してください)。この操作はOpenVMSクラスタの各ノ
ードで実行しなければなりません。

8. システムをリブートするときに COM for OpenVMSを自動起動するに
は，SYLOGICALS.COMファイルでDEFINE DCOM$TO_BE_STARTEDという行を変更し
ます ( 第 4.12.1項を参照してください)。この操作はOpenVMSクラスタの各ノー
ドで実行しなければなりません。

4.12 COM for OpenVMSの起動 (COM for OpenVMS Service Control
Manager)

COM for OpenVMSを起動するには，次のコマンドを使用します。

$ @SYS$STARTUP:DCOM$STARTUP

また，DCOM$SETUPを実行し，オプション 4を選択することもできます (第 5.2節を参
照してください)。

COM for OpenVMS Service Control Managerは，初期化中，実行中，起動されてい
ない状態のいずれかになります。 COM for OpenVMS Service Control Managerの
状態に応じて，次のいずれかのメッセージが表示されます。

• COM for OpenVMS Service Control Managerがこのノードで実行されている場
合は，次のように，プロセスがすでにアクティブであることが報告されます。

DCOM Service Control Manager daemon (DCOM$RPCSS) is active [pid=xxxxxxxx]

COM for OpenVMS Service Control Managerがこのノードで初期化中である場
合は，次のように，プロセスがすでにアクティブであることが報告されます。

DCOM Service Control Manager daemon (DCOM$STARTUP-**) is active [pid=xxxxxxxx]

• COM for OpenVMS Service Control Managerがこのノードで起動されていない
場合は，次のように COM for OpenVMSが起動されます。
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The OpenVMS Registry server is already started on this node.

*** DCOM system startup procedure ***

Starting DCOM Service Control Manager daemon ( "DCOM$STARTUP-**" ) . . .
After initialization, the daemon will use process name "DCOM$RPCSS" . . .

%RUN-S-PROC_ID, identification of created process is xxxxxxxx

*** DCOM startup successful ***

*** DCOM Startup Procedure Complete ***

4.12.1 リブート後の COM for OpenVMSの自動起動

COM for OpenVMSの起動を制御するには，SYS$MANAGER:SYLOGICALS.COMコマンド・
ファイルを変更してください。

OpenVMSには変更されたSYLOGICALS.TEMPLATEファイルが含まれていて，このファ
イルには COM for OpenVMSと関連コンポーネント用の新しいスタートアップ・コ
マンドが登録されています。このテンプレート・ファイルの‘‘Coordinated Startup’’セ
クションを確認し，既存のスタートアップ・ファイルに適切な情報を追加してくださ
い。

システムのブート時に COM for OpenVMSが自動起動するように設定するには，
次の行をSYLOGICALS.COMファイルにコピーし，この行のコメントの設定を解除
し，TRUEに設定されているかどうか確認します。

$ DEFINE DCOM$TO_BE_STARTED TRUE

システムのブート時に自動起動するように COM for OpenVMSを設定していない場
合は，「DCOM$SETUP OpenVMS COM Tools」メニューのオプション 4を使用し
て， COM for OpenVMSを起動できます (第 5.2節を参照)。

4.13 COM for OpenVMS (COM for OpenVMS Service Control
Managerのシャットダウン)

COM for OpenVMSをシャットダウンするには，次のコマンドを使用します。

$ @SYS$STARTUP:DCOM$SHUTDOWN

また，DCOM$SETUPを実行し，オプション 5を選択することもできます (第 5.2節を参
照してください)。

COM for OpenVMS Service Control Managerは停止，実行中，初期化中のいずれ
かの状態になります。 COM for OpenVMS Service Control Managerの状態に応じ
て，次のいずれかのメッセージが表示されます。
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• COM for OpenVMS Service Control Managerがこのノードで停止されている場
合は，シャットダウンするものがないことが報告されます。

*** DCOM system shutdown procedure ***

There is no active DCOM$RPCSS daemon on this system.

*** DCOM Shutdown Procedure Complete ***

• COM for OpenVMS Service Control Managerがこのノードで実行中の場合は，
プロセスが次のようにシャットダウンされます。

*** DCOM system shutdown procedure ***

*************************** Warning ********************************
*** Stopping the DCOM Service Control Manager daemon (DCOM$RPCSS)
*** Active DCOM applications will no longer be operational.

Do you want to proceed with this operation (YES/NO/?) [N]?

シャットダウン・プロシージャを続行するには，Yと入力します。

注意

この確認手順を行わないようにする方法については，第 4.13.1項を参照して
ください。

次のメッセージが表示されます。

Terminating DCOM Service Control Manager daemon (DCOM$RPCSS) . . .

*** DCOM shutdown successful ***

*** DCOM Shutdown Procedure Complete ***

• COM for OpenVMS Service Control Managerがこのノードで初期化中の場合
は，次のようにプロセスがシャットダウンされます。

*** DCOM system shutdown procedure ***

*************************** Warning ********************************
*** Stopping the DCOM Service Control Manager daemon (DCOM$RPCSS)
*** Active DCOM applications will no longer be operational.

Do you want to proceed with this operation (YES/NO/?) [N]?

シャットダウン・プロシージャを続行するには，Yと入力します。次のメッセージ
が表示されます。

Terminating DCOM Service Control Manager daemon (DCOM$STARTUP-**) . . .

*** DCOM shutdown successful ***

*** DCOM Shutdown Procedure Complete ***
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4.13.1 DCOM$SHUTDOWNの確認要求を行わない設定

NOCONFIRMパラメータを指定すると，DCOM$SHUTDOWNコマンドの確認要
求が表示されないようにすることができます。次のコマンドを使用します。

$ @SYS$STARTUP:DCOM$SHUTDOWN NOCONFIRM

次のシャットダウン・メッセージが表示されますが，シャットダウンを続行するかど
うかの確認は行われません。

*** DCOM system shutdown procedure ***

Terminating DCOM Service Control Manager daemon (DCOM$RPCSS) . . .

*** DCOM shutdown successful ***

*** DCOM Shutdown Procedure Complete ***
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5
アプリケーションの開発と運用のための COM for

OpenVMSユーティリティ

この章では， COMアプリケーションを開発し，運用するために，OpenVMSシス
テム (および必要に応じてWindows NTシステム)を構成する方法について説明しま
す。次の COM for OpenVMSユーティリティについて説明します。

• DCOM$SETUPユーティリティ。このユーティリティは，システム管理者が COM for
OpenVMSシステム環境を構成するのに役立ちます。

• DCOM$CNFGユーティリティ。このユーティリティは，アプリケーション開発者が
COMアプリケーションを構成し，確認するのに役立ちます。

• DCOM$REGSVR32ユーティリティ。このユーティリティを使用すると，アプリ
ケーション開発者はプロセス内サーバ・アプリケーションの登録と登録の解除を
行うことができます。

この章では，協調動作するようにOpenVMSシステムとWindows NTシステムを構
成する方法についても説明します。

操作を開始する前に

OpenVMSシステムで COM for OpenVMSの構成を行う前に，必要なコンポ
ーネントをインストールおよび構成し， COM for OpenVMSをインストール
しておかなければなりません。これらの手順については，第 4章を参照して
ください。

5.1 DCOM$SETUPユーティリティ

DCOM$SETUPは，システム管理者が COM for OpenVMSシステム環境を構成するのに
役立つツール群です。

DCOM$SETUPの表記法と要件

• Yes/Noという質問に対しては，次のいずれかを入力できます。

— YESまたはNO

— YまたはN

— Return (デフォルト値を使用する場合)

• 一部のDCOM$SETUPオプションでは，システム管理者特権とOpenVMS Registryへ
のアクセス権が必要です。
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5.2 DCOM$SETUPの実行

DCOM$SETUPを実行するには，OpenVMSシステム・プロンプトに対し
て@SYS$STARTUP:DCOM$SETUPと入力します。

「DCOM$SETUP OpenVMS COM Tools」メニューが表示されます。

図 5–1 「DCOM$SETUP OpenVMS COM Tools」メニュー

---------------------------------------------------------
OpenVMS COM Tools

1) DCOMCNFG, COM Configuration Properties
2) GUIDGEN, Globally Unique Identifier Generator
3) Populate the Registry database for COM
4) Start the COM server
5) Stop the COM server
6) Register a COM application
7) Create the DCOM$GUEST account and directory
8) Configure the DCOM$RPCSS accounts

H) Help
E) Exit

Please enter your choice:
---------------------------------------------------------

オプションを選択するには，オプション番号を入力します。オプションは次のとおり
です。

• 1) DCOMCNFG, COM Configuration Properties

COM for OpenVMSアプリケーションのプロパティの設定と表示に使用します。
詳細については，第 5.3節を参照してください。

• 2) GUIDGEN, Globally Unique Identifier Generator

GUID (globally unique identifiers:グローバル一意識別子)をさまざまな形式 (た
とえばOpenVMS RegistryまたはWindows NT Registry形式)で生成します。
GUIDは各アプリケーションに固有の識別子を割り当てます。

DCOM$SETUPのこのバージョンでは，GUIDはOpenVMS Registryおよび
Windows NT Registry形式でのみ生成されます。他の形式については，第
6.1節を参照してください。

• 3) Populate the Registry database for COM

OpenVMS Registryデータベースをセットアップします。 COM for OpenVMS
では，特定のキーと値をOpenVMS Registryデータベースに追加する必要があり
ます。この操作を行うには，OpenVMS Registryへの書き込みアクセス権と，
Windows NTの Administrator権限の両方が必要です。
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• 4) Start the COM server

COM for OpenVMS Server Control Managerサーバ (DCOM$RPCSS)を起動しま
す。DCOM$SETUPはSYS$STARTUP:DCOM$STARTUPプロシージャを呼び出して，サーバ
を起動します。詳細については，第 5.2.2項を参照してください。

• 5) Stop the COM server

COM for OpenVMS Service Control Managerサーバ (DCOM$RPCSS)をシャットダ
ウンします。DCOM$SETUPはSYS$STARTUP:DCOM$SHUTDOWNプロシージャを呼び出し
て，サーバを停止します。詳細については，第 5.2.2項を参照してください。

• 6) Register a COM application

COM for OpenVMSサーバ・アプリケーションを登録します。次の種類のサーバ
を登録できます。

— プロセス内サーバ

プロセス内サーバを登録する場合は，サーバの場所が質問されます。

— ローカル・サーバまたはプロセス外サーバ

ローカル・サーバまたはプロセス外サーバを登録する場合は，次の情報が求め
られます。

+ フル・パス情報 (サーバの場所)

これは必須の値です。次の構文を使用してください。
device::[directory]file-name.ext

+ アプリケーション・タイトル

これは省略可能な値です。タイトルを指定しないと，デフォルト・タイト
ルが使用されます。

+ GUID

これは必須の値です。サーバにGUIDが割り当てられていない場合は，シ
ステムが自動的に生成します。GUIDと LocalServer32の詳細について
は，第 6.5.1項を参照してください。

登録が完了すると，次のファイルが生成されます。

1. Windows NT Registryファイル (server-name.REG_NT)。このファイルは，
Windows NTシステム上のアプリケーションを登録するために使用しま
す。

2. OpenVMSコマンド・プロシージャ (server-name.REG_VMS)。OpenVMSシ
ステム上のサーバを登録するために使用します。

これらのファイルを他のシステムで使用する場合は，サーバの現在の場所を示
すように path文を変更しなければなりません。詳細については，第 5.2.3項を
参照してください。
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• 7) Create the DCOM$GUEST account and directory

NTLM認証なしで COM for OpenVMSを使用するには，DCOM$GUESTアカウント
をあらかじめ作成しておかなければなりません。

• 8) Configure the DCOM$RPCSS accounts

DCOM$RPCSS Advanced Server for OpenVMSユーザ・アカウントと SYSUAFア
カウントを構成し，作成します。 COM for OpenVMS Service Control Manager
(DCOM$RPCSS)では，認証のためにこれらのアカウントが必要です。詳細について
は，第 5.2.1項を参照してください。

• H) Help

各メニュー・オプションのヘルプを表示します。

• E) Exit

メニューを終了します。

5.2.1 DCOM$RPCSSアカウントの作成と構成

これらの機能を表示するには，「DCOM$RPCSS OpenVMS COM Tools」メニュー
からオプション 8を選択します。次の情報が表示されます。

---------------------------------------------------------
Configure the COM for OpenVMS Service Control Manager (DCOM$RPCSS) accounts

1) Create the DCOM$RPCSS account in both the SYSUAF database and the
Advanced Server for OpenVMS SAM database. The password you specify
for the new DCOM$RPCSS user is stored in a protected file.

2) Update the DCOM$RPCSS user password in the COM for OpenVMS Service
Control Manager password file.

E) Exit

Please enter your choice:
---------------------------------------------------------

次のいずれかを入力します。

• 1) Create the DCOM$RPCSS account . . .

このオプションを選択すると，DCOM$RPCSSアカウントが SYSUAFデータベースと
Advanced Server for OpenVMS SAMデータベースの両方に作成されます。

DCOM$RPCSSユーザ用に指定したパスワードは，保護されるファイルに格納さ
れ， COM for OpenVMS Service Control Managerはそのファイルを使用して，
NTLMネットワークにログインし，Windows NTアイデンティティを取得しま
す。

注意

このアカウントは，有効期限の切れないパスワードを使用して Advanced
Server for OpenVMSデータベースに作成されます。この動作を変更するに
は， (つまり， Advanced Server for OpenVMSユーザ・ポリシーに従ってパ
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スワードの有効期限が切れるように，アカウントを変更するには)，次の操作
を行います。

1. Advanced Server for OpenVMS ADMINユーティリティを実行しま
す。

2. Administratorアカウントにログインします。

3. 次の ADMINコマンドを実行します。

ADMIN> MODIFY USER DCOM$RPCSS/FLAG=NODISPWDEXP

Advanced Server for OpenVMSのユーザ・ポリシーでパスワードの有効期限
(maximum password age)を判断するには，次の ADMINコマンドを入力しま
す。

ADMIN> SHOW ACCOUNT POLICY

DCOM$RPCSSアカウントの Advanced Server for OpenVMSパスワードを
変更する場合は， COM for OpenVMS Service Control Managerパスワード・
ファイルでパスワードを更新しなければなりません (オプション 2の「Update
the DCOM$RPCSS user password」を参照)。

次の操作を行います。

1. 1と入力します。

次のメッセージが表示されます。

To create a new account, you must be logged on to an existing
Advanced Server for OpenVMS account that is capable of adding
new users.

Enter Y[ES] to log on to this account:

このアカウントを作成するには， PATHWORKS管理者グループに属していな
ければなりません。

2. Yと入力します。

ログオンするように求められます。入力したパスワードは表示されません。

Enter username: JOSEPHM
Password:
Confirm password:

新しいパスワードの入力が求められます。その後，確認のために同じパスワー
ドをもう一度入力するように求められます。入力したパスワードは表示されま
せん。

Enter the new DCOM$RPCSS password.

Enter password:
Confirm password:
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このパスワードは， SYSUAFアカウント (DCOM$RPCSS)と PATHWORKS
ユーザ・アカウント (DCOM$RPCSS)の両方で使用されます。このパスワード
は COM for OpenVMS Service Control Managerパスワード・ファイルに格
納されます。

次のアカウント作成情報が表示されます。

%PWRK-S-USERADD, user "DCOM$RPCSS" added to domain "DCOM1_DOMAIN"

Username: DCOM$RPCSS Owner: COM
Account: UIC: [37776,1] ([DCOM$RPCSS])
CLI: DCL Tables: DCLTABLES
Default: SYS$SYSDEVICE:[DCOM$RPCSS]
LGICMD:
Flags: ExtAuth
Primary days: Mon Tue Wed Thu Fri
Secondary days: Sat Sun
No access restrictions
Expiration: (none) Pwdminimum: 6 Login Fails: 0
Pwdlifetime: (none) Pwdchange: (pre-expired)
Last Login: (none) (interactive), (none)
(non-interactive)
Maxjobs: 0 Fillm: 100 Bytlm: 64000
Maxacctjobs: 0 Shrfillm: 0 Pbytlm: 0
Maxdetach: 0 BIOlm: 150 JTquota: 4096
Prclm: 8 DIOlm: 150 WSdef: 1024
Prio: 4 ASTlm: 250 WSquo: 4000
Queprio: 4 TQElm: 10 WSextent: 8000
CPU: (none) Enqlm: 2000 Pgflquo: 130000
Authorized Privileges:
NETMBX TMPMBX

Default Privileges:
NETMBX TMPMBX

%PWRK-S-HOSTMAPADD, user "DCOM$RPCSS" mapped to host user "DCOM$RPCSS"

Press RETURN to continue:

• 2) Update the DCOM$RPCSS user password . . .

Advanced Server for OpenVMS SAMデータベースでDCOM$RPCSSユーザ・
パスワードを変更する場合は， COM for OpenVMS Service Control Managerパ
スワード・ファイルのパスワードも更新しなければなりません。

次の操作を行います。

1. 2と入力します。

次のメッセージが表示されます。

Enter the new DCOM$RPCSS password.

Enter password:
Confirm password:

2. 新しいパスワードを入力し，確認のために同じパスワードをもう一度入力しま
す。
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• E) Exit

メニューを終了します。

5.2.2 COMサーバ (DCOM$RPCSS Process)の起動と停止

COM for OpenVMSでは， COMサーバ・プロセス (DCOM$RPCSS)が常に動作している
ことが必要です。OpenVMS上のDCOM$RPCSSプロセスは，RPCSSプロセスがMicrosoft
Windows NT上で提供する COM実行時環境の機能と同じ機能を提供します。次の機
能が提供されます。

• システム上で動作するサーバ・オブジェクトの一覧を作成および管理します。

• レジストリに定義されているアプリケーションのキャッシュを作成および管理し
ます。このキャッシュは COMのパフォーマンスを向上します。

• 現在動作していないサーバ・オブジェクトへの接続をクライアントが要求したと
きに，サーバを独立プロセスとして起動します。

• リモートのWindows NTシステム上のRPCSSプロセス，またはOpenVMSシステ
ム上のDCOM$RPCSSプロセスと通信して，リモート・サーバ・オブジェクトの検索
や起動を行います。

DCOM$RPCSSを起動するには，DCOM$SETUPのオプション 4 (‘‘Start’’)を使用するか (第 5.2
節を参照)，SYS$STARTUP:DCOM$STARTUPから COM for OpenVMSスタートアップ・プ
ロシージャを直接呼び出します。

システムでDCOM$RPCSSを停止するには，DCOM$SETUPのオプション 5 (‘‘Stop’’)を使用す
るか (第 5.2節を参照)，SYS$STARTUP:DCOM$SHUTDOWNから COM for OpenVMSシャッ
トダウン・プロシージャを直接呼び出します。

5.2.3 アプリケーションの登録

次の例では， COM for OpenVMSキットに添付されている COM for OpenVMS
‘‘Simple’’アプリケーションを登録する方法について説明します。Windows NTシス
テムでアプリケーションを使用できる場合は，作成されるWindows NTファイルを
使用して，サーバをWindows NTシステムに登録することができます。

Windows NTシステムで‘‘Simple’’アプリケーションを作成する場合
は，DCOM$EXAMPLES:[SIMPLE]のREADME-SIMPLE.TXTファイルの指示に従ってくだ
さい。

注意

アプリケーションを登録するには，その前にアプリケーションを作成し
てコンパイルしておかなければなりません。詳細については， COM for
OpenVMSキットに添付されているDCOM$EXAMPLES:[SIMPLE]の例を参照して
ください。
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次の操作を行います。

1. DCOM$SETUPメニューから6またはREGISTERと入力します。

2. 質問に対して次のように応答します。

注意

‘‘Simple’’アプリケーションにはあらかじめ， CLSIDが割り当てられていま
す。

例 5–1 OpenVMSでの‘‘Simple’’アプリケーションの登録例

Enter server type (1. In-Proc 2. Out-Proc): 2 Return

Enter Local Path (device:[directory]filename.ext): USER:[SMITH]SSERVER.EXE
Return

Enter Application Name (<RETURN> to assign default): COM Simple Server
Return

Does the server have a CLSid {GUID} (Yes/No) [N]: Y Return

Enter the CLSid (i.e. {xxxxxxxx-xxxx-xxxx-xxxx-xxxxxxxxxxxx}:
{5e9ddec7-5767-11cf-beab-00aa006c3606} Return

Verify Application Information:

Application Name: COM SIMPLE SERVER
Local Path: USER:[SMITH]SSERVER.EXE
Application ID: {5E9DDEC7-5767-11CF-BEAB-00AA006C3606}

Is the information correct (Yes/No) [Y]: Return

Register application (Yes/No)? [Y]: Return

SETUP-I-NEWFILES, The following files have been created:

USER:[SMITH]SSERVER.REG_NT
USER:[SMITH]SSERVER.REG_VMS

SETUP-I-SRVIN, Server has been registered
Press RETURN to continue: Return

Windows NTシステムで‘‘Simple’’アプリケーションを登録するには，次の操作を行い
ます。

1. DCOM$EXAMPLES:[SIMPLE]ディレクトリのすべてのファイルをWindows NTシステ
ムにコピーします。

2. SSERVER.REG_NTをSSERVER.REGという名前に変更します。

3. ローカル・サーバ・パスを指すようにファイルを変更します。

たとえば，DEVICE:\SSERVERをC:\SSERVERに変更します。

4. Install.batプログラムを実行して，必要なキーをWindows NTレジストリに追
加します。
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例 5–2はSSERVER.REG_NTの内容を示しています。

例 5–2 SSERVER.REG_NTの内容

REGEDIT
HKEY_CLASSES_ROOT\CLSID\{5E9DDEC7-5767-11CF-BEAB-00AA006C3606}\ = DCOM
server application SSERVER
HKEY_CLASSES_ROOT\CLSID\{5E9DDEC7-5767-11CF-BEAB-00AA006C3606}\LaunchPermiss
ion = Y
HKEY_CLASSES_ROOT\CLSID\{5E9DDEC7-5767-11CF-BEAB-00AA006C3606}\LocalServer32
= DEVICE:\SSERVER

OpenVMSシステムで‘‘Simple’’アプリケーションを再登録するには，システム・プロ
ンプトに対して次のコマンドを入力します。

$ @SSERVER.REG_VMS

例 5–3はSSERVER.REG_VMSコマンド・プロシージャの内容を示しています。

例 5–3 SSERVER.REG_VMSの内容

$ Set noon
$ regcp := $regcp
$ crekey := $regcp create key
$ creval := $regcp create value
$ modval := $regcp modify value
$ lisval := $regcp list value
$ crekey HKEY_CLASSES_ROOT\CLSID\{5E9DDEC7-5767-11CF-BEAB-00AA006C3606}
$ creval HKEY_CLASSES_ROOT\CLSID\{5E9DDEC7-5767-11CF-BEAB-00AA006C3606} -

/data="DCOM server application SSERVER" /type=sz
$ creval
HKEY_CLASSES_ROOT\CLSID\{5E9DDEC7-5767-11CF-BEAB-00AA006C3606}/name="AppID"
-

/data="{5E9DDEC7-5767-11CF-BEAB-00AA006C3606}" /type=sz
$ crekey
HKEY_CLASSES_ROOT\CLSID\{5E9DDEC7-5767-11CF-BEAB-00AA006C3606}\LaunchPermiss
ion
$ creval
HKEY_CLASSES_ROOT\CLSID\{5E9DDEC7-5767-11CF-BEAB-00AA006C3606}\LaunchPermiss
ion -

/data="Y" /type=sz
$ crekey
HKEY_CLASSES_ROOT\CLSID\{5E9DDEC7-5767-11CF-BEAB-00AA006C3606}\LocalServer32
$ creval
HKEY_CLASSES_ROOT\CLSID\{5E9DDEC7-5767-11CF-BEAB-00AA006C3606}\LocalServer32
-

/data="USER::[SMITH]SSERVER.EXE" /type=sz
$
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5.3 DCOM$CNFGの実行

DCOM$CNFGは， COM開発者がOpenVMSで COM for OpenVMSアプリケーションを
構成し，管理するのに役立つユーティリティです。 COM for OpenVMSアプリケー
ションに関する情報を問い合わせたり，プロパティを操作するには，DCOM$CNFGユー
ティリティを使用します。

DCOM$CNFGユーティリティを使用するには，DCOM$SETUPメニューからオプション 1を
選択します。

注意

DCOM$CNFGユーティリティを実行する前に，次のことを確認してください。

• アプリケーションのプロパティを表示するには，OpenVMS Registryへ
の読み込みアクセス権が必要であり，アプリケーションのプロパティを変
更するには，書き込みアクセス権が必要です。

• ACMEサーバが現在のシステムで動作していることを確認してください。
アプリケーション・セキュリティのプロパティを表示または変更するに
は， ACMEサーバが動作していなければなりません。詳細については，
表 4–1を参照してください。

• アプリケーションのアイデンティティを変更する場合は，その前に
Windows NTセキュリティ資格情報を取得してください。詳細について
は，第 12.2節を参照してください。

「DCOM$CNFG Main」メニューが表示されます。

図 5–2 「DCOM$CNFG Main」メニュー

---------------------------------------------------------
DCOM$CNFG Main

1 - Applications List
2 - System-wide Default Properties
3 - System-wide Default Security

(E to Exit)
(H for Help)

Enter <CTRL-Z> or ’E’ to return to the previous menu at any time

Please enter your choice:
---------------------------------------------------------

オプションは次のとおりです。

• 1 - Applications List

このマシンに登録されているすべてのアプリケーションを一覧表示します。この
オプションの詳細については，第 5.3.1項を参照してください。
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• 2 - System-wide Default Properties

システム単位のマシン・プロパティを設定できます。このオプションの詳細につ
いては，第 5.3.5項を参照してください。

• 3 - System-wide Default Security

システム単位のセキュリティ・パラメータを設定できます。このオプションの詳
細については，第 5.3.6項を参照してください。

5.3.1 DCOM$CNFGの「Application List」サブメニュー

このサブメニューを「DCOM$CNFG Main」メニューから表示するには，オプション 1を
選択します。

「Applications List」サブメニューが表示されます。

図 5–3 「Applications List」サブメニュー

---------------------------------------------------------
Applications List

Index Name
1 Inside COM, Chapter 11 Example
2 application 2
3 application 3
. ...
. ...
. ...

(E to Exit to previous menu)
(H for Help)

Please enter Index number to select an Application:
---------------------------------------------------------

番号を入力してアプリケーションを選択します。選択したアプリケーションのプロパ
ティを表示または設定できます。

このオプションを選択すると，「Application Properties」サブメニューが表示され
ます。

注意

アプリケーションのプロパティ (「Location」，「Security」，「Identity」)
(図 5–4を参照)は，OpenVMS Registryで各アプリケーションに関連付け
られている特殊キーに格納されます。 DCOM$CNFGユーティリティを使用
してこの特殊キーを作成するまで，アプリケーションのプロパティを変更す
ることはできません。 DCOM$CNFGユーティリティは，新たに登録された
アプリケーションを検出したときに，この特殊キーを作成します。しかし，
DCOM$CNFGユーティリティがこのキーを作成するのは， Administratorグ
ループのメンバであるアカウントのWindows NTセキュリティ資格情報を
取得したユーザが DCOM$CNFGユーティリティを実行した場合だけです。
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Windows NT資格情報の取得の詳細については，第 12.2節を参照してくださ
い。

アプリケーションのプロパティを管理するには，次の操作を行います。

1. アプリケーションを登録します。

2. 次のいずれかの操作を行います。

• AdministratorグループのメンバであるアカウントのWindows NTセキ
ュリティ資格情報を取得し， DCOM$CNFGを実行します。

• 適切な資格情報を保有するシステム管理者に DCOM$CNFGを実行し
てもらいます。

3. 自分のアカウントから DCOM$CNFGを実行して，プロパティを管理しま
す。

図 5–4 「Application Properties」サブメニュー

------------------------------------------------------------------
Application Properties

General Properties of this DCOM Application

Application name: Inside COM, Chapter 11 Example
Application id: {0C092C2C-882C-11CF-A6BB-0080C7B2D682}
Application type: local server
Local path: DISK1:[SMITH.DISPATCH_SAMPLE1]CMPNT.EXE
Type Library: {D3011EE1-B997-11CF-A6BB-0080C7B2D682}
version: 1.0 DISK1:[SMITH.DISPATCH_SAMPLE1]Server.tlb

1 - Location Machine to run application
2 - Security Security permissions for application
3 - Identity User account to use to run application

(E to Exit to previous menu)
(H for Help)

Please enter Application Property you wish to change:
------------------------------------------------------------------

タイプ・ライブラリ・ファイルが見つからない場合や，タイプ・ライブラリにアクセ
スできない場合は，タイプ・ライブラリ・ファイル名の横にエラー・メッセージが表
示されます。

オプションは次のとおりです。

• 1 - Location: Machine to run application

このオプションを選択すると， COMアプリケーションが実行されるマシンを設
定または変更できます。
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「Application Location」サブメニューが表示されます。

図 5–5 「Application Location」サブメニュー

---------------------------------------------------------
Application Location

The following settings allow DCOM to locate the correct computer
for this application. If more than one machine is selected then
DCOM uses the first available one. Client applications may override
these selections.

Application name: Inside COM, Chapter 11 Example

1 - Run application on this computer (Yes/No)
Current value: Yes

2 - Run application on another computer
Current value: Currently Disabled

(E to Exit to previous menu)
(H for Help)

Please enter your choice:
---------------------------------------------------------

オプションは次のとおりです。

— 1 - Run application on this computer

アプリケーションをローカル・コンピュータで実行するかどうかを指定しま
す。現在の値を変更するときは，オプションを選択します。

— 2 - Run application on another computer

このオプションを選択すると，アプリケーションは指定のコンピュータで実行
されます。オプションを選択し，次のいずれかを入力します。

+ 現在の値を変更するときは有効なシステム名。

+ 値を無効にするときはハイフン (-)。ハイフンを入力すると，このフィール
ドは‘‘Currently Disabled’’に設定されます。

• 2 - Security: Security permissions for application

このオプションを選択すると，次のセキュリティ・プロパティを設定できます。

— Access permission:ユーザまたはグループがこのアプリケーションにアクセス
することを許可または拒否します。

— Launch permission:ユーザまたはグループがこのアプリケーションを実行す
ることを許可または拒否します。

— Configuration permission:アプリケーションに関する情報が格納されている
OpenVMS Registryの領域への読み込みアクセス権，書き込みアクセス権，特
殊アクセス権を持つユーザまたはグループを識別します。

別の設定を指定しない限り，システム単位のデフォルト・セキュリティ値が使用
されます。
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「Application Security」サブメニューが表示されます。

図 5–6 「Application Security」サブメニュー

---------------------------------------------------------
Application Security

Application name: Inside COM, Chapter 11 Example
Current Access permissions: Custom
Current Launch permissions: Custom
Current Configuration permissions: Default

1 - Use Default Access permission
2 - Edit Custom Access permission
3 - Use Default Launch permission
4 - Edit Custom Launch permission
5 - Use Default Configuration permission
6 - Edit Custom Configuration permission

(E to Exit to previous menu)
(H for Help)

Please enter your choice:
---------------------------------------------------------

オプションは次のとおりです。

• 1 - Use Default Access permission

デフォルトのアクセス許可の値を使用します。

• 2 - Edit Custom Access permission

「Registry Value Permissions」サブメニューを表示します。このサブメニュ
ーでは，このアプリケーションのアクセス許可の値を表示，追加，変更，削除
することができます。これらのサブメニューについては，第 5.3.2項を参照し
てください。

あらかじめ他の値を設定した場合を除き， ACLエディタはシステム単位のデ
フォルト値を使用して起動されます。

• 3 - Use Default Launch permission

システム単位のデフォルトの起動許可 (Launch permission)の値を使用しま
す。

• 4 - Edit Custom Launch permission

「Registry Value Permissions」サブメニューを表示します。このサブメニュ
ーでは，このアプリケーションの起動許可の値を表示，追加，変更，削除する
ことができます。これらのサブメニューについては，第 5.3.2項を参照してく
ださい。

あらかじめ他の値を設定した場合を除き， ACLエディタはシステム単位のデ
フォルト値を使用して起動されます。
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• 5 - Use Default Configuration permission

システム単位の構成許可 (Configuration permission)の値を使用します。

• 6 - Edit Custom Configuration permission

「Registry Key Permissions」サブメニューを表示します。このサブメニュー
では，このアプリケーションの特殊アクセス・セキュリティ許可を表示，追
加，変更，削除，構成することができます。これらのサブメニューについて
は，第 5.3.3項を参照してください。

5.3.2 「Registry Value Permissions」サブメニュー

このサブメニューを表示するには，次の操作を行います。

1. DCOM$CNFGメニューからオプション 1を選択します。

2. 「Applications List」サブメニューから適切なアプリケーションを選択します。

3. 「Application Properties」サブメニューからオプション 2を選択します。

4. 「Application Security」サブメニューからオプション 2または 4を選択します。

図 5–7 「Registry Value Permissions」サブメニュー

---------------------------------------------------------
Registry Value Permissions

Application name: Inside COM, Chapter 11 Example
Registry Value: LaunchPermission
Owner: Administrator

Index Name Type of Access
1 OPENVMS_DCOM\USER1 Deny
2 BUILTIN\Administrators Allow
3 Everyone Allow
4 NT AUTHORITY\SYSTEM Allow
5 OPENVMS_DCOM\USER2 Allow

(Index Number to Delete or Modify Access)
(A to Add to list)

(E to Exit to previous menu)
(H for Help)

Please enter your choice:
---------------------------------------------------------

オプションは次のとおりです。

• Index Number...

アクセス・タイプを変更または削除するには，対応するインデックス番号を入力
します。「Edit Registry Value Permissions」サブメニューが表示されます。
図 5–8を参照してください。
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• A to Add to List

このオプションを選択すると，「Add Registry Value Permissions」サブメニ
ューが表示されます。このサブメニューでは，新しいエントリをOpenVMS
Registryの値のアクセス制御リストに追加できます。図 5–9を参照してくださ
い。

図 5–8 「Edit Registry Value Permissions」サブメニュー

---------------------------------------------------------
Edit Registry Value Permissions

Application name: Inside COM, Chapter 11 Example
Registry Value: AccessPermission
Owner: Administrator

Name: OPENVMS_DCOM\USER1
Type of Access: Deny

1 - Delete entry from list
2 - Change Access

(E to Exit to previous menu)
(H for Help)

Please enter your choice:
---------------------------------------------------------

オプションは次のとおりです。

• 1 - Delete entry from list

アクセス制御リストからエントリを削除します。すべてのエントリを削除する
と，選択した値へのアクセス許可と起動許可がすべての人に対して拒否されま
す。

• 2 - Change Access

アクセス・タイプを「Allow to Deny」と「Deny to Allow」の間で切り換えま
す。
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図 5–9 「Add Registry Value Permissions」サブメニュー

---------------------------------------------------------
Add Registry Value Permissions

Application name: Inside COM, Chapter 11 Example
Registry Value: LaunchPermission
Owner: ROLLO

1 - Add Specific User or Group
2 - Add Everyone
3 - Add NT AUTHORITY\System
4 - Add BUILTIN\Administrators

(E to Exit to previous menu)
(H for Help)

Please enter your choice:
---------------------------------------------------------

オプションは次のとおりです。

— 1 - Add Specific User or Group

ユーザ/グループ名とアクセスの種類が要求されます。ユーザ名とし
てdomain\usernameを指定するか，アカウントがプライマリ・ドメイン
に存在する場合は，usernameを指定します。

— 2 - Add Everyone

アプリケーションに対するアクセス/起動 (Access/Launch)許可をEveryoneに対
して許可または拒否します。

— 3 - Add NT AUTHORITY\System

アプリケーションに対するアクセス/起動 (Access/Launch)許可をSystemに対し
て許可または拒否します。

— 4 - Add BUILTIN\Administrators

アプリケーションに対するアクセス/起動 (Access/Launch)許可
をAdministratorに対して許可または拒否します。

ユーザが 2つ以上のグループに属している場合は，Deny accessの方がAllow
accessより優先します。

• 3 - Identity: User account to use to run application

このオプションを選択すると，指定したユーザ・アカウントのセキュリティ・コ
ンテキストを使用して，アプリケーション・サーバを実行できます。

「Application Identity」サブメニューが表示されます。第 5.3.4項を参照してく
ださい。
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5.3.3 「Registry Key Permissions」サブメニュー

このサブメニューを表示するには，次の操作を行います。

1. DCOM$CNFGメニューからオプション 1を選択します。

2. 「Applications List」サブメニューから適切なアプリケーションを選択します。

3. 「Application Properties」サブメニューからオプション 2を選択します。

4. 「Application Security」サブメニューからオプション 6を選択します。

図 5–10 「Registry Key Permissions」サブメニュー

---------------------------------------------------------
Registry Key Permissions

Application name: Inside COM, Chapter 11 Example
Registry Key: Inside COM, Chapter 11 Example
Owner: Administrator

Index Name Type of Access

1 BUILTIN\Administrators Full Control
2 NT AUTHORITY\SYSTEM Full Control
3 CREATOR OWNER Full Control
4 Everyone Special Access
5 OPENVMS_DCOM\USER1 Read

(Index Number to Delete or Modify Access)
(A to Add to list)

(E to Exit to previous menu)
(H for Help)

Please enter your choice:
---------------------------------------------------------

オプションは次のとおりです。

• Index Number...

アクセス・タイプを変更または削除するには，対応するインデックス番号を入
力します。「Edit Registry Key Permissions」サブメニューが表示されます。
図 5–11を参照してください。

• A to Add to List

このオプションを選択すると，「Add Registry Key Permissions」サブメニュー
が表示されます。このサブメニューでは，新しいエントリをOpenVMS Registry
キーのアクセス制御リストに追加できます。図 5–13を参照してください。
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図 5–11 「Edit Registry Key Permissions」サブメニュー

---------------------------------------------------------
Edit Registry Key Permissions

Application name: Inside COM, Chapter 11 Example
Registry Key: Inside COM, Chapter 11 Example
Owner: Administrator

Name: BUILTIN\Administrators
Type of Access: Full Control

1 - Delete entry from list
2 - Allow Full Control
3 - Allow Read Access
4 - Set/View Special Access

(E to Exit to previous menu)
(H for Help)

Please enter your choice:
---------------------------------------------------------

オプションは次のとおりです。

• 1 - Delete entry from list

セキュリティ・アクセス許可リストからエントリを削除します。すべてのエント
リを削除すると，誰もキーにアクセスできなくなり，所有者だけが許可を変更で
きます。

• 2 - Allow Full Control

ユーザに対してキーへのアクセス，キーの変更，キーの所有権の取得を許可しま
す。

• 3 - Allow Read Access

ユーザに対してキーの表示を許可しますが，キーの保存や変更は禁止します。

• 4 - Set/View Special Access

「Special Access Registry Key Permissions」サブメニューを表示します。この
サブメニューでは，選択したユーザまたはグループに対してカスタマイズしたア
クセス許可を設定できます。図 5–12を参照してください。
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図 5–12 「Special Access Registry Key Permissions」サブメニュー

---------------------------------------------------------
Special Access Registry Key Permissions

Application name: Inside COM, Chapter 11 Example
Registry Key: Inside COM, Chapter 11 Example

Name: Everyone

Type of Access Current Value

0 - Query Value Yes
1 - Set Value Yes
2 - Create Subkey Yes
3 - Enumerate Subkeys Yes
4 - Notify Yes
5 - Create Link No
6 - Delete Yes
7 - Write DACL No
8 - Write Owner No
9 - Read Control Yes

(E to Exit to previous menu)
(H for Help)

Please enter your choice:
---------------------------------------------------------

オプションは次のとおりです。

• 0 - Query Value

ユーザに対して，キーの値の表示を許可します。

• 1 - Set Value

ユーザがキーの 1つ以上の値を設定することを許可します。

• 2 - Create Subkey

ユーザがキーのサブキーを作成することを許可します。

• 3 - Enumerate Subkeys

ユーザがキーのサブキーを指定することを許可します。

• 4 - Notify

ユーザがキーからの通知イベントを監査することを許可します。

• 5 - Create Link

ユーザがキーにシンボリック・リンクを作成することを許可します。

• 6 - Delete

ユーザがキーを削除することを許可します。

• 7 - Write DACL

ユーザがキーにアクセスして，随意 ACLをキーに書き込むことを許可します。
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• 8 - Write Owner

ユーザがキーにアクセスして，キーの所有権を取得することを許可します。

• 9 - Read Control

ユーザがキーのセキュリティ情報にアクセスすることを許可します。

図 5–13 「Add Registry Key Permissions」サブメニュー

---------------------------------------------------------
Add Registry Key Permissions

Application name: Inside COM, Chapter 11 Example
Registry Key: Inside COM, Chapter 11 Example
Owner: Administrator

1 - Add Specific User or Group
2 - Add Everyone
3 - Add NT AUTHORITY\System
4 - Add BUILTIN\Administrators

(E to Exit to previous menu)
(H for Help)

Please enter your choice:
---------------------------------------------------------

オプションは次のとおりです。

• 1 - Add Specific User or Group

ユーザ/グループ名とアクセスの種類が要求されます。ユーザ名とし
てdomain\usernameを指定するか，アカウントがプライマリ・ドメインに存在
する場合は，usernameを指定します。

• 2 - Add Everyone

Everyoneに対して，アプリケーションへのフル・コントロールまたは読み込みア
クセスを許可します。

• 3 - Add NT AUTHORITY\System

Systemに対して，アプリケーションへのフル・コントロールまたは読み込みアク
セスを許可します。

• 4 - Add BUILTIN\Administrators

Administratorに対して，アプリケーションへのフル・コントロールまたは読み込
みアクセスを許可します。
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5.3.4 「Application Identity」サブメニュー

このサブメニューを表示するには，次の操作を行います。

1. DCOM$CNFGメニューからオプション 1を選択します。

2. 「Applications List」サブメニューから適切なアプリケーションを選択します。

3. 「Application Properties」サブメニューからオプション 3を選択します。

「Application Identity」サブメニューが表示されます。

図 5–14 「Application Identity」サブメニュー

---------------------------------------------------------
Application Identity

Which user account do you want to use to run this application?

Application name: Inside COM, Chapter 11 Example
Current Identity: NTLM Account OPENVMS_DCOM\USER2

1 - Launching User
2 - NTLM Account
3 - OpenVMS Username
4 - OpenVMS DCOM Guest Account

(E to Exit to previous menu)
(H for Help)

Please enter account you wish to use:
---------------------------------------------------------

オプションは次のとおりです。

• 1 - Launching User

アプリケーションを起動したユーザのセキュリティ・コンテキストを使用して，
アプリケーションを実行することを指定します。NTLMセキュリティを使用でき
る場合は，これがデフォルトです。

• 2 - NTLM Account

指定されたNTLMアカウントのセキュリティ・コンテキストを使用して，アプ
リケーションを実行することを指定します。有効なユーザ/グループ名を指定す
ると，パスワードが求められます。入力したパスワードと， (NTA$LOGONを通じ
て)ログオン時に使用したパスワードが一致するかどうか確認されます。パスワ
ードが一致しない場合は，操作を続行して，この新しいパスワードをOpenVMS
Registryに書き込むことができ，ログオン・パスワードと一致するパスワードを
再入力することもできます。

注意

新しいパスワードを入力した場合，新しいパスワードと他のパスワードの同
期はとられません。パスワードの同期は手動でとらなければなりません。

パスワードが有効かどうか確認するには， IMPERSONATE特権が必要です。
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パスワードをデータベースに書き込むには，OpenVMS Registryに対してシ
ステム単位の書き込みアクセス権 (SYSPRVまたは REG$UPDATE)が必要で
す。

• 3 - OpenVMS Username

指定されたOpenVMSアカウントのセキュリティ・コンテキストを使用して，ア
プリケーションが実行されることを指定します。このオプションを選択できるの
は，認証されない COM for OpenVMSを使用している場合だけです。

• 4 - OpenVMS DCOM Guest Account

OpenVMS DCOM Guestアカウントのセキュリティ・コンテキストを使用して，
アプリケーションが実行されることを指定します。このオプションを選択できる
のは，認証されない COM for OpenVMSを使用している場合だけです。認証され
ない COM for OpenVMSを使用する場合は，このオプションがデフォルトです。

5.3.5 DCOM$CNFGの「System-wide Default Properties」サブメニュー

このサブメニューを表示するには，「DCOM$CNFG Main」メニューからオプショ
ン 2を選択します。

「System-wide Default Properties」サブメニューが表示されます。

図 5–15 「System-wide Default Properties」サブメニュー

---------------------------------------------------------
System-wide Default Properties

1 - Enable Distributed COM on this computer (Yes/No)
Current value: Yes

2 - Default Authentication Level
3 - Default Impersonation Level

(E to Exit to previous menu)
(H for Help)

Please enter your choice:
---------------------------------------------------------

オプションは次のとおりです。

• 1 - Enable Distributed COM on this computer (Yes/No)

このコンピュータで COMを有効または無効にします。

• 2 - Default Authentication Level

アプリケーション間の通信でパケット・レベルのセキュリティを設定します。こ
のシステム単位のデフォルトは，このコンピュータにインストールされているす
べてのアプリケーションに適用されます。
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図 5–16 「Default Authentication Level」サブメニュー

------------------------------------------------------------------
Default Authentication Level

The Authentication Level specifies security at the packet level.

Current value: Connect

1 - Default
2 - None
3 - Connect
4 - Call
5 - Packet
6 - Packet Integrity

(E to Exit to previous menu)
(H for Help)

Please enter your choice:
------------------------------------------------------------------

適切な番号を入力して，認証レベルを選択します。インストールされている場合
は，「Default Authentication Level」のシステム・デフォルトはConnectです。

• 3 - Default Impersonation Level

アプリケーションを誰が呼び出しているかをアプリケーションで判断できるかど
うかと，アプリケーションがクライアントのアイデンティティを使用して操作を
実行できるかどうかを指定します。

図 5–17 「Default Impersonation Level」サブメニュー

------------------------------------------------------------------
Default Impersonation Level

The Impersonation Level specifies whether applications can determine
who is calling them, and whether the application can perform
operations using the client’s identity.

Current value: Identify

1 - Anonymous
2 - Identify
3 - Impersonate

(E to Exit to previous menu)
(H for Help)

Please enter your choice:
------------------------------------------------------------------

適切な番号を入力して，偽装レベルを選択します。インストールされている場合
は，「Default Impersonation Level」のシステム・デフォルトはIdentifyです。
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5.3.6 「System-wide Default Security」サブメニュー

このサブメニューを表示するには，「DCOM$CNFG Main」メニューからオプショ
ン 3を選択します。

「System-wide Default Security」サブメニューが表示されます。

図 5–18 「System-wide Default Security」サブメニュー

------------------------------------------------------------------
System-wide Default Security

1 - Access Permissions Default
2 - Launch Permissions Default
3 - Configuration Permissions Default

(E to Exit to previous menu)
(H for Help)

Please enter your choice:
------------------------------------------------------------------

オプションは次のとおりです。

• 1 - Access Permissions Default:

「Registry Value Permissions」サブメニューを表示します。このサブメニューで
は，すべてのアプリケーションのシステム単位のデフォルトに対して，アクセス
許可の値の表示，追加，変更，削除を行うことができます。

• 2 - Launch Permissions Default:

「Registry Value Permissions」サブメニューを表示します。このサブメニューで
は，すべてのアプリケーションのシステム単位のデフォルトに対して，起動許可
の値の表示，追加，変更，削除を行うことができます。新しい設定を有効にする
には， COM for OpenVMS Service Control Managerを再起動しなければなりま
せん。

• 3 - Configuration Permissions Default

このリリースではまだ実装されていません。

システムを初めてインストールした場合，デフォルト設定により，
AdministratorとSystemアカウントにだけアプリケーションの起動許可とアクセス許
可が与えられます。これらのデフォルト設定は変更しないでください。通常，個々の
アプリケーションの起動許可やアクセス許可を変更することで，Everyone，さまざま
なGroups，あるいは特定のユーザにアクセス許可を与えたり，拒否します。マシン単
位でデフォルトのセキュリティ設定を調整すると，すべてのアプリケーションに影響
するので，可能な限りこの手法を使用してください。
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5.4 Windows NTドメインを介した認証の構成

COMアプリケーションをあるドメインのシステムで実行し，別のドメインのシステ
ムでアプリケーションの認証を受けることができます。

Windows NTドメイン間で認証を構成するには，次の操作を行います。

1. ドメイン間の信頼関係を設定します。

詳細については，『Advanced Server for OpenVMS Server Administrator’s
Guide』の‘‘Setting Up External Authentication by a Trusted Domain’’を参照し
てください。

2. Advanced Server for OpenVMSドメインでHostMapDomainsパラメータを設定
します。

詳細については，『Advanced Server for OpenVMS Server Administrator’s
Guide』の‘‘Setting Up External Authentication by a Trusted Domain’’を参照し
てください。

3. Windows NTユーザ・アカウントとローカルのOpenVMSユーザ・アカウントの
間のアカウント・ホストマップ・エントリを設定します。

詳細については，第 12.3.2項を参照してください。

例 5–4は，HostMapDomainsファイルを設定する例を示しています。この例に
は，DOM_JOEとDOM_JANEの 2つのドメインがあります。ドメインDOM_JANEは Advanced
Server for OpenVMSを稼動しています。ドメインDOM_JOEはWindows NTドメイン
です。例 5–4のコマンドは，DOM_JANEをDOM_JOEに通知します。

例 5–4 例: HostMapDomainsの設定

SYSJANE$ show sym regutl
REGUTL == "$SYS$SYSTEM:PWRK$REGUTL.EXE"

SYSJANE$ regutl
REGUTL> SET PARAM /CREATE VMSSERVER HOSTMAPDOMAINS DOM_JOE
REGUTL> SHOW VALUE * HOSTMAPDOMAINS
Key: SYSTEM\CurrentControlSet\Services\AdvancedServer\UserServiceParameters
Value: HostmapDomains
Type: String
Current Data: DOM_JOE
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5.5 プロセス内サーバの登録: DCOM$REGSVR32ユーティリティ

すべての COMコンポーネントは，プロセス外サーバとして実装されている場合も，
プロセス内サーバとして実装されている場合も，使用する前にOpenVMS Registry
に登録しなければなりません。

プロセス外サーバは実行可能プログラム (.EXEファイル)として実装され，通常はその
ファイル内に格納されているコンポーネントの登録や登録の解除に使用されるコード
を格納しています。プロセス外サーバは，実行可能ファイルを実行することができ，
必要なレジストリ・キーを自動的に作成できるという点で，プロセス内サーバより有
利です。

プロセス内サーバは通常，Windows NTではダイナミック・リンク・ライブラリ
(.DLLファイル)として実装され，OpenVMSでは共用可能イメージとして実装されま
す。これらのファイルにも，ファイル内のコンポーネントの登録と登録の解除を自動
的に行うためのコードが格納されています。しかし，これらのプロセス内サーバには
メイン・エントリ・ポイントが含まれていないため，実行可能イメージと同じ方法で
実行することはできません。この結果，.DLLに格納されているコンポーネントを手動
で登録したり，コマンド・プロシージャを作成して登録を行うようにしなければなり
ません。

Microsoftから提供されるREGSVR32ユーティリティを使用すると，DLLに含まれてい
るコンポーネントを登録することができます。REGSVR32は次のコマンド・ライン引数
を使用します。

• DLL名

• コンポーネントの登録と登録の解除を切り換えるスイッチ

DLLのコンポーネントを登録する場合は，REGSVR32は指定されたDLLから
DllRegisterServerシンボルを検索し，検索したシンボルを呼び出します。 DLLの登
録を解除する場合は，REGSVR32はDllUnregisterServerを呼び出します。つまり，自
動的に登録するすべてのプロセス内コンポーネントには，それぞれのエクスポート・
ファイルにこれらの 2つのエントリ・ポイントを格納しておかなければなりません。

OpenVMSシステムで共用可能イメージに格納されているコンポーネントの登
録を簡単に行うことができるように， CompaqはDCOM$REGSVR32ユーテ
ィリティを作成しました。DCOM$REGSVR32ユーティリティは，Microsoft
REGSVR32ユーティリティと同じ処理を行います。登録するコンポーネントを格納
した共用可能イメージには，それぞれのシンボル・ベクタにDllRegisterServerお
よびDllUnregisterServerユニバーサル・シンボルを格納しなければなりません。
DCOM$REGSVR32ユーティリティとREGSVR32ユーティリティはどちらも同じコマ
ンド・ライン構文を使用します。

COM for OpenVMSをインストールするときに，DCOM$REGSVR32.EXEファイル
はSYS$SYSTEMディレクトリに格納されます。
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DCOM$REGSVR32ユーティリティを使用する前に，ユーティリティがフォーリ
ン・コマンド・ラインを受け付けることができるようにシンボルを定義しなければな
りません。次の例を参照してください。

$ regsvr32 :== $DCOM$REGSVR32

また，次の方法でDCOM$REGSVR32ユーティリティをアクティブ化することもで
きます。

$ MCR DCOM$REGSVR32

いずれかの方法を使用してユーティリティをアクティブ化し，共用可能イメージに格
納されているコンポーネントの登録または登録の解除を行います。

DCOM$REGSVR32のヘルプを表示するには，次のように入力します。

$ regsvr32 -?

表 5–1は，DCOM$REGSVR32のコマンド・ライン・オプションを示しています。

表 5–1 DCOM$REGSVR32コマンド・ライン・オプション

スイッチ 使い方

-?, /? ヘルプ・ファイル (この表)を表示する。

shareable-image-name 指定された共用可能イメージ名を登録する。

-u or /u image-name 指定された共用可能イメージ名の登録を解除する。

注意

DCOM$REGSVR32ユーティリティでは，共用可能イメージ名に完全なディ
レクトリ指定が必要です。

例 5–5は，DCOM$REGSVR32ユーティリティを使用してプロセス内コンポーネン
ト (共用可能イメージに含まれているコンポーネント)を登録する方法を示していま
す。
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例 5–5 DCOM$REGSVR32ユーティリティを使用したコンポーネントの登録

$ regsvr32 USER$DISK:[SEYMOUR.DISPATCH_SAMPLE1]CMPNT$SHR.EXE
Class factory: Create self.
DllRegisterServer: Registering Server DLL
Creating key CLSID\{0C092C2C-882C-11CF-A6BB-0080C7B2D682}
Creating key CLSID\{0C092C2C-882C-11CF-A6BB-0080C7B2D682}\InProcServer32
Creating key CLSID\{0C092C2C-882C-11CF-A6BB-0080C7B2D682}\ProgID
Creating key
CLSID\{0C092C2C-882C-11CF-A6BB-0080C7B2D682}\VersionIndependentProgID
Creating key CLSID\{0C092C2C-882C-11CF-A6BB-0080C7B2D682}\TypeLib
Creating key InsideCOM.Chap11
Creating key InsideCOM.Chap11\CLSID
Creating key InsideCOM.Chap11\CurVer

Creating key InsideCOM.Chap11.1
Creating key InsideCOM.Chap11.1\CLSID
Class factory: Destroy self.

例 5–6は，DCOM$REGSVR32ユーティリティを使用してプロセス内コンポーネン
ト (共用可能イメージに含まれているコンポーネント)の登録を解除する方法を示して
います。

例 5–6 DCOM$REGSVR32ユーティリティを使用したコンポーネントの登録の解除

$ regsvr32 /u USER$DISK:[SEYMOUR.DISPATCH_SAMPLE1]CMPNT$SHR.EXE

Class factory: Create self.
DllUnregisterServer: Unregistering Server DLL
Deleting key InProcServer32
Deleting key ProgID
Deleting key VersionIndependentProgID
Deleting key TypeLib
Deleting key LocalServer32
Deleting key CLSID\{0C092C2C-882C-11CF-A6BB-0080C7B2D682}
Deleting key CLSID
Deleting key CurVer
Deleting key InsideCOM.Chap11
Deleting key CLSID
Deleting key InsideCOM.Chap11.1
Class factory: Destroy self.
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COM for OpenVMSアプリケーションの開発

この章では，OpenVMS用の COMアプリケーションの開発方法について説明しま
す。

注意

この章で使用するサンプルの COMアプリケーションは， COM for OpenVMS
キットの次のディレクトリにあります。

DCOM$EXAMPLES:[SAMPLE1]
DCOM$EXAMPLES:[SIMPLE]
DCOM$EXAMPLES:[DISPATCH_SAMPLE1]

SAMPLE1とDISPATCH_SAMPLE1は，Microsoft Pressから出版されている Dale
Rogerson著『Inside COM』という書籍からの抜粋です。この書籍は COM
アプリケーションを開発する際に非常に役立つ参考文献です。

ここでは， COM for OpenVMSアプリケーションの作成方法について説明します。

注意

COM for OpenVMSアプリケーションを開発する場合，プロセスの仮想メモ
リが必要です。 COM for OpenVMSアプリケーションを作成する前に，少な
くとも 100,000ページレットのページ・ファイル・クォータがあることを確
認してください。これは DEC C++コンパイラの要件です。

6.1 ステップ1:一意識別子を生成する

16バイトのグローバル一意識別子 (GUID)を生成するには，DCOM$GUIDGENユーティリ
ティを使用します。このユーティリティはOpenVMSスタイルとUNIXスタイルの
両方をサポートします。次の例を参照してください。

• OpenVMSスタイル

次のコマンドを入力します。

$ SET COMMAND DCOM$LIBRARY:DCOM$GUIDGEN.CLD
$ DCOM$GUIDGEN [/FORMAT=value] [/COUNT=value]

[/OUTPUT=value]
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• UNIXスタイル

次のコマンドを入力します。

$ mcr dcom$guidgen [-cdghirs?] [-on]

次の表はGUID形式オプションを示しています。

OpenVMS修飾子
(value) UNIXスイッチ 使い方

IDL -i GUIDを IDLインタフェース・テンプレート
に出力する。

STRUCT -s GUIDを初期化された C構造体として出力す
る。

IMPLEMENT_
OLECREATE

-c GUIDを IMPLEMENT_OLECREATE(...)形
式で出力する。

DEFINE_GUID -d GUIDを DEFINE_GUID(...)形式で出力す
る。

GUID_STRUCT -g GUIDを初期化された静的 const GUID構造体
として出力する。

REGISTRY_GUID -r GUIDをレジストリ形式で出力する。

注意

この表の最後の 4つのオプションは，Windows NTのGuidgenユーティリティ
の 4つのオプションと同じです。

次の表は，DCOM$GUIDGENユーティリティでサポートされる追加オプションを示してい
ます。

OpenVMS修飾子 UNIXスイッチ 使い方

/OUTPUT=filename -o filename 出力を指定のファイルにリダイレクトする。

/COUNT=number -n number 生成する GUIDの数を指定する。

not available -h, -? コマンド・オプションの要約を表示する。

同じGUIDに対して複数の形式を指定できます。

6.2 ステップ2: MIDLコンパイラを使用してアプリケーションを構築
する

この後の節では，MIDLコンパイラを使用してアプリケーションを構築する方法につ
いて説明します。
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6.2.1 MIDLコンパイラの実行

MIDLコンパイラは次のイメージで構成されています。

• SYS$SYSTEM:DCOM$MIDL.EXE

DCLコマンド・ラインに指定された引数 (パラメータ)を取り出す実行可能イメー
ジ。

• SYS$SHARE:DCOM$MIDL_SHR.EXE

DCOM$MIDL.EXEの実際の作業を行う共用可能イメージ・ライブラリ。

MIDLを実行するには，最初にDCLシンボルを定義しなければなりません。次の例
を参照してください。

$ midl :== $dcom$midl
$ midl -?
$ midl -Oicf -idcom$library: example.idl

midl -?コマンドは，有効なコマンド・ライン引数の一覧を表示します。これらの引数
の一覧については，付録 Aを参照してください。

6.2.2 DCOM$RUNSHRLIBによるMIDLコンパイラの実行

DCOM$MIDL.EXEユーティリティは，DCLフォーリン・コマンド・ライン・バッファ
から引数を取得します。DCLフォーリン・コマンドでは最大 255文字を使用できま
す。

DCOM$MIDL.EXEが受け付けることができる引数の数によっては，複雑なMIDLコマン
ド (たとえば引用符が必要な大文字と小文字が混在した引数を含むコマンドなど)を指
定する場合は，この最大文字数を超えることがあります。

この問題を回避するには，SYS$SYSTEM:DCOM$RUNSHRLIB.EXEユーティリティを使用し
ます。次の操作を行います。

1. DCLコマンドDCOM$RUNSHRLIBを定義します。

DCOM$RUNSHRLIB.EXEを使用しなければならないプロセスは，最初にOpenVMS
DCL Command Definitionユーティリティを使用して，DCLコマン
ドDCOM$RUNSHRLIBを定義する必要があります。次の例を参照してください。

$ SET COMMAND DCOM$LIBRARY:DCOM$RUNSHRLIB.CLD

DCOM$LIBRARY:DCOM$RUNSHRLIB.CLDはDCOM$RUNSHRLIB DCLコマンドを定義しま
す。次の表はコマンドのパラメータを示しています。
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引数 値 必須/省略可能

P1 共用可能イメージ・ライブラリの名前。論理名，
SYS$SHARE:内のイメージの名前，完全なファイル指定のいず
れかを指定できます。

必須

P2 argc/argvベクタで Cまたは C++ main( )ルーチンとして呼び
出されるルーチンの名前。

必須

P3 引用符で囲んだ修飾子の一覧。 省略可能

2. DCOM$RUNSHRLIB.EXEを使用してコマンド・ラインを解析し，DCOM$MIDL_SHR共用可
能イメージ・ライブラリ内のDCOM$MIDL_MAIN関数を呼び出すために，DCLシンボ
ルmidlを定義します。次の例を参照してください。

$ midl :== DCOM$RUNSHRLIB DCOM$MIDL_SHR DCOM$MIDL_MAIN

新しいDCLコマンドMIDLは， 1つの引用符で囲まれた文字列内の複数のコマ
ンド・ライン引数を受け付けます。コマンドが長すぎる場合は，引用符で囲んだ
複数の文字列を指定し，カンマで各文字列を区切ります。

たとえば，次の複雑なMIDLコマンドは，そのままでは使用できません。

$ midl :== $dcom$midl
$ midl -Zp8 -Oicf -Os -oldnames -char unsigned -

-error allocation -error bounds_check -error stub_data -
-ms_ext -c_ext -out [.OBJ] -
-I[INC] -I[PROJECT_WIDE_INC] -I[COMMON_INC] -IDCOM$LIBRARY: -
-DRMS_DB "-DOpenVMS_Definitions" "-DPermanentProcess" -
-header [.obj]example.h -client none -server none example.idl

%DCL-W-TKNOVF, command element is too long - shorten

次のように，DCOM$RUNSHRLIBを使用すると，このコマンドを正しく指定できま
す。

$ set command dcom$library:dcom$runshrlib.cld
$ midl :== DCOM$RUNSHRLIB DCOM$MIDL_SHR DCOM$MIDL_MAIN
$ midl "-Zp8 -Oicf -Os -oldnames -char unsigned",-

"-error allocation -error bounds_check -error stub_data",-
"-ms_ext -c_ext -out [.OBJ]",-
"-I[INC] -I[PROJECT_WIDE_INC] -I[COMMON_INC] -IDCOM$LIBRARY:",-
"-DRMS_DB -DOpenVMS_Definitions -DPermanentProcess",-
"-header [.obj]example.h -client none -server none example.idl"

6.2.3 必須MIDLスイッチ

OpenVMSでMIDLを実行する場合，-Oicf MIDLコマンド・ラインスイッチを指定
しなければなりません。
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6.2.4 必須インクルード・ディレクトリ

MIDLコンポーネントは通常，UNKNWN.IDLをインポートします。これに
はIUnknownとIClassFactoryのコンポーネント定義が含まれています。UNKNWN.IDLと
他の COM関連の IDLおよびヘッダ・ファイルは，DCOM$LIBRARYにあります。コンポ
ーネントの IDLファイルを作成するには，次のスイッチを使用します。

-IDCOM$LIBRARY:

6.2.5 必須ヘッダ・ファイル

VMS_DCOM.Hヘッダ・ファイルには， BristolのWind/U® Win32環境で COM for
OpenVMSアプリケーションを正しくコンパイルするためのマクロ定義が含まれて
います。このヘッダ・ファイルは，自分で作成するファイルのうち， COM APIや
Win32 APIに依存するすべてのソース・ファイルとヘッダ・ファイルに含まなければ
なりません。MIDLで作成されるファイルはWin32環境に依存するので， Compaq
はすべての出力ファイルにVMS_DCOM.Hをインクルードするように，OpenVMS用の
MIDLコンパイラを変更しました。

6.3 ステップ3: COMアプリケーションをコンパイルする

ここでは， COM for OpenVMSアプリケーションのコンパイルの方法について説明
します。

注意

OpenVMS Registryに対するReadアクセス権を必要とする COMアプリケ
ーションを開発する場合は，REG$LOOKUP識別子があることを確認しなけれ
ばなりません。コンパイル時または実行時にOpenVMS Registryに対し
てReadアクセス権とWriteアクセス権を必要とするアプリケーションの場
合，REG$UPDATE識別子または SYSPRV特権が必要です。 OpenVMS Registry
に関連する特権の詳細については，第 7.5.1項を参照してください。

6.3.1 必要なマクロ定義

VMS_DCOM.Hファイルでは，Wind/U Win32環境で使用される複数のマクロを定義し
ています。このヘッダ・ファイルを指定する include文は，作成するすべてのソー
ス・ファイル (コードまたはヘッダ・ファイル)のコメント以外の最初の行として指
定しなければなりません。しかし，MIDLで生成されるファイルの場合，この規則
が必ずしも保証されません。したがって，すべての Cコマンドと CXXコマンドに次
の/DEFINE修飾子を必ず指定してください。

/DEFINE=(UNICODE=1,_WINDU_SOURCE=0X041000,_WIN32_DCOM)
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UNICODEマクロは，コードをコンパイルするときに，Win32 APIとデータ構造の
ワイド文字バージョンが有効に設定されているかどうか確認します (このマクロ
はVMS_DCOM.Hにも定義されています)。このマクロを省略すると，Wind/U Win32環
境でコンパイル・エラーが発生することがあります。

他の 2つのマクロ定義はWind/Uヘッダ・ファイルで認識され，構造と COM APIの
正しい定義を行うのに必要です。

6.3.2 必要なインクルード・ディレクトリ

COM for OpenVMSアプリケーションでは通常，DCOM$LIBRARYに格納されているヘッ
ダ・ファイルが必要です。

次の修飾子を Cおよび CXXコマンド・ラインに指定してください。

/INCLUDE=DCOM$LIBRARY

/INCLUDE修飾子がコマンド・ラインにすでに指定されている場合は，DCOM$LIBRARYを
インクルードするようにコマンドを変更してください。

6.3.3 必要なヘッダ・ファイル: VMS_DCOM.H

VMS_DCOM.Hヘッダ・ファイルでは，Wind/Uヘッダ・ファイルで使用される複数のマ
クロが定義されています。

このヘッダ・ファイルは，ソース・ファイル (ヘッダ・ファイルとインプリメンテー
ション・ファイルの両方)にコメント以外の最初の行として指定しなければなりませ
ん。

6.3.4 必要な C++修飾子

COM for OpenVMSアプリケーションを作成する場合は，次の C++修飾子を指定し
なければなりません。

• /EXCEPTIONS=CLEANUP

C++例外を有効にするために， C++コマンドに/EXCEPTIONS=CLEANUP修飾子を指
定します。

• /STANDARD=CFRONT

C++コンパイラでは多くのコンパイル標準規格がサポートされます。可能な限
り/STANDARD=CFRONTを使用してください。

/STANDARD=CFRONTは， AT&T® cfront実装に定義されている言語表記規則に従う
ように，コンパイラに要求します。Wind/Uヘッダ・ファイルはOpenVMSプラ
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ットフォームの他に，複数のUNIXプラットフォームでも使用されるため，これ
らのヘッダ・ファイルに対してこのスイッチを使用すると便利です。

6.3.5 必要な C修飾子

COM for OpenVMSアプリケーションを開発するときに指定しなければならない
DEC C固有の修飾子はありません。

6.4 ステップ4: COMアプリケーションをリンクする

COM for OpenVMSアプリケーションを作成するには，クライアント・イメージとコ
ンポーネント・イメージの両方を作成しなければなりません。コンポーネントは，プ
ロセス内コンポーネントまたはプロセス外コンポーネントとして実装できるため，共
用可能イメージと実行可能イメージのどちらか一方，または両方を作成する必要があ
ります。新しいインタフェースを作成する場合は，プロキシ/スタブ共用可能イメージ
も作成しなければなりません。プロキシ/スタブ共用可能イメージは，リモート・メソ
ッド呼び出しの準備として，そのインタフェースのパラメータをパッケージするイン
タフェース固有のオブジェクトを提供します。プロキシは送信側のアドレス空間で動
作し，受信側のアドレス空間の対応するスタブと通信します。

ここでは，クライアント，コンポーネント，プロキシ/スタブ・イメージをリンクする
ときに必要な手順について説明します。

6.4.1 クライアントとプロセス外コンポーネントのリンク

クライアント・イメージやコンポーネント実行可能イメージをリンクするために，修
飾子を指定する必要はありませんが，次のように 2つのイメージをリンクしなければ
なりません。

• Wind/U共用可能イメージ (Win32への依存関係を満たすため)

• DCOM OLE32共用可能イメージ (COM APIへの参照を満たすため)

リンク時に発生する依存関係は次のとおりです。

• DCOM$WIN32:WINDU.OPT

• DCOM$LIBRARY:DCOM.OPT

1つ以上の C++モジュールがある場合は，標準のOpenVMSリンカの代わりに C++
リンカ (CXXLINK)を使用して， C++リポジトリの場所を指定できるようにします
(/CXX_REPOSITORY修飾子)。次の例を参照してください。
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$ CXXLINK/your-specific-linker-qualifiers
list-of-object-modules, -
_$ DCOM$WIN32:WINDU.OPT/OPTIONS, DCOM$LIBRARY:DCOM.OPT/OPTIONS -
_$ application.OPT/OPTIONS
/REPOSITORY=[.CXX_REPOSITORY]

オプション・ファイルは次の方法でもインクルードできます。

• コマンド・ラインではなく，オプション・ファイルにオブジェクト・モジュール
の一覧を指定する方法。

• DCOM$LIBRARY:DCOM.OPTを使用する方法。

6.4.2 プロセス内コンポーネント共用可能イメージのリンク

プロセス内コンポーネント共用可能イメージの依存関係の一覧は，クライアント・イ
メージやコンポーネント実行可能イメージとは少し異なります。リンク時に発生する
特定の依存関係は次のとおりです。

• DCOM$WIN32:WINDU.OPT

• DCOM$LIBRARY:DCOM.OPT

6.4.2.1 シンボル・ベクタの作成

プロセス内コンポーネント共用可能イメージをリンクするには， COM for OpenVMS
が共用可能イメージ内で呼び出すエントリ・ポイントのシンボル・ベクタを作成しな
ければなりません。Win32実行時環境では，DllMainエントリ・ポイントに対して標
準命名規則が適用されます。次の要素を含まなければなりません。

• _Windu_接頭辞

• 実際のエントリ・ポイント名

• イメージ名の形式に応じて，イメージ名またはイメージ名の一部を含む接尾辞。

イメージ名が$SHRで終わる場合 (たとえば，CMPNT$SHR)の場合，接尾辞はドル記号
($)も含むイメージ名です。

イメージ名が$SHR以外で終了する場合 (たとえば，CMPNT_SHARE)，接尾辞は完全な
イメージ名です。

たとえば，CMPNT$SHRという名前のコンポーネント共用可能イメージは，次のオプシ
ョン・ファイルを使用してシンボル・ベクタを定義します。

!
! The list of symbols exported by CMPNT$SHR.EXE.
!
SYMBOL_VECTOR=(-

_WindU_DllMain_CMPNT$/DllMain = PROCEDURE,-
DllGetClassObject = PROCEDURE,-
DllCanUnloadNow = PROCEDURE,-
DllRegisterServer = PROCEDURE,-
DllUnregisterServer = PROCEDURE)
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CMPNT_SHAREという名前のコンポーネント共用可能イメージは，次のオプション・フ
ァイルを使用してシンボル・ベクタを定義します。

!
! The list of symbols exported by CMPNT_SHARE.EXE.
!
SYMBOL_VECTOR=(-

_WindU_DllMain_CMPNT_SHARE/DllMain = PROCEDURE,-
DllGetClassObject = PROCEDURE,-
DllCanUnloadNow = PROCEDURE,-
DllRegisterServer = PROCEDURE,-
DllUnregisterServer = PROCEDURE)

6.4.3 プロキシ/スタブ共用可能イメージのリンク

プロキシ/スタブ共用可能イメージの依存関係の一覧は，クライアントおよびコンポー
ネント実行可能イメージの依存関係とは少し異なります。リンク時に発生する特定の
依存関係は次のとおりです。

• DCOM$WIN32:WINDU.OPT

• SYS$LIBRARY:DCOM$RPCRT4_SHR.EXE

6.4.3.1 シンボル・ベクタの作成

プロキシ/スタブ共用可能イメージのリンクでは， COM for OpenVMSが共用可能イ
メージ内で呼び出すエントリ・ポイントのシンボル・ベクタを作成しなければならな
いので，もう少し複雑になります。Win32実行時環境では，DllMainエントリ・ポイ
ントに対して標準の命名規則を適用しています。次の要素を含まなければなりませ
ん。

• _Windu_接頭辞

• 実際のエントリ・ポイント名

• イメージ名の形式に応じて，イメージ名またはイメージ名の一部を含む接尾辞

イメージ名が$SHRで終わる場合 (たとえば，PROXY$SHR)，接尾辞はドル記号 ($)を
含むイメージ名です。

イメージ名が$SHR以外で終わる場合 (たとえば，PROXY_SHARE)，接尾辞は完全なイ
メージ名てす。

たとえば，PROXY$SHRという名前のプロキシ/スタブ共用可能イメージは，次のオプシ
ョン・ファイルを使用してシンボル・ベクタを定義します。
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!
! RPC Shareable Image
!
SYS$LIBRARY:DCOM$RPCRT4_SHR.EXE/SHARE
!
!
! The list of symbols exported by PROXY$SHR.EXE.
!
SYMBOL_VECTOR=(-

_Windu_DllMain_PROXY$/DllMain = PROCEDURE,-
DllGetClassObject = PROCEDURE,-
DllCanUnloadNow = PROCEDURE,-
GetProxyDllInfo = PROCEDURE,-
DllRegisterServer = PROCEDURE,-
DllUnregisterServer = PROCEDURE)

PROXY_SHAREという名前のプロキシ/スタブ共用可能イメージは，次のオプション・フ
ァイルを使用してシンボル・ベクタを定義します。

!
! RPC Shareable Image
!
SYS$LIBRARY:DCOM$RPCRT4_SHR.EXE/SHARE
!
!
! The list of symbols exported by PROXY_SHARE.EXE.
!
SYMBOL_VECTOR=(-

_Windu_DllMain_PROXY_SHARE/DllMain = PROCEDURE,-
DllGetClassObject = PROCEDURE,-
DllCanUnloadNow = PROCEDURE,-
GetProxyDllInfo = PROCEDURE,-
DllRegisterServer = PROCEDURE,-
DllUnregisterServer = PROCEDURE)

6.5 必要なOpenVMS Registryエントリ

この後の節では，必要なOpenVMS Registryエントリについて説明します。

6.5.1 HKEY_CLASSES_ROOT\CLSID

CLSIDサブキーには，システムでサポートされるコンポーネントのすべての CLSID
が含まれます。コンポーネントの CLSIDはここに登録しなければなりません。登録
する各 CLSIDには，次の要素を含まなければなりません。

• 名前なし値。最後が 0の文字列であり，コンポーネントを記述するデータ値で
す。

• AppIDという名前付き値。最後が 0の文字列あり，コンポーネントの CLSIDを表
すデータ値です。
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6.5.1.1 コンポーネント CLSID

クラス識別子 (CLSID)は，OLEクラス・オブジェクトに関連付けられたグローバル
一意識別子 (GUID)です。 COM for OpenVMSサーバ・アプリケーションは通常，
CLSIDをOpenVMS Registryに登録することで，クライアントがOLEクラス・オ
ブジェクトに関連付けられた実行可能コードを検索して，ロードできるようにしてい
ます。

コンポーネントの CLSIDはHKEY_CLASSES_ROOT\CLSIDというサブキーに登録します。

コンポーネント CLSIDの登録には，次のサブキーを含まなければなりません。

• LocalServer32

このキーの値は最後が 0の文字列であり，プロセス外サーバ実行可能イメージの
場所を表すデータ値です。

• ProgID

このキーの値は最後が 0の文字列であり， CLSIDのプログラム IDを表すデータ
値です。通常，program.component.versionという形式です。

• VersionIndependentProgID

このキーの値は最後が 0の文字列であり， CLSIDのプログラム ID (バージョン番
号を除く ID)を表すデータ値です。通常，program.componentという形式です。

• InProcServer32

このキーの値は最後が 0の文字列であり，プロセス内サーバ共用可能イメージの
場所を表すデータ値です。

• Type Libraries

タイプ・ライブラリは，IDispatchインタフェースを実装するときに重要です。タ
イプ・ライブラリは，OLEオートメーションRegisterTypeLib実行時ルーチンを
呼び出すときに，それ自体を登録します。Typelibサブキーをコンポーネントの
CLSIDの下に追加しなければなりません。Typelibサブキーには，タイプ・ライ
ブラリのGUIDが含まれます。たとえば，次のキーには LIBIDを含まなければな
りません。

HKEY_CLASSES_ROOT\CLSID\{GUID}\TYPELIB {value=LIBID}

6.5.1.2 プロキシ/スタブ CLSID

プロキシ/スタブ共用可能イメージは，インタフェースのパラメータをパッケージす
るためにインタフェース固有のオブジェクトを提供します。プロキシ/スタブ共用可
能イメージにはオブジェクトが含まれるので， CLSIDが必要であり，OpenVMS
Registryに登録しなければなりません。プロキシの CLSIDは，コンポーネントの
CLSIDと同じ方法でOpenVMS Registryに登録する必要があります。

プロキシの CLSIDはHKEY_CLASSES_ROOT\CLSIDというサブキーに登録しなければなり
ません。
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プロキシ/スタブ CLSIDの登録には，次のサブキーを含まなければなりません。

• InProcServer32

InProcServer32の値は最後が 0の文字列であり，プロキシ/スタブ共用可能イメー
ジの場所を表すデータ値です。プロキシ/スタブ CLSIDとそのサブキーを使用し
て， COMはプロキシ/スタブ共用可能イメージを検索することができます。

6.5.2 HKEY_CLASSES_ROOT\インタフェース

Interfaceサブキーには，システムに登録されているすべてのインタフェースが含ま
れます。コンポーネントのインタフェース ID (IID)をこのサブキーに登録しなければ
なりません。

登録される各インタフェースには，少なくとも次のいずれかのサブキーが含まれま
す。

• NumMethods

NumMethodsの値は最後が 0の文字列であり，これはインタフェースに含まれるメ
ソッドの数を表すデータ値です。

• ProxyStubClsid32

ProxyStubClsid32の値は最後が 0の文字列であり，これはプロキシ/スタブ共用可
能イメージの CLSIDを表すデータ値です。この CLSIDは，第 6.5.1.2項で説明し
たものと同じでなければなりません。

6.6 OpenVMSおよびWindowsのエラー・コードのテキストへの変換

COMコンポーネントを開発し，テストする場合，OpenVMSシステムとWindows
NTシステムから判読できないエラー・コードが返されることがあります。これらの
コードをもっとわかりやすくするのに役立つように， Compaqはエラー・コードを表
示可能なテキストに変換するためのNTA$VMSGetMessageルーチンを提供していま
す。

このルーチンを実装するには，NTA_MESSAGE.HファイルをDCOM$LIBRARY:
ディレクトリにインクルードし，DCOM$LIBRARY:NTA_GETMSG.OBJオブジェクト・モジ
ュールとリンクしなければなりません。

この節では，NTA$VMSGetMessageルーチンについて説明します。
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NTA$VMSGetMessage

NTA$VMSGetMessageルーチンはエラー・コードを表示可能なテキストに変換しま
す。入力エラー・コードは次のいずれかでなければなりません。

• OpenVMSエラー・コード

• Windows HRESULT

• Windows Win32エラー・コード

• ‘‘ユーザ定義の’’ Windows NT状態コード・セット

フォーマット

Return=NTA$VMSGetMessage (status, text, flag, [count])

引数

status

OpenVMS使用法: error_code
タイプ: longword (unsigned)
アクセス: read only
メカニズム: by value

この状態フィールドは次のいずれかでなければなりません。

入力エラー・コード 例

OpenVMSエラー・コード 0x074AA6BA

Windows HRESULT 0x80070031

Windows Win32エラー・コード 0x00000031

Windows NTユーザ定義ビットが
セットされた状態コード

0xE74AA6BA

セキュリティ APIがWindows NT状態コードを返す場合は，状態フィールドの形式
はOpenVMS状態コードとWindows NT状態コントロール・ビット・セットのOR
です。次の例を参照してください。

入力エラー・コード 結果

OpenVMSエラー・コード 0x074AA6BA

Windows NT状態コード 0xE74AA6BA
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text

OpenVMS使用法: error_text
タイプ: character string
アクセス: write
メカニズム: by reference

この引数は最後がNULLの文字列であり， SYS$GETMSGシステム・サービスから
返されたテキストが含まれます。返される最大サイズ (SYS$GETMSGシステム・サ
ービスで定義されているサイズ)は 256バイトです。メモリが上書きされないように
するために，呼び出し側は少なくとも 257バイトのバッファ・アドレスを提供しなけ
ればなりません。

flag

OpenVMS使用法: flag
タイプ: longword (unsigned)
アクセス: read only
メカニズム: by value

エラー・コードの変換を制御します。次の値はNTA_MESSAGE.Hに定義されていま
す。

NTAWIN$_UNKNOWN 不明のエラー・コード

NTAWIN$_VMS OpenVMSエラー・コード

NTAWIN$_NT Windows HRESULTエラー・コード

NTAWIN$_WINDOWS Windows Win32エラー・コード

NTAWIN$_USER Windows NT状態コード

NTAWIN$_UNKNOWNという値を指定した場合は，できるだけ正しいテキストを作
成できるように，最適な見積もりが行われます。ルーチンはテキストを次のように解
析します。

1. まず，Windows HRESULTであるかどうか確認します (上位ニブル= 0x8)。
Windows HRESULTでない場合は，次のステップに進みます。

2. 次に，Windows NTのユーザ定義状態コードであるかどうか確認します (上位ニ
ブル= 0xE)。この条件が満たされない場合は，次のステップに進みます。

3. これはOpenVMSエラー・コードであると判断されます。

OpenVMSエラー・コードとWindows Win32エラー・コードの区別はできませ
ん。

count

OpenVMS使用法: FAO count
タイプ: longword (unsigned)
アクセス: write
メカニズム: by reference

この引数は，戻りメッセージに任意に返される FAO引数の数です。現在，すべての
NTAWINメッセージで ASCII置換引数 (!AS)だけが使用されています。呼び出し側
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は SYS$FAOで置換する前に，すべての数値データを ASCIIに変換しなければなり
ません。

説明

このルーチンはOpenVMS SYS$GETMSGシステム・サービスを使用
します。メッセージは SYS$MESSAGE:NTAWINMSG.EXEイメージと
SYS$MESSAGE:NTARPCMSG.EXEイメージに格納されます。

このルーチンを呼び出すには，NTA_MESSAGE.HファイルをDCOM$LIBRARY:
ディレクトリにインクルードし， SYS$LIBRARY:DCOM$WIN32_SHR共用可能イ
メージとリンクしなければなりません。

返される条件値

SYS$GETMSGシステム・サービスからの状態

SYS$GETMSGシステム・サービスの詳細については，『OpenVMS System Services Reference Manual』
を参照してください。
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第2部
OpenVMS Registry

この後の章では，OpenVMS Registryデータベースの概要，構成，OpenVMS
Registryのインタフェースである$REGISTRYシステム・サービスおよ
び$REGISTRYWシステム・サービスについて説明します。





7
OpenVMS Registryの概要

7.1 レジストリとは

Windows NT Registryは，ハードウェアとソフトウェア (オペレーティング・システ
ムとアプリケーションの両方)に関する構成情報を格納した，システム全体で有効な 1
つの階層型データベースです。Windows NT Registryは，Windows 3.xの.iniファ
イルに代わるものであり，アプリケーションと構成に関する情報を 1つの場所に格納
できます。

OpenVMSとWindows NTが協調動作できるようにするために， Compaqは
OpenVMSでもレジストリを提供しました。Windows NT Registryと同様に，
OpenVMS RegistryはOpenVMS RegistryデータベースとOpenVMS Registryサー
バの 2つのコンポーネントで構成されています。OpenVMS Registryデータベース
はシステム単位またはクラスタ単位の階層型データベースであり，構成情報が格納さ
れます。この情報はキーと関連値という形式で，データベース構造として格納されま
す。OpenVMS Registryサーバは，OpenVMS Registryデータベースの作成とバッ
クアップ，キーと値の作成，表示，変更，削除など，OpenVMS Registryのすべて
の操作を制御します。

OpenVMS Registryにはインタフェース (COM APIとシステム・サービス)が含ま
れていて，アプリケーションはOpenVMS Registryサーバを制御し，OpenVMS
Registryデータベースに読み書きできます。また，OpenVMS Registryにはサーバ
管理ユーティリティも含まれているので，システム管理者はOpenVMSのDCLコマ
ンド・ラインからOpenVMS Registry情報を表示し，更新できます。

OpenVMS RegistryはWindows NT Registryと互換性があります。RegEdt32などの
NTクライアント・アプリケーションは，OpenVMS Registryに接続して，これを編
集することができます。

7.1.1 参考文献

Windows NT Registryおよび関連項目の詳細については，次の参考文献を参照して
ください。

• Windows NTレジストリに関する書籍:

— 『Windows NT Server 4.0 Unleashed』 Jason Garms著， SAMS
Publishing， Indianapolis， IN， 1998。 ISBN: 0-672-30933-5
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7.2 OpenVMS Registryの概念と定義

OpenVMS RegistryはWindows NT Registryと同様に，複数の分岐を含む階層型デ
ータベースです。

ここでは，OpenVMS Registryデータベースの要素と操作について説明します。

7.2.1 キー，サブキー，値

キーとは，OpenVMS Registryデータベースの基本的な要素の 1つです。キーに
は，コンピュータ，システム，ユーザ固有の情報が格納されます。キーは OpenVMS
Registryデータベースのヘッダ・フィールドです。キーは階層構造 (ツリー構造)に並
べることができます。

OpenVMS Registryには，次の 2つのメイン (ルート)キーがあります。

• HKEY_USERSには，各ユーザの情報が格納されます。

• HKEY_LOCAL_MACHINEには，ハードウェア，ソフトウェア，セキュリティ，全般的
なシステム構成情報が格納されます。

HKEY_CLASSES_ROOTというキーは，HKEY_LOCAL_MACHINEのCLASSESサブキーを指し示し
ます。これらのルート・キーについては，第 7.3節で詳しく説明します。

サブキーとは，別のキーの子です。各キーには 0個以上のサブキーを含むことができ
ます。サブキーを使用すると，関連するキーを階層構造またはツリー構造の別のキー
の下にまとめることができます。

値エントリ (または値)とは，名前付きのデータ要素です。これはレジストリ・デー
タベース内のレコード・フィールドです。各キーには 0個以上の値が関連付けられま
す。値には値名，値タイプ，一連のフラグ，関連データ (値のタイプによって定義さ
れるもの)があります。OpenVMS Registryでは次の値タイプをサポートしていま
す。

• 最後がNullの文字列

• 最後がNullの文字列の配列 (最後がNull)

• 環境変数を含む，最後がNullの文字列 (論理名またはシンボル)

• 32ビット・データ・アイテム

• 64ビット・データ・アイテム

• 未加工のバイナリ
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図 7–1はキー，サブキー，値の関係を示しています。

図 7–1 キー，サブキー，値の関係

Key1=Value1
Key2

|
+-Subkey1=Value1
|
+-Subkey2=Value1,Value2
:
.

7.2.1.1 キーと値の揮発性

OpenVMS Registryのキーと値は，不揮発性または揮発性として定義できます。不
揮発性キーはOpenVMS Registryファイルに保存されます。揮発性キーはテンポラ
リ・ファイルにキャッシュされます。

Windows NTシステムでは，揮発性キーと値はシステムの再起動時に削除されます。

OpenVMSでは，揮発性キーと値は，クラスタ内のすべてのノードがリブートされる
ときに自動的に削除されます。OpenVMSでは，サーバ・フェールオーバのときに揮
発性キーが削除されないようになっていますが，クラスタのリブート時には削除され
ます (スタンドアロン・システムでは，揮発性キーと値はシステムのリブート時に削
除されます)。

7.2.1.2 キーのライトスルーとライトバック

キーを作成するときに，OpenVMS Registryがキーの変更情報をいつ書き込まなけ
ればならないかを指定できます。書き込みオプションは次のとおりです。

• ライトスルー：変更はディスクに直ちに書き込まれます。

• ライトバック：変更はキャッシュに格納され，後で書き込まれます。

Cache Action属性を使用すると，キーの書き込み属性を指定できます。キーの作成時
にキャッシュ・アクション属性を指定しなかった場合は，キーは親の属性を継承しま
す。

SYS$REGISTRYインタフェースを使用する場合は，キャッシュ・アクション属性の値と
は無関係に，直ちに書き込みが行われるように (ライトスルー)，処理中の要求に対し
てREG$M_NOW機能コード修飾子を使用できます。

7.2.1.3 他のキーと値へのキーのリンク

OpenVMS Registryキーは他のOpenVMS Registryキーにリンクすることができ，
同じデータに対して複数のパスを提供できます。同様に，OpenVMS Registryの値
は他のOpenVMS Registry値にリンクできます。これらのキーと値のリンク，つま
りシンボリック・リンクは，ファイルのリンクによく似ています。シンボリック・リ
ンクは名前の参照です。
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たとえば，Key AをKey Bにリンクできます。Key Aとその値を検索すると，Key Bの値が
返されます。

また，シンボリック・リンクを連鎖させることもできます。つまり，Key AがKey Bを
指し，Key BがKey Cを指すように設定できます。この結果，Key AはKey Cも指すように
なります。リンクを指定するには，$REGISTRYシステム・サービスを使用するか，
OpenVMS Registryサーバ管理コマンド・ライン・インタフェースを使用します。

7.2.1.4 OpenVMS Registryキーと値の名前の作成規則

キーと値の名前には次の規則が適用されます。

• 1つのキーにサブキーと値を含むことができます。

• キー名ではUnicode (4バイト)文字を使用できます。ただし，バックスラッシュ
(\)文字とNull文字は使用できません。少なくとも 1文字を指定しなければなり
ません。

• 値の名前はUnicode (4バイト)文字で作成できます。

• キー文字列は名前 (たとえばdisk)またはパス (たとえば，Hardware\cosmos\disk)
のいずれかです。

• 値文字列は名前のみです。

• キーを定義するときに，パスを指定したのに， 1つ以上のパス・サブキーが見つ
からない場合は，これらのサブキーが自動的に作成されます。作成されるキーは
親の属性を継承します。

• OpenVMS Registryデータベースでは，キーと値の名前で大文字と小文字
の区別が保存されます。$REGISTRYシステム・サービスを呼び出すとき
に，REG$M_CASESENSITIVE機能コード修飾子を指定しないと，名前の比較で大文字
と小文字は区別されません。

• 純粋なバイナリ・データの場合，値の最大サイズは 1 MB (Windows NTとの互換
性を維持するため)です。

7.2.2 クラス

Class属性を使用すると，各キーに追加情報を格納できます。たとえば，Class text
stringを指定すると，指定したキーで使用できるデータ・タイプを格納できます。

7.2.3 ハイブ

ハイブとは，OpenVMS Registryに格納されている関連キー，サブキー，値の集ま
りです。

Windows NTシステムでは，ハイブは関連するLOGファイルと共に，
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%SystemRoot%\system32\configディレクトリの 1つのファイルに格納されます。
Windows NTでは，ユーザはディスクの指定されたファイルにハイブを保存すること
ができ，これらのファイルを後でロードすることができます。

OpenVMSシステムでは，OpenVMS Registryデータベース全体が
REGISTRY$LOCAL_MACHINE.REGとREGISTRY$USERS.REGという 2つのハイブで構成されて
います。OpenVMSでは，ハイブのロードとアンロードはサポートされません。

7.3 OpenVMS Registryの構造

Windows NTアプリケーションがOpenVMS Registryデータベースとインタフェ
ースをとることができるようにするために，OpenVMS Registryデータベースには
Windows NT Registryであらかじめ定義されているキーとサブキーの一部が含まれ
ています。

OpenVMS Registryには次の定義済み標準キーが含まれています。

• HKEY_CLASSES_ROOT

Windows NTシステムでは，このキーはドキュメントのクラスの定義とこれらの
クラスに関連するプロパティのために予約されています。

OpenVMSシステムでは，デフォルト設定でこのキーにはサブキーや値は含まれ
ていません。

このエントリ・ポイントはHKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classesサブキーにマッ
プされます。

• HKEY_USERS

Windows NTシステムでは，このエントリ・ポイントの下のエントリはローカ
ル・システムのユーザのデフォルト・ユーザ構成と，現在のユーザ構成を定義し
ます。

OpenVMSシステムでは，デフォルトでこのキーにはサブキーや値は含まれてい
ません。

• HKEY_LOCAL_MACHINE

このエントリ・ポイントの下のエントリは，システム構成情報用に予約されてい
ます。

Windows NTシステムでは，この領域にはバス・タイプ，システム・メモリ，
インストールされているハードウェアとソフトウェアに関する情報が格納されま
す。

OpenVMSシステムでは，このキーには次の定義済みサブキーが含まれていま
す。
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— Hardware

Windows NTシステムでは，ブート時に収集した情報からこのキーの揮発性サ
ブキーが作成されます。

OpenVMSシステムでは，このキーにはデフォルトでサブキーや値は含まれて
いません。

— Security

Windows NTシステムでは，これらのキーにはローカル・コンピュータのすべ
てのセキュリティ情報が格納されます。これらのキーの情報はシステムが所有
し，必要に応じて保護されます。

OpenVMSシステムでは，デフォルトでこのキーにはサブキーや値は含まれて
いません。

— Software

Windows NTシステムでは，このキーにはローカル・システムのソフトウェア
に関する情報が格納されます。格納される情報はユーザ単位の構成とは無関係
な情報です。

OpenVMSシステムでは，このキーには次の定義済みサブキーが含まれます。

* Classes

* Compaq Computer Corporation

* Microsoft

— System

Windows NTシステムでは，このキーには装置とサービスに関する情報が格納
されます。

OpenVMSシステムでは，このキーには次の定義済みサブキーが含まれます。

* CurrentControlSet

Windows NTシステムでは，このキーには Control， Enum，Hardware
Profiles， Servicesに関する情報が格納されます。

OpenVMSシステムでは，このキーは Advanced Server for OpenVMSで
使用するために予約されています。

* Registry

このサブキーはWindows NTシステムにはありません。OpenVMSシステ
ムでは，このキーにはサブキーと値という形式で，OpenVMS Registryサ
ーバの構成パラメータが格納されます。定義済みサブキーは次のとおりで
す。
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+ File Quotas

OpenVMS Registryデータベースを作成する時点では，このサブキー
は空です。システム管理者は，OpenVMS Registryファイルの名前を
持つ値を作成することで，各OpenVMS Registryデータベース・ファ
イルに対してクォータを割り当てることができます。ファイルに対し
て値が指定されていないときは，OpenVMS RegistryサーバはDefault

File Quota設定のデフォルト値を使用します。

たとえば，システム管理者はREG$CPを使用して， 1 MBのクォータを
OpenVMS Registry REGISTRY$LOCAL_MACHINE.REGファイルに割り当て
ることができます。次のコマンドを使用します。

$ MCR REG$CP
REG> CREATE VALUE/NAME=REGISTRY$LOCAL_MACHINE/TYPE=DWORD/ -
_REG> DATA=%D1000000
"hkey_local_machine\system\registry\File
Quotas"

+ File Monitor

このサブキーは使用されません。

+ Priority

このサブキーは，OpenVMS Registryデータベースを作成する時点で
は空です。システム管理者は，OpenVMS Registryサーバが存在する
クラスタ内のシステムのノード名を持つ値を作成することで，指定のノ
ードでOpenVMS Registryサーバの優先順位を変更できます。

たとえば，システム管理者はREG$CPサーバ管理ユーティリティを使用し
て，COSMOSというノードに優先順位 100を割り当てることができます。
次のコマンドを使用します。

$ MCR REG$CP
REG> CREATE VALUE/NAME=COSMOS/TYPE=DWORD/DATA=%D100 -
_REG>
"hkey_local_machine\system\registry\Priori
ty"

7.4 OpenVMS Registryへの読み込みと書き込み

OpenVMS Registryに対する読み込みと書き込みは，次の方法で行います。

• OpenVMSで提供される COM APIを介して COM for OpenVMSを使用する方
法。この方法では，アプリケーション・プログラマはOpenVMS Registryキーと
値の入力，変更，削除を行うことができます。
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• $REGISTRYおよび$REGISTRYWシステム・サービスとOpenVMS Registryサ
ーバ管理ユーティリティのコマンドを使用する方法。この方法では，アプリケー
ション・プログラマはOpenVMS Registryキーと値の入力，変更，削除を行うこ
とができます。詳細については，第 7.4.1項を参照してください。

• Windows NTからWindows NT Registry APIを使用するか，RegEdt32 (Windows
NTレジストリ・エディタ)を使用する方法。この方法では，Windows NTユーザ
はOpenVMS Registryキーと値の表示と編集を行うことができます。

7.4.1 $REGISTRYシステム・サービス

OpenVMS Registryには，OpenVMS Registryサーバへのインタフェースを提供
する 2つのOpenVMSシステム・サービスがあります。OpenVMS Registryシス
テム・サービスを使用すると，OpenVMS Registryデータベース内のキー，サブキ
ー，値の照会，更新，作成を行うことができます。

$REGISTRYシステム・サービスと$REGISTRYWシステム・サービスの詳細につい
ては，第 10章を参照してください。

7.4.2 REG$CPサーバ管理ユーティリティ

REG$CPサーバ管理ユーティリティを使用すると，OpenVMS DCLプロンプトから
OpenVMS Registry情報を表示し，更新できます。また，このユーティリティでは，
必要なシステム特権があれば，OpenVMS Registryデータベース全体をファイルに
バックアップしたり，ファイルから復元することができます。

REG$CPサーバ管理ユーティリティの詳細については，第 9章を参照してください。

7.5 OpenVMS Registryのセキュリティ

OpenVMS Registryでは，OpenVMSとWindows NTの両方のセキュリティ・モデ
ルが実装されています。

OpenVMS Registryデータベースにアクセスするには，呼び出し側のプロセスは実
行する操作にとって適切なOpenVMS Registryライト識別子を持っているか (たとえ
ば，読み込み操作の場合はREG$LOOKUP，書き込み操作の場合はREG$UPDATE，統計操作
の場合はREG$PERFORMANCE)，呼び出し側プロセスが SYSPRV特権を持っていなければ
なりません。

ここでは，このセキュリティ・モデルについて説明します。
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7.5.1 OpenVMSセキュリティ・モデル

ユーザがOpenVMS Registryへのアクセスを要求すると，OpenVMSシステムはユ
ーザのWindows NT資格情報をチェックし，次の手順でアクセスを許可します。

1. ユーザがWindows NT資格情報を持っているか。

• ユーザがWindows NTシステムからOpenVMSに接続したのでWindows NT
資格情報を持っている場合は，OpenVMSはユーザが提供した資格情報をもと
に，OpenVMS Registryへのアクセスを許可します。

• ユーザが COM Version 1.1 for OpenVMSクライアントであるのでWindows
NT資格情報を持っている場合は，OpenVMSはユーザが提供した資格情報を
もとに，OpenVMS Registryへのアクセスを許可します。

• ユーザがシングル・サインオンを介してOpenVMSへログオンしたので
Windows NT資格情報を持っている場合は，OpenVMSはユーザが提供した
資格情報をもとに，OpenVMS Registryへのアクセスを許可します。

ユーザが提供した資格情報をもとに，OpenVMS Registryへのアクセスが許
可されない場合は，ステップ 2に進みます。

• ユーザがWindows NT資格情報を持っていない場合は，次のステップに進み
ます。

2. ユーザがOpenVMS SYSPRV特権を持っているか。

• SYSPRV特権を持っている場合は， OpenVMSはOpenVMS Registryへの完
全なアクセスを許可します。

• ユーザが SYSPRV特権を持っていない場合は，次のステップに進みます。

3. ユーザがREG$UPDATE，REG$LOOKUP，REG$PERFORMANCEのいずれかのライト識別子を
持っているか。

• ユーザがREG$UPDATE，REG$LOOKUP，REG$PERFORMANCEのいずれかのライト識
別子を持っている場合は，OpenVMSは提供されたライト識別子を使用し
てOpenVMS Registryへのアクセスを許可します。ユーザは次の方法で
OpenVMS Registryデータベースにアクセスできます。

— REG$UPDATE:保守要求を除き，OpenVMS Registryに完全にアクセスでき
ます。

— REG$LOOKUP: OpenVMS Registryへの読み込みアクセスだけを実行できま
す。

— REG$PERFORMANCE: OpenVMS Registryサーバが収集したパフォーマンス・
データへのアクセスを許可します。

• ユーザがREG$UPDATE，REG$LOOKUP，REG$PERFORMANCEのいずれかのライト識別
子を持っていない場合は，次のステップに進みます。
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4. ユーザがWindows NT資格情報を持っていない場合は，OpenVMSはOpenVMS
ユーザに対してWindows NTのEveryoneグループ・アクセスを許可します。この
場合，OpenVMSユーザがOpenVMS Registryキーにアクセスできるかどうか
は，キーの所有者がキーまたはサブキーを作成したときに，Everyoneに対してど
のようなアクセス許可を定義したかに応じて異なります。これらのアクセス許可
をもとに，OpenVMSユーザは次のいずれかの操作を行うことができます。

— キーとそのサブキーを読み込むことができます。

— キーとそのサブキーを表示できません。

7.5.1.1 AUTHORIZEユーティリティによるOpenVMS Registryへのアクセス・ライトの付
与

OpenVMS Authorizeユーティリティ (AUTHORIZE)を使用して， SYSPRV特権
とREG$UPDATE，REG$LOOKUP，REG$PERFORMANCE識別子をユーザ・プロセスに追加する
ことができます。

重要

OpenVMS Registryライトを与えると，Windows NTのセキュリティ・アク
セス・チェックが無効になります。

ライト識別子はアプリケーション固有であるため， AUTHORIZEコマンドを使用し
てライト識別子を作成することはできません。システムでこれらのライトを作成する
には，REG$CPサーバ管理ユーティリティを使用します。REG$CPサーバ管理ユーティリ
ティを実行すると，デフォルトでこれらのライトが作成されます。REG$CPは適切な特
権が与えられたアカウントから実行しなければなりません。REG$CPの実行の詳細につ
いては，第 9章を参照してください。

次の例では， SET RIGHTS_LISTコマンドを使用して，すべてのユーザが
OpenVMS Registryデータベース内のキーとデータを表示することを許可する方
法を示しています。このコマンドはREG$LOOKUP識別子をシステム・ライト・リストに
追加します。

$ SET RIGHTS_LIST/ENABLE/SYSTEM REG$LOOKUP

例 7–1では， AUTHORIZEを使用してOpenVMS Registryライトを特定のユーザ
に与えたり，与えたライトを削除する方法を示しています。

例 7–1 ユーザにライトを付与するための AUTHORIZEの使用

(次ページに続く)
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例 7–1 (続き) ユーザにライトを付与するための AUTHORIZEの使用

$ SET DEF SYS$SYSTEM
$ RUN AUTHORIZE

UAF> GRANT/IDENTIFIER REG$LOOKUP SMITH 1
UAF> GRANT/IDENTIFIER/ATTRIBUTES=DYNAMIC REG$UPDATE SMITH 2
UAF> REVOKE/IDENTIFIER REG$UPDATE SMITH 3
UAF> GRANT/IDENTIFIER REG$PERFORMANCE SYSTEM 4

1 この AUTHORIZEコマンドは，REG$LOOKUP識別子をSmithというユーザに与
え，SmithがOpenVMS Registryデータベース内のキーとデータを表示すること
を許可します。

2 この AUTHORIZEコマンドは，REG$UPDATE識別子をSmithというユーザに与
え，SmithがOpenVMS Registryデータベース内のキーとデータを変更すること
を許可します。動的属性により，SmithはSET RIGHT/ENABLEコマンドとSET RIGHT
/DISABLEコマンドを使用して，プロセス・ライト・リストからREG$UPDATE識別子
を削除したり，復元することができます。

3 この AUTHORIZEコマンドは，Smithというユーザに与えたREG$UPDATE識別子を
削除します。

4 この AUTHORIZEコマンドは，REG$PERFORMANCE識別子をシステム管理者アカウ
ントに与え，システム管理者がOpenVMS Registryパフォーマンス・データの監
視を有効および無効に設定できるようにします。

7.5.2 Windows NTのセキュリティ・モデル

Windows NTユーザは Advanced Server for OpenVMSを介してのみ，OpenVMS
Registryにアクセスできます。OpenVMSはユーザのWindows NT資格情報をもと
に，Windows NTユーザに対してOpenVMS Registryへのアクセスを許可します。

7.6 OpenVMS Registryサーバ操作の制御

OpenVMS Registryサーバ操作には，ファイル・クォータの制御，サーバ優先順位，
エラー回復処理，データベース・バックアップの頻度，OpenVMS Registryサーバ
のチューニングなどがあります。

ここでは，OpenVMS Registryサーバ操作について説明し，各設定の最小値，最大
値，デフォルト値を示します。これらの設定の変更方法については，第 9章を参照し
てください。
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7.6.1 Maximum Reply Age/Age Checker Interval設定の定義

OpenVMS Registryサーバは，進行中の作業を追跡し，REG$_DUPLREQUESTエラーを返
すことで，重複する要求に対処します。OpenVMS Registryサーバは，すでに完了
した作業に対して重複する要求が受信された場合のために，完了した要求もしばらく
残しておきます。この場合，OpenVMS Registryサーバは応答を再作成します。指
定の時間が経過した後，要求は破棄されます。Maximum Reply Age設定は，これらの
要求の保持時間を指定します。Age Checker Interval設定は，OpenVMS Registryサ
ーバがこの時間を超える要求をどの程度の頻度でチェックするかを指定します。

デフォルト設定では，サーバは 5秒ごとに完了した古い要求がないかどうかチェック
します。デフォルト設定では，サーバは 5秒より古い完了済み要求を破棄します。

設定名 デフォルト値 最小値 最大値

Maximum Reply Age 5 1 60

Age Checker Interval 5 1 60

7.6.2 Database Log Cleaner Interval/Initial Log File Size設定の定義

OpenVMS Registryでは， 2フェーズ・コミット・プロセスを使用して変更を
OpenVMS Registryデータベースに書き込みます。OpenVMS Registryは最初に
変更をログ・ファイルに書き込み，その後，ログ・ファイルをOpenVMS Registry
データベースに適用します。Database Log Cleaner Interval設定は，OpenVMS
Registryがログ・ファイルをOpenVMS Registryデータベースに適用する頻度
を指定します。OpenVMS Registryがログ・ファイルを適用した後，OpenVMS
RegistryはInitial Log File Size設定のサイズをもとに，新しいログ・ファイルを作成
します。

Database Log Cleaner Interval設定は，データベースに書き込みを行っても，ログ・
ファイルを拡張する必要が発生しないように短い時間に設定しなければなりません。
また，ログ・ファイルをデータベースに適用する操作を実行している間，データベー
スへの書き込みができなくなるので，ログを適用するのに必要な時間をかなり短くす
るために，ログ・ファイル・サイズは小さい値に設定しておかなければなりません。

デフォルト設定では，ログ・ファイルは 5秒ごとに適用されます。デフォルト設定で
は，OpenVMS Registryログ・ファイルの作成時のサイズは 32ブロック (16 KB)で
す。

設定名 デフォルト値 最小値 最大値

Database Log Cleaner Interval 5 1 30

Initial Log File Size 32 16 256
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7.6.3 Default File Quota/File Quota Interval設定の定義

OpenVMS Registryサーバはファイル・クォータを適用することで，OpenVMS
Registryデータベース・ファイルのサイズを制限します。ファイル・クォータは，
OpenVMS Registryデータベースを構成する各ファイルに対して割り当てること
ができます。ファイル・クォータを割り当てなかった場合は，OpenVMS Registry
はDefault File Quota設定を使用します。

OpenVMS RegistryサーバはOpenVMS Registryデータベース・ファイルのサイ
ズを定期的に再計算して，クォータを超えているかどうか判断します。File Quota

Interval設定は，OpenVMS Registryがこの計算を行う頻度を指定します。

デフォルト設定では，Default File Quota設定は 10 MBです。デフォルト設定では，
サーバは 30秒ごとにファイル・クォータを再計算します。

設定名 デフォルト値 最小値 最大値

Default File Quota 0x10000000 0x7d00 0x3fffffff

File Quota Interval 30 10 60

7.6.4 Scan Interval設定の定義

OpenVMS Clusterでは，OpenVMS Registryサーバを複数のノードで実行できま
す。しかし，一度に 1つのOpenVMS Registryサーバだけがアクティブになるこ
とができます。クラスタ内の他のOpenVMS Registryサーバに対するOpenVMS
Registryサーバの優先順位によって，どのOpenVMS Registryサーバがアクティブ
になるかが決定されます。クラスタ構成が変化する場合は，システム管理者は 1つ
以上のOpenVMS Registryサーバの優先順位を調整できます。システム管理者が優
先順位を変更した後，クラスタ内のOpenVMS Registryサーバは，最高の優先順位
が割り当てられているサーバを判断し，必要に応じてその状態を自動的に変更しま
す。Scan Interval設定は，OpenVMS Registryサーバが優先順位の変更をチェックす
る頻度を指定します。

デフォルト設定では，サーバは優先順位の変更を 120秒ごとにチェックします。

設定名 デフォルト値 最小値 最大値

Scan Interval 120 60 300

7.6.5 Log Registry Value Error設定の定義

OpenVMS Registryサーバ・パラメータの値のいずれかが有効な範囲でない場合は，
OpenVMS Registryサーバはエラーをログに記録します。OpenVMS Registryが
out-of-rangeエラーを検出すると，OpenVMS Registryサーバはそのパラメータに対
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してデフォルト値を使用します。Log Registry Value Error設定は，エラーをログに記
録するかどうかを指定するブール値です。

デフォルト設定では，OpenVMS Registryサーバは out-of-rangeエラーをログに記
録しません。

設定名 デフォルト値 最小値 最大値

Log Registry Value Error 0 0 1

7.6.6 Operator Communications Interval設定の定義

I/Oエラーが発生した場合，OpenVMS RegistryサーバはOPCOMを使用してオ
ペレータ・コンソールにメッセージを表示できます。Operator Communications

Interval設定は， I/Oエラーが発生した後，そのエラーが続くかどうか判断するため
に，OpenVMS Registryサーバが待機する時間を指定します。エラーが続く場合
は，OpenVMS Registryはメッセージをオペレータ・コンソールに表示します。

デフォルト設定では，OpenVMS Registryサーバは，エラーが 60秒以上続くとき
に，メッセージをオペレータ・コンソールに表示します。

設定名 デフォルト値 最小値 最大値

Age Checker Interval 5 1 60

Operator Communication
Interval

60 30 120

7.6.7 Process Time Limit設定の定義

OpenVMS Registryサーバは，要求の処理時間が非常に長い場合，メッセージをサー
バ・ログ・ファイルに書き込みます。Process Time Limit 設定は，要求の処理時間が
長いかどうかを判断するための基準になる値です。

デフォルト設定では，各要求に対して 180秒の処理時間が認められ，その時間が経過
すると，OpenVMS Registryはメッセージをログに記録します。

設定名 デフォルト値 最小値 最大値

Process Time Limit 180 60 600

7.6.8 Reply Log Cleaner Interval設定の定義

OpenVMS Registryサーバは最近の応答のログを管理します。フェールオーバの
場合は，このログを使用して進行中の作業を再実行します。指定された時間が経過
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した後，サーバはこれらの応答を破棄します。Reply Log Cleaner Interval設定は，
OpenVMS Registryがこれらの応答を破棄する頻度を指定します。

デフォルト設定では，OpenVMS Registryサーバは 5秒ごとに応答を破棄します。

設定名 デフォルト値 最小値 最大値

Reply Log Cleaner Interval 10 5 60

7.6.9 Snapshot Interval/Snapshot Location/Snapshot Versions設定の定義

OpenVMS RegistryサーバはOpenVMS Registryデータベースのバックアップ・
コピーを管理します。Snapshot Interval設定は，OpenVMS Registryサーバがバ
ックアップ・コピーを作成する頻度を指定します。Snapshot Location設定は，
OpenVMS Registryがコピーを格納する場所を指定します。Snapshot Versions設定
は，OpenVMS Registryが保存するバックアップ・コピーの数を指定します。

デフォルト設定では，OpenVMS Registryデータベースは 1日に 1回ずつバックア
ップにコピーされます。デフォルト設定では，OpenVMS Registryデータベース
は，SYS$REGISTRY論理名の定義によって指定される場所にコピーされます。デフォル
ト設定では，OpenVMS RegistryはOpenVMS Registryデータベースの 5つのバー
ジョンを保存します。

設定名 デフォルト値 最小値 最大値

Snapshot Interval 86400 3600 604800

Snapshot Location SYS$REGISTRY — —

Snapshot Versions 5 1 10

7.6.10 Write Retry Interval設定の定義

OpenVMS Registryデータベースに書き込むときに，OpenVMS Registryがエラー
を検出すると， OpenVMS RegistryサーバはWrite Retry Interval設定によって指定さ
れる間隔で書き込みを再実行します。

デフォルト設定では，OpenVMS RegistryサーバはOpenVMS Registryデータベー
スへの書き込みが失敗した場合， 5秒ごとに書き込みを再実行します。

設定名 デフォルト値 最小値 最大値

Writer Retry Interval 5 1 30
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8.1 OpenVMS Registryのインストール

OpenVMS Registryサーバは，OpenVMSバージョン 7.2-1システム・インストール
の一部としてインストールされます。

OpenVMS Registryを使用する前に，OpenVMS Registryサーバを構成し，
OpenVMS Registryデータベースに情報を登録しなければなりません。OpenVMS
Registryサーバの構成の詳細については，第 8.2節を参照してください。OpenVMS
Registryデータベースへの情報の格納については，第 5.2節を参照してください。

第 8.3節で説明するスタートアップ・プロセスを使用して，OpenVMS Registryサー
バを初めて起動するときに，OpenVMSシステムはOpenVMS Registryデータベー
スを作成します。

OpenVMS Registryには複数の方法でアクセスできます。OpenVMS Registryにア
クセスする方法に応じて，次の製品をインストールしなければなりません。

• COM APIを使用してOpenVMS Registryにアクセスする場合は， COM for
OpenVMSをインストールしなければなりません。詳細については，第 4章を参
照してください。

• Windows NTアプリケーションRegEdt32を使用してOpenVMS Registryにアク
セスする場合は，最初に Advanced Server for OpenVMSをインストールし，
構成し，起動しなければなりません。詳細については， Advanced Server for
OpenVMSのマニュアルを参照してください。

OpenVMS Registryサーバ管理ユーティリティやOpenVMS Registryシステム・サ
ービスを使用して，OpenVMS Registryにアクセスすることもできます。これらは
OpenVMSバージョン 7.2-1ではOpenVMS Registryの一部としてインストールされ
ます。

8.2 OpenVMS Registryの構成：REG$CONFIG Configurationユーテ
ィリティ

OpenVMS Registry Configurationユーティリティ (REG$CONFIG)は，OpenVMS
Registryサーバの状態とOpenVMS Registryデータベースの場所に関する情報を提
供します。このユーティリティを使用すると，OpenVMS Registry論理名とパスを
変更できます。
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OpenVMS Registry Configurationユーティリティを起動するには，次のコマンドを
入力します。

$ @SYS$MANAGER:REG$CONFIG

次のメニューが表示されます。

---------------------------------------------------------

OpenVMS Registry Configuration Utility
~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
1 - Configure OpenVMS Registry logical names and directory paths

2 - Display OpenVMS Registry logical names and directory paths

3 - Check the state of the OpenVMS Registry server

4 - Start the OpenVMS Registry server on this node

H - Help about this utility

[E] - Exit

Please enter your choice :
---------------------------------------------------------

オプションを選択するには，オプション番号を入力します。オプションは次のとおり
です。

• 1 - Configure OpenVMS Registry logical names and directory paths

OpenVMS Registryサーバのスタートアップ値を構成し，OpenVMS Registryデ
ータベースの場所を指定できます。

この手順については，第 8.2.1項を参照してください。

• 2 - Display OpenVMS Registry logical names and directory paths

このノードのOpenVMS Registryサーバ論理名 (スタートアップ値)とOpenVMS
Registryデータベースの場所の現在の値を表示します。

• 3 - Check the state of the OpenVMS Registry server

OpenVMS Registryサーバの現在の状態を表示します。次のいずれかが表示され
ます。

The OpenVMS Registry server is started in the cluster.
The OpenVMS Registry server is started on this node.
The OpenVMS Registry server is not started.

• 4 - Start the OpenVMS Registry server on this node

現在のノードでOpenVMS Registryサーバを起動します。次のメッセージが表示
されます。

The OpenVMS Registry server has successfully started.
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• H - Help about this utility

OpenVMS Registry Configurationユーティリティのオプションに関するオンラ
イン・ヘルプを表示します。

• [E] - Exit

OpenVMS Registry Configurationユーティリティを終了します。

ヒント: Q (Quit)はいつでも入力可能

プロンプトに対してQと入力すると，「OpenVMS Registry Configuration
Utility」メニューにいつでも戻ることができます。

論理名を構成しているときにQuitを使用した場合は，確認メッセージを受け
取った値だけが更新されます。

8.2.1 OpenVMS Registryの値の構成

次の質問が表示されます。

1. スタンドアロンまたはクラスタ情報の入力が求められます。次のメッセージが表
示されます。

Is this system now a node in a cluster or will this system
become part of a cluster? (Y/N/Q):

2. REG$TO_BE_STARTED論理名に関する現在の情報が表示され，値を変更するかどうか
質問されます。

- REG$TO_BE_STARTED -

[current value of REG$TO_BE_STARTED]

NOTE: Setting this logical to TRUE starts the OpenVMS Registry
server automatically when the system boots. Setting this logical
to FALSE prevents the OpenVMS Registry server from starting
when the system boots and prevents other products from starting
the OpenVMS Registry server. If the OpenVMS Registry Server is not
started at boot time, but other products that require an OpenVMS
Registry server are able to start the OpenVMS Registry server, you
do not need to assign a value to this logical.

Do you want to change this value? (Y/N/Q) [Y]:

Yを選択すると，新しい値の入力が求められます。

Enter the new value (TRUE/FALSE/NOVAL/Q):
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次のいずれかの値を入力します。

動作 値

リブート時に OpenVMS Registryサーバを起動す
る。他の製品がサーバを起動することを許可する。

TRUE

リブート時に OpenVMS Registryサーバを起動し
ない。他の製品がサーバを起動することを許可しな
い。

FALSE

リブート時に OpenVMS Registryサーバを起動し
ない。他の製品がサーバを起動することを許可する
(論理名の割り当てを解除する)。

NOVAL

この手順を中止し，「OpenVMS Registry
Configuration Utility」メニューに戻る。

Q

In which logical name table do you want the logical defined?
(SYSTEM/SYSCLUSTER/CLUSTER/Q) :

次のいずれかを入力します。

動作 値

REG$TO_BE_STARTED論理名を LNM$SYSTEM論理名テーブルに追
加する。このテーブルには，システム内のすべてのプロセスで共用さ
れる名前が格納される。

SYSTEM

REG$TO_BE_STARTED論理名を LNM$SYSCLUSTER論理名テーブル
に追加する。このテーブルには OpenVMS Cluster内のすべてのプロ
セスで共用される名前が格納される。

SYSCLUSTER

REG$TO_BE_STARTED論理名を LNM$CLUSTER論理名テーブルに追
加する。このテーブルはすべてのクラスタ単位の論理名テーブルの親
テーブルである。

CLUSTER

この手順を中断し，「OpenVMS Registry Configuration Utility」
メニューに戻る。

Q

新しい値または更新した値を入力した後，システムから変更が確認され，
SYLOGICALS.COMファイルに追加しなければならない行が表示されます。

The logical REG$TO_BE_STARTED has been temporarily defined.
Before you reboot the system you must edit your SYLOGICALS.COM
to include the line:

DEFINE/TABLE=table-name REG$TO_BE_STARTED
value

Press [Enter] to continue.

3. SYS$REGISTRY論理名に関する現在の情報が表示され，値を変更するかどうか質問
されます。

- SYS$REGISTRY logical -

current value of SYS$REGISTRY
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Note: When the OpenVMS Registry server is started, the system
creates an OpenVMS Registry database at this location.
If an OpenVMS Registry database already exists on your system,
you must redefine the SYS$REGISTRY logical to point to the
existing OpenVMS Registry database location.

Do you wish to change this value? (Y/N/Q) [Y]:

Yを選択すると，新しい値が求められます。

Enter the new value for SYS$REGISTRY ("yourvalue"/NOVAL/Q):

次のいずれかを入力します。

動作 値

OpenVMS Registryデータベースの新しい場所また
は変更した場所を定義する。

DKA0:[SYS$REGISTRY]などの有効
なディレクトリ指定

論理名の割り当てを解除する。 NOVAL
この手順を中断し，「OpenVMS Registry
Configuration Utility」メニューに戻る。

Q

4. 更新した値が表示され，値を確認するように求められます。

You have entered: value
Is this correct? (Y/N/Q) [Y]:

5. 新しい論理名または更新した論理名を格納する論理名テーブル名の入力が求めら
れます。

In which logical name table do you want the logical defined?
(SYSTEM/SYSCLUSTER/CLUSTER/Q):

次のいずれかを入力します。

動作 値

SYS$REGISTRY論理名を LNM$SYSTEM論理名テーブルに追加す
る。このテーブルには，システム内のすべてのプロセスで共用される
名前が格納される。

SYSTEM

SYS$REGISTRY論理名を LNM$SYSCLUSTER論理名テーブルに追加
する。このテーブルには， OpenVMS Cluster内のすべてのプロセス
で共用される名前が格納される。

SYSCLUSTER

SYS$REGISTRY論理名を LNM$CLUSTER論理名テーブルに追加す
る。このテーブルはすべてのクラスタ単位の論理名テーブルの親テー
ブルである。

CLUSTER

この手順を中断し，「OpenVMS Registry Configuration Utility」
メニューに戻る。

Q

新しい値または更新した値を入力した後，変更が確認され， SYLOGICALS.COM
ファイルに追加しなければならない行が表示されます。
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The logical SYS$REGISTRY has been temporarily defined.
Before you reboot the system you must edit your SYLOGICALS.COM file
to include the line:

DEFINE/TABLE=table-name SYS$REGISTRY
dir-spec

Press [Enter] to continue.

6. OpenVMS Registryデータベースの場所に関する情報が表示されます。

- SYS$REGISTRY directory -

[directory status]

ディレクトリが存在しない場合，ディレクトリを作成するかどうか質問されま
す。

!!Caution!! When the OpenVMS Registry server starts, the system
creates an OpenVMS Registry database at this location. If you
already have an OpenVMS Registry database on your system, you must
redefine the SYS$REGISTRY logical to point to that location.

Do you wish to create the directory? (Y/N/Q) [Y]:

Yと入力すると，ディレクトリの作成が確認されます。

The SYS$REGISTRY directory has now been created.

Press [Enter] to return to the menu.

8.3 OpenVMS Registryの起動

OpenVMS Registryを起動する方法は制御できます。

• システムのリブート時にOpenVMS Registryを自動的に起動できます。

• OpenVMS Registryの稼動が必要な製品がOpenVMS Registryを起動するように
設定できます。

• OpenVMS Registryを手動で起動できます。

• OpenVMS Registryが起動されないように設定できます。

OpenVMS Registryの起動方法を制御するには，第 8.2節で説明したOpenVMS
Registry Configurationユーティリティを使用します。

8.3.1 OpenVMS Registryの手動起動

条件によっては，OpenVMS Registryサーバを手動で起動しなければならないこと
があります。
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このような場合は，SYS$STARTUP:REG$STARTUP.COMコマンド・プロシージャを使用し
てください。次のコマンド・プロシージャは，サーバ・プロセス・クォータが必要な
最小値に設定されていることを確認します。

$ @SYS$STARTUP:REG$STARTUP.COM

また，次のコマンドを使用して，OpenVMS Registryを手動で起動することもでき
ます。

$ SET SERVER REGISTRY_SERVER/START

8.4 OpenVMS Registryのシャットダウン

OpenVMS Registryサーバは，システム・シャットダウンの一部として自動的にシャ
ットダウンされます。

OpenVMS Registryを手動でシャットダウンする場合は，次のコマンドを使用しま
す。

$ SET SERVER REGISTRY_SERVER/EXIT

8.5 OpenVMS Registryサーバのコマンド

OpenVMS Registryサーバのコマンドを使用すると，OpenVMS Registryサー
バの状態を表示 (SHOW)したり，変更 (SET)することができます。この節では，
OpenVMS Registryサーバのコマンドについて説明します。
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SHOW SERVER REGISTRY_SERVER

指定されたノードのOpenVMS Registryの現在の状態を表示します。

このコマンドを使用するには， SYSPRV特権が必要です。

フォーマット

SHOW SERVER REGISTRY_SERVER

[/MASTER | /CLUSTER | /NODE=(node,...)]

[/PAGE]

修飾子

/MASTER

クラスタ内の現在のOpenVMS Registryマスタ・サーバのノードおよびプロセス ID
(PID)を表示します。このコマンドはクラスタ内の OpenVMS Registryサーバと通信
しません。この修飾子を使用するには， SYSPRV特権の他に， SYSLCK特権も必要
です。

/CLUSTER

クラスタ内の各OpenVMS Registryサーバから出力を返します。最初にOpenVMS
Registryマスタ・サーバ情報が表示されます。

/NODE=(node,...)]

指定されたノードのサーバに関するOpenVMS Registryサーバ情報を返します。情
報はノード名を入力した順に表示されます。指定するノード名は現在のクラスタ内の
ノードでなければなりません。

/PAGE

スクロール可能なページ形式で，返された出力を表示します。
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SET SERVER REGISTRY_SERVER

OpenVMS Registryの状態を変更します。

このコマンドを使用するには， SYSPRV特権が必要です。

フォーマット

SET SERVER REGISTRY_SERVER

[/MASTER | /CLUSTER | /NODE=(node,...)]

[/START | /RESTART | /EXIT | /ABORT ]

[/[NO]LOG ]

修飾子

/MASTER

指定されたコマンドをOpenVMS Registryマスタ・サーバに対してだけ実行しま
す。 SYSPRV特権の他に SYSLCK特権も必要です。

/CLUSTER

SETコマンドをクラスタ内の各OpenVMS Registryサーバに対して実行し，最後に
OpenVMS Registryマスタ・サーバを設定します。

/NODE=(node,...)

SETコマンドを指定されたノードのOpenVMS Registryサーバに対して実行しま
す。コマンドはノード名の入力順に実行されます。ノード名は現在のクラスタ内のノ
ードでなければなりません。

/START[=(node,...)]

クラスタ内の指定された 1つ以上のノードでOpenVMS Registryサーバを起動しま
す。

/EXIT[=(node,...)]

クラスタ内の 1つ以上の指定されたノードでOpenVMS Registryサーバを停止しま
す。

/ABORT[=(node,...)]

クラスタ内の 1つ以上の指定されたノードでOpenVMS Registryサーバを中断しま
す。

/[NO]LOG

新しいOpenVMS Registryログ・ファイルを SYS$REGISTRYに作成します。
NOLOGはデフォルトです。
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8.6 クラスタ内でのOpenVMS Registryのフェールオーバ

クラスタ内で複数のOpenVMS Registryサーバを稼動すれば，OpenVMS Registry
の可用性と信頼性を向上できます。ただし，各ノードで稼動できるのは 1つだけで
す。OpenVMS Registryサーバをいくつ稼動する場合でも，OpenVMS Registryデ
ータベースは 1つだけ存在します。

クラスタ内で複数のOpenVMS Registryサーバを稼動する場合は，OpenVMS
Registryサーバ・プロセスが 1つだけアクティブになり，OpenVMS Registryデー
タベースに書き込みを行います。他のOpenVMS Registryサーバ・プロセスはスタ
ンバイ状態になります。

デフォルト設定では，クラスタ内で最初にアクティブになるOpenVMS Registryサ
ーバ・プロセスは，そのプロセスが存在しなくなるか，OpenVMS Registryサー
バ・プロセス間の優先順位が変更されるまでアクティブです。

8.6.1 OpenVMS Registryサーバ・プロセスの優先順位の変更

OpenVMS Registryサーバ・プロセスの優先順位は，OpenVMS Registryサーバ・
プロセスを実行するクラスタ内の各ノードの優先順位を作成および変更することで変
更できます。値が大きくなるほど，優先順位は高くなります。

例 8–1は，優先順位の割り当てを示しています。ここでは，NODENAME1がクラスタ内
でアクティブなOpenVMS Registryサーバ・プロセスになるように，優先順位が割
り当てられています。

例 8–1 優先順位の設定

$ mcr reg$cp
REG> CREATE VALUE HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\REGISTRY\PRIORITY -
_REG> /NAME=NODENAME1/DATA=15/TYPE=DWORD
REG> CREATE VALUE HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\REGISTRY\PRIORITY -
_REG> /NAME=NODENAME2/DATA=10/TYPE=DWORD
REG> CREATE VALUE HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\REGISTRY\PRIORITY -
_REG> /NAME=NODENAME3/DATA=5/TYPE=DWORD

例 8–1でNODENAME1がシャットダウンされると，OpenVMS Registryデータベースの
制御はNODENAME2のサーバ・プロセスに渡されます。

例 8–2は，システム管理者がNODENAME3の優先順位を 20に上げる手順を示していま
す。
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例 8–2 優先順位の変更

$ mcr reg$cp
REG> MODIFY VALUE HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\REGISTRY\PRIORITY -
_REG> /NAME=NODENAME3/DATA=20/TYPE=DWORD

例 8–2では，NODENAME1のOpenVMS Registryサーバ・プロセスはスタンバイ・モー
ドになり，NODENAME3のOpenVMS Registryサーバ・プロセスがアクティブになりま
す。

8.7 Windows NTシステムからのOpenVMS Registryへの接続

Windows NTシステムからOpenVMS Registryに接続するには，次の操作を行わな
ければなりません。

• OpenVMSシステム:

— Advanced Server for OpenVMSをインストールします。

— Advanced Server for OpenVMSを構成します。

• OWindows NTシステム:

— 必要なハードウェアをインストールし，構成します。

— Windows NT ServerまたはWorkstationソフトウェアをインストールし，構
成します。

WindowsシステムからOpenVMS Registryデータベースにアクセスする場合は，
Windows NTシステムで与えられているすべての権限が与えられます。たとえば，
Windows NTシステムに Administratorとしてログオンしている場合は，OpenVMS
Registryのすべてのキーと値の読み込みと書き込みが可能です。OpenVMS Registry
キーへのアクセスは，Windows NTユーザ・プロファイル (usernameとGroupメンバ
シップ)をもとに行われます。 Advanced Server for OpenVMSを介してOpenVMS
Registryに接続します。キー，値，セキュリティ設定の表示と変更には，Windows
Regedt32アプリケーションを使用します。

警告

OpenVMS Registryデータベースのキーと値を変更する場合は，十分注意し
てください。OpenVMS Registryデータベースが破損すると，OpenVMSシ
ステムまたはクラスタのすべてのアプリケーションとユーザに影響します。
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8.8 OpenVMS Registryクォータ

クォータは，OpenVMS Registryデータベースのサイズを制限します。すべて
のOpenVMS Registryファイルのルート・キー・データ・ファイルにクォータ
が割り当てられます。デフォルト設定では，これらのルート・キーはUSERSキー
(REGISTRY$USERS.REG)とLOCAL_MACHINEキー (REGISTRY$LOCAL_MACHINE.REG)です。

クォータはファイルに格納される情報のサイズを制限しますが，他のファイルに格納
される情報のサイズはクォータに含まれません。これらのファイルがサブツリーの一
部の場合でも，そのファイルのサイズは含まれません。

デフォルト・クォータと各ファイルのクォータは，OpenVMS Registryの
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\Registryキーに格納されます。これらのキーの詳細につ
いては，第 7.3節を参照してください。

8.9 OpenVMS Registryのセキュリティ

ユーザは次の方法でOpenVMS Registryに直接にアクセス (読み込みと変更)できま
す。

• Windows NTシステムから (Advanced Server for OpenVMSを介した接続によっ
て)アクセスする方法

• OpenVMS Registryシステム・サービスを使用する方法 ($REGISTRY[W])

• OpenVMS Registryサーバ管理ユーティリティ (REG$CP)を使用する方法

各ユーザが必要とするシステム特権とライト識別子の詳細については，第 7.5.1項を
参照してください。必要なシステム特権とライト識別子を与える方法については，第
7.5.1.1項を参照してください。

キーのセキュリティ属性はWindows NTシステムからだけ変更できます。
OpenVMSシステムからキーのセキュリティ属性を変更することはできませ
ん。OpenVMSでは，Windows NTセキュリティ属性の作成や管理は行われませ
ん。

8.10 OpenVMS Registryデータベースのバックアップと復元

OpenVMS Registryにはサーバ管理ユーティリティが含まれており，このユーティリ
ティを使用すると，必要なシステム特権が与えられている場合，OpenVMS DCLプ
ロンプトからOpenVMS Registryデータベース全体をファイルにバックアップした
り，ファイルから復元することができます。
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OpenVMS Registryデータベースのバックアップと復元の詳細については，第 9.2節
と，REG$CPサーバ管理ユーティリティの CREATE SNAPSHOTコマンドと EXPORT
コマンドを参照してください。

8.11 OpenVMS Alpha複合バージョン・クラスタでのOpenVMS
Registryの使用

OpenVMS RegistryサーバはOpenVMS Alpha複合バージョン・クラスタ内で実
行できます。つまり，OpenVMS Registryは，OpenVMSバージョン 7.2-1以外
のOpenVMSバージョンを含むクラスタ内で実行できます。ただし，OpenVMS
Registryサーバは，OpenVMSバージョン 7.2-1を稼動しているノードで実行しなけ
ればなりません。

8.12 国際化とUnicodeのサポート

Windows NTと統合するために，OpenVMS RegistryはUnicodeに準拠していま
す。Unicodeの詳細については，『OpenVMSバージョン 7.2新機能説明書』を参照
してください。
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9.1 コマンド・ラインからのOpenVMS Registryサーバの管理

OpenVMS Registryにはサーバ管理ユーティリティがあり，OpenVMS DCLプロン
プトからOpenVMS Registry情報の更新と表示を行うことができます。また，必要
なシステム特権があれば，このユーティリティを使用して，OpenVMS Registryデ
ータベース全体をファイルにバックアップしたり，ファイルから復元することができ
ます。

OpenVMS Registryデータベースのバックアップと復元の詳細については，第 9.2節
と，この章のコマンド参照の節の CREATE SNAPSHOT， EXPORT， IMPORTコ
マンドを参照してください。

OpenVMS Registryサーバ管理ユーティリティを起動するには，次のいずれかのコマ
ンドを入力します。

$ RUN SYS$SYSTEM:REG$CP

または

$ MCR REG$CP

注意

OpenVMS Registryデータベースにアクセスするには，クラスタまたはスタ
ンドアロン・システムでOpenVMS Registryサーバをあらかじめ稼動してお
かなければなりません。

表 9–1は，OpenVMS Registryサーバ管理ユーティリティのコマンドを示していま
す。
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表 9–1 OpenVMS Registryサーバ管理ユーティリティのコマンド

コマンド 識別子 動作

CREATE
DATABASE

SYSPRV 新しい OpenVMS Registryデータベース・フ
ァイルを作成する。

CREATE KEY REG$UPDATE 1つ以上のキーを OpenVMS Registryデータ
ベースに作成する。

CREATE
SNAPSHOT

SYSPRV OpenVMS Registryデータベース・ファイル
の即時バックアップを作成する。

CREATE
VALUE

REG$UPDATE キーのデータ・コンポーネントを指定する。

DELETE KEY REG$UPDATE OpenVMS Registryデータベースから 1つ以
上のキーを削除する。

DELETE
VALUE

REG$UPDATE 指定されたキーから 1つ以上の値を削除す
る。

EXPORT REG$LOOKUP OpenVMS Registryをテキスト形式でエクス
ポートする。

IMPORT REG$UPDATE レジストリ・データベースのテキスト形式バ
ージョンを OpenVMS Registry形式にインポ
ートする。

LIST KEY REG$LOOKUP 指定されたキーのすべてのサブキー情報を表
示する。

LIST VALUE REG$LOOKUP 指定されたキーのすべての値を表示する。

MODIFY KEY REG$UPDATE 指定されたキーの情報を変更する。

MODIFY
VALUE

REG$UPDATE 指定された値の情報を変更する。

MODIFY TREE REG$UPDATE 指定されたキーとそのサブキーの情報を変更
する。

SEARCH KEY REG$LOOKUP 指定されたキーと一致するすべてのキーのパ
ス名を表示する。

SEARCH
VALUE

REG$LOOKUP 指定された値名と一致するすべてのキーのパ
ス名を表示する。

SHOW
COUNTERS

REG$PERFORMANCE カウンタ情報を表示する。

SHOW FILE REG$PERFORMANCE OpenVMS Registryデータベース・ファイル
の統計情報を表示する。

SHOW
INTERNAL

REG$PERFORMANCE 内部値 (共用ライブリで使用)を表示する。

START
MONITOR

REG$PERFORMANCE 監視機能を有効にする。

STOP
MONITOR

REG$PERFORMANCE 監視機能を無効にする。

ZERO
COUNTERS

REG$PERFORMANCE 監視カウンタをリセットする。
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注意

SYSPRV特権が与えられているユーザは，表 9–1に示したすべてのコマン
ドを実行できます。ユーザに SYSPRV特権が与えられていない場合のみ，
OpenVMS Registry識別子を指定しなければなりません。

ユーザにREG$UPDATE識別子を与えると，ユーザは表 9–1に示したコマンドの
他に，次のコマンドも実行できるようになります。

LIST KEY
LIST VALUE
SEARCH KEY
SEARCH VALUE

9.2 OpenVMS Registryデータベースのバックアップと復元

REG$CPサーバ管理ユーティリティには，OpenVMS Registryデータベースのバック
アップと復元を行うための 2つのコマンドがあります。

• EXPORTコマンドを使用すると，OpenVMS Registryのキーと値をOpenVMS
またはWindows NT形式で必要に応じてバックアップできます。

このコマンドを使用すると，OpenVMS Registryデータベースの一部または全部
をエクスポートできます。対応する IMPORTコマンドを使用すると，OpenVMS
RegistryまたはWindows NTレジストリのキーと値を復元またはインポートでき
ます。

詳細については，この章のコマンド参照の節の EXPORTコマンドと IMPORTコ
マンドを参照してください。

• CREATE SNAPSHOTコマンドを使用すると，指定したスケジュールで
OpenVMS Registryデータベース・ファイルを自動的にバックアップできます。

デフォルト設定では，REGISTRY_SERVERプロセスは 24時間ごとにOpenVMS
Registryデータベースのスナップショットを作成します。この間隔はOpenVMS
Registryサーバ操作でSnapshot Interval設定を変更することにより変更できます
(この操作の詳細については，第 7.6節を参照してください)。

次の例では，OpenVMS Registryデータベースの自動スナップショットの間隔
を，デフォルトの 24時間ごとに 1回から毎時 1回に変更する方法を示していま
す。

$ MCR REG$CP
REG> MODIFY VALUE
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\REGISTRY -
_REG> /NAME="Snapshot Interval"/DATA=3600/TYPE=DWORD

詳細については，この章の CREATE SNAPSHOTコマンドを参照してください。
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9.2.1 OpenVMS Registryデータベースのスナップショットの作成

OpenVMS Registryデータベースのスナップショットを作成するには，次の操作を行
います。

1. REGISTRY_SERVERプロセスがクラスタ内で動作していることを確認します。

2. SYSPRV特権が与えられているアカウントから次のコマンドを入力します。

$ MCR REG$CP
REG> CREATE SNAPSHOT

この操作で作成されるスナップショットは，次の 2つのファイルで構成されま
す。これらのファイルは指定したディレクトリに格納されます。

REGISTRY$LOCAL_MACHINE.RSS
REGISTRY$USERS.RSS

9.2.2 OpenVMS Registryデータベースのスナップショットの復元

OpenVMS Registryデータベースのスナップショットを復元するには，次の操作を行
います。

1. クラスタ内のすべてのノードでREGISTRY_SERVERプロセスをシャットダウンします
( OpenVMS Registryのシャットダウンの詳細については，第 8.4節を参照してく
ださい)。

2. OpenVMS Registryスナップショット・ファイルがSYS$REGISTRYディレクトリに
あることを確認します。

OpenVMS Registryスナップショット・ファイルがSYS$REGISTRYディレクトリに
ない場合は，OpenVMS Registryスナップショット・ファイルをSYS$REGISTRYデ
ィレクトリにコピーします。

3. 次のように， OpenVMS Registryスナップショット・ファイルの名前を変更しま
す。

$ RENAME REGISTRY$LOCAL_MACHINE.RSS REGISTRY$LOCAL_MACHINE.REG
$ RENAME REGISTRY$USERS.RSS REGISTRY$USERS.REG

4. REGISTRY_SERVERプロセスを再起動します ( OpenVMS Registryを手動で起動する
方法については，第 8.3.1項を参照してください)。

重要

前回スナップショットを作成してからこの復元処理を実行するまでの間に，
OpenVMS Registryデータベースに書き込まれた情報は失われます。
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9.3 OpenVMS Registryサーバ管理ユーティリティの構文

この後のコマンドの説明では，OpenVMS Registryの各コマンドをアルファベット
順に説明します。

注意

ここで説明するどのコマンドでも，key-nameパラメータは，キーの完全なパ
スを指定する文字列であり，次のいずれかのエントリ・ポイントから始まり
ます。

HKEY_LOCAL_MACHINE
HKEY_USERS
HKEY_CLASSES_ROOT

また，REG$_HKEY_LOCAL_MACHINE，REG$_HKEY_USERS，REG$_HKEY_CLASSES_ROOTと
いう文字列も指定できます。

どのサーバ管理コマンドでも，リンクは追従されていません (リンクの詳細に
ついては，第 7.2.1.3項を参照してください)。

キーと値の名前で大文字と小文字を区別するには，キーと値を引用符で囲み
ます (たとえば，"value")。
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CREATE DATABASE

基本的なOpenVMS Registryデータベース・ファイルを，SYS$REGISTRY論理名で指
定される場所に作成します。このコマンドは空のデータベースを作成し，定義済みキ
ーをロードします。

このコマンドを入力したときに，データベース・ファイルがすでに存在する場合は，
既存のファイルに上書きされません。ファイルがすでに存在することを示す警告が表
示されます。新しいOpenVMS Registryデータベースを作成する場合は，最初にデ
ータベース・ファイルの以前のすべてのバージョンを削除しなければなりません。
OpenVMS Registryデータベース・ファイルを削除すると，OpenVMS Registryに
格納されているすべてのキー，サブキー，値が失われます。

このコマンドを使用するには， SYSPRV特権が必要です。

次の表はOpenVMS Registryデータベースのファイルを示しています。

ファイル 説明

REGISTRY$ROOT.DAT データベースのルート

REGISTRY$USERS.REG HKEY_USERSツリー
REGISTRY$LOCAL_MACHINE.REG HKEY_LOCAL_MACHINEツリー
REGISTRY$MASTER.RLG マスタ・コミット・ログ・ファイル

REGISTRY$REPLY.RLG OpenVMS Registryデータベースに対する変更要求を追
跡するログ・ファイル

フォーマット

CREATE DATABASE

パラメータ

なし

修飾子

なし
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例

REG> CREATE DATABASE

データベース・ファイルが消失したり，削除されたときに，基本のOpenVMS
Registryデータベース・ファイルを再作成します。
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CREATE KEY

1つ以上のキーをOpenVMS Registryデータベースに作成します。

このコマンドを使用するには， SYSPRV特権またはREG$UPDATEライト識別子が必要
です。

フォーマット

CREATE KEY key-name [,...]

パラメータ

key-name[,...]

作成するキーの名前を指定します。キーをカンマで区切って指定すると，複数のキー
を作成できます。

修飾子

/WRITEBEHIND
/NOWRITEBEHIND (デフォルト)

キー情報をディスクに直ちに書き込まなければならないことを指定します。
/NOWRITEBEHINDはライトスルー操作を行うことを指定します。

/VOLATILE=level
/NONVOLATILE (デフォルト)

新しいキーが揮発性であるかどうかを指定します。OpenVMS Registryをスタンド
アロンOpenVMSシステムで実行している場合は，システムのリブート時に揮発性キ
ーは失われます。OpenVMS RegistryをOpenVMSクラスタで実行してる場合は，
クラスタ内のすべてのノードがリブートされるときに，揮発性キーは失われます。

levelの値は次のとおりです。

• NONE (/NONVOLATILEと同じ)

• CLUSTER

/CACHE_ACTION=value

新しいキーのキャッシュ属性を指定します。valueはWRITEBEHIND (デフォルト)
またはWRITETHRU (ディスクに直ちに書き込む)のいずれかです。

/CLASS_NAME=string

キーのクラス名を指定します。
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/SECPOLICY=policy

キーのセキュリティ・ポリシーを定義します。現在使用できるポリシーはNT_40だけ
です。

/LINK=(TYPE=value, NAME=key-name)

キーを別のキーへのリンクとして定義します。リンク値は次のいずれかでなければな
りません。

• SYMBOLICLINK

• NONE

リンクを削除するには，次のように入力します。

/LINK=(TYPE=NONE,NAME="")

例

REG> CREATE KEY/CACHE_ACTION=WRITEBEHIND HKEY_USERS\GUEST, HKEY_USERS\SYSTEM

GUESTキーとSYSTEMキーをHKEY_USERSエントリ・ポイントの下に作成します。キー
はライトバック属性で作成されます。
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CREATE SNAPSHOT

OpenVMS Registryデータベースのスナップショットを作成します。つまり，キャ
ッシュされているすべてのOpenVMS Registryキーまたは値がディスクに書き込ま
れ，OpenVMS Registryデータベース・ファイルのコピーが作成されます。

このコマンドを使用するには， SYSPRV特権が必要です。

フォーマット

CREATE SNAPSHOT

パラメータ

なし

修飾子

/DESTINATION=file-spec

スナップショット・ファイルを書き込むかどうかを制御します。デフォルト設定で
は，スナップショットはSYS$REGISTRY論理名によって指定される場所に作成されま
す。

/DESTINATION修飾子に有効なディレクトリを指定しなかった場合は，スナップシ
ョット・ファイルはOpenVMS Registryサーバを起動したディレクトリに作成され
ます。

/VERSIONS=number

保存するスナップショット・ファイルのバージョン数を指定します。

例

REG> CREATE SNAPSHOT/DESTINATION=SYS$REGISTRY/VERSION=3

OpenVMS RegistryデータベースのスナップショットをSYS$REGISTRYディレクト
リに作成します。OpenVMS Registryデータベースのスナップショット・ファイ
ルのバージョン数が 3より多くなる場合は，最も古いバージョンが削除されます
(purge/keep=3コマンドと同じ)。
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CREATE VALUE

指定されたキーのデータ・コンポーネントを指定します。値が存在しない場合は，値
が作成されます。

このコマンドを使用するには， SYSPRV特権またはREG$UPDATEライト識別子が必要
です。

フォーマット

CREATE VALUE key-name

パラメータ

key-name

値を設定するキーの名前を指定します。

修飾子

/FLAGS=flag

データ・フラグ値を指定します。これはアプリケーションに依存する 64ビット・フ
ラグであり， 10進数の場合は 0x， 16進数の場合は%Xを先頭に付けて指定します。

/WRITEBEHIND
/NOWRITEBEHIND (デフォルト)

値をディスクに直ちに書き込まなければならないことを指定します。
/NOWRITEBEHINDはライトスルー操作を指定します。

/DATA=value

値は次のいずれかです。

• 文字列 (たとえば，/DATA=COSMOS)

• カンマで区切り，かっこで囲んだ文字列配列 (たとえば，/DATA=(COSMOS,Noidea)

• 8進数 (%O)， 10進数， 16進数 (%X)のいずれかの形式のロングワード (たとえ
ば，/DATA=%X1A0FCBまたは/DATA=1234)

/NAME=string

新しい値の名前を指定します。

OpenVMS Registryサーバの管理 9–11



OpenVMS Registryサーバの管理
CREATE VALUE

/TYPE_CODE=type

新しい値のタイプを指定します。タイプ値は次のいずれかでなければなりません。

• SZ:最後がNullのUnicode文字列

• EXPAND_SZ: Unicode文字列

• MULTI_SZ: SZ文字列を連結した配列

• DWORD: 32ビット数値

/LINK=(TYPE=value, NAME=key-name)

キーを別のキーへのリンクとして定義します。リンク値は次のいずれかでなければな
りません。

• SYMBOLICLINK

• NONE

リンクを削除するには，次のように入力します。

/LINK=(TYPE=NONE,NAME="")

例

REG> CREATE VALUE/DATA=COSMOS/TYPE=SZ/NAME=COMPUTERNAME HKEY_LOCAL_MACHINE\NODE

HKEY_LOCAL_MACHINE\NODEキーの値COMPUTERNAMEを作成し，そのタイプをSZに設定
し，データ値をCOSMOSに設定します。
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DELETE KEY

指定されたキーをOpenVMS Registryデータベースから削除します。キーにサブキ
ーがある場合，そのキーは削除されません。

重要

キーを削除すると，シンボリック・リンクは無効になります。これは，シン
ボリック・リンクがある場合でも，指定したキーが削除されるからです。

注意

OpenVMS Registryデータベースの定義済みキーは予約キーであり，削除す
ることはできません。このようなキーとしては，
HKEY_USER，HKEY_LOCAL_MACHINE，HKEY_CLASSES_ROOTがあります。全キーの
一覧については，第 7.3節を参照してください。

このコマンドを使用するには， SYSPRV特権またはREG$UPDATEライト識別子が必要
です。

フォーマット

DELETE KEY key-path key-name

パラメータ

key-path

キー・パスを指定します。

key-name

削除するキーの名前を指定します。

修飾子

/WRITEBEHIND
/NOWRITEBEHIND (デフォルト)

キー情報をディスクに直ちに書き込まなければならないことを指定します。
/NOWRITEBEHINDはライトスルー操作を指定します。

OpenVMS Registryサーバの管理 9–13



OpenVMS Registryサーバの管理
DELETE KEY

例

REG> DELETE KEY HKEY_USERS\NODE GUEST

GUESTというキーをOpenVMS Registryデータベースから削除します。
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DELETE VALUE

指定されたキーから値を削除します。

重要

値を削除すると，シンボリック・リンクは無効になります。これは，シンボ
リック・リンクがある場合でも，指定された値が削除されるからです。

このコマンドを使用するには， SYSPRV特権またはREG$UPDATEライト識別子が必要
です。

フォーマット

DELETE VALUE key-name value-name

パラメータ

key-name

値を削除するキーの名前を指定します。

value-name

削除する値を指定します。

修飾子

/WRITEBEHIND
/NOWRITEBEHIND (デフォルト)

情報をディスクに直ちに書き込まなければならないことを指定します。
/NOWRITEBEHINDはライトスルー操作を指定します。

例

REG> DELETE VALUE HKEY_USERS\GUEST PASSWORD

PASSWORDという値をGUESTキーから削除します。
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EXPORT

OpenVMS Registryデータベースの内容はテキスト形式でエクスポートできます。デ
ータベース全体または特定のキーとサブキーだけをエクスポートできます。

エクスポートされるファイルの形式は，Windows NT互換形式またはOpenVMS形
式のいずれかとして指定できます。 IMPORTコマンドはWindows NT 4.0 Regedit
形式およびOpenVMS Registry形式の両方をサポートします。

このコマンドを使用するには， REG$LOOKUPライト識別子が必要です。
REG$LOOKUPライト識別子が割り当てられていない場合， REG$LOOKUPラ
イト識別子を必要とするキーをエクスポートするには， SYSPRV特権が必要です。

フォーマット

EXPORT [DATABASE | KEY [key-name [/[NO]SUBKEYS]]] [/LOG] [/OUTPUT=file-name]
[/FORMAT=[NT | OPENVMS]]

パラメータ

DATABASE

OpenVMS Registryデータベース全体をエクスポートします。

KEY [key-name [/[NO]SUBKEYS]]

OpenVMS Registryの特定のキーをエクスポートします。そのキーのサブキーもエク
スポートできます。NOSUBKEYSがデフォルトです。

修飾子

/LOG

エクスポートの進行状況を画面に表示します。

/OUTPUT=file-name

エクスポートされたファイルの名前を指定します。デフォルトの出力ファイル名
はREGISTRY.TXTです。

/FORMAT=[NT | OPENVMS]

データベースをファイルに書き込むときの形式を指定します。OPENVMSがデフォ
ルトです。
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EXPORT

例

REG> EXPORT DATABASE/LOG/OUTPUT=TUES_VERSION.TXT/FORMAT=NT

この例のEXPORTコマンドは，OpenVMS Registryデータベース全体をWindows
NT 4.0 Regedit形式でTUES_VERSION.TXTファイルに書き込み，エクスポートの進
行状況を画面に表示します。
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IMPORT

(EXPORTコマンドで作成された)テキスト形式のファイルをOpenVMS Registryデ
ータベースにインポートします。

また， (「レジストリ」メニューの「Export Registry File...」オプションを選択するこ
とで) Windows NT 4.0 RegeditによってエクスポートされたWindows NTデータも
OpenVMS Registryデータベースにインポートできます。

Windows NTバイナリ値の変換

Windows NTバイナリ値 (構成データなど)は，OpenVMSでバイナリ値がサ
ポートされない場合でも，OpenVMS Registryデータベースにインポートで
きます。サポートされないバイナリ値をインポートし，変換した場合は，そ
のことを示すメッセージが表示されます。

このコマンドを使用するには， REG$UPDATEライト識別子が必要です。
REG$UPDATEライト識別子が割り当てられていない場合， REG$LOOKUPまたは
REG$UPDATEライト識別子を必要とするキーをインポートするには， SYSPRV特
権が必要です。

次の表は，ライト識別子と特権がキーのインポートとエクスポートにどのような影響
を与えるかを示しています。

与えられている特権と識
別子: Windows NTからエクスポートできる要素:

OpenVMS Registryにインポートでき
る要素:

特権なし
ライト識別子なし

HKEY_LOCAL_MACHINE\SECURITYを除き，
Advanced Server for OpenVMSで作成さ
れたすべてのキー

なし

REG$LOOKUP Advanced Server for OpenVMSで作成さ
れたすべてのキー

なし

REG$UPDATE Advanced Server for OpenVMSで作成さ
れたすべてのキー

Advanced Server for OpenVMSで作
成されたすべてのキー

SYSPRV Advanced Server for OpenVMSで作成さ
れたすべてのキー

Advanced Server for OpenVMSで作
成されたすべてのキー

フォーマット

IMPORT [/LOG] [/INPUT=file-name]
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パラメータ

なし

修飾子

/LOG

インポートの進行状況を画面に表示します。

/INPUT=file-name

インポートするファイルの名前を指定します。デフォルトの入力ファイル名
はREGISTRY.TXTです。

例

REG> IMPORT/LOG/INPUT=TUES_VERSION.TXT

この例のIMPORTコマンドは，TUES_VERSION.TXTファイルをインポートし，インポ
ートの進行状況を画面に表示します。
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LIST KEY

指定されたキーの属性を表示します。

注意

シンボリック・リンクはサポートされていません。

このコマンドを使用するには， SYSPRV特権またはREG$LOOKUPライト識別子が必要
です。

フォーマット

LIST KEY key-name

パラメータ

key-name

一覧表示するキーの名前を指定します。

修飾子

/FULL

表示可能なすべての情報，つまり/LAST_WRITE，/CACHE_ACTION，
/INFORMATION，/LINK_PATH，/CLASS_NAME修飾子で表示される情報を
表示します。

/CACHE_ACTION=value

サブキーのキャッシュ属性を指定します。valueはWRITEBEHIND (デフォルト)ま
たはWRITETHRU (ディスクに直ちに書き込む)のいずれかです。

/CLASS_NAME

サブキーのクラス名を表示します。

/INFORMATION

指定されたキーに関する情報 (サブキー番号，値番号，サブキー名の最大サイズなど
を表示します)。

/LAST_WRITE

サブキーの最終更新日時を表示します。
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/LINK_PATH

サブキーのリンク先のキー・パスを表示します。

/OUTPUT=file-spec

コマンドの出力先を指定します。ファイル名を指定しなかった場合は，デフォルト・
ファイル名REGISTRY.LISが使用されます。

例

REG> LIST KEY/FULL HKEY_USERS\GUEST

Key name: HKEY_USERS\GUEST
Security policy: REG$K_POLICY_NT_40
Volatile: REG$K_NONE
Cache: REG$K_WRITEBEHIND
Class: System Authorization
Link Type: REG$K_NONE
Last written: 7-AUG-1998 12:42:08.55

Key information:
Number of subkeys: 2 Number of values: 0
Max size of subkey name: 40 Max size of class name: 40
Max size of value name: 0 Max size of value data: 0

Subkey(s):

Key name: QUOTAS
Security policy: REG$K_POLICY_NT_40
Volatile: REG$K_NONE
Cache: REG$K_WRITEBEHIND
Class: Disk quota
Link Type: REG$K_NONE
Last written: 7-AUG-1998 12:41:19.21

Key information:
Number of subkeys: 0 Number of values:

0
Max size of subkey name: 0 Max size of class name:

0
Max size of value name: 0 Max size of value data:

0

Key name: IDENTIFIER
Security policy: REG$K_POLICY_NT_40
Volatile: REG$K_NONE
Cache: REG$K_WRITETHRU
Class: Disk quota
Link Type: REG$K_SYMBOLICLINK
Link Path: HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\IDENTIFIER\GUEST
Last written: 7-AUG-1998 12:42:08.55
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Key information:
Number of subkeys: 0 Number of values:

0
Max size of subkey name: 0 Max size of class name:

0
Max size of value name: 0 Max size of value data:

0

この例のLIST KEY/FULLコマンドは，GUESTキーの属性と，GUESTのサブキーの名前
と属性を表示します。

注意

Max sizes情報には，文字数ではなくバイト数が表示されます (各文字は 4バ
イト長です)。
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LIST VALUE

指定されたキーのすべての値と値の属性を表示します。

注意

シンボリック・リンクはサポートされていません。

このコマンドを使用するには， SYSPRV特権またはREG$LOOKUPライト識別子が必要
です。

フォーマット

LIST VALUE key-name

パラメータ

key-name

列挙するキーの名前を指定します。

修飾子

/FULL

表示可能なすべての情報，つまり/TYPE_CODE，/LINK_PATH，/DATA_FLAGS，
/VALUE_DATA修飾子で表示される情報を表示します。

/TYPE_CODE

値のタイプ・コードを表示します。

/FLAGS

値のデータ・フラグの ASCII表現を 16進数で表示します。

/LINK_PATH

サブキーのリンク先のキー・パスを表示します。

/DATA

値の ASCII表現を 16進数で表示します。

/OUTPUT=file-spec

コマンドの出力先を指定します。ファイル名を指定しなかった場合は，デフォルト・
ファイル名REGISTRY.LISが使用されます。

OpenVMS Registryサーバの管理 9–23



OpenVMS Registryサーバの管理
LIST VALUE

例

REG> LIST VALUE/TYPE_CODE/DATA HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\FORTRAN

Key name: HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\FORTRAN
Security policy: REG$K_POLICY_NT_40
Volatile: REG$K_NONE
Last written: 11-AUG-1998 16:27:55.81

Value(s):

Value name: Version
Volatile: REG$K_NONE
Type: REG$K_SZ
Data: 5.3-50

Value name: Date Installed
Volatile: REG$K_NONE
Type: REG$K_SZ
Data: 04-Jan-1998

この例のLIST VALUE/TYPE_CODE/DATAコマンドは，FORTRANキーとその値の名前，タ
イプ，データを表示します。
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MODIFY KEY

指定されたキーの属性を変更します。

重要

キーを変更すると，シンボリック・リンクは無効になります。これは，シン
ボリック・リンクによって示されるキーではなく，指定されたキーが変更さ
れるからです。

このコマンドを使用するには， SYSPRV特権またはREG$UPDATEライト識別子が必要
です。

フォーマット

MODIFY KEY key-name

パラメータ

key-name

変更するキーの名前を指定します。

修飾子

/CACHE_ACTION=value

新しいキーのキャッシュ属性を指定します。valueはWRITEBEHIND (デフォルト)
またはWRITETHRU (ディスクに直ちに書き込む)のいずれかです。

/CLASS_NAME=string

キーの新しいクラス名を指定します。

/WRITEBEHIND
/NOWRITEBEHIND (デフォルト)

キー情報をディスクに直ちに書き込まなければならないことを指定します。
/NOWRITEBEHINDはライトスルー操作を指定します。

/NEW_NAME=new-key-name

キーの新しい名前を指定します。

/SECPOLICY=policy

キーのセキュリティ・ポリシーを定義します。現在指定できるポリシーはNT_40だけ
です。
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/LINK=(TYPE=value, NAME=key-name)

キーを別のキーへのリンクとして定義します。リンク値は次のいずれかでなければな
りません。

• SYMBOLICLINK

• NONE

リンクを削除するには，次のように入力します。

/LINK=(TYPE=NONE,NAME="")

例

REG> MODIFY KEY/CACHE_ACTION=WRITEBEHIND
HKEY_USERS\GUEST

GUESTキーのキャッシュ属性を変更します。
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MODIFY VALUE

指定された値のデータ・コンポーネントを指定します。このコマンドは既存の値を変
更します。

重要

値を変更すると，シンボリック・リンクは無効になります。これは，シンボ
リック・リンクによって示される値ではなく，指定された値が変更されるか
らです。

このコマンドを使用するには， SYSPRV特権またはREG$UPDATEライト識別子が必要
です。

フォーマット

MODIFY VALUE /NAME=string key-name

パラメータ

key-name

値を設定するキーの名前を指定します。

修飾子

/FLAGS=flag

データ・フラグの値を指定します。これはアプリケーションに依存する 64ビットの
フラグであり， 0xを先頭に付けた 10進数，または%Xを先頭に付けた 16進数とし
て指定します。

/WRITEBEHIND
/NOWRITEBEHIND (デフォルト)

値情報をディスクに直ちに書き込まなければならないことを指定します。
/NOWRITEBEHINDはライトスルー操作を指定します。

/DATA=value

値のデータを指定します。値は次のいずれかです。

• 文字列 (たとえば，/DATA=COSMOS)

• カンマで区切り，括弧で囲んだ文字列配列 (たとえば，/DATA=(COSMOS,Noidea)
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• 8進数 (%O)， 10進数， 16進数 (%X)のいずれかの形式のロングワード (たとえ
ば，/DATA=%X1A0FCBまたは/DATA=1234)

/NAME=string

値の名前を指定します。

/TYPE_CODE=type

新しい値のタイプを指定します。タイプは次のいずれかでなければなりません。

• SZ:最後がNullのUnicode文字列

• EXPAND_SZ: Unicode文字列

• MULTI_SZ: SZ文字列を連結した配列

• DWORD: 32ビット数値

/LINK=(TYPE=value, NAME=key-name)

キーを別のキーへのリンクとして定義します。リンク値は次のいずれかでなければな
りません。

• SYMBOLICLINK

• NONE

リンクを削除するには，次のように入力します。

/LINK=(TYPE=NONE,NAME="")

例

REG> MODIFY VALUE/DATA=COSMOS/TYPE=SZ/NAME=COMPUTERNAME HKEY_LOCAL_MACHINE\NODE

キーHKEY_LOCAL_MACHINE\NODEのCOMPUTERNAMEという値を作成し，タイプ・コード
をSZに，データ値をCOSMOSに設定します。
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MODIFY TREE

指定されたキーとそのサブキーの情報を変更します。

重要

ツリーを変更すると，シンボリック・リンクは無効になります。これは，シ
ンボリック・リンクによって示されるキーではなく，指定されたキーとサブ
キーが変更されるからです。

このコマンドを使用するには， SYSPRV特権またはREG$UPDATEライト識別子が必要
です。

フォーマット

MODIFY TREE key-name

パラメータ

key-name

変更するキーの名前を指定します。

修飾子

/CACHE_ACTION=value

キーとそのサブキーのキャッシュ属性を指定します。valueはWRITEBEHIND (デフ
ォルト)またはWRITETHRU (ディスクに直ちに書き込む)のいずれかです。

/CLASS_NAME=string

指定されたキーとそのすべてのサブキーの新しいクラス名を指定します。

/WRITEBEHIND
/NOWRITEBEHIND (デフォルト)

キー情報をディスクに直ちに書き込まなければならないことを指定します。
/NOWRITEBEHINDはライトスルー操作を指定します。

/SECPOLICY=policy

キーのセキュリティ・ポリシーを定義します。現在指定できるポリシーはNT_40だけ
です。
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例

REG> MODIFY TREE/CACHE_ACTION=WRITEBEHIND HKEY_USERS\GUEST

GUESTキーとそのすべてのサブキーのキャッシュ属性を変更します。
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SEARCH KEY

指定されたキーと一致するすべてのキーのパス名を表示します。

このコマンドを使用するには， SYSPRV特権またはREG$LOOKUPライト識別子が必要
です。

フォーマット

SEARCH KEY key-search

パラメータ

key-search

検索するキーの名前を指定します。

修飾子

/OUTPUT=file-spec

コマンドの出力先を指定します。ファイル名を指定しなかった場合は，デフォルト・
ファイル名REGISTRY.LISが使用されます。

例

REG> SEARCH KEY HKEY_LOCAL_MACHINE\...\NODE
HARDWARE\CLUSTER\NODE
HARDWARE\LOCAL\NODE
NODE

HKEY_LOCAL_MACHINE\...\NODEと一致するすべてのキー・パスが表示されます。
繰り返し記号 (...)ワイルドカードは，HKEY_LOCAL_MACHINEエントリ・ポイント
とNODEサブキーの間にサブキーがいくつあってもかまわないことを指定します。
検索で大文字と小文字は区別されません。
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SEARCH VALUE

指定された値名と一致するすべての値のパス名を表示します。

このコマンドを使用するには， SYSPRV特権またはREG$LOOKUPライト識別子が必要
です。

フォーマット

SEARCH VALUE key-name value-name

パラメータ

key-name

検索するキー・パスの名前を指定します。

value-name

検索する値の名前を指定します。

修飾子

/OUTPUT=file-spec

コマンドの出力先を指定します。ファイル名を指定しなかった場合は，デフォルトの
ファイル名REGISTRY.LISが使用されます。

例

REG> SEARCH VALUE HKEY_LOCAL_MACHINE\... *AM%
HARDWARE\CLUSTER\Name
HARDWARE\CLUSTER\NODE\Name
HARDWARE\LOCAL\NODE\Name
NODE\COMPUTERNAME

HKEY_LOCAL_MACHINE\...\*am%と一致するすべての値の名前が表示されます。
繰り返し記号 (...)ワイルドカードは，HKEY_LOCAL_MACHINEエントリ・ポイント
と*am%値名の間にサブキーがいくつあってもかまわないことを指定します。検索
で大文字と小文字は区別されません。
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SHOW

OpenVMS Registryサーバの内部統計情報とその他の情報を表示します。

• SHOW COUNTERS

OpenVMS Registryサーバからの監視情報を表示します。

• SHOW FILE

OpenVMS Registryサーバにロードされたファイルの状態情報を表示します。

このコマンドを使用するには， SYSPRV特権またはREG$PERFORMANCEライト識別子が
必要です。

フォーマット

SHOW COUNTERS/FILE [name]

SHOW FILE [name]

パラメータ

name

ファイルを識別します (/FILE修飾子と組み合わせて使用しなければなりません)。

修飾子

/FILE

指定されたファイルまたはすべてのファイルのカウンタを表示します。

/PERFORMANCE

パフォーマンス・カウンタを表示します。

/OUTPUT=file-spec

コマンドの出力先を指定します。ファイル名を指定しなかった場合は，デフォルトの
ファイル名REGISTRY.LISが使用されます。

例

REG> SHOW COUNTERS/FILE

OpenVMS Registryサーバからの監視情報を表示します。
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START MONITORING

OpenVMS Registryサーバ内で監視コンポーネントを起動します。

このコマンドを使用するには， SYSPRV特権またはREG$PERFORMANCEライト識別子が
必要です。

フォーマット

START MONITORING/FILE [name]

START MONITORING/PERFORMANCE

パラメータ

name

ファイルを指定します (/FILE修飾子と組み合わせて使用しなければなりません)。

修飾子

/FILE

指定されたファイルまたはすべてのファイルのカウンタ情報の収集を開始します。

/PERFORMANCE

パフォーマンス・カウンタの情報収集を開始します。

例

REG> START MONITORING/PERFORMANCE

OpenVMS Registryの監視コンポーネントを有効にします。
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STOP

STOP

OpenVMS Registryサーバ内で監視コンポーネントを停止します。

このコマンドはOpenVMS Registryサーバ内で監視コンポーネントを停止するとき
に使用します。

このコマンドを使用するには， SYSPRV特権またはREG$PERFORMANCEライト識別子が
必要です。

フォーマット

STOP MONITORING/FILE [name]

STOP MONITORING/PERFORMANCE

パラメータ

name

ファイルを指定します (/FILE修飾子と組み合わせて使用しなければなりません)。

修飾子

/FILE

指定されたファイルまたはすべてのファイルのカウンタ情報の収集を停止します。

/PERFORMANCE

パフォーマンス・カウンタ情報の収集を停止します。

例

REG> STOP MONITORING/PERFORMANCE

OpenVMS Registryの監視コンポーネントを無効にします。
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ZERO COUNTERS

OpenVMS Registryサーバのカウンタを初期化します。

このコマンドを使用するには， SYSPRV特権またはREG$PERFORMANCEライト識別子が
必要です。

フォーマット

ZERO COUNTERS/FILE [name]

ZERO COUNTERS/PERFORMANCE

パラメータ

name

ファイルを指定します (/FILE修飾子と組み合わせて使用しなければなりません)。

修飾子

/FILE

指定されたファイルまたはすべてのファイルのファイル・カウンタを初期化します。

/PERFORMANCE

すべてのパフォーマンス・カウンタを初期化します。

例

REG> ZERO COUNTERS/PERFORMANCE

パフォーマンス・カウンタをリセットします。
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OpenVMS Registryシステム・サービス

この章では，OpenVMS Registryの$REGISTRYシステム・サービス
と$REGISTRYWシステム・サービスについて説明します。
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$REGISTRYと$REGISTRYW
OpenVMS Registryデータベースへのインタフェース

$REGISTRYシステム・サービスと$REGISTRYWシステム・サービスは，
OpenVMS Registryデータベース・サーバへのインタフェースです。$REGISTRYサ
ービスを使用すると，OpenVMS Registryデータベースに登録されているキー，サ
ブキー，値の表示，更新，設定を行うことができます。

$REGISTRYサービスでは，同期操作と非同期操作の両方がサポートされます。非
同期完了の場合は， Registry ($REGISTRY)システム・サービスを使用します。同
期完了の場合は， Registry and Wait ($REGISTRYW)システム・サービスを使用し
ます。$REGISTRYWシステム・サービスは$REGISTRYシステム・サービスとほ
とんど同じ機能を実行しますが，要求された操作が完了した後で呼び出しプロセス
に制御が返されます。システム・サービスの終了の詳細については， Synchronize
($SYNCH)システム・サービスを参照してください。

このシステム・サービスは 64ビット互換です。

フォーマット

SYS$REGISTRY [efn], func, 0, itmlst, [iosb or iosa_64], [astadr or astadr_64], [astprm or astprm_64]

SYS$REGISTRYW [efn], func, 0, itmlst, [iosb or iosa_64], [astadr or astadr_64], [astprm or astprm_64]

引数

efn

OpenVMS usage: ef_number
type: longword (unsigned)
access: read only
mechanism: by value

$REGISTRYで使用されるイベント・フラグの数。イベント・フラグを指定しなかっ
た場合，デフォルトはEFN$C_ENFになります。イベント・フラグは$REGISTRYで最
初にクリアされ，操作が完了したときにセットされます。

func

OpenVMS usage: function_code
type: longword (unsigned)
access: read only
mechanism: by value
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$REGISTRYが実行する動作を指定する機能コード。func引数は，この機能コードを
格納したロングワードです。機能コードには機能修飾子を含むことができます。機能
修飾子の詳細については，この章の機能修飾子を参照してください。

$REGISTRYの呼び出しには機能コードを 1つだけ指定できます。どの機能コードを
呼び出す場合も，itmlst引数に追加情報を指定しなければなりません。

itmlst

OpenVMS usage: item_list3 or item_list_64b
type: longword (unsigned)
access: read only
mechanism: by reference

func引数によって指定される機能を実行するために，システムが使用する情報を示
すアイテム・リスト。itmlst引数はアイテム・リストのアドレスです。アイテム・
リストは 1組以上のアイテム記述子で構成されます。各記述子は item-list-3または
item-list-64b形式です。

一部の機能コードでは， 1回の呼び出しに複数の操作を指定できます。この場合，各
アイテム・コード・セットの間にREG$_SEPARATORアイテム・コードを指定しなければ
なりません。REG$_SEPARATORアイテム・コードで区切られた各要求にアイテム・コー
ドを指定する順序は任意です。

アイテム・コードは入力パラメータまたは出力パラメータとして指定できます。入力
パラメータは機能の変更，コンテキストの設定，返す情報の指定を行います。出力パ
ラメータは要求された情報を返します。 item-list-3リストの場合は，リストの最後に
ロングワードの 0を指定しなければなりません。 item-list-64bリストの場合は，リス
トの最後にクォドワードの 0を指定しなければなりません。

図 10–1は item-list-3記述子の構造を示しています。

図 10–1 item-list-3の構造

VM-0224A-AI

Buffer address

Item code Buffer length

31 015

Return length address
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図 10–2は item-list-64b記述子の構造を示しています。

図 10–2 item-list-64bの構造

VM-0225A-AI

Buffer address

Buffer length

Item code Must be zero length

31 015

Must be minus one

Return length address

表 10–1はアイテム記述子フィールドの定義を示しています。

表 10–1 アイテム記述子フィールド

記述子フィールド 定義

Buffer length バッファの長さを指定するワード。バッファは，$REGISTRYで
使用される情報を渡すか，または$REGISTRYからの情報を受け
取る場所である。必要なバッファの長さは，指定するアイテム・
コードに応じて異なる。各アイテム・コード記述に必要な長さを
指定する。

Item code バッファ内に現在格納されている情報のタイプを示すシンボリッ
ク・コード，またはバッファに返されたシンボリック・コードを
格納したワード。 buffer addressフィールドはバッファの場所を
示す。

Buffer address 情報の受け渡しで使用されるバッファのアドレスが格納されてい
るロングワード。

Return length address $REGISTRYから返された情報の実際の長さ (バイト数)を指定
するワードのアドレスが格納されているロングワード。情報は
buffer addressフィールドで示されるバッファに格納される。こ
のフィールドは出力アイテム・リスト・エントリにだけ適用さ
れ，入力エントリの場合は 0でなければならない。 return length
addressが 0の場合は無視される。

iosb or iosa_64

OpenVMS usage: status_block
type: buffer
access: write only
mechanism: by reference

$REGISTRY操作の最終終了状態と情報が返される状態ブロック。 1つの機能コ
ードに対して複数の操作が要求された場合は，iosbに返される値はSS$_NORMALまた
はSS$_REGERRORになります。各操作の戻り状態はREG$_RETURNSTATUSアイテム・コー
ド (指定されている場合)に返されます。iosb引数は$REGISTRYの状態ブロックのア
ドレスです。
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VM-0226A-AI

Reserved

31 015

Status

iosb引数を指定した場合は，$REGISTRYの実行が開始されるときに，クォドワード
の I/O状態ブロックがクリアされます。

iosb引数は省略してもかまいませんが，次の理由により，なるべく指定してくださ
い。

• サービスの終了を通知するためにイベント・フラグを使用する場合は， I/O状態
ブロックの条件値を判定することで，イベント・フラグがサービス正常終了以外
のイベントによってセットされなかったことを確認できます。

• サービスの終了の同期をとるために$SYNCHシステム・サービスを使用する場合
は， I/O状態ブロックは$SYNCHの必要な引数になります。

R0に返される条件値と， I/O状態ブロックに返される条件値は，$REGISTRYサー
ビスへの呼び出しに関して異なる情報を提供します。 R0に返される条件値は，サー
ビスの呼び出し自体が正常終了したのか，異常終了したのかに関する情報を示しま
す。 I/O状態ブロックに返される条件値は，サービス操作が正常終了したのか，異常
終了したのかに関する情報を示します。

$REGISTRYへの呼び出しが正常終了したのか，異常終了したのかを正確に判断する
には，最初に R0に返された条件値を確認しなければなりません。 R0に正常終了を
示す値が格納されている場合は， I/O状態ブロックの条件値を確認しなければなりま
せん。

表 10–2はアイテム記述子フィールドの定義を示しています。

表 10–2 記述子フィールド

記述子フィールド 定義

Status $REGISTRYサービスの最終状態を指定するロングワー
ド。 1つの機能コードに対して複数の操作を要求した場合
は，SS$_NORMALまたはSS$_REGERRORがiosbに返される。このフ
ィールドは操作を開始するときに， 0に設定される。

Reserved 予約されているロングワード。

astadr or astadr_64

OpenVMS usage: ast_procedure
type: procedure value
access: call without stack unwinding
mechanism: by reference
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$REGISTRYが完了したときに実行される ASTサービス・ルーチン。astadr引数はこ
のルーチンのアドレスです。astadrを指定した場合， ASTルーチンは$REGISTRYサ
ービスの呼び出し側プロセスと同じアクセス・モードで実行されます。

$REGISTRYサービスの呼び出しが正常終了しなかった場合 (つまり，エラーが直ち
に戻された場合)は， ASTルーチンは実行されません。

astprm or astprm_64

OpenVMS usage: user_arg
type: longword (unsigned)
access: read only
mechanism: by value

astadr引数によって指定された ASTサービス・ルーチンに渡される ASTパラメー
タ。astprm引数はこのロングワード・パラメータを指定します。

説明

$REGISTRYサービスは，レジストリ・キー，キーの値，キーの属性の作成，削除，
変更を行う機能を提供します。

$REGISTRYサービスでは，キーに対するハンドルを格納するためにプロセス P1空
間を使用します。$REGISTRYサービスは IPL 0で呼び出さなければならず， AST
要求を配布するためにシステム・ダイナミック・メモリを必要とします。

関連サービス

$REGISTRYW

返される状態値

SS$_ACCVIO 引数の 1つを読み込みまたは書き込みできません。

SS$_BADPARAM 機能コードまたはアイテム・リスト・コードの 1つが不
正です。

SS$_EXASTLM ASTリミットを超えました。

SS$_EXBYTLM バイト・カウント・クォータを超えました。

SS$_ILLEFC イベント・フラグ番号が不正です。

SS$_INSFARG 指定された引数の数が不足しています。

SS$_INSFMEM ダイナミック・メモリが不足しています。

SS$_NORMAL 正常終了。

SS$_TOO_MANY_ARGS 引数の数が多すぎます。

REG$_ACCESSDENIED キーに対して要求されたアクセスが拒否されました。

REG$_BADFILEVER ファイル・バージョン番号が不正です。
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REG$_BUFFEROVF バッファ・オーバフロー。

REG$_CANTCLEANVOLSEG レジストリの揮発性セグメントを消去できません。

REG$_CANTCONVCS コード・セット変換エラー。

REG$_CANTOPENOUTFILE 指定された出力ファイルを開くことができません。

REG$_DBACCESS レジストリ・データベース・オブジェクトにアクセスで
きません。

REG$_DBALREADYLOADED データベースはすでにロードされています。

REG$_DBCREATE レジストリ・データベースを作成できません。

REG$_DBCSMISMATCH データベース・チェックサムの不一致:格納値= !XL計算
値= !XL

REG$_DBFIND レジストリ・データベースを見つけることができませ
ん。

REG$_DBFULL レジストリ・データベースが満杯です。

REG$_DBLOAD レジストリ・データベースをロードできません。

REG$_DBNOTYETLOADED データベースはまだロードされていません。

REG$_DBVERMISMATCH データベース・バージョンの不一致:現在のバージョン=
V!UW.!UWデータベース= V!UW.!UW

REG$_DELROOTKEY ルート・キーが削除されました。

REG$_DOUBLEDEALLOC 構造はすでにフリー・リストに登録されています。

REG$_DTMUTEXERROR DECthreadsミューテックスロック/アンロック・エラ
ー。

REG$_DTMUTEXINIT DECthreadsミューテックス初期化エラー !UL

REG$_DTMUTEXLOCK DECthreadsミューテックス・ロック・エラー !UL

REG$_DTMUTEXLOCKED DECthreadsミューテックスは別のスレッドによってす
でに保有されています。

REG$_DTMUTEXUNLOCK DECthreadsミューテックス・アンロック・エラー !UL

REG$_DTRWLOCKINIT DECthreads読み込み/書き込みロック初期化エラー !UL

REG$_DTRWLOCKLOCK DECthreads読み込み/書き込みロック・エラー !UL

REG$_DTRWLOCKUNLOCK DECthreads読み込み/書き込みアンロック・エラー !UL

REG$_DUPLREQUEST 作業中のハッシュ・テーブル挿入で重複する要求が検出
されました。

REG$_EXQUOTA レジストリ・ファイル・クォータまたはページ・ファイ
ル・クォータを超えました。

REG$_FILECREATE !AZ!AZの作成でエラーが発生しました。

REG$_FILENAMEINVAL ファイル名が不正です。

REG$_FILEOPEN !AZ!AZを開くときにエラーが発生しました。

REG$_FILEREADEOF ファイルの末尾をこえて読み込もうとしました。 FTE
!XL

REG$_FNAMMISMATCH 物理/論理ファイル名の不一致; FTE=!AZ LTE=!AZ

REG$_FSOCORRUPT ファイルにはすでに破損フラグが付いています。 FSO:
!XL !XL

REG$_FSOFILEINDEX FSO: !XL !XLのファイル・インデックスが不正です。

REG$_FSOOFFSET FSO: !XL !XLのオフセットが不正です。

REG$_FSOSEGNUMBER FSO: !XL !XLのセグメント番号が不正です。

REG$_FSOSEGREADERR FSO: !XL !XLでセグメントの読み込みエラーが発生しま
した。
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REG$_FTEALLOC ファイル・テーブル・エントリ !XLを !AZに対して割り
当てるときにエラーが発生しました。

REG$_FTEALREADYEXIST ファイル !AZ!AZを作成できません。ファイルはすでに存
在します。

REG$_FTEALREADYOPEN ファイルはすでに開かれています。

REG$_FTEDUPNAME ファイル・テーブル・エントリの割り当てエラー;ファイ
ル名が重複します。

REG$_FTEINSUFFINFO 指定されたファイル・テーブル・エントリは割り当てら
れていません。

REG$_FTEINUSE ファイル・テーブル・エントリの割り当てエラー，エン
トリは使用中です。

REG$_FTENOTEXIST 指定されたファイル・テーブル・エントリは存在しませ
ん。

REG$_FTENOTOPEN 指定されたファイルは開かれていません。

REG$_FTIMISMATCH 物理ファイル・インデックスの不一致; LTE = !XL，
FTE = !XL

REG$_HASLINK キーに別のキーへのリンクがあります。

REG$_HAVESUBKEYS サブキーのあるキーを削除することはできません。

REG$_INTERNERR レジストリの内部エラー。

REG$_INVCACHEACTION キャッシュ・アクション・パラメータが不正です。

REG$_INVCREDENTIALS NT資格情報が不正です。

REG$_INVDATA データ値が不正です。

REG$_INVDATATYPE データ・タイプ・パラメータが不正です。

REG$_INVFUNCCODE 機能コードが不正です。

REG$_INVKEYFLAGS キー・フラグが不正です。

REG$_INVKEYID キーが存在しないか，または不正なキー IDが指定されま
した。

REG$_INVKEYNAME キー名が不正です。

REG$_INVLINK リンクまたはリンク・タイプが不正です。

REG$_INVLINKPATH リンク・パスが不正です。

REG$_INVLOG ログ・ファイルが不正です。

REG$_INVLOGREC ログ・レコードが不正です。

REG$_INVPARAM パラメータが不正です。

REG$_INVPATH キー・パスが不正です。

REG$_INVSECDESCRIPTOR セキュリティ記述子が不正です。

REG$_INVSECPOLICY セキュリティ・ポリシー・パラメータが不正です。

REG$_INVSEGNUM セグメント番号が不正です。

REG$_INVVOLROOTKEY 揮発性ルート・キーを使用して新しいファイルを作成す
ることはできません。

REG$_IOREADERR ブロック !ULで長さ !ULのディスク読み込みエラーが発
生しました。

REG$_IOWRITERR ブロック !ULで長さ !ULのディスク書き込みエラーが発
生しました。

REG$_IPCCONACC IPC接続受諾エラー: !XL

REG$_IPCCONREJ IPC接続拒否エラー: !XL

REG$_IPCDCLAST IPCは同期完了のために ASTを宣言できません。 !XL
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REG$_IPCOPEASS IPC関連付けオープン・エラー: !XL

REG$_IPLTOOHIGH IPL 0より上の呼び出しプロセスはこのサービスを呼び
出すことができません。

REG$_KEYCHANGED キーまたはサブキーが変更されています。

REG$_KEYEXIST キーはすでに存在します。

REG$_KEYLOCKED キーは別のスレッドによってロックされています。

REG$_KEYNAMEEXIST キー名はすでに存在します。

REG$_LOGFILETABFULL 論理ファイル・テーブルが満杯です。

REG$_LTENOTEXIST 指定された論理ファイル・テーブル・エントリは存在し
ません。

REG$_MOREDATA 提供されたバッファが小さすぎるため，要求されたデー
タを格納できません。

REG$_NOBLOCKFOUND レジストリ・データベースに使用できるブロックが残っ
ていません。

REG$_NOKEY 指定されたキーは存在しません。

REG$_NOMEMORY メモリ不足。

REG$_NOMOREITEMS 指定されたキーに対するアイテムはこれ以上ありませ
ん。

REG$_NOMORESEG 使用できるセグメントはこれ以上ありません。

REG$_NOMORESUBSTRING 部分文字列を見つけることができません。

REG$_NOPATHFOUND パスを見つけることができません。

REG$_NORESPONSE OpenVMS Registryサーバは使用できない状態です。

REG$_NOSUCHFILE このようなファイルは存在しません。

REG$_NOTROOTKEY ルート・キー・インデックスが不正です。

REG$_NOTSUPPORTED 機能コード，アイテム・コード，アイテム値のいずれか
がサポートされません。

REG$_NOVALUE 指定された値は存在しません。

REG$_OBJWITHLINK 削除されたキーまたは値を指すリンクがあります。

REG$_REQRECEIVED キー変更要求の通知を受け取りました。

REG$_RESERVED 予約キーまたは値を削除/変更することはできません。

REG$_ROOTINSFILE ルート・ファイル内のファイル・リストが不足していま
す。

REG$_RUIDMISMATCH ルート・キー UIDの不一致; LTE = !@XQ !@XQ;ルー
ト・キー= !@XQ !@XQ

REG$_SECVIO このキーが最後に開かれたときに指定されたセキュリテ
ィ・アクセス方式に違反します。

REG$_SEGREADERR ファイル !AZのセグメント !ULの読み込みでエラーが発
生しました。

REG$_STRINGTOOLONG 入力文字列が長すぎます。

REG$_STRINGTRUNC 出力バッファが小さすぎるため，変換された文字列を格
納できません。

REG$_SVRVERMISMATCH バージョンの不一致:サーバ= V!UL.!ULデータベース=
V!UL.!UL

REG$_SVRSHUTDOWN サーバのシャットダウン中です。

REG$_TOOMANYOPENKEY 開かれているキーの数が多すぎます。一部のキーを閉じ
てください。
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REG$_UNKTHRREQ スレッド要求コードが不明です。

REG$_VALUEEXIST 値はすでに存在します。

REG$_VOLMISMATCH 揮発性キーに対して不揮発性サブキーを作成することは
できません。

機能コード

表 10–3は，機能コードと各コードの簡単な説明，その機能を実行するのに必要な
OpenVMS Registryライト識別子を示しています。各アイテム・コードの詳細につい
ては，この章のアイテム・コードを参照してください。

有効なNTアクセス・トークンを提供せず，SYSPRV特権もない場合は，OpenVMS
Registryライト識別子が必要です。REG$UPDATE識別子が与えられている場合は，
表 10–3に示されているすべての機能を実行できます。

表 10–3 有効な機能コード

機能コード 識別子 説明

REG$FC_CLOSE_KEY REG$LOOKUP 開かれているキーまたはサブキーを閉じる。

REG$FC_CREATE_KEY REG$UPDATE サブキーを作成して開く。

REG$FC_DELETE_KEY REG$UPDATE サブキーをキーから削除する。

REG$FC_DELETE_VALUE REG$UPDATE 値をキーから削除する。

REG$FC_ENUM_KEY REG$LOOKUP キーのサブキーを一覧表示する。

REG$FC_ENUM_VALUE REG$LOOKUP キーの値を一覧表示する。

REG$FC_FLUSH_KEY REG$UPDATE キーのすべての情報をディスクにバックアッ
プする。

REG$FC_MODIFY_KEY REG$UPDATE キーを変更する。

REG$FC_MODIFY_TREE_KEY REG$UPDATE キーとそのすべてのサブキーを変更する。

REG$FC_NOTIFY_CHANGE_KEY_VALUE REG$UPDATE キーまたは値が変更されたときに，そのこと
を通知する。

REG$FC_OPEN_KEY REG$LOOKUP キーまたはサブキーを開く。

REG$FC_QUERY_KEY REG$LOOKUP キーに関する情報を取り込む。

REG$FC_QUERY_VALUE REG$LOOKUP 値に関する情報を取り込む。

REG$FC_SEARCH_TREE_DATA REG$LOOKUP キーとそのサブキーの値データを検索する。

REG$FC_SEARCH_TREE_KEY REG$LOOKUP キーとそのサブキーの名前を検索する。

REG$FC_SEARCH_TREE_VALUE REG$LOOKUP キーとそのサブキーの値を検索する。

REG$FC_SET_VALUE REG$UPDATE 値名に関連付けられているデータを変更す
る。

REG$FC_CLOSE_KEY

この要求は指定されたキーの開かれているリソースを解放します。REG$_KEYIDが定義
済みキーを示す場合は，システムはこの要求を無視し，正常終了を返します。
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次のいずれかのアイテム・コードを指定します。

アイテム・コード 必須 パラメータの種類

REG$_KEYID 必須 入力

REG$_RETURNSTATUS 省略可能 出力

REG$FC_CREATE_KEY

キーが存在しない場合，この要求はREG$_KEYIDによって指定されるキーの下に新しい
サブキーを作成します。キーが存在する場合，そのキーは変更されません。

REG$_KEYRESULTアイテム・コードを指定した場合は，指定したサブキーが開かれま
す。

結果はREG$_DISPOSITIONアイテム・コード・バッファに返されます。

この機能コードを使用すると，複数の要求を$REGISTRYサービスに対す
る 1つの呼び出しにまとめて指定できます。この複数要求機能を使用するに
は，REG$_SEPARATORアイテム・コードを使用して，現在の要求のアイテム・コー
ド・セットの最後を示し，その後に別の要求が続くことを指定しなければなりませ
ん。

キーの値を設定するには，REG$FC_SET_VALUE機能コードを指定して$REGISTRYサー
ビスを呼び出します。

次のアイテム・コードを指定します。

アイテム・コード 必須 パラメータの種類

REG$_CACHEACTION 省略可能 入力

REG$_CLASSNAME 省略可能 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_DISPOSITION 省略可能 出力

REG$_KEYFLAGS 省略可能 入力

REG$_KEYID 必須 入力

REG$_KEYRESULT 省略可能 出力

REG$_LINKPATH 省略可能 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_LINKTYPE 省略可能 入力

REG$_RETURNSTATUS 省略可能 出力

REG$_SECACCESS 省略可能 入力

REG$_SECURITYPOLICY 省略可能 入力

REG$_SEPARATOR 省略可能 なし

REG$_SUBKEYNAME 必須 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_VOLATILE 省略可能 入力
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REG$_LINKPATHアイテム・コードを指定する場合は，OpenVMS Registryにすでに定
義されているキー・パスを指すコードを指定しなければなりません。この条件を満た
さないと，REG$_INVALIDPATHエラーが返されます。

注意

REG$_CACHEACTIONアイテム・コードを指定しないと，親キーと同じキャッシ
ュ・アクション値を使用して新しいキーが作成されます。REG$_VOLATILEアイ
テム・コードとREG$_SECURITYPOLICYアイテム・コードに同じ規則が適用され
ます。

REG$FC_DELETE_KEY

この要求は，指定されたサブキーとその値をOpenVMS Registryデータベースから
削除します。指定されたキーにサブキーがある場合，そのキーは削除されません。そ
の場合は，サブキーを最初に削除しなければなりません。

この機能コードを使用すると，複数の要求を$REGISTRYサービスに対する
1つの呼び出しにまとめることができます。この複数要求機能を使用するに
は，REG$_SEPARATORアイテム・コードを使用して，現在の要求のアイテム・コー
ド・セットの最後を示し，その後に別の要求が続くことを指定しなければなりませ
ん。

次のアイテム・コードを指定します。

アイテム・コード 必須 パラメータの種類

REG$_KEYID 必須 入力

REG$_KEYPATH 省略可能 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_RETURNSTATUS 省略可能 出力

REG$_SEPARATOR 省略可能 なし

REG$_SUBKEYNAME 必須 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$FC_DELETE_VALUE

この要求は，指定された値をキーから削除します。

この機能コードを使用すると，複数の要求を$REGISTRYサービスに対する
1つの呼び出しにまとめることができます。この複数要求機能を使用するに
は，REG$_SEPARATORアイテム・コードを使用して，現在の要求のアイテム・コー
ド・セットの最後を示し，その後に別の要求が続くことを指定しなければなりませ
ん。

次のアイテム・コードを指定します。
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アイテム・コード 必須 パラメータの種類

REG$_KEYID 必須 入力

REG$_KEYPATH 省略可能 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_RETURNSTATUS 省略可能 出力

REG$_SEPARATOR 省略可能 なし

REG$_VALUENAME 必須 入力

REG$FC_ENUM_KEY

この要求は，キーの 1つのサブキーに関する情報を取得します。サブキー
はREG$_SUBKEYINDEXアイテム・コードに指定します。キーのすべてのサブキーを
列挙するには，REG$FC_ENUM_KEY機能コードを使用して$REGISTRYサービスを繰り
返し呼び出さなければなりません。REG$_SUBKEYINDEXを最初は 0に設定して，要求か
らREG$_NOMOREITEMSエラーが返されるまで，カウントに 1を加算します。

次のアイテム・コードを指定します。

アイテム・コード 必須 パラメータの種類

REG$_CACHEACTION 省略可能 出力

REG$_CLASSNAME 省略可能 出力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_KEYFLAGS 省略可能 出力

REG$_KEYID 必須 入力

REG$_KEYPATH 省略可能 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_LASTWRITE 省略可能 出力

REG$_LINKCOUNT 省略可能 出力

REG$_LINKPATH 省略可能 出力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_LINKTYPE 省略可能 出力

REG$_RETURNSTATUS 省略可能 出力

REG$_SECURITYPOLICY 省略可能 出力

REG$_SUBKEYINDEX 必須 入力

REG$_SUBKEYNAME 省略可能 出力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_VOLATILE 省略可能 出力

REG$FC_ENUM_VALUE

この要求は，指定されたキー識別子の値に関する情報を取得します。取得する値
はREG$_VALUEINDEXアイテム・コードに指定します。

キーのすべての値を列挙するには，アプリケーションでREG$FC_ENUM_VALUE機能
コードを使用して$REGISTRYサービスを繰り返し呼び出さなければなりませ
ん。REG$_VALUEINDEXの値を最初は 0に設定して，要求からREG$_NOMOREITEMSエラー
が返されるまで，カウントに 1を加算します。
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次のアイテム・コードを指定します。

アイテム・コード 必須 パラメータの種類

REG$_DATAFLAGS 省略可能 出力

REG$_DATATYPE 省略可能 出力

REG$_KEYID 必須 入力

REG$_KEYPATH 省略可能 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_RETURNSTATUS 省略可能 出力

REG$_VALUEDATA 省略可能 出力

REG$_VALUEINDEX 必須 入力

REG$_VALUENAME 省略可能 出力

REG$_VOLATILE 省略可能 出力

REG$FC_FLUSH_KEY

この要求は，指定されたキーに関するすべての情報をディスクに書き込みます。この
要求では，操作の完了後に制御が戻され，キーのすべての属性がOpenVMS Registry
データベースに書き込まれます。

次のアイテム・コードを指定します。

アイテム・コード 必須 パラメータの種類

REG$_KEYID 必須 入力

REG$_KEYPATH 省略可能 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_RETURNSTATUS 省略可能 出力

REG$FC_MODIFY_KEY

この要求は指定されたキーの属性を変更します。

次のアイテム・コードを指定します。

アイテム・コード 必須 パラメータの種類

REG$_CACHEACTION 省略可能 入力

REG$_CLASSNAME 省略可能 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_KEYFLAGS 省略可能 入力

REG$_KEYID 必須 入力

REG$_KEYPATH 省略可能 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_LINKPATH 省略可能 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_LINKTYPE 省略可能 入力

REG$_NEWNAME 省略可能 入力
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アイテム・コード 必須 パラメータの種類

REG$_RETURNSTATUS 省略可能 出力

REG$_SECURITYPOLICY 省略可能 入力

指定されたキーからリンクを削除するには，アドレスを 0に設定し
てREG$_LINKPATHアイテム・コードを入力します。値またはサブキー (またはその
両方)があるキーにリンクを追加することはできません。

REG$FC_MODIFY_TREE_KEY

この要求は，指定されたキーとそのすべてのサブキーの属性を変更します。リンクは
追跡されず，変更されません。

次のアイテム・コードを指定します。

アイテム・コード 必須 パラメータの種類

REG$_CACHEACTION 省略可能 入力

REG$_CLASSNAME 省略可能 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_KEYID 必須 入力

REG$_KEYPATH 省略可能 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_RETURNSTATUS 省略可能 出力

REG$_SECURITYPOLICY 省略可能 入力

REG$FC_NOTIFY_CHANGE_KEY_VALUE

この要求は，指定されたキーまたはそのサブキーが変更されたときに，呼び出しプロ
セスにそのことを通知します。つまり，要求された機能は制御を戻す前に，指定され
た条件が発生するのを待ちます。

次のアイテム・コードを指定します。

アイテム・コード 必須 パラメータの種類

REG$_FLAGSUBKEY 必須 入力

REG$_KEYID 必須 入力

REG$_KEYPATH 省略可能 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_NOTIFYFILTER 必須 入力

REG$_RETURNSTATUS 省略可能 出力

REG$FC_OPEN_KEY

この要求は指定されたキーを開きます。サブキーを指定しなかった場合
は，REG$_KEYIDに指定されているキーが開かれます。REG$_KEYIDに定義済みキー
以外のキーが指定された場合は，そのキーを再び開きます (キーを複製します)。
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次のアイテム・コードを指定します。

アイテム・コード 必須 パラメータの種類

REG$_KEYID 必須 入力

REG$_KEYRESULT 必須 出力

REG$_KEYPATH 省略可能 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_RETURNSTATUS 省略可能 出力

REG$_SECACCESS 必須 入力

REG$_SUBKEYNAME 省略可能 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$FC_QUERY_KEY

この要求は，指定されたキーに関する属性を取得します。

次のアイテム・コードを指定します。

アイテム・コード 必須 パラメータの種類

REG$_CACHEACTION 省略可能 出力

REG$_CLASSNAME 省略可能 出力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_CLASSNAMEMAX 省略可能 出力

REG$_KEYFLAGS 省略可能 出力

REG$_KEYID 必須 入力

REG$_KEYPATH 省略可能 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_LASTWRITE 省略可能 出力

REG$_LINKCOUNT 省略可能 出力

REG$_LINKPATH 省略可能 出力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_LINKTYPE 省略可能 出力

REG$_RETURNSTATUS 省略可能 出力

REG$_SECURITYPOLICY 省略可能 出力

REG$_SUBKEYNAMEMAX 省略可能 出力

REG$_SUBKEYSNUMBER 必須 出力

REG$_VALUEDATAMAX 省略可能 出力

REG$_VALUENAMEMAX 省略可能 出力

REG$_VALUENUMBER 省略可能 出力

REG$_VOLATILE 省略可能 出力

REG$FC_QUERY_VALUE

この要求は，指定された値名のタイプ，データ・フラグ，データを取得します。

この機能コードを使用すると，複数の要求を$REGISTRYサービスに対する
1つの呼び出しにまとめることができます。この複数要求機能を使用するに
は，REG$_SEPARATORアイテム・コードを使用して，現在の要求のアイテム・コー
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ド・セットの最後を示し，その後に別の要求が続くことを指定しなければなりませ
ん。

次のアイテム・コードを指定します。

アイテム・コード 必須 パラメータの種類

REG$_DATAFLAGS 省略可能 出力

REG$_DATATYPE 省略可能 出力

REG$_KEYPATH 省略可能 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_KEYID 必須 入力

REG$_LINKCOUNT 省略可能 出力

REG$_LINKPATH 省略可能 出力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_LINKTYPE 省略可能 出力

REG$_RETURNSTATUS 省略可能 出力

REG$_SEPARATOR 省略可能 なし

REG$_VALUEDATA 省略可能 出力

REG$_VALUENAME 必須 入力

REG$_VOLATILE 省略可能 出力

REG$FC_SEARCH_TREE_DATA

この要求は，指定されたキーとそのすべての子孫をスキャンし，指定されたデータ情
報と一致するものを検索します。指定できるデータ情報はREG$_DATAFLAGSアイテム・
コード，またはREG$_DATATYPEアイテム・コードとREG$_VALUEDATAアイテム・コード
の組み合わせ，またはこの 3つのアイテム・コードの組み合わせです。

REG$_FLAGOPCODEアイテム・コードは，REG$_DATAFLAGSアイテム・コードをデータベ
ースとどのように照合するかを指定します (REG$_FLAGOPCODEアイテム・コードの詳細
については，アイテム・コードの説明を参照してください)。

一致するものが見つかると，そのたびに指定されたキーに対応するパス名が
REG$_PATHBUFFERアイテム・コードに追加されます。値のパス名はUnicodeのNull文
字を使用して区切ります。

アプリケーションで提供されたバッファが十分な大きさでないために，検索されたす
べての値パス名を格納できない場合は，SS$_BUFFEROVFエラー・メッセージがiosb引数
に返され，操作を正常終了するのに必要な長さがREG$_REQLENGTHアイテム (指定され
ている場合)に返されます。

REG$_KEYPATHアイテム・コードで 0個以上のサブキーを照合するには，繰り返し
記号 (...)ワイルドカードを使用します (たとえば，Hardware\...\disksと指定する
と，Hardwareサブキーから始まり，diskサブキーで終了し，その間に 0個以上のサブ
キーのあるすべてのパスが検索されます)。サブキー全体またはサブキーの一部だけを
照合するには，REG$_KEYPATHアイテム・コードにアスタリスク (*)ワイルドカードを
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指定します。キー名の中の 1文字だけを照合するには，パーセント (%)ワイルドカー
ドをREG$_KEYPATHアイテム・コードに指定します。

次のアイテム・コードを指定します。

アイテム・コード 必須 パラメータの種類

REG$_DATAFLAGS 省略可能 入力

REG$_DATATYPE 省略可能 入力

REG$_FLAGOPCODE 省略可能 入力

REG$_KEYPATH 省略可能 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_KEYID 必須 入力

REG$_PATHBUFFER 必須 出力

REG$_REQLENGTH 省略可能 出力

REG$_RETURNSTATUS 省略可能 出力

REG$_VALUEDATA 省略可能 入力

REG$FC_SEARCH_TREE_KEY

この要求は，指定されたキーとそのすべての子孫をスキャンし，指定されたキー・パ
スを検索します。

この機能コードの場合，指定できるキー・パスはUnicode文字列であり，繰り返し記
号 (...)，アスタリスク (*)，パーセント (%)ワイルドカード文字を含むことができます
が，先頭にバックスラッシュ文字 (\)を指定することはできません。

1つ以上のサブキーと一致することを指定するには，繰り返し記号 (...)ワイルドカー
ドをREG$_KEYPATHアイテム・コードに指定します (たとえば，Hardware\...\disksと
指定すると，Hardwareサブキーから始まり，diskサブキーで終了し，その間に 0
個以上のサブキーがあるすべてのパスが検索されます)。サブキー全体またはサ
ブキーの一部と一致することを指定するには，アスタリスク (*)ワイルドカード
をREG$_KEYPATHアイテム・コードに指定します。キー名の 1文字と一致することを指
定するには，パーセント (%)ワイルドカードをREG$_KEYPATHアイテム・コードに指定
します。

次の例は正しいキー・パスを示しています。

hardware\system\*\disk%%

一致するものが見つかるたびに，指定されたキー識別子を基準にした相対パス名
がREG$_PATHBUFFERアイテム・コードに追加されます。サブキーのパス名はUnicode
のNull文字 (4バイト)で区切られます。

アプリケーションが提供したバッファが十分な大きさでないために，検索したサブ
キーのすべてのパス名を格納できない場合は，SS$_BUFFEROVFエラー・メッセージ
がiosb引数に返され，操作を正常終了するのに必要な長さがREG$_REQLENGTHアイテム
(指定されている場合)に返されます。
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次のアイテム・コードを指定します。

アイテム・コード 必須 パラメータの種類

REG$_KEYID 必須 入力

REG$_KEYPATH 省略可能 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_PATHBUFFER 必須 出力

REG$_REQLENGTH 省略可能 出力

REG$_RETURNSTATUS 省略可能 出力

REG$FC_SEARCH_TREE_VALUE

この要求は，指定されたキーとそのすべての子孫をスキャンし，指定された値名を検
索します。

この機能コードの場合，指定できるキー名はUnicode文字列であり，繰り返し記号
(...)，アスタリスク (*)，パーセント (%)ワイルドカード文字を含むことができます
が，先頭にバックスラッシュ文字 (\)を指定することはできません。

1つ以上のサブキーと一致することを指定するには，繰り返し記号 (...)ワイルドカー
ドをREG$_KEYPATHアイテム・コードに指定します (たとえば，Hardware\...\disksと
指定すると，Hardwareサブキーから始まり，diskサブキーで終了し，その間に 0
個以上のサブキーがあるすべてのパスが検索されます)。サブキー全体またはサ
ブキーの一部と一致することを指定するには，アスタリスク (*)ワイルドカード
をREG$_KEYPATHアイテム・コードに指定します。キー名の 1文字と一致することを指
定するには，パーセント (%)ワイルドカードをREG$_KEYPATHアイテム・コードに指定
します。

次の例は正しいキー・パスを示しています。

hardware\system\...

この機能コードの場合，指定できる名前はUnicode文字列であり，アスタリスク (*)
およびパーセント (%)ワイルドカード文字を含むことができます。

一致するものが見つかるたびに，指定されたキー識別子を基準にした相対パス名
がREG$_PATHBUFFERアイテム・コードに追加されます。サブキーのパス名はUnicode
のNull文字 (4バイト)で区切られます。

アプリケーションが提供したバッファが十分な大きさでないために，検索したサブ
キーのすべてのパス名を格納できない場合は，SS$_BUFFEROVFエラー・メッセージ
がiosb引数に返され，操作を正常終了するのに必要な長さがREG$_REQLENGTHアイテム
(指定されている場合)に返されます。
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次のアイテム・コードを指定します。

アイテム・コード 必須 パラメータの種類

REG$_KEYPATH 省略可能 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_KEYID 必須 入力

REG$_PATHBUFFER 必須 出力

REG$_REQLENGTH 省略可能 出力

REG$_RETURNSTATUS 省略可能 出力

REG$_VALUENAME 必須 入力

REG$FC_SET_VALUE

この要求は，指定されたキーの値とタイプ情報を設定します。

この機能コードを使用すると，複数の要求を$REGISTRYサービスに対する
1つの呼び出しにまとめることができます。この複数要求機能を使用するに
は，REG$_SEPARATORアイテム・コードを使用して，現在の要求のアイテム・コー
ド・セットの最後を示し，その後に別の要求が続くことを指定しなければなりませ
ん。

値がリンクに設定される場合は，REG$M_IGNORE_LINKS機能コード修飾子を指定した場
合を除き，リンクが有効であるかどうか確認されます。

次のアイテム・コードを指定します。

アイテム・コード 必須 パラメータの種類

REG$_DATAFLAGS 省略可能 入力

REG$_DATATYPE 省略可能 入力

REG$_KEYID 必須 入力

REG$_KEYPATH 省略可能 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_LINKPATH 省略可能 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さである。)

REG$_LINKTYPE 省略可能 入力

REG$_RETURNSTATUS 省略可能 出力

REG$_SEPARATOR 省略可能 なし

REG$_VALUEDATA 省略可能 入力

REG$_VALUENAME 省略可能 入力
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アイテム・コード

表 10–4は，itmlst引数にアイテム記述子として指定できるアイテム・コードを示して
います。この表にはアイテム・コード，入力と出力の区別，データ・タイプが示され
ています。各アイテム・コードの詳細については，この表の後の説明を参照してくだ
さい。

表 10–4 アイテム・コードの要約

アイテム・コード 入力/出力 データ・タイプ

REG$_CACHEACTION 入力，出力 ロングワード

REG$_CLASSNAME 入力，出力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さであ
る。)

REG$_CLASSNAMEMAX 出力 ロングワード

REG$_DATAFLAGS 入力，出力 クォドワード

REG$_DATATYPE 入力，出力 ロングワード

REG$_DISPOSITION 出力 ロングワード

REG$_FILELOAD 入力 Unicode文字列

REG$_FLAGOPCODE 入力 ロングワード

REG$_FLAGSUBKEY 入力 ロングワード

REG$_KEYPATH 入力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さであ
る。)

REG$_KEYFLAGS 入力，出力 ロングワード

REG$_KEYID 入力，出力 ロングワード

REG$_KEYRESULT 出力 ロングワード

REG$_LASTWRITE 出力 クォドワード

REG$_LINKCOUNT 出力 ロングワード

REG$_LINKPATH 入力，出力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さであ
る。)

REG$_LINKTYPE 入力，出力 ロングワード

REG$_NEWNAME 入力 Unicode文字列

REG$_NOTIFYFILTER 入力 ロングワード

REG$_PATHBUFFER 出力 バッファ

REG$_REQLENGTH 出力 ロングワード

REG$_RETURNSTATUS 出力 ロングワード

REG$_SECACCESS 入力 ロングワード

REG$_SECURITYPOLICY 入力，出力 ロングワード

REG$_SEPARATOR なし なし

REG$_SUBKEYINDEX 入力 ロングワード

(次ページに続く)
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表 10–4 (続き) アイテム・コードの要約

アイテム・コード 入力/出力 データ・タイプ

REG$_SUBKEYNAME 入力，出力 (Unicode文字列を示すポインタ。
Unicode文字は 4バイトの長さであ
る。)

REG$_SUBKEYNAMEMAX 出力 ロングワード

REG$_SUBKEYSNUMBER 出力 ロングワード

REG$_VALUEDATA 入力，出力 バッファ

REG$_VALUEDATAMAX 出力 ロングワード

REG$_VALUEINDEX 入力 ロングワード

REG$_VALUENAME 入力，出力 Unicode文字列

REG$_VALUENAMEMAX 出力 ロングワード

REG$_VALUENUMBER 出力 ロングワード

REG$_VOLATILE 入力，出力 ロングワード

REG$_CACHEACTION

REG$_CACHEACTIONアイテム・コードは入力アイテム・コードです。このアイテム・コ
ードは，指定されたオブジェクトに関する情報をディスクに直ちに書き込まなければ
ならないかどうかを指定するロングワード・フラグです。次のいずれかの値です。

キャッシュ値 説明

REG$K_WRITEBEHIND 指定されたオブジェクトに関する情報をディスクに後で書き込む
(デフォルト)。

REG$K_WRITETHRU 指定されたオブジェクトに関する情報をディスクに直ちに書き込
む。

注意

このアイテム・コードを指定しなかった場合は，値またはキーはその値
を親オブジェクトから継承します。デフォルトでは，エントリ・ポイント
(REG$_HKEY_CLASSES_ROOT，REG$_HKEY_LOCAL_MACHINE，REG$_HKEY_USERS)
は，REG$K_WRITEBEHINDに等しい値に設定されます。

REG$_CLASSNAME

REG$_CLASSNAMEアイテム・コードは，機能コードに応じて，入力アイテム・コードま
たは出力アイテム・コードになります。クラス名はキーの情報フィールドです。たと
えば，オブジェクトのタイプはクラス名です。このアイテム・コードはUnicode文字
列で構成できます。Unicode文字は 4バイト長です。

REG$_CLASSNAMEMAX

REG$_CLASSNAMEMAXアイテム・コードは出力アイテム・コードです。サブキーのクラ
ス名を指定する最長の文字列の長さ (バイト数)が格納されます。
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REG$_DATAFLAGS

REG$_DATAFLAGSアイテム・コードは，機能コードに応じて，入力アイテム・コードま
たは出力アイテム・コードになります。これは 64ビットのアプリケーションに依存
する値データ・フラグです。

REG$_DATATYPE

REG$_DATATYPEアイテム・コードは，機能コードに応じて，入力アイテム・コードま
たは出力アイテム・コードになります。これは，値データとして格納される情報のタ
イプを指定するか，または指定された値データ・コンポーネントの情報のタイプを格
納します。値は次のいずれかです。

タイプ・コード 説明

REG$K_BINARY バイナリ・データ

REG$K_DWORD 32ビット数値

REG$K_EXPAND_SZ Unicode文字列

REG$K_MULTI_SZ REG$K_SZ文字列を連結した配列
REG$K_NONE 定義されている値タイプなし (デフォルト)

REG$K_QWORD 64ビット数値

REG$K_SZ 最後が Nullの Unicode文字列

REG$K_EXPAND_SZとREG$K_SZの相違点

文字列は通常，人間が判読できる形式の一連の文字です。OpenVMS
Registryの多くの値エントリは，
string (REG_SZ)またはexpandable string (REG_EXPAND_SZ)形式を使用して書き
込まれます。拡張可能文字列は通常，人間が判読可能なテキストですが，文
字列がアプリケーションから呼び出されるときに置換される変数が含まれる
こともあります。

たとえば，Windows NTシステムでは，値エントリ
%SystemRoot%\System32\Bootok.exeの%SystemRoot%は変数の拡張可能な部分
です。この部分は，Windows NTシステム・ファイルが格納されているディ
レクトリの実際の場所に置き換えられます。

REG$_DISPOSITION

REG$_DISPOSITIONアイテム・コードは出力アイテム・コードです。これはロングワー
ドであり，値は次のいずれかです。

処置の値 説明

REG$K_CREATENEWKEY キーが存在しなかったので作成された。

REG$K_OPENEXISTINGKEY キーが存在し，開かれた。

REG$_FLAGOPCODE

REG$_FLAGOPCODEアイテム・コードは入力アイテム・コードです。これ
は，REG$_DATAFLAGS入力アイテム・コードをOpenVMS Registryデータベース
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内のデータ・フラグ・フィールドとどのような方法で照合するかを示すロングワー
ド・フラグです。値は次のいずれかです。

オペレータ・コード・
オプション 説明

REG$K_ANY OpenVMS Registryデータベース内のデータ・フィールドに
は，REG$_DATAFLAGS入力アイテム・コードのフラグが少なくと
も 1つ含まれていなければならない。

REG$K_EXACTMATCH REG$_DATAFLAGS入力アイテム・コードは， OpenVMS Registryデ
ータベース内の data flagsフィールドと正確に一致しなければならな
い。

REG$K_EXCLUDE OpenVMS Registryデータベース内の data flagsフィールドに
は，REG$_DATAFLAGS入力アイテム・コード内のフラグが含まれて
はならない。

REG$K_INCLUDE OpenVMS Registryデータベース内の data flagsフィールドには，
少なくともREG$_DATAFLAGS入力アイテム・コード内のフラグが含ま
れなければならない。

REG$K_NOTANY OpenVMS Registryデータベース内のデータ・フィールドに
は，REG$_DATAFLAGS入力アイテム・コード内のどのフラグも含
まれてはならない。

REG$_FLAGSUBKEY

REG$_FLAGSUBKEYアイテム・コードは入力アイテム・コードです。これはロングワー
ドの論理値 (Boolean)フィールドであり，次のことを指定します。

• 1の場合は，指定されたキーとそのサブキーの変更点を報告します。

• 0の場合は，指定されたキーだけの変更点を報告します。

REG$_KEYID

REG$_KEYIDアイテム・コードは入力アイテム・コードです。これはキー識別子を含む
ロングワードです。

REG$_KEYRESULT

REG$_KEYRESULTアイテム・コードは出力アイテム・コードです。これはキー識別子を
受け取るロングワードです。キー識別子は，REG$_KEYIDアイテム・コードを使用し
て，他のレジストリ呼び出しに渡すことができます。

REG$_KEYPATH

REG$_KEYPATHアイテム・コードは入力アイテム・コードです。これはキー・パスを指
定するUnicode文字列です。Unicode文字は 4バイト長です。

REG$_LASTWRITE

REG$_LASTWRITEアイテム・コードは出力アイテム・コードです。これは絶対時間を表
すクォドワードであり，指定されたキーが最後に書き込まれた時刻 (値の変更を含む)
を受け取ります。

REG$_LINKCOUNT

REG$_LINKCOUNTアイテム・コードは出力アイテム・コードです。これはアイテムを参
照するシンボリック・リンクの数を示すロングワードです。
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REG$_LINKPATH

REG$_LINKPATHアイテム・コードは，機能コードに応じて，入力アイテム・コードま
たは出力アイテム・コードになります。これは指定されたキーのリンク先のキー・パ
スを指定するUnicode文字列です。Unicode文字は 4バイト長です。

REG$_LINKTYPE

REG$_LINKTYPEアイテム・コードは，機能コードに応じて，入力アイテム・コードま
たは出力アイテム・コードになります。これはリンク・タイプを示すロングワードで
す。

リンク・タイプ 説明

REG$K_NONE リンクなし (デフォルト)

REG$K_SYMBOLICLINK シンボリック (論理)リンク

REG$_NEWNAME

REG$_NEWNAMEアイテム・コードは，キーの新しい名前を指定するUnicode文字列で
す。

REG$_NOTIFYFILTER

REG$_NOTIFYFILTERアイテム・コードは入力アイテム・コードです。これは，指定さ
れたキーとそのサブキーおよび値に対して，どの変更を報告するかを指定するロング
ワード・マスクです。次の値を任意の組み合わせで指定します。

値 説明

REG$M_CHANGEATTRIBUTES 指定されたキーまたはそのサブキーの属性の変更。

REG$M_CHANGELASTSET 指定されたキーまたはそのサブキーの最終書き込み時刻
の変更。

REG$M_CHANGENAME 作成と削除も含めて，指定されたキーまたはそのサブキ
ーのキー名の変更。

注意

指定されたキーのサブキーに対する変更が報告されるのは，
REG$_FLAGSUBKEYアイテム・コードが 1に設定されている場合だけです。

REG$_PATHBUFFER

REG$_PATHBUFFERアイテム・コードは出力アイテム・コードです。これは，Unicode
のNull文字 (4バイト長)で区切られたキー・パスまたは値パスの集合を受け取るバ
ッファです (アイテム記述子の 3番目のロングワードには，バッファに書き込まれた
バイト数が格納されます)。

REG$_REQLENGTH

REG$_REQLENGTHアイテム・コードは出力アイテム・コードです。操作を正常終了する
のに必要なバッファ・サイズ (バイト数)を受け取るロングワードです。
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REG$_RETURNSTATUS

REG$_RETURNSTATUSアイテム・コードは出力アイテム・コードです。指定された操作
の最終終了状態を受け取るロングワードです。詳細については，この章の返される条
件値を参照してください。

REG$_SECACCESS

REG$_SECACCESSアイテム・コードは入力アイテム・コードです。新しいキーにとって
適切なセキュリティ・アクセスを指定するロングワード・マスクです。次の値を任意
に組み合わせて指定できます。

セキュリティ・アクセス・マスク 説明

REG$M_ALLACCESS 次のアクセス値の組み合わせ。

REG$K_CREATELINK
REG$K_CREATESUBKEY
REG$K_ENUMSUBKEYS
REG$K_NOTIFY
REG$K_QUERYVALUE
REG$K_SETVALUE

REG$M_CREATELINK シンボリック・リンクの作成を許可する。

REG$M_CREATESUBKEY サブキーの作成を許可する。

REG$M_ENUMSUBKEYS サブキーの列挙を許可する。

REG$M_EXECUTE 読み込みアクセスを許可する。

REG$M_NOTIFY 変更の通知を許可する。

REG$M_QUERYVALUE サブキーのデータの問い合わせを許可する。

REG$M_READ 次のアクセス値の組み合わせ。

REG$K_ENUMSUBKEYS
REG$K_QUERYVALUE
REG$K_NOTIFY

REG$M_SETVALUE 値とデータの設定を許可する。

REG$M_WRITE 次のアクセス値の組み合わせ。

REG$K_CREATESUBKEY
REG$K_SETVALUE

REG$_SECURITYPOLICY

REG$_SECURITYPOLICYアイテム・コードは入力アイテム・コードです。キーに対して
適用されるセキュリティ・ポリシーを指定するロングワードです。値は次のとおりで
す。

ポリシーの設定 説明

REG$K_POLICY_NT_40 最初のキーと要求されたキーに対してアクセス権が必要である (デ
フォルト)。
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REG$_SEPARATOR

REG$_SEPARATORアイテム・コードは空アイテム・コードです。これは複数のアイテ
ム・コードを区切るためのセパレータです。

この機能コードを使用すると，複数の要求を$REGISTRYサービスに対する
1つの呼び出しにまとめることができます。この複数要求機能を使用するに
は，REG$_SEPARATORアイテム・コードを使用して，現在の要求のアイテム・コー
ド・セットの最後を示し，その後に別の要求が続くことを指定しなければなりませ
ん。

REG$_SUBKEYINDEX

REG$_SUBKEYINDEXアイテム・コードは入力アイテム・コードです。検索するサブキー
のインデックスを指定するロングワードです。

REG$_SUBKEYNAME

REG$_SUBKEYNAMEアイテム・コードは入力アイテム・コードです。サブキーの名前を
指定するUnicode文字列です。Unicode文字は 4バイト長です。

REG$_SUBKEYNAMEMAX

REG$_SUBKEYNAMEMAXアイテム・コードは出力アイテム・コードです。指定されたキー
の最長のサブキー名の長さ (文字数)を受け取るロングワードです。

REG$_SUBKEYSNUMBER

REG$_SUBKEYSNUMBERアイテム・コードは出力アイテム・コードです。指定されたキー
に含まれているサブキーの数を受け取るロングワードです。

REG$_VALUEINDEX

REG$_VALUEINDEXアイテム・コードは入力アイテム・コードです。指定されたキー内
で検索する値のインデックスを指定するロングワードです。値のインデックスは 0か
ら始まり，REG$_VALUENUMBERから返された数より 1だけ少ない値まで可能です。

REG$_VALUEDATA

REG$_VALUEDATAアイテム・コードは，機能コードに応じて，入力アイテム・コードま
たは出力アイテム・コードになります。OpenVMS Registryに書き込まれる値デー
タ・コンポーネントが格納されるバッファであるか (入力)，OpenVMS Registryから
データ値コンポーネントを受け取るバッファになります (出力)。

REG$_VALUEDATAMAX

REG$_VALUEDATAMAXアイテム・コードは出力アイテム・コードです。指定されたキー
の最長のデータ・コンポーネント値の長さ (バイト数)を受け取るロングワードです。

REG$_VALUENAME

REG$_VALUENAMEアイテム・コードは，機能コードに応じて，入力アイテム・コードま
たは出力アイテム・コードになります。値の名前を指定するUnicode文字列です。

REG$_VALUENAMEMAX

REG$_VALUENAMEMAXアイテム・コードは出力アイテム・コードです。指定されたキー
の最長の値名の長さ (文字数)を受け取るロングワードです。
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REG$_VALUENUMBER

REG$_VALUENUMBERアイテム・コードは出力アイテム・コードです。指定されたキーに
含まれている値の数を受け取るロングワードです。

REG$_VOLATILE

REG$_VOLATILEアイテム・コードはアイテムの揮発性を示します。出力として，
オブジェクトの揮発性を返します。OpenVMSでは，揮発性キーと揮発性値は，
OpenVMS Registryサーバを稼動しているすべてのノードがリブートされたときに失
われます (スタンドアロン・システムでは，揮発性キーと揮発性値は，システムのリ
ブート時に失われます)。

揮発性タイプ 説明

REG$K_CLUSTER アイテムはクラスタのリブート時に削除される。

REG$K_NONE アイテムは揮発性ではない (デフォルト)。

機能修飾子

機能修飾子を使用すると，機能コード値の上位ビットを必要に応じて指定できます。
これらの各ビットは機能の動作を変更できます。

たとえば，REG$FC_CREATE_KEYという機能に対してREG$M_CASE_SENSITIVE機能修
飾子を指定できます。このように機能と機能修飾子を組み合わせて使用すると，
OpenVMS Registryに渡されるデータで大文字と小文字が区別されます。 2つの値は
DEC Cでは，REG$M_CASE_SENSITIVE | REG$FC_CREATE_KEYとして指定されます。

OpenVMS Registry機能修飾子はヘッダ・ファイルREGDEF.Hに定義されています。

REG$M_CASE_SENSITIVE

キーと値を照合するときに，大文字と小文字を区別します。

REG$M_DISABLE_WILDCARDS

この機能に対しては，ワイルドカード文字を通常の文字として取り扱います。

REG$M_IGNORE_LINKS

操作がキーまたは値に関連付けられたシンボリック・リンクを追跡しないことを指定
します。

デフォルト設定では，キーまたは値が別のキーまたは値にシンボリック・リンクで関
連付けられている場合，システムはすべてのリンクを追跡し，機能コードに指定され
た操作をリンクされているキーまたは値に対して実行します。

REG$M_IGNORE_LINKS機能修飾子を指定すると，機能コードによって指定された操作は
指定されたキーまたは値にだけ影響し，リンク先のキーや値には影響しません。
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デフォルト設定では，キーまたは値にシンボリック・リンクが設定されている場合
は，そのキーや値を削除できません。しかし，REG$M_IGNORE_LINKS機能修飾子を指定
した場合は，キーまたは値は削除されます。

REG$M_NOW

REG$_CACHEACTIONアイテム・コードの値とは無関係に，ディスクに直ちに書き込みま
す。
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第3部
OpenVMS Events

第 3部では，OpenVMS Eventsについての関連情報を扱います。





11
OpenVMS Events

11.1 イベントとは

Windows NTシステムでは，イベントは，システムまたはアプリケーション内で発
生する重要な出来事です。たとえば，サービスの開始や停止，ユーザのログオンやロ
グオフ，リソースへのアクセスなどはイベントです。システムでイベントが検出され
ると，イベント・ログ・サービスがイベント (または監査エントリ)をレコード形式で
システム・ログ，セキュリティ・ログ，アプリケーション・ログのいずれかに書き込
み，監査トレールを作成します。レコードには日時，ソース (発生源)，カテゴリ，イ
ベント番号，ユーザ，コンピュータに関する情報が格納されます。Windows NTシス
テムでは，これらのログやそこに記録されているイベントは，イベント・ビューアを
使用して表示します。

COM Version 1.0 for OpenVMSでは，OpenVMSはすべての COM for OpenVMS
イベントをDCOM$EVENTLOG.RPTテキスト・ファイルに書き込んでいました。
COM Version 1.1 for OpenVMSでは，OpenVMSは COM for OpenVMSイベント
のWindows NTログと Advanced Server for OpenVMSログの両方をサポートする
ようになりました。 COM for OpenVMSイベント (OpenVMSでの COMサーバの起
動など)をログに記録し，Windows NTシステムまたはOpenVMSシステムからこれ
らのOpenVMSイベントを確認できるようになりました。

OpenVMS Eventsの依存関係についてと，OpenVMS EventsがOpenVMSインフ
ラストラクチャの他の部分とどのように関係するかの詳細については，第 4.9節を参
照してください。

11.1.1 参考文献

イベントと関連トピックの詳細については，次の参考文献が役立ちます。

• イベント・ログに関する書籍:

— 『Windows NT Server 4.0 Unleashed』 Jason Garms著， SAMS
Publishing， Indianapolis， IN， 1998。 ISBN: 0-672-30933-5

— 『Win32 System Services: The Heart of Window 95 and Windows NT』
Marshall Brain著， Prentice Hall，Upper Saddle River，NJ， 1996。
ISBN: 0-13-324732-5

• その他の情報源:

— Microsoft Win32 Software Development Kit
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特に，RegisterEventSource，ReportEvent，DeregisterEventSource機能に関
する節と， System Services: Event Loggingという節を参照してください。

11.2 OpenVMS Eventsの概要

システムはOpenVMS EventsをWindows NTイベント・ログ， Advanced Server
for OpenVMSイベント・ログ，OpenVMSシステムのログ・ファイルに記録しま
す。

OpenVMS Eventsを表示するには，次のいずれかを使用します。

• Windows NTイベント・ビューア (第 11.2.1項を参照)

• Advanced Server for OpenVMSイベント・ビューア (第 11.2.2項を参照)

• OpenVMSイベント・ログ・ファイル (第 11.2.3項を参照)

11.2.1 Windows NTイベント・ビューアによるOpenVMS Eventsの表示

Windows NTイベント・ビューアを使用してOpenVMS Eventsを表示するには，次
の操作を行います。

1. Windows NTイベント・ビューアを起動します。

「スタート」メニューから「プログラム」，「管理ツール」，「イベントビュー
ア」を選択します。

2. 「イベントビューア」ウィンドウで「ログ」メニューの「コンピュータの選
択...」をクリックし，リスト・ボックスからOpenVMSシステムを選択します。

3. 「イベントビューア」ウィンドウで「ログ」メニューの「システム」をクリック
して，システム・イベント・ログを表示します。システム・イベント・ログに
は， COM for OpenVMSイベントが格納されています。

COM for OpenVMSイベントだけを表示するには，次の操作を行います。

• 「イベントビューア」ウィンドウで「表示」メニューの「イベントのフィル
タ...」をクリックします。

「フィルタ」ウィンドウが表示されます。

• 「フィルタ」ウィンドウの「ソース:」リスト・ボックスから「DCOM」を選
択します。

11.2.2 Advanced Server for OpenVMSイベント・ビューアによるOpenVMS
Eventsの表示

COM for OpenVMSイベントを表示するには，次の操作を行います。

1. Advanced Server for OpenVMSが実行されていることを確認します。
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2. 次の Advanced Server for OpenVMS ADMINISTRATORコマンドを入力しま
す。

$ ADMIN SHOW EVENTS/TYPE=SYSTEM/SOURCE=DCOM/FULL

ビューアは COM for OpenVMSイベントだけを表示し， COM for OpenVMSイ
ベントに関連付けられた補足情報も表示します。

11.2.3 OpenVMSのみでのイベントのログ

場合によっては， COM for OpenVMSイベントをOpenVMSシステムのみで書き込
んだり，表示しなければならないことがあります。Windows NTログの代わりに，
Compaqは COMイベント情報をOpenVMSファイルに書き込む別のイベント・ロガ
ーを提供しています。このファイルは次の場所にあります。

SYS$MANAGER:DCOM$EVENTLOG.RPT

COMサーバ (DCOM$RPCSS)がエラーを検出すると， COM for OpenVMSはこのイベン
ト・ログ・レポートを自動的に作成します。イベント・ロガーはファイルの最後に新
しいイベントを追加します。記録されるイベントの形式は次のとおりです。

event type : ddd mmm dd hh:mm:ss yyyy
First event message

event type : ddd mmm dd hh:mm:ss yyyy
Second event message
.
.
.

例 11–1はイベント・ログの内容を示しています。
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例 11–1 OpenVMSイベント・ログの例

$ Type SYS$MANAGER:DCOM$EVENTLOG.RPT

1
ERROR : Tue Sep 15 11:18:54 1998
Unable to start a DCOM Server: {5E9DDEC7-5767-11CF-BEAB-00AA006C3606}
Runas (null)/SMITH
The Windows NT error: 1326
Happened while starting: device:[account]SSERVER.EXE

2
ERROR : Tue Sep 15 19:14:45 1998
The server {0C092C21-882C-11CF-A6BB-0080C7B2D682} did not register
with DCOM within the required timeout.

1 システムは最初のエラー・イベントをTue Sep 15 11:18:54 1998に記録しました。
COMサーバ (DCOM$RPCSS)は，SMITHアカウントで稼動しているクライアン
トの代わりに， COMアプリケーションdevice:[account]SSERVER.EXEを起動でき
ませんでした (クライアントは‘‘access denied’’などのエラーを受け取っている可
能性があります)。この結果作成されたWindows NTエラーは1326であり，これ
が"Logon failure: unknown user name or bad password"に変換されます。

このエラーを検出した場合は，OpenVMS Authorizeユーティリティ
(AUTHORIZE)を使用して，ユーザ・アカウントが有効であるかどうか確認
してください。

2 システムは 2番目のエラー・イベントをTue Sep 15 19:14:45 1998に記録しま
した。 COMサーバ (DCOM$RPCSS)は， COMアプリケーション{0C092C21-
882C-11CF-A6BB-0080C7B2D682}を起動することはできましたが，アプリケーシ
ョンは正常に動作しませんでした。アプリケーションは指定された時間内に
DCOM$RPCSSに登録されませんでした (クライアントは‘‘Server execution
failed’’ CO_E_SERVER_EXEC_FAILUREなどのエラーを受け取っている可能性がありま
す)。

このエラーを検出した場合は，対話方式でサーバ・アプリケーションを実行し，
整合性を判断してください。
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NTA$EVENTW
OpenVMS Eventsへのインタフェース

アプリケーションがイベント・ログ・ファイルに情報を記録することを許可します。

NTA$EVENTWルーチンはすべての操作を同期的に完了します。

フォーマット

NTA$EVENTW [nullarg], func, itmlst, evsb

引数

nullarg

OpenVMS usage: reserved
type: longword (unsigned)
access: read only
mechanism: by value

Compaqが使用するために予約されています。

func

OpenVMS usage: function_code
type: longword (unsigned)
access: read only
mechanism: by value

NTA$EVENTWが実行する機能を指定する機能コード。 func引数は機能コードを
格納したロングワードです。$EVENTDEFマクロは各機能コードの名前を定義しま
す。

itmlst

OpenVMS usage: address of item list
type: 64-bit address
access: read only
mechanism: by value

イベントのソース (発生源)またはイベントに関する情報を指定するアイテム・リス
ト。 itmlst引数はアイテム記述子のリストの 64ビット・アドレスであり，各記述子
は情報アイテムを示します。 64ビット形式のアイテム・リストはクォドワードの 0
で終了します。

次の図は， 1つのアイテム記述子の 64ビット形式を示しています。
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ZK−8782A−GE

Buffer address

Buffer length

Item code (MBO)

31 015

(MBMO)

0

4

8

16

Return length address 24

evsb

OpenVMS usage: address of status block
type: 64-bit address
access: write only
mechanism: by reference

要求された操作の終了状態が格納されるイベント状態ブロック。

NTA$EVENTWは要求を開始するときに，状態ブロックを 0に設定します。要求の
終了時に， EVT$L_VMS_STATUSフィールドには操作の主 (OpenVMS)終了状態が
格納されます。

エラーが発生した場合， EVT$L_NT_STATUS (0以外の場合)は，エラー状態をさら
に定義する補助エラー状態です。

機能コード

EVT$_FC_REGISTER_EVENT_SOURCE

イベント・ログとの関連性を開きます。

アイテム・コード 必須 パラメータ データ・タイプ

EVT$_SERVER_NAME 省略可能 入力 文字列 (4バイトの
Unicode)

EVT$_SOURCE 省略可能 入力 文字列 (4バイトの
Unicode)

EVT$_HANDLE 必須 出力 符号なしロングワード

• EVT$_SERVER_NAME

この操作が実行されるサーバのUNC (汎用命名規則)名。
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UNC名は\\server\ share\path \fileという形式です。このアイテムは 0または
未指定でなければなりません。これはクラスタ内で使用可能な Advanced Server
for OpenVMSサーバで操作を実行します。

• EVT$_SOURCE

イベントを記録するアプリケーションの名前。このフィールドは，説明テキスト
が格納されているアプリケーション・メッセージ・ファイルをアプリケーション
のイベント・ログ・エントリと関連付けます。

ソースを指定する場合は，Eventlog\Systemキー，Eventlog\Securityキー，
Eventlog\Applicationレジストリ・キーのサブキーでなければなりません。たと
えば，Myappのソース名は，次のキーのレジストリ・エントリを示します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\System\CurrentControlSet\
Services\Eventlog\Application\Myapp)

Myappレジストリ値EventMessageFileは，このアプリケーションのイベントを変換
するために使用されるメッセージ・ファイルとパスの名前を指定します。

ソースは指定しないか，またはNullとして指定できます。この場合，イベントは
アプリケーション・ログ・ファイルに記録されますが，アプリケーションは関連
イベントのメッセージ・ファイルを記録しません (この結果，置換テキストも記録
されません)。

• EVT$_HANDLE

アプリケーション・イベント・ログへのハンドルを返します。このハンドルは他
の$EVENT機能への入力として必要です。

エラーが発生した場合，ハンドルとして 0が返されます。このハンドル
はCloseHandle APIの責任の範囲外です。

EVT$_FC_REPORT_EVENT

イベント・ログ・エントリを生成します。

アイテム・コード 必須 パラメータ データ・タイプ

EVT$_HANDLE 必須 入力 符号なしロングワード

EVT$_EVENT_TYPE 必須 入力 ワード・マスク

EVT$_EVENT_CATEGORY 省略可能 入力 ワード

EVT$_EVENT_ID 必須 入力 ロングワード

EVT$_USER_SID 省略可能 入力 NTセキュリティ ID

EVT$_NUMSTRINGS 省略可能 入力 ワード

EVT$_DATASIZE 省略可能 入力 ロングワード

EVT$_STRING_ARRAY 省略可能 入力 可変長記述子の配列 (4バ
イトの Unicode)

EVT$_RAW_DATA 省略可能 入力 バイナリ・データ

• EVT$_HANDLE

以前の EVT$_FC_REGISTER_EVENT_SOURCE呼び出しから返された値。
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• EVT$_EVENT_TYPE

イベントの重大度を示します。タイプは次のいずれかです。

EVT$_SUCCESS
EVT$_ERROR
EVT$_WARNING
EVT$_INFO
EVT$_AUDIT_SUCCESS
EVT$_AUDIT_FAILURE

重大度タイプは，WINNT.Hに定義されているWindows NTの対応する重大度に
マップされます。

• EVT$_EVENT_CATEGORY

1～ 65535の範囲の整数値。 EVT$_EVENT_CATEGORYは特定のソース固有の
値です。

EVT$_EVENT_CATEGORYを使用すると，アプリケーションはメッセージ・フ
ァイルをセクションに分割できます。各セクションにはイベント IDがインデック
スとして付加されます。カテゴリを指定しなかった場合，デフォルトは 0になり
ます。

• EVT$_EVENT_ID

無制限の整数値。この値はアプリケーション・メッセージ・ファイルでカテゴリ
のインデックスとして使用されます。インデックスはこのイベント・メッセージ
に対して表示されるテキスト文字列の場所を示します。イベント IDは特定のソー
ス固有の値です。

• EVT$_USER_SID

イベントをログに記録するスレッドのWindows NTセキュリティ ID (省略可
能)。$PERSONAシステム・サービスを介してWindows NT資格情報を取得した
アプリケーションは，OpenProcessTokenとGetTokenInformation Win32 APIを呼
び出すことにより， SIDを取得できます。形式はこのサービスからは不明です。

• EVT$_NUMSTRINGS

EVT$_STRING_ARRAYアイテム・コードに指定された文字列の数。

• EVT$_DATASIZE

EVT$_RAW_DATAアイテム・コードによって示されたバッファの長さ (バイト
数)。

• EVT$_STRING_ARRAY

文字列ポインタの配列。各エントリ・ポイントは最後がNullの文字列です。メッ
セージ・ファイル内の記述文字列には，%nの形式で文字列プレースホルダを格納
できます。%1は最初のプレースホルダを示します。この配列に指定された文字列
は，システムがイベント・メッセージを表示するときに，これらのプレースホル
ダを置き換えます。
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• EVT$_RAW_DATA

イベント・メッセージにバイナリ・データを含むことを許可します。

たとえば，エラーが発生したコンポーネントからデータ構造をダンプできます。

EVT$_DEREGISTER_EVENT_SOURCE

イベント・ログとの関連付けを閉じます。

アイテム・コード 必須 パラメータ データ・タイプ

EVT$_HANDLE 必須 入力 符号なしロングワード

• EVT$_HANDLE

以前の EVT$_FC_REGISTER_EVENT_SOURCE呼び出しから返された値。

アイテム・コード

アイテム・コード パラメータ・タイプ データ・タイプ

EVT$_SERVER_NAME 入力 文字列

EVT$_SOURCE 入力 文字列

EVT$_HANDLE 入力/出力 符号なしロングワード

EVT$_EVENT_TYPE 入力 ワード・マスク

EVT$_EVENT_CATEGORY 入力 ワード

EVT$_EVENT_ID 入力 ロングワード

EVT$_USER_SID 入力 NTセキュリティ ID

EVT$_NUMSTRINGS 入力 ワード

EVT$_DATASIZE 入力 ロングワード

EVT$_STRING_ARRAY 入力 文字列ポインタの配列

EVT$_RAW_DATA 入力 バイナリ・データ

説明

NTA$EVENTWルーチンを使用すると，イベントのソースの登録と登録の解除，イ
ベント・データの報告を行うことができます。このイベント・ログ機能を使用する
と，アプリケーションの内部から情報を記録できます。イベント・ルーチンを使用し
て，アプリケーション内で進行状況を追跡したり，アプリケーションで検出された問
題を識別できます。

NTA$EVENTWルーチンは同期的に終了します。つまり，要求が終了した後で制御
は呼び出しプロセスに戻されます。
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イベント・データを書き込むには，次の操作を行います。

1. イベント・ソースを登録します。

この操作は，イベント・データが書き込まれるイベント・ログを定義します。

2. イベントを報告します。

この操作を実行すると，情報が適切なイベント・ログに書き込まれます。

3. イベント・ソースの登録を解除します。

この操作は，イベント・ソースの登録の一部として取得されたリソースを解放し
ます。

返される状態値

SS$_NORMAL サービスは正常終了しました。

SS$_ACCVIO 引数の 1つを読み込み/書き込みすることができません。

SS$_BADPARAM パラメータが不正です。

SS$_NOPRIV 特権が不足しているため，指定されたイベント・ログに
アクセスできません。

SS$_TIMEOUT 要求がタイムアウトしました。

SS$_UNREACHABLE イベント・サービスを使用できません。

SS$_REJECT Windows NT LAN Managerサーバがエラーを検出しま
した。詳細については，Win32の状態情報を参照してく
ださい。
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11.3 独自のイベントの作成

デフォルト設定では，システムは COM for OpenVMSで生成されたDCOMイベント
をログに記録します。 COM for OpenVMSイベントを記録する他に，ユーザが作成
した COMアプリケーションの COMアプリケーション・イベントをログに記録する
こともできます。

COM for OpenVMSキットには，Win32 APIを使用してアプリケーション・イベン
トを生成する方法を示すサンプル・コードが含まれています。このサンプル・コード
は，Windows NTシステムでそのまま使用できます。また，OpenVMSで COM for
OpenVMSアプリケーションを作成する指示に従って，このサンプル・コードを正し
く作成することもできます (必要なヘッダ・ファイルはDCOM$LIBRARYから取得
してください)。これらの手順については，第 6章を参照してください。また，このサ
ンプル・コードには，Wind/Uを使用して例を作成するためのリンク手順も示されて
います。

11.4 OpenVMS Eventsの問題への対処

イベントを報告するときに発生したエラーは，追跡が困難なことがあります。これ
は，途中にあるいくつものソフトウェア・レイヤをイベントが通過するからです。こ
こでは，OpenVMS EventsがWindows NTログに記録されるまでに，他のソフトウ
ェア・レイヤをどのように通過するかについて説明します。

1. アプリケーションはWin32イベント機能のいずれか
(RegisterEventSource，ReportEvent，DeregisterEventSource)を呼び出しま
す。

2. Win32 APIは指定された引数を使用して，適切なアイテム・リストを作成し，
NTA$EVENTWルーチンを呼び出します。

3. NTA$EVENTWルーチンは，指定された情報 (機能コード，アイテム・リストな
ど)を確認し， SYS$ACMシステム・サービスに対して適切なアイテム・リスト
を作成します。

NTA$EVENTがエラーを検出すると， R0とイベント状態ブロックを使用して，
そのエラーをWin32 APIに返します。

4. SYS$ACMシステム・サービスは情報を確認し，その情報をNT ACMEに渡しま
す。

SYS$ACMがエラーを検出すると， R0と ACM状態ブロックを使用して，そのエ
ラーをNTA$EVENTWに返します。

5. NT ACMEは指定された情報を (IPCパイプを使用して) Advanced Server for
OpenVMSのディスパッチャに渡します。

NT ACMEがエラーを検出すると， ACM状態ブロックを使用して，そのエラー
を呼び出し側プロセスに返します。
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11.4 OpenVMS Eventsの問題への対処

6. Advanced Server for OpenVMSディスパッチャは情報を確認し，要求された操
作 (登録，レポート，登録の解除)を実行するために適切なルーチンを呼び出しま
す。

Advanced Server for OpenVMSがエラーを検出すると，そのエラーをNT
ACMEに報告します。NT ACMEはエラーを他の呼び出しプロセスに渡します。

イベント状態ブロックの内容を確認すると，エラーがどこで発生したのかを判断する
のに役立ちます。表 11–1は，実行しなければならないチェックを (重要な順に)示し
ています。

表 11–1 OpenVMS Eventsエラーへの対処法

R0状態 状態フィールド値 チェックするコンポーネント

エラー (ビット 0
がクリア)

EVT$L_NT_STATUSフィールド
が 0以外の値である。

エラーは Advanced Server for OpenVMSの内部で発
生している可能性が最も高い。

エラー EVT$L_VMS_STATUSフィール
ドが 0以外の値で， EVT$L_NT_
STATUSが 0である。

エラーは SYS$ACMシステム・サービスまたは NT
ACMEの内部で発生している可能性が最も高い。

エラー EVT$L_VMS_STATUSが 0で，
EVT$L_NT_STATUSが 0であ
る。

エラーは SYS$ACMシステム・サービスの内部で発生
している可能性が最も高い。

注意

Win32 APIは通常，エラー状態を適切な NTエラー状態コードに変換し，
GetLastError Win32 APIを介して提供します (イベント APIから返された状態
は単に一般的なエラーを示します)。
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第4部
認証

第 4部では，プラットフォーム間でのユーザとアプリケーションの認証についての関
連情報について説明します。





12
認証

12.1 認証とは

認証とは，システムへのアクセスを許可する前に，コンピュータ・システムがユーザ
の身元を確認する動作です。ユーザの認証が成功すると，システムはユーザの認可情
報を資格情報の形式でユーザのプロセスにバインドします。システムはこれらの資格
情報を使用して，システム・リソースへのアクセスを許可するのか，拒否するのかを
判断します。

OpenVMSでは，次に示すように，ネイティブ (SYSUAFベース)とWindows NT互
換の認証および認可機能が提供されます。

• ネイティブ：認証は， SYSUAF.DATファイルに格納されているパスワード情報
を使用して行われます。認可情報はUIC，特権，ライト識別子で構成されます。

• Windows NT：認証は，ドメイン・コントローラが管理する SAMデータベースに
格納されているパスワード情報を使用して行われます。認可情報は SAMデータベ
ースのユーザ・アカウント情報から取得したプライマリ SID，グループ SID，セ
ッション・キー，特権で構成されます。

OpenVMSがユーザの認証 (ネイティブまたはWindows NT)に成功すると，ペル
ソナと呼ぶ構造を使用して，ユーザのネイティブな資格情報がプロセスに結びつけ
られます。Windows NTを認証のために使用した場合は，OpenVMSはユーザの
Windows NT資格情報もプロセスに結合します (ペルソナの拡張として)。

12.2 NTA$LOGONの使用によるWindows NT資格情報の取得

NTA$LOGONはNTLM資格情報を取得するためのユーティリティです。OpenVMS
Registryまたは COM for OpenVMS機能にアクセスするために，Windows NTセキ
ュリティを必要とするすべてのプロセスは，NTLM資格情報を必要とします。

NTA$LOGONに対してユーザ・アカウント名，パスワード， (必要な場合は)ドメ
イン名を提供しなければなりません。NTA$LOGONは ACM (Authentication and
Credential Management)オーソリティを使用してドメイン・コントローラに連絡を
とり，Windows NTアクセス・トークンを取得します。NTA$LOGONはWindows
NT情報とユーザのOpenVMS資格情報をマージします。
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NTA$LOGONの依存関係の詳細と，NTA$LOGONがOpenVMSインフラストラ
クチャの他の部分とどのように関係するかについては，第 4.8節と第 4.9節 (特に
ACMEサーバと Advanced Server for OpenVMS server)を参照してください。

NTA$LOGONユーティリティを使用するには，次のいずれかを入力します。

• 次のコマンドを入力してNTA$LOGONユーティリティを実行します。

$ RUN SYS$SYSTEM:NTA$LOGON

ユーザ・アカウント名とパスワードが求められます。

• NTA$LOGONを使用してコマンド・ラインを解析するために，DCLシンボルを
定義します。次の例を参照してください。

$ NTLOGON :== $NTA$LOGON
$ NTLOGON

コマンド・ラインにパラメータを指定できます。表 12–1はコマンド・ライン・パ
ラメータを示しています。パラメータを指定しなかった場合は，必須情報が求め
られます。

• NTA$LOGONを使用してコマンド・ラインを解析するために，MCRコマンドを
使用します。次の例を参照してください。

$ MCR NTA$LOGON

コマンド・ラインにパラメータを指定できます。表 12–1はコマンド・ライン・パ
ラメータを示しています。パラメータを指定しなかった場合は，必須情報が求め
られます。

表 12–1はNTA$LOGONユーティリティのコマンド・ライン・パラメータを示して
います。

表 12–1 NTA$LOGONユーティリティのコマンド・ライン・パラメータ

引数 値 必須/省略可能

P1 ユーザ・アカウント名。アカウント名は必須であ
るが，コマンド・ラインに指定しなかった場合は，
NTA$LOGONから入力が求められる。

省略可能

P2 パスワード。パスワードは必須であるが，コ
マンド・ラインに指定しなかった場合は，
NTA$LOGONから入力が求められる (入力した
パスワードは画面に表示されない)。

省略可能

例 12–1は，資格情報を取得するための典型的なNTA$LOGONセッションを示して
います。
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例 12–1 NTA$LOGONセッションの例

$ NTLOGON :== $NTA$LOGON
$ NTLOGON joesmith
Password:

注意

Windows NTドメイン名とユーザ・アカウント名では，大文字と小文字が区
別されません。 NTA$LOGONはすべてのドメイン名とユーザ・アカウント名
を大文字に変換します。コマンド・ラインにパスワードを指定すると， DCL
はすべての文字を大文字に変換します。ただし，パスワードを引用符 ("")で
囲んだ場合は，大文字に変換されません。

12.2.1 NTA$LOGONの省略可能な修飾子

NTA$LOGONでは次の修飾子を使用できますが，これらの修飾子は省略可能です。

• /DELETE

現在のWindows NT資格情報を削除します。

/DELETE修飾子を/WRITE_FILE修飾子と組み合わせて指定すると，指定したドメ
イン名とユーザ・アカウント名のパスワード・レコードがファイルから削除され
ます。

• /DOMAIN=name

ドメイン名を指定します。この修飾子は名前を大文字に変換します。この修飾子
を指定しなかった場合は，デフォルトのログイン名が使用されます。

• /LIST

現在のプロセスに割り当てられているドメイン名とユーザ・アカウント名の一覧
を表示します。

/LIST修飾子を/READ_FILEまたは/WRITE_FILE修飾子と組み合わせて使用した場
合は，ファイルの内容の一覧が表示されます。

• /LOG

操作が完了したときに，そのことを示すメッセージを表示します。

• /OVERRIDE_MAPPING

プロセスのOpenVMSユーザ名が，ドメイン・コントローラでWindows NTユー
ザ・アカウント名に対応付けられているOpenVMSユーザ名と一致しない場合で
も，指定されたWindows NTユーザ・アカウント名のWindows NT資格情報を
取得します。

この修飾子を使用するには， IMPERSONATE特権が必要です。
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• /READ_FILE [=file]

この修飾子を指定すると，ユーザ入力装置からパスワードを読み込むのではな
く，/WRITE_FILE修飾子で作成されたバイナリ入力ファイルから指定されたド
メイン名とユーザ・アカウント名が検索されます。/READ_FILE修飾子では，
NTA$LOGON/WRITE_FILEコマンドで作成されたバイナリ・ファイルだけがサ
ポートされます。

一致するレコードが検索されると，NTA$LOGONはそのパスワードを使用して
Windows NT資格情報を取得します。

ファイル指定を省略した場合は，次のデフォルトのファイル指定が使用されま
す。

DCE$COMMON:[000000]NTA$LOGON.DAT

• /TYPE={BATCH | DIALUP | LOCAL | NETWORK | REMOTE}

アクセスを許可または拒否するための規則を指定します。この修飾子を指定しな
かった場合は，現在のプロセスのタイプがデフォルトとして使用されます。この
修飾子は通常，独立プロセスに対して使用されます (独立プロセスにはデフォル
ト・タイプがありません)。

この修飾子を使用するには， IMPERSONATE特権が必要です。

• /WRITE_FILE [=file]

この修飾子を指定すると，指定されたドメイン名，ユーザ・アカウント名，パス
ワードが後で使用できるように出力ファイルに書き込まれます (/READ_FILE修飾
子を参照)。この場合，ユーザが指定したパスワードは使用されません。

ファイル指定を省略した場合は，次のデフォルトの場所とファイル名が使用され
ます。

DCE$COMMON:[000000]NTA$LOGON.DAT

重要

/READ_FILE修飾子と/WRITE_FILE修飾子は，OpenVMS Registryまたは
COM for OpenVMS機能にアクセスするためにWindows NT資格情報を
取得するための方法が他にないサーバで使用することを目的にしていま
す。/READ_FILE修飾子と/WRITE_FILE修飾子を一般に使用することは望ま
しくありません。

パスワードをディスクのファイルに書き込んだ後，パスワード・ファイルが
不正にアクセスされないようにするために，ファイルは厳重に保護してくだ
さい。
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12.2.2 Windows NT資格情報を取得するための NTA$LOGONの使用例

例 12–2は，ユーザがNT資格情報を初めて取得する方法を示しています。

例 12–2 Windows NT資格情報の初めての取得

$ NTLOGON :== $NTA$LOGON
$ NTLOGON/LIST
ERROR: NtOpenProcessToken() failure: -1073741700 0xc000007c
%SYSTEM-E-NOSUCHEXT, no such extension found

$ NTLOGON/LOG JOESMITH
[Persona #1 NT extension: Account= "JOESMITH" Domain= "NT_DOMAIN" ]
Password:

例 12–3は，ユーザがWindows NT資格情報を置換する方法を示しています。

例 12–3 Windows NT資格情報の置換

$ NTLOGON/DELETE
$ NTLOGON/OVERRIDE_MAPPING/DOMAIN=OTHER_DOMAIN
Username: janebrown
Password:

例 12–4は，ユーザがパスワードをディスクのファイルに保存する方法を示していま
す。パスワードは 2回入力するように求められますが，入力しても画面に表示されま
せん。

例 12–4 ファイルへのパスワードの保存

$ NTLOGON :== $NTA$LOGON
$ NTLOGON/WRITE_FILE=DEV:[DIR]NTA$LOGON.DAT COM_SERVER
Password:
Confirm:
$ NTLOGON/READ_FILE=DEV:[DIR]NTA$LOGON.DAT/LIST
File DEV:[DIR]NTA$LOGON.DAT contains the following records:
02-MAR-1999 16:57:23.20 COM_SERVER

このファイルを作成した後，DCLコマンド・プロシージャに次のコマンドを追加で
きます。

$ NTLOGON :== $NTA$LOGON
$ NTLOGON/READ_FILE=DEV:[DIR]NTA$LOGON.DAT COM_SERVER
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12.3 ACM (Authentication and Credential Management)オーソリティ

ACM (Authentication and Credential Management)オーソリティは，OpenVMS
とWindows NTに対してユーザを認証し，ユーザのセキュリティ・プロファイルを
判断します。 ACME_SERVERプロセスはこれらの ACMサービスを提供します。
ACME_SERVERプロセスは ACMEエージェントと呼ぶプラグイン・モジュールを
使用します。 ACMEエージェントは，認証要求，問い合わせ要求，イベント要求へ
の応答などの実際の作業を行います。

OpenVMS ACMEエージェント (VMS$VMS_ACMESHR.EXE)は，OpenVMSネ
イティブ・サービスを提供します。MSV1_0 ACMEエージェント (PWRK$MSV1_
0_ACMESHR.EXE， Advanced Server for OpenVMS製品のコンポーネント)は，
Windows NT接続サービスを提供します。

MSV1_0 ACMEエージェントはWindows NT接続サービス要求をNTA$LOGONお
よび SSPI/NTLMから，クラスタ内の 1つ以上のシステムで稼動している Advanced
Server for OpenVMSプロセスに転送します。 PWRK$ACME_SERVER論理名に
は，MSV1_0 ACMEが要求を転送する先のクラスタ・ノード名のリストを含むこと
ができます。各名前はカンマで区切ります。 Advanced Server for OpenVMSプロセ
スを 1つ以上のクラスタ・ノードで実行し，ノード名を PWRK$ACME_SERVER論
理名に含むと，MSV1_0 ACMEエージェントは，接続が中断されたときに，要求を
自動的にフェールオーバできます。論理名が定義されていない場合は，デフォルトで
ローカル・マシン名に設定されます。

ACME_SERVERプロセスは， RPCまたは COM for OpenVMSを実行するどのシス
テムにも存在しなければなりません。しかし， Advanced Server for OpenVMSプロ
セスは，クラスタ内の 1つのノードにだけ存在すれば十分です。

12.3.1 OpenVMSでのWindows NT認証

ACME_SERVERは要求されたWindows NTペルソナ拡張情報も含めて，完全な
OpenVMSペルソナを呼び出しプロセスに返すので， VMS ACMEエージェントは次
の規則を適用します。

• すべてのWindows NTユーザはローカルのOpenVMSユーザ名に変換されなけれ
ばなりません。

MSV1_0 ACMEは Advanced Server for OpenVMS HOSTMAPデータベースを
介して，このマップ機能を提供します。

• マップされたOpenVMSユーザ名は， SYSUAF.DATで有効な (無効にされていな
い)アカウントでなければなりません。そのアカウントのアクセス制限で，指定
された日時にアクセスが許可されなければなりません。 COM for OpenVMSと
RPCでは通常，認証時にNETWORKアクセス権を必要とします。
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• マップされたOpenVMSユーザ名は， EXTAUTHフラグがセットされたアカウン
トでなければなりません。 EXTAUTHフラグがセットされていると，システム管
理者は，マップのためにどのOpenVMSアカウントを使用できるかを細かく制御
できます。 SECURITY_POLICYシステム・パラメータで IGNORE_EXTAUTH
ビット (ビット番号 11 [10進数])を使用すると，このアカウント単位の機能を無
効にできます。 IGNORE_EXTAUTHビットを 1にセットすると， OpenVMSは
アカウントの EXTAUTHの設定とは無関係に，どのアカウントにもマップできる
ようになります。 IGNOTE_EXTAUTHは ACME_SERVERに対してだけ使用さ
れ， Loginoutでは無視されます。

12.3.2 Windows NTユーザの認証; OpenVMSプロセスへのWindows NT資格情報
の付与

OpenVMSでWindows NTユーザを認証し，Windows NTユーザの資格情報を
OpenVMSプロセスに割り当てるには，次の操作を行います。

1. Advanced Server for OpenVMSデータベースでHOSTMAPエントリを定義しま
す。

HOSTMAPエントリは，Windows NTユーザ・アカウントとローカルの
OpenVMSユーザ・アカウントの間の関連付けを定義します。OpenVMS
がWindows NTユーザを認証する場合，HOSTMAPエントリを使用して，
OpenVMSユーザ・アカウントをWindows NTユーザ・アカウントにマップし，
ローカルのOpenVMSユーザ・プロファイルとWindows NTユーザ・プロファ
イルを作成します。HOSTMAPエントリが存在しない場合は，OpenVMSは
Windows NTユーザ・アカウント名をローカルのOpenVMSユーザ・アカウント
名として使用します。

Advanced Server for OpenVMSの ADMINISTERユーティリティを使用して，
HOSTMAP情報を定義します。たとえば，Windows NTのFREDというユーザを
ローカルのOpenVMSユーザ・アカウントFREDERICKにマップするには，次のコマ
ンドを入力します。

$ ADMINISTER ADD HOSTMAP FRED FREDERICK

FREDが信頼されるドメインFINANCEに定義されている場合は，信頼されるドメイン
名をHOSTMAPエントリに指定しなければなりません。次の例を参照してくださ
い。

$ ADMINISTER ADD HOSTMAP FINANCE\FRED FREDERICK

2. ホストマップを行うためにOpenVMSユーザ・アカウントを有効にします。

デフォルト設定では，OpenVMSは，ホストマップのために EXTAUTHフラグが
セットされたOpenVMSユーザ・アカウントだけを使用できます。このポリシー
により，OpenVMSシステム管理者はWindows NT認証でどのOpenVMSユー
ザ・アカウントを使用できるかを制御できます。

認証 12–7



認証
12.3 ACM (Authentication and Credential Management)オーソリティ

( SECURITY_POLICYシステム・パラメータの IGNORE_EXTAUTHビット[ビ
ット番号 11 (10進数)]をセットすれば，このアカウント単位の制限をシステム全
体で無効にできます。)

OpenVMSユーザ・アカウントで EXTAUTHフラグをセットするには，
AUTHORIZEユーティリティを使用します。たとえば，OpenVMSユーザ・
アカウントFREDERICKの EXTAUTHフラグを有効にするには，次のコマンドを入
力します。

$ AUTHORIZE MODIFY FREDERICK/FLAG=EXTAUTH

12.3.3 ACME_SERVERプロセスの管理 (ACMEサーバ・コマンド)

システムの起動時に ACME_SERVERプロセスを起動し，MSV1_0 ACMEエージェ
ントを構成するには，次のエントリを SYLOGICALS.COMに追加します。

$ DEFINE NTA$NT_ACME_TO_BE_STARTED YES

また，次のスタートアップ・コマンド・ファイルを使用して， ACME_SERVERプロ
セスを手動で起動することもできます。

$ @SYS$STARTUP:NTA$STARTUP_NT_ACME

ACME_SERVERをシャットダウンするには，次のコマンドを入力します。

$ SET SERVER ACME/EXIT

ACMEエージェントで異常状態が発生したために，正常にサーバをシャットダウンで
きない場合は，/EXIT修飾子の代わりに/ABORT修飾子を使用して， ACME_SERVER
を強制終了します。

ACME_SERVERのログ機能を有効にするには，次のコマンドを入力します。

$ SET SERVER ACME/LOG

このコマンドは ACME$SERVER.LOGファイルを SYS$MANAGERディレクトリに
作成します。このファイルは，発生する可能性のある問題を診断するのに役立ちま
す。

ACME_SERVER構成情報を表示するには，次のコマンドを入力します。

$ SHOW SERVER ACME[/FULL]
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12.3.4 MSV1_0 ACMEエージェントの構成

表 12–2は，MSV1_0 ACMEエージェントの特定の機能を制御するために使用でき
るシステム単位の論理名を示しています。

表 12–2 MSV1_0 ACMEエージェントの論理名

論理名 説明

PWRK$ACME_SERVER Advanced Server for OpenVMSプロセスで実行されていて，Windows
NT接続要求をサービスできるクラスタの SCSノード名の一覧。各名前は
カンマで区切る。ノード名を定義しなかった場合は，MSV1_0 ACMEエ
ージェントはローカル・システムの Advanced Server for OpenVMSプロ
セスに接続する。

PWRK$ACME_RETRY_COUNT Advanced Server for OpenVMSプロセスに接続するときに，MSV1_0
ACMEエージェントが実行するリトライの最大回数。デフォルト値は 10
である。

PWRK$ACME_RETRY_
INTERVAL

リトライを実行する間隔であり， 1/10秒単位で指定する。デフォルトは
2.5秒である。
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第5部
付録

第 5部では， COM for OpenVMSおよびOpenVMS Registryについての関連情報を
まとめます。

各付録は，MIDLコンパイラ，トラブルシューティングについて， COMサンプル・
コード， APIおよびインタフェースについて説明します。

また， COM関連の書籍のクーポン券，用語集，略語（頭字語）も用意しています。





A
MIDLコンパイラのオプション

A.1 モード
スイッチ 機能

/ms_ext IDL言語に対するMicrosoftの拡張機能 (デフォルト)。

/c_ext IDLファイルでMicrosoft C拡張機能を可能にする (デフォルト)。

/osf OSFモード - /ms_extオプションと/c_extオプションを無効にする。

/app_config IDLファイルで選択された ACF属性を可能にする。

/mktyplib203 MKTYPLIBバージョン 2.03互換性モード。

A.2 入力
スイッチ 機能

/acf filename 属性構成ファイルを指定する。

/I directory-list インクルード・パスに対して 1つ以上のディレクトリを指定する。

/no_def_idir カレント・ディレクトリと INCLUDEディレクトリを無視する。

A.3 出力ファイルの生成
スイッチ 機能

/client none クライアント・ファイルを生成しない。

/client stub クライアント・スタブ・ファイルだけを生成する。

/out directory 出力ファイルを生成するディレクトリを指定する。

/server none サーバ・ファイルを生成しない。

/server stub サーバ・スタブ・ファイルだけを生成する。

/syntax_check 構文の確認だけを行い，出力ファイルは生成しない。

/Zs 構文の確認だけを行い，出力ファイルは生成しない。

/old 以前の形式のタイプ・ライブラリを生成する。

/new 新しい形式のタイプ・ライブラリを生成する。

MIDLコンパイラのオプション A–1
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A.4出力ファイル名

A.4 出力ファイル名
スイッチ 機能

/cstub filename クライアント・スタブ・ファイル名を指定する。

/dlldata filename dlldataファイル名を指定する。

/h filename ヘッダ・ファイル名を指定する。

/header filename ヘッダ・ファイル名を指定する。

/iid filename インタフェース UUIDファイル名を指定する。

/proxy filename プロキシ・ファイル名を指定する。

/sstub filename サーバ・スタブ・ファイル名を指定する。

/tlb filename タイプ・ライブラリ・ファイル名を指定する。

A.5 Cコンパイラとプリプロセッサのオプション
スイッチ 機能

/cpp_cmd cmd_line Cプリプロセッサの名前を指定する。

/cpp_opt options Cプリプロセッサの追加オプションを指定する。

/D name[=def] #defineの名前と省略可能な値を Cプリプロセッサに渡す。

/no_cpp Cプリプロセッサ・オプションを無効にする。

/nocpp Cプリプロセッサ・オプションを無効にする。

/U name 以前の定義を削除する (未定義)。

A.6 環境
スイッチ 機能

/char signed Cコンパイラのデフォルト charタイプは符号付きである。

/char unsigned Cコンパイラのデフォルト charタイプは符号なしである。

/char ascii7 charの値は 0～ 127に制限される。

/dos ターゲット環境はMS–DOSクライアントである。

/env dos ターゲット環境はMS–DOSクライアントである。

/env mac ターゲット環境は Apple Macintoshである。

/env powermac ターゲット環境は Apple PowerMacである。

/env win16 ターゲット環境はMicrosoft Windows 16ビット (Win 3.x)である。

/env win32 ターゲット環境はMicrosoft Windows 32ビット (NT)である。

/mac ターゲット環境は Apple Macintoshである。

/ms_union カプセル化されていないユニオンに対して，Midl 1.0非 DCEワイヤ・レイアウト
を使用する。

/oldnames バージョン番号を名前に変換しない。

/powermac ターゲット環境は Apple PowerMacである。

/rpcss rpc_sm_enable_allocateを自動的にアクティブにする。
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スイッチ 機能

/use_epv entry-ptベクタを介してサーバ側のアプリケーション呼び出しを生成する。

/no_default_epv デフォルトのエントリ・ポイント・ベクタを生成しない。

/prefix client str ‘‘str’’接頭辞をクライアント側のエントリ・ポイントに追加する。

/prefix server str ‘‘str’’接頭辞をサーバ側のマネージャ・ルーチンに追加する。

/prefix switch str ‘‘str’’接頭辞をスイッチ・ルーチン・プロトタイプに追加する。

/prefix all str ‘‘str’’接頭辞をすべてのルーチンに追加する。

/win16 ターゲット環境はMicrosoft Windows 16ビット (Win 3.x)である。

/win32 ターゲット環境はMicrosoft Windows 32ビット (NT)である。

A.7 エラー・メッセージと警告メッセージ
スイッチ 機能

/error none すべてのエラー・チェック・オプションを無効にする。

/error allocation out of memoryエラーをチェックする。

/error bounds_check サイズと伝送長の指定をチェックする。

/error enum enumの値が有効な範囲であるかどうかチェックする。

/error ref refポインタが Null以外の値であるかどうかをチェックする。

/error stub_data サーバ側のスタブ・データが有効であるかどうか確認するために，追加チェックを
行う。

/no_warn コンパイラの警告メッセージを出力しない。

A.8 最適化
スイッチ 機能

/align {1|2|4|8} 構造のパック・レベルを指定する。

/pack {1|2|4|8} 構造のパック・レベルを指定する。

/Zp{1|2|4|8} 構造のパック・レベルを指定する。

/Oi 完全に解釈されたスタブを生成する。

/Oic NT 3.51リリースの，標準インタフェースに対しては完全に解釈されたスタブを生
成し，オブジェクト・インタフェースに対してはスタブレス・プロキシを生成す
る。

/Oicf NT 4.0リリースの，拡張機能を含む完全に解釈されたスタブを生成し，オブジェク
ト・インタフェースに対してはスタブレス・プロキシを生成する。

/Os インライン・スタブを生成する。

/hookole ローカル・オブジェクト・インタフェースに対して HookOleデバッグ情報を生成す
る。
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A.9 その他
スイッチ 機能

@response_file 応答ファイルから入力を受け付ける。

/? MIDLコンパイラ・スイッチの一覧を表示する。

/confirm MIDLソースをコンパイルせずにオプションを表示する。

/help MIDLコンパイラ・スイッチの一覧を表示する。

/nologo バナー行を表示しない。

/o filename 出力を画面からファイルにリダイレクトする。

/W{0|1|2|3|4} 警告レベル 0～ 4を指定する (デフォルト= 1)。

/WX 指定された/Wレベルの警告をエラーとして報告する。

A–4 MIDLコンパイラのオプション



B
トラブルシューティング

B.1 RPCのトラブルシューティング

同時にNTLM認証を数多く行う場合は，次のエラーが発生する可能性があります。
同時NTLM認証の数にはいくつかの要素が影響しますが，これらのエラーが発生す
る可能性が最も高いのは，ネットワークが混雑している場合か， RPCアプリケーシ
ョン・サーバがタイムリーに要求に応答しない場合です。エラーは標準の RPCアプ
リケーション戻り値として返されます。

表 B–1は，考えられる原因と対処方法を示しています。

表 B–1 RPCエラー

エラー 原因/対処方法

RPC_S_CONNECTION_REJECTED このエラーは， DECnet Phase IVまたは DECnet Phase Vをト
ランスポートとして使用し，他の DECnetクライアントにサービ
スを提供するサーバの負荷が非常に高いときに，クライアント・
アプリケーションで例外として発生します。

クライアント RPCが新規作成されたソケットに対してタイム・バ
インドを実行し，ソケットがエラー 61 (connection refused)を返
すと，このエラーが返されます。

対処方法:

1. DECnetリソース・クォータの値を大きくします。

2. クライアント RPCプログラムを強化して例外をキャッチし，
RPCを再実行するか，または別のサーバを選択するようにし
ます。

(次ページに続く)
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表 B–1 (続き) RPCエラー

エラー 原因/対処方法

RPC_S_CONNECTION_TIMED_OUT このエラーは， TCPまたは DECnetをトランスポートとして使用
し，サーバの負荷が非常に高いときに，クライアント・アプリケ
ーションで例外として発生します。

クライアント RPCが新規作成されたソケットに対してタイム・
バインドを実行し，サーバが接続を受け付けるか，または拒否す
るまでに非常に長い時間がかかる場合は，このエラーが返されま
す。

対処方法:

1. ソケット・タイムアウトが発生するまでの待ち時間を長くする
ように， TCPまたは DECnetを構成します。

2. RPCクライアント・アプリケーションを強化
して，このソケット・エラーを取得したとき
に，rpc_mgmt_set_com_timeout( )を呼び出し， RPC実
行時ルーチンに対して再実行するように要求します。

3. 例外をキャッチし， RPCを再実行するか，または別のサーバ
を選択するように，クライアント RPCプログラムを変更しま
す。

RPC_S_ASSOC_SHUTDOWN このエラーは， TCPまたは DECnetをトランスポートとして使用
し，クライアントの負荷が非常に高いときに (通常，クライアント
が RPCサーバでもある場合)，クライアント・アプリケーション
で例外として発生します。

RPCサーバが RPC_BINDパケットをクライアントから受信し，
サーバが RPC_BIND_ACKパケットをクライアントに返送した
後，サーバは 12秒以内にREQUESTパケットを受信するものと解釈
します。クライアントが 12秒以内にREQUESTパケットを送信しな
かった場合は， RPCサーバは関連付けを削除し，SHUTDOWNパケ
ットをクライアントに送信します。クライアント RPC実行時ルー
チンは例外を RPCアプリケーションに通知します。

このエラーは，クライアント RPCアプリケーションが RPCサー
バとしても機能し， RPCサーバの負荷がすでに非常に高くなって
いるときに発生する可能性があります。

対処方法:

1. 例外をキャッチし， RPCを再実行するか，または別のサーバ
を選択するように，クライアント RPCプログラムを実装しま
す。

(次ページに続く)
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B.1 RPCのトラブルシューティング

表 B–1 (続き) RPCエラー

エラー 原因/対処方法

RPC_S_COMM_FAILURE

このエラーは， DG (UDP)をトランスポートとして使用し， RPC
サーバの負荷が非常に高いときに，クライアント・アプリケーシ
ョンで例外として発生します。

RPCクライアントはREQUESTパケットをサーバに送信します。
クライアントが 30秒以内にサーバからWORKINGパケット応答を
受信しないと，クライアントはPINGパケットをサーバに送信し
て，サーバがまだアクティブであり，クライアントの要求を処理
しているかどうかを判断します。 RPCサーバの負荷が非常に高
い場合は，クライアントでタイムアウトが発生する前に，サーバ
がWORKINGパケットをクライアントに返すことができないことがあ
ります。

対処方法:

1. RPCクライアント・アプリケーション
はrpc_mgmt_set_com_timeout( )を呼び出して， RPC実
行時ルーチンに対して，タイムアウトが発生する前に 30秒以
上待つように要求できます。

2. 例外をキャッチし， RPCを再実行するか，または別のサーバ
を選択するように，クライアント RPCプログラムを実装しま
す。

B.2 ACMEサーバのトラブルシューティング

ACMEサーバで発生した問題を解決するには，次の操作を行います。

1. ACME_SERVERプロセスが稼動しているかどうかを確認し (SHOW SERVER
ACMEコマンドを使用)，MSV1_0 ACMEエージェントと Advanced Server for
OpenVMSプロセスの間に接続が確立されているかどうかを確認します。

2. 接続が確立されていない場合は， PWRK$ACME_SERVER論理名に， Advanced
Server for OpenVMSプロセスを実行しているクラスタ内のシステムの SCSノー
ド名が含まれているかどうかを確認します。

3. PWRK$ACME_SERVER論理名が正しく定義されている場合は，指定されたシス
テムで Advanced Server for OpenVMSプロセスが稼動しているかどうかを確認
します (PWRK$LMSRVプロセスを検索します)。

4. 認証が失敗した場合は，次のことを確認します。

• ドメイン間認証 (EASTOSHKOSK\JOE)では，信頼関係が必要です。
Advanced Server for OpenVMSの ADMINISTER ADD TRUST[
/TRUSTED]または[/PERMITTED]コマンドを使用して， 2つのドメイン
の間に必要な信頼関係を確立します。

• Windows NTのパスワードでは大文字と小文字が区別されます。大文字と小文
字を正しく区別してパスワードを入力したかどうか確認してください。
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• Windows NTユーザにOpenVMS hostmapアカウントが与えられていない
か，または無効なOpenVMSアカウントにマップされます (デフォルトのUAF
マップは PWRK$DEFAULTであり，このアカウントではDISUSERフラグが
セットされています)。 Advanced Server for OpenVMS ADMINISTER ADD
HOSTMAPコマンドを使用して，Windows NTユーザ名を有効なOpenVMS
アカウントにマップします。

• Windows NTユーザ・アカウントが不正であるか，有効期限が切れているか，
無効であるか，不正なパスワードが割り当てられています。 Advanced Server
for OpenVMS ADMINISTER SHOW USER/FULLコマンドを使用して，完
全なユーザ・アカウント情報を表示します。 Advanced Server for OpenVMS
の ADMINISTER SHOW ACCOUNT POLICYコマンドを使用して，ドメイ
ン・ポリシー情報を表示します。

• OpenVMSアカウントで EXTAUTHフラグがセットされていません。
AUTHORIZEでUAFユーティリティのMODIFY user-name
/FLAG=EXTAUTHコマンドを使用します (SECURITY_POLICYシステ
ム・パラメータで IGNORE_EXTAUTHビット (ビット番号 11 [10進数])をセ
ットすれば，この要件を無効にできます)。

• UAFレコード・フラグがDISUSERに設定されています。 AUTHORIZE
で，UAFユーティリティのMODIFY user-name/FLAG=NODISUSERコマ
ンドを使用します。

• UAFレコードのモダル制限により，‘‘ログイン’’が禁止されています (ローカ
ル・ダイアルアップ，リモート・アクセス，ネットワーク・アクセス，バ
ッチ・アクセスの制限を確認します)。 AUTHORIZEでUAFユーティリテ
ィのMOD user-name/LOCAL (またはDIALUP， BATCH，NETWORK，
REMOTE)キーワードを使用します。 INTERACTIVEの場合は LOCAL，
DIALUP， REMOTEアクセスの制限が設定されます。

• ログインの失敗の回数がシステムであらかじめ設定された回数 (SYSGENの
LGI_BRK_LIMパラメータによって設定された値)を超えたため，侵入サブシ
ステムが侵入回避モードになりました。 SHOW INTRUSIONコマンドを使
用して，侵入データベースを表示します。DELETE/INTRUSION sourceコ
マンドを使用して，エントリをデータベースから削除します。 LGI_BRK_
DISUSERがセットされている場合は，UAFレコードがDISUSERに設定さ
れている可能性があります。OpenVMSの AUTHORIZEコマンドを使用し
て，フラグをリセットします。
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B.3 DCOM$RPCSSプロセスのトラブルシューティング

OpenVMSシステムで COM for OpenVMSアプリケーションを実行す
るには，DCOM$RPCSSプロセスを稼動していなければなりません。
DCOM$STARTUP.COMコマンド・ファイルはこのプロセスを自動的に起動し
ます。 COM for OpenVMSアプリケーションの実行で問題が発生した場合は，この
プロセスが稼動しているかどうかを確認してください。次のコマンドを使用します。

$ SHOW SYSTEM

プロセスが初期化中の場合は，プロセス名はDCOM$STARTUP-**になります。プロ
セスが正常な動作状態の場合は，プロセス名はDCOM$RPCSSになります。

DCOM$RPCSSプロセスからエラー・メッセージが記録されていないかどうか，
SYS$MANAGER:DCOM$RPCSS.OUTログ・ファイルを確認してください。次のメ
ッセージが記録されている可能性があります。

• %ACME-E-PWDEXPIRED, password has expired

DCOM$RPCSSログ・ファイルにこのエラーが記録されている場合は，次の操作
を行います。

1. Advanced Server for OpenVMS ADMINユーティリティを実行し，
DCOM$RPCSSアカウントのパスワードを変更します。第 5.2.1項を参照して
ください。

2. COM for OpenVMS Service Control Managerパスワード・ファイルを更新
します。第 5.2.1項を参照してください。
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C
クックブックの例: OpenVMSでのサンプル・アプリケ

ーションの作成

注意

SAMPLE1とDISPATCH_SAMPLE1は，Microsoft Pressが出版している Dale
Rogerson著『Inside COM』から抜粋したものです。

C.1 COMの例 (サンプル1)

このサンプルでは， COMクライアントとサーバを実装します。コンポーネント
はIXとIYという 2つのインタフェースを提供します。また，クライアントはコンポー
ネントに対して 3番目のインタフェースIZを問い合わせていますが，これはコンポー
ネントが提供していないインタフェースです。

このサンプルでは， 2つのOpenVMSシステム間の接続， 2つのWindows NTシス
テム間の接続，OpenVMSシステムとWindows NTシステムの間の接続を示してい
ます。

注意

OpenVMSでアプリケーションを作成する前に， NTA$LOGONを実行し，
Windows NT資格情報を取得する必要があります。詳細については，第 12.2
節を参照してください。

C.1.1 OpenVMSでの手順

ここでは，OpenVMSシステムでアプリケーションを構築する方法について説明しま
す。

C.1.1.1 OpenVMSでのアプリケーションの構築

ファイルをDCOM examplesディレクトリからローカル・ディレクトリにコピーしま
す。次の例を参照してください。

$ set default mydisk:[mydirectory]
$ copy dcom$examples:[sample1]*.* []
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アプリケーションを構築するには，次のコマンド・プロシージャを実行します。

$ @build_sample1

MMSがある場合は，次に示すように，インクルードされた説明ファイルを使用でき
ます。

$ MMS/DESCRIPTION=BUILD_SAMPLE1.MMS

BUILDファイルは，プロセス内サーバとプロセス外サーバの両方を構築し，登録しま
す。

C.1.1.2 OpenVMSでのアプリケーションの登録

ビルド・プロシージャは，CMPNT$SHR.EXEとCMPNT.EXEの両方を自動的に登録します。
コンポーネントを手動で登録するには，次の操作を行います。

• プロセス内サーバを登録するには，REGSVR32ユーティリティを使用します。次の
例を参照してください。

$ regsvr32 :== $DCOM$REGSVR32.EXE
$ regsvr32 path-nameCMPNT$SHR.EXE

• プロセス内サーバの登録を解除するには，REGSVR32ユーティリティを使用しま
す。次の例を参照してください。

$ regsvr32 /u path-nameCMPNT$SHR.EXE

• プロセス外サーバを登録するには，次の操作を行います。

$ cmpnt :== $path-nameCMPNT.EXE
$ cmpnt /regserver

• プロセス外サーバの登録を解除するには，次の操作を行います。

$ cmpnt /unregserver

• プロキシ・スタブを登録するには，REGSVR32ユーティリティを使用します。次の
例を参照してください。

$ regsvr32 path-namePROXY$SHR.EXE

• プロキシ・スタブの登録を解除するには，REGSVR32ユーティリティを使用しま
す。次の例を参照してください。

$ regsvr32 /u path-namePROXY$SHR.EXE
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C.1.1.3 プロセス外サーバとしてのOpenVMSでのアプリケーションの実行

コンポーネントがプロセス外サーバであるサンプルを実行するには，CMPNT.EXEを実
行します。コンポーネントからServer: Waitingというメッセージが表示されたら，
クライアントを別のウィンドウまたは端末セッションで実行します。

• ウィンドウ (または端末セッション) 1:

$ run cmpnt

• ウィンドウ (または端末セッション) 2:

$ client :== $path-nameCLIENT.EXE
For OutProc:
$ client
2
$

クライアントは次のメッセージを表示します。

To which server do you want to connect?
1) In-Process Server
2) Out-of-Process Server
:

2と入力して，プロセス外サーバを選択します。

C.1.1.4 OpenVMSでのアプリケーションの実行とリモート・サーバの指定

リモート・マシン (またはサーバ・システム)として指定したシステムでCMPNT.EXEを
実行します。リモート・システムはWindows NTシステムでもかまいません。コン
ポーネントからServer: Waitingメッセージが返された場合は，ローカル・マシン (ま
たはクライアント・システム)として指定したシステムでクライアントを実行しま
す。次の例を参照してください。

$ client :== $path-nameCLIENT.EXE
$ client remote-system-name
2
$

クライアントは次のメッセージを表示します。

To which server do you want to connect?
1) In-Process Server
2) Out-of-Process Server
:

2と入力して，リモート・サーバ，つまりプロセス外サーバの実行を選択します。
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C.1.1.5 プロセス内サーバとしてのOpenVMSでのアプリケーションの実行

コンポーネントがプロセス内サーバであるサンプルを実行するには，クライアントだ
けを実行します。次の例を参照してください。

For InProc:
$ client
1
$

クライアントは次のメッセージを表示します。

To which server do you want to connect?
1) In-Process Server
2) Out-of-Process Server
:

1と入力して，プロセス内サーバを選択します。

C.1.2 Windows NTの場合の手順

ここでは，Windows NTシステムでアプリケーションを構築する方法について説明
します。

C.1.2.1 Windows NTでのアプリケーションの構築

README-SAMPLE1.TXTファイルと次のファイルを COM examplesディレクトリから
Windows NTシステムにコピーします。

CLIENT.CXX
CMPNT.CXX
CMPNT.DEF
GUIDS.CXX
MAKE-ONE.
MAKEFILE.BAT
PROXY.DEF
REGISTRY.CXX
REGISTRY.H
SERVER.IDL

MAKEFILE.BATファイルを使用して，サンプルを構築します。次の例を参照してくださ
い。

> MAKEFILE

Makefileはプロセス内サーバとプロセス外サーバの両方を構築し，登録します。
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C.1.2.2 Windows NTでのアプリケーションの登録

ビルド・プロシージャmake-oneはCMPNT.DLL，PROXY.DLL，CMPNT.EXEを自動的に登録
します。次の例を参照してください。

regsvr32 -s Cmpnt.dll
regsvr32 -s Proxy.dll
Cmpnt /RegServer

アプリケーションの登録を解除するには，次のコマンドを入力します。

regsvr32 -u Cmpnt.dll
regsvr32 -u Proxy.dll
Cmpnt /UnRegServer

C.1.2.3 Windows NTでのアプリケーションの実行

CLIENTを実行します。OpenVMSでイン・プロセス・サーバとしてアプリケーション
を実行する手順 (第 C.1.1.5項)，およびプロセス外サーバとしてアプリケーションを
実行する手順 (第 C.1.1.3項)と同じ手順を実行します。

リモート・マシンの名前 (UNCまたはDNS)を引数として使用して，リモート・マシ
ンでオブジェクトのインスタンスを作成します。次の例を参照してください。

>Client hostname ! point the client at the remote system
2 ! means outproc invocation
>

C.2 オートメーションの例 (Dispatch_Sample1)

この例では，デュアル・インタフェースとしてオートメーション・コンポーネント・
サーバを実装します。この例には，ディスク・インタフェースを介してデュアル・イ
ンタフェースに接続するDclientと，IUnknownインタフェース (v-tableを使用)を介し
て接続する COMクライアント実装であるClientの 2つのクライアントがあります。

このサンプルでは， 2つのOpenVMSシステムの間の接続， 2つのWindows NTシ
ステムの間の接続，OpenVMSシステムとWindows NTシステムの間の接続を示し
ます。

C.2.1 OpenVMSの場合の手順

ここでは，OpenVMSシステムでアプリケーションを構築する方法について説明しま
す。
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C.2.1.1 OpenVMSでのアプリケーションの構築

ファイルをDCOM examplesディレクトリからローカル・ディレクトリにコピーしま
す。次の例を参照してください。

$ set default mydisk:[mydirectory]
$ copy dcom$examples:[dispatch_sample1]*.* []

アプリケーションを構築するには，次のコマンド・プロシージャを実行します。

$ @build_dispatch_sample1

MMSがある場合は，次の例に示すように，インクルードされた説明ファイルを使用
できます。

$ MMS/DESCRIPTION=BUILD_DISPATCH_SAMPLE1.MMS

BUILDファイルはプロセス内サーバとプロセス外サーバの両方を構築し，登録しま
す。

C.2.1.2 OpenVMSでのアプリケーションの登録

ビルド・プロシージャはCMPNT$SHR.EXEとCMPNT.EXEの両方を自動的に登録します。コ
ンポーネントを手動で登録するには，次の操作を行います。

• プロセス内サーバを登録するには，REGSVR32ユーティリティを使用します。次の
例を参照してください。

$ regsvr32 :== $DCOM$REGSVR32.EXE
$ regsvr32 path-nameCMPNT$SHR.EXE

• プロセス内サーバの登録を解除するには，REGSVR32ユーティリティを使用しま
す。次の例を参照してください。

$ regsvr32 /u path-nameCMPNT$SHR.EXE

• プロセス外サーバを登録するには，次の操作を行います。

$ cmpnt :== $path-nameCMPNT.EXE
$ cmpnt /regserver

• プロセス外サーバの登録を解除するには，次の操作を行います。

$ cmpnt /unregserver

C.2.1.3 プロセス外サーバとしてのOpenVMSでのアプリケーションの実行

コンポーネントがプロセス外サーバであるサンプルを実行するには，CMPNT.EXEを実
行します。

コンポーネントからServer: Waitingメッセージが表示されたら，別のウィンドウま
たは端末セッションでクライアントを実行します。
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• ウィンドウ (または端末セッション) 1:

$ run cmpnt

• ウィンドウ (または端末セッション) 2:

— ディスパッチ・クライアントの場合:

$ run dclient

— COMクライアントの場合:

$ run client

クライアントは次のメッセージを表示します。

To which server do you want to connect?
1) In-Process Server
2) Out-of-Process Server
:

2と入力して，プロセス外サーバを選択します。

C.2.1.4 OpenVMSでのアプリケーションの実行とリモート・サーバの指定

リモート・マシン (またはサーバ・システム)として指定したシステムでCMPNT.EXEを
実行します。リモート・システムはWindows NTシステムでもかまいませ
ん。Server: Waitingメッセージがコンポーネントから表示されたら，ローカル・マ
シン (またはクライアント・システム)として指定したシステムでクライアントを実行
します。次の例を参照してください。

COMクライアントを使用するには，次のように入力します。

$ client :== $path-nameCLIENT.EXE
$ client remote-system-name
To which server do you want to connect?
1) In-Process Server
2) Out-of-Process Server
:

2と入力して，リモート・サーバ実行，つまりサーバ外プロセスを選択します。

C.2.1.5 プロセス内サーバとしてのOpenVMSでのアプリケーションの実行

コンポーネントがプロセス内サーバであるサンプルを実行するには，クライアントだ
けを実行します。次の例を参照してください。

• ディスパッチ・クライアントの場合:

$ run dclient
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• COMクライアントの場合:

$ run client

クライアントは次のメッセージを表示します。

To which server do you want to connect?
1) In-Process Server
2) Out-of-Process Server
:

1と入力して，プロセス内サーバを選択します。

C.2.2 Windows NTの場合の手順

ここでは，Windows NTシステムでアプリケーションを構築する方法について説明
します。

C.2.2.1 Windows NTでのアプリケーションの構築

README-DISPATCH-SAMPLE1.TXTファイルと次のファイルを COM examplesディレクト
リからWindows NTシステムにコピーします。

CLIENT.CXX
DCLIENT.CXX
CMPNT.CXX
CMPNT.DEF
MAKE-ONE.
MAKEFILE.BAT
REGISTRY.CXX
REGISTRY.H
SERVER.IDL

MAKEFILE.BATファイルを使用してサンプルを構築します。次の例を参照してくださ
い。

C:> MAKEFILE

Makefileはプロセス内サーバとプロセス外サーバの両方を構築し，登録します。

C.2.2.2 Windows NTでのアプリケーションの登録

ビルド・プロシージャmake-oneはCMPNT.DLL，PROXY.DLL，CMPNT.EXEを自動的に登録
します。次の例を参照してください。

regsvr32 -s Cmpnt.dll
Cmpnt /RegServer

アプリケーションの登録を解除するには，次のコマンドを入力します。

regsvr32 -u Cmpnt.dll
Cmpnt /UnRegServer

C–8 クックブックの例: OpenVMSでのサンプル・アプリケーションの作成



クックブックの例: OpenVMSでのサンプル・アプリケーションの作成
C.2オートメーションの例 (Dispatch_Sample1)

C.2.2.3 Windows NTでのアプリケーションの実行

DCLIENTまたはCLIENTを実行します。OpenVMSでプロセス内サーバとしてアプリケ
ーションを実行する手順 (第 C.2.1.5項)，およびプロセス外サーバとして実行する手
順 (第 C.2.1.3項)と同じ手順を実行します。

リモート・マシンの名前 (UNCまたはDNS)を引数として使用して，リモート・マシ
ンでオブジェクトのインスタンスを作成します。
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D
COM Version 1.0 for OpenVMSから COM Version 1.1

for OpenVMSへのアップグレード

D.1 COM for OpenVMSの以前のバージョンからのアップグレード

ここでは， COM for OpenVMSの以前のバージョンからアップグレードするときに
必要な手順について説明します。

D.1.1 既存の COM for OpenVMSアプリケーションの再構築

COM for OpenVMSアプリケーションに次のいずれかの APIに対する参照が含まれ
る場合は，その参照を含むモジュールを再コンパイルし，アプリケーションを再リン
クしなければなりません。

LoadLibraryA
LoadLibraryW
LoadLibraryExW
LoadLibraryExA
GetModuleFileNameA
GetModuleFileNameW
GetModuleHandleW
GetProcAddress
FreeLibrary

COM Version 1.0 for OpenVMSに付属している一部のサンプル COMアプリケーシ
ョンでは， REGISTYモジュールと CMPNTモジュールにこれらの APIに対する参
照が含まれています。サンプルを構築した場合や，これらのサンプルをもとに独自
の COMアプリケーションを構築した場合は，そのアプリケーションを再コンパイル
し，再リンクしなければなりません。

D.1.2 Windows NTシステムの構成

COM Version 1.0 for OpenVMS (非認証 COM)の場合， COM for OpenVMSのマニ
ュアルには，非認証 COM for OpenVMSがWindows NTと相互運用できるように，
Windows NTレジストリの特定の値を変更するように説明されていました。 COM
Version 1.1 for OpenVMSでは，認証がサポートされるようになりました。この結
果， COM Version 1.0 for OpenVMSで変更が必要だったWindows NT Registryの
値をデフォルトの認証設定に戻す必要があります。Windows NT Registryの値を設
定するには，次の操作を行います。
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1. Windows NT Registryエディタを起動します。

2. 次のレジストリ・キーを選択します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Ole

3. 次の値名と値データを削除します。

値名
COM Version 1.0 for
OpenVMSでの推奨設定

デフォルト (認証)値デー
タ (COM Version 1.1 for
OpenVMSの設定) レジストリの種類

ActivationSecurity N 削除 REG_SZ
PersonalClasses N 削除 REG_SZ

4. Default Authentication LevelとDefault Impersonation Levelを確認し，必要に応じ
て変更します。次の操作を行います。

注意

これらの設定を表示し，更新するには，Windows NTの Administrator特権が
必要です。

a. 「スタート」メニューの「ファイル名を指定して実行...」を選択します。

b. 「ファイル名を指定して実行」ダイアログ・ボックスで，dcomcnfgと入力しま
す。

「分散 COMの構成のプロパティ」シートが表示されます。

c. 「既定のプロパティ」タブをクリックします。

• 「既定の認証レベル」リスト・ボックスに「接続」が表示されるはずで
す。表示されない場合は，リスト・ボックスの矢印をクリックし，一覧か
ら「接続」を選択します。

• 「既定の偽装レベル」リスト・ボックスに「識別」が表示されるはずで
す。表示されない場合は，リスト・ボックスの矢印をクリックし，「識
別」を一覧から選択します。

5. これらの変更を有効にするには，Windows NTシステムを再起動しなければなり
ません。

D.1.3 OpenVMSシステムの構成

OpenVMSシステムで，OpenVMS Registryの特定の値を設定またはリセットしな
ければなりません。Windows NT Registryエディタを使用してOpenVMS Registry
を変更することができ， REG$CPユーティリティを使用することもできます。
OpenVMS Registryの値を設定するには，次の操作を行います。

1. OpenVMS Registryの次のキーを選択します。
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HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Ole

2. ActivationSecurity，PersonalClasses，LegacyAuthenticationLevel，
LegacyImpersonationLevelキーを削除します。キーを削除するには，次のコマン
ドを使用します。

$ MCR REG$CP
REG> LIST VALUE HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Ole
REG> DELETE VALUE HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Ole
ActivationSecurity
REG> DELETE VALUE HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Ole PersonalClasses
REG> DELETE VALUE HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Ole
LegacyAuthenticationLevel
REG> DELETE VALUE HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Ole
LegacyImpersonationLevel
REG> LIST VALUE HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Ole
REG> EXIT

D.2 Windows NTで以前に構成されたアプリケーション

Windows NTで COM Version 1.0 for OpenVMS (非認証 COM for OpenVMS)と組
み合わせて実行するようにアプリケーションを構成した場合は， COM Version 1.1
for OpenVMS (認証 COM for OpenVMS)を利用できるように，Windows NTの設定
を再構成しなければなりません。

COM Version 1.0 for OpenVMSでは， COM for OpenVMSのマニュアルに，コン
ポーネントを登録した後，認証されていないユーザがイメージをアクティブにするこ
とができるように，そのコンポーネントでセキュリティ・プロパティを確認するよう
に説明されていました。次の操作を行います。

1. Windows NTの「スタート」メニューの「ファイル名を指定して実行...」を選択
します。

2. 「ファイル名を指定して実行」ダイアログ・ボックスで，dcomcnfgと入力しま
す。

「分散 COMの構成のプロパティ」シートが表示されます。

3. 「アプリケーション」リストからオブジェクトの名前を選択し，「プロパテ
ィ...」ボタンをクリックします。

選択したオブジェクトのプロパティ・シートが表示されます。

4. プロパティ・シートで「セキュリティ」タブをクリックします。

• COM Version 1.0 for OpenVMSでは，ユーザEveryoneに対してアクセスが許
可されるように (Allow access)，アクセス権を設定しなければなりませんでし
た (レジストリ値AccessPermission)。

COM Version 1.1 for OpenVMSでは，特定のユーザに対して独自のアクセス
権 (レジストリ値AccessPermission)を設定できます。
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「独自のアクセス権を使う」をクリックし，「編集」ボタンをクリックし
て，「レジストリ値のアクセス権」ダイアログ・ボックスを表示します。

• COM Version 1.0 for OpenVMSでは，ユーザEveryoneがアプリケーション・
サーバを起動できるように，起動アクセス権 (レジストリ値LaunchPermission)
をAllow launchに設定しなければなりませんでした。

COM Version 1.1 for OpenVMSでは，独自の起動アクセス権 (レジストリ
値LaunchPermission)を設定して，Everyoneを削除できます。

「独自のアクセス権を使う」をクリックし，「編集」ボタンをクリックし
て，「レジストリ値のアクセス権」ダイアログ・ボックスを表示します。

• COM Version 1.0 for OpenVMSでは，ユーザEveryoneに対して少なくともレ
ジストリ値へのReadアクセスを許可するように，構成許可を設定しなければ
なりませんでした。

COM Version 1.1 for OpenVMSでは，独自の構成アクセス権を設定し
て，Everyoneを削除できます。

「独自のアクセス権を使う」をクリックし，「編集」ボタンをクリックし
て，「レジストリ値のアクセス権」ボックスを表示します。

COM Version 1.0 for OpenVMSでは，セキュリティ・プロパティを設定した
後，アプリケーションを実行するためにアカウントの IDを設定しなければなりま
せんでした。

COM Version 1.1 for OpenVMSでは，アカウントの IDはオプション 1または 2
に設定できます。

「識別」タブをクリックして，ユーザ・アカウントの選択を表示します。「対話
ユーザー」オプションを選択します。

D.2.1 COM Version 1.1 for OpenVMSではOpenVMS Registryに情報を再登録し
なければならない

COM Version 1.1 for OpenVMSでは，セキュリティ設定を含むように，OpenVMS
Registryに情報を再登録しなければなりません。DCOM$SETUPコマンド・プロシ
ージャを使用して「OpenVMS COM Tools」メニューを表示し，オプション 3を選択
します。

D.2.2 OpenVMS Registryのアプリケーション・セキュリティ設定の変更

OpenVMS V7.2に添付されていた COM Version 1.0 for OpenVMSでは，NTLM
セキュリティがサポートされませんでした。その結果， COM Version 1.0 for
OpenVMS COMアプリケーションを登録するために使用するOpenVMSアカウント
が，アプリケーション登録の一部として作成されたOpenVMS Registryキーの所有
者になっていました。たとえば， COM Version 1.0 for OpenVMSを使用した場合，
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SYSTEMアカウントにログインして， SAMPLE1アプリケーションを登録すると，
SAMPLE1のOpenVMS Registryキーは SYSTEMによって所有されます。

OpenVMS V7.2-1に添付されている COM Version 1.1 for OpenVMSでは，NTLM
セキュリティがサポートされるようになりました。OpenVMS Registryキーへのア
クセスを制御するために，ネットワーク・アカウントが使用されるようになりまし
た。このような変更が行われた結果，以前のセキュリティ設定では，特権が与えられ
ていないユーザがアプリケーションのレジストリ・キーにアクセスできなくなること
があります。つまり，既存のアプリケーションを使用している非特権ユーザがアプリ
ケーションの登録や登録の解除を行うことができなくなる可能性があります。

この登録のロックアウトを防止するには，アプリケーションのアクセス権を変更しな
ければなりません。アクセス権の変更は，Windows NTシステムまたはOpenVMS
システムから行うことができます。次のいずれかの操作を行います。

• Windows NTシステムからアクセス権を変更する方法

1. Windows NTシステムで RegEdt32を起動します

2. 「レジストリ」メニューで「コンピュータの選択」を選択し，OpenVMS
Registryが格納されているOpenVMSシステムに接続します。

3. 変更するアプリケーションに関連付けられているキーを選択します。

4. 「セキュリティ」メニューで「アクセス権...」を選択し，ユーザにフル・コン
トロール・アクセス権を与えます。

5. 最後の 2つの手順は，アプリケーションに関連付けられている各レジストリ・
キーに対して繰り返します。 COMアプリケーション関連のレジストリ・キー
については，第D.2.2.1項を参照してください。

• OpenVMSシステムからアクセス権を変更する方法

1. 特権が与えられたOpenVMSアカウントにログインします。

2. アプリケーションの登録を解除します。DCOM$REGSVR32ユーティリティ
を使用します。例 5–6を参照してください。

3. アプリケーションに関連付けられたすべてのレジストリ・キーを削除します。
COMアプリケーション関連のレジストリ・キーについては，第D.2.2.1項を
参照してください。

4. 特権が与えられていないユーザ・アカウントにログインします。

5. アプリケーションを登録します。DCOM$REGSVR32ユーティリティを使用
するか (例 5–5を参照)，「OpenVMS COM Tools」メニューからオプション 6
を選択します (第 5.2節)を参照。

COM Version 1.0 for OpenVMSから COM Version 1.1 for OpenVMSへのアップグレード D–5



COM Version 1.0 for OpenVMSから COM Version 1.1 for OpenVMSへのアップグレード
D.2 Windows NTで以前に構成されたアプリケーション

D.2.2.1 COMアプリケーションのレジストリ・キー

COMアプリケーションには複数のレジストリ・キーを関連付けることができます。
アプリケーションに関連付けられたすべてのキーを変更しなければなりません。アプ
リケーションは通常，次のキーを登録します。

HKEY_CLASSES_ROOT\CLSID\{guid} とサブキー
HKEY_CLASSES_ROOT\APPID\{guid}
HKEY_CLASSES_ROOT\APPID\filename
HKEY_CLASSES_ROOT\TYPELIB\{typelib guid}
HKEY_CLASSES_ROOT\INTERFACES\{interface guid(s)} とサブキー
HKEY_CLASSES_ROOT\nameとサブキー
HKEY_CLASSES_ROOT\version independent nameとサブキー

注意

HKEY_CLASSES_ROOTはHKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classesのエイ
リアスです。 Regedt32を使用してWindows NTからOpenVMS
Registryに接続していて，HKEY_CLASSES_ROOTキーを変更する場合
は，HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classesキーを変更してください。
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E
相違点， API，インタフェースの一覧

この付録には， COM for OpenVMSとMicrosoft COMの実装上の相違点， APIの
一覧， COM for OpenVMSの本リリースで提供されるインタフェースの一覧を示し
ます。

E.1 COM for OpenVMSとMicrosoft COMの相違点

ここでは， COM for OpenVMSとMicrosoftの COMの実装上の重要な相違点を示し
ます。

E.1.1 サービス制御マネージャ (SCM)

OpenVMSでは，Windows NTのサービス制御マネージャに相当する機能を提供し
ていません。この結果， Serverサービス (stop， start， pause， resumeなど)に依
存するアプリケーションは，同様の機能を提供するOpenVMS機能に依存します (こ
のような機能が提供される場合)。

たとえば，OpenVMSサイト固有のスタートアップ・コマンド・プロシージャとシャ
ットダウン・コマンド・プロシージャを使用して，システムのスタートアップ時にサ
ービスを自動起動し，システムのシャットダウン時にサービスの自動的なシャットダ
ウンを実装できます。RegisterServiceCtrlHandlerやChangeServiceConfigなどのサ
ービス APIは，OpenVMSでは提供されません。

E.1.2 サーバ・アプリケーションのスタック・サイズ

COM for OpenVMSでは，サーバ・アプリケーションの機能はサーバ・スレッドのコ
ンテキストで実行されます。この結果，サーバ機能のスタック空間は 48 KBに制限さ
れます。ローカル変数や構造を格納するために追加空間が必要な場合は，ローカル変
数または構造用に動的メモリを割り当てなければなりません。

E.1.3 ‘‘char’’データ型の使用

OpenVMSとWindows NTは IDLベースのデータ型‘‘char’’を異なる方法で変換しま
す。
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OpenVMSでは，このデータ型をMIDL_CHARとして変換します。これは CHARと
して定義されており，さらに‘‘char’’としても定義されています。OpenVMSコンパイ
ラはデフォルト設定で，これを‘‘unsigned char’’に相当するものと解釈します。ほとん
どの場合，これらは同じように使用できます。しかし，この 2つは正確には同じであ
りません。 C++では，クラス・メンバ定義でこの 2つを指定した場合，異なるデー
タ型として取り扱われます。

Windows NTでは，このデータ型は直接‘‘unsigned char’’として変換されます。これ
は Visual C++と矛盾します。 Visual C++では，‘‘char’’データ型は‘‘signed char’’と同
じであるものとして取り扱われます。OpenVMSの場合と同様に，‘‘char’’はクラス・
メンバ定義では‘‘signed char’’と同じでありません。

この矛盾を回避するには，次の 2つの方法があります。

• IDLファイルとすべてのメンバ定義で，‘‘char’’の代わりにデータ型‘‘CHAR’’を使用
します。これは最も移植可能な解決方法です。この方法は他のシステム (たとえば
UNIX)でも機能します。

• メソッド定義を条件付きでコンパイルして，OpenVMSが‘‘char’’として定義され
ているオブジェクト・メソッドを認識し，Windows NTが‘‘unsigned char’’として
定義されているメソッドを認識するようにします。

E.1.4 MIDLコンパイラのバージョン

COM for OpenVMSに添付されているMIDLコンパイラは，MicrosoftのMIDLコ
ンパイラ V3.00.44を基礎にしています。

E.1.5 アプリケーション構成のアクセス権を変更するための DCOM$CNFGの使用

アプリケーションに関連付けられている一部のキーのOpenVMS Registryキー・ア
クセス権を変更するには，「Application Security」サブメニューのオプション 5と
オプション 6を使用します。オプション 5とオプション 6は次のキーのセキュリティ
設定に影響します。

HKEY_CLASSES_ROOT\APPID\{guid}
HKEY_CLASSES_ROOT\CLSID\{guid}とサブキー

Windows NTシステムでは，HKEY_CLASSES_ROOT\CLSID\{guid }の下のサブキーのセ
キュリティ設定は，既存のセキュリティ設定が HKEY_CLASSES_ROOT\APPID\{guid }の
元の設定と一致する場合にだけ変更されます。

OpenVMSシステムでは，サブキーの設定は，HKEY_CLASSES_ROOT\APPID\{guid }の元
の設定と既存の設定が一致しない場合でも変更されます。
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オプション 5とオプション 6は，アプリケーションに関連付けられているすべてのキ
ーの設定を変更するわけではありません。たとえば，オプション 5とオプション 6は
次のキーには影響しません。

HKEY_CLASSES_ROOT\APPID\fi lename

HKEY_CLASSES_ROOT\TYPELIB\{typelib guid}

HKEY_CLASSES_ROOT\INTERFACES\{interface guid(s)} とサブキー
HKEY_CLASSES_ROOT\name とサブキー
KEY_CLASSES_ROOT\version independent name とサブキー

これらのキーのセキュリティ設定を変更するには，次の操作を行います。

1. Windows NTシステムから RegEdt32を起動します。

2. 「レジストリ」メニューの「コンピュータの選択」を選択し，OpenVMS
Registryが格納されているOpenVMSシステムに接続します。

3. 変更するアプリケーションに関連付けられているキーを選択します。

4. 「セキュリティ」メニューの「アクセス権...」を選択し，ユーザにフル・コントロ
ール・アクセス権を与えます。

5. アプリケーションに関連付けられている各レジストリ・キーに対して、最後の 2
つの手順を繰り返します (この節で前に説明したキーの一覧を参照)。

注意

HKEY_CLASSES_ROOT はHKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classesのエ
イリアスです。 Regedt32を使用してWindows NTからOpenVMS
Registryに接続し，HKEY_CLASSES_ROOTキーを変更する場合
は，HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classesキーを変更してください。
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E.2 API

セキュリティ・サポートが必要な APIは， COM Version 1.0 for OpenVMSではサポ
ートされません。

本リリースでサポートされる APIは次のとおりです。

BindMoniker
BstrFromVector
CLSIDFromProgID
CLSIDFromString
CoAddRefServerProcess
CoCopyProxy
CoCreateFreeThreadedMarshaler
CoCreateGuid
CoCreateInstance
CoCreateInstanceEx
CoDisconnectObject
CoDosDateTimeToFileTime
CoFileTimeNow
CoFileTimeToDosDateTime
CoFreeAllLibraries
CoFreeLibrary
CoFreeUnusedLibraries
CoGetCallContext
CoGetClassObject
CoGetCurrentProcess
CoGetInstanceFromFile
CoGetInstanceFromIStorage
CoGetInterfaceAndReleaseStream
CoGetMalloc
CoGetMarshalSizeMax
CoGetPSClsid
CoGetStandardMarshal
CoGetTreatAsClass
CoImpersonateClient
CoInitialize
CoInitializeEx
CoInitializeSecurity
CoIsHandlerConnected
CoLoadLibrary
CoLockObjectExternal
CoMarshalInterface
CoQueryAuthenticationServices
CoQueryClientBlanket
CoQueryProxyBlanket
CoRegisterClassObject
CoRegisterMallocSpy
CoRegisterMessageFilter
CoRegisterPSClsid
CoReleaseMarshalData
CoReleaseServerProcess
CoResumeClassObjects
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CoRevertToSelf
CoRevokeClassObject
CoRevokeMallocSpy
CoSetProxyBlanket
CoSuspendClassObjects
CoTaskMemAlloc
CoTaskMemFree
CoTaskMemRealloc
CoTreatAsClass
CoUninitialize
CoUnmarshalInterface
CreateAntiMoniker
CreateBindCtx
CreateClassMoniker
CreateDataAdviseHolder
CreateDispTypeInfo
CreateErrorInfo
CreateGenericComposite
CreateILockBytesOnHGlobal
CreateItemMoniker
CreatePointerMoniker
CreateStdDispatch
CreateStreamOnHGlobal
CreateTypeLib
DispGetIDsOfNames
DispGetParam
DispInvoke
DllCanUnloadNow
DllGetClassObject
DllGetClassObject
DllMain
DllRegisterServer
DllUnregisterServer
DosDateTimeToVariantTime
FreePropVariantArray
GetActiveObject
GetAltMonthNames
GetClassFile
GetConvertStg
GetErrorInfo
GetHGlobalFromILockBytes
GetHGlobalFromStream
GetRunningObjectTable
IIDFromString
IsEqualCLSID
IsEqualGUID
IsEqualIID
IsValidIid
IsValidInterface
IsValidPtrIn
IsValidPtrOut
LHashValOfName
LHashValOfNameSys
LoadRegTypeLib
LoadTypeLibEx

相違点， API，インタフェースの一覧 E–5



相違点， API，インタフェースの一覧
E.2 API

MkParseDisplayName
MonikerCommonPrefixWith
MonikerRelativePathTo
ProgIDFromCLSID
PropStgNameToFmtId
PropVariantClear
PropVariantCopy
QueryPathOfRegTypeLib
ReadClassStg
ReadClassStm
ReadFmtUserTypeStg
RegisterActiveObject
RegisterTypeLib
ReleaseStgMedium
RevokeActiveObject
SafeArrayAccessData
SafeArrayAllocData
SafeArrayAllocDescriptor
SafeArrayCopy
SafeArrayCopyData
SafeArrayCreate
SafeArrayCreateVector
SafeArrayDestroy
SafeArrayDestroyData
SafeArrayDestroyDescriptor
SafeArrayGetDim
SafeArrayGetElement
SafeArrayGetElemsize
SafeArrayGetLBound
SafeArrayGetUBound
SafeArrayLock
SafeArrayPtrOfIndex
SafeArrayPutElement
SafeArrayRedim
SafeArrayUnaccessData
SafeArrayUnlock
SetConvertStg
SetErrorInfo
StgCreateDocfile
StgCreateDocfileOnILockBytes
StgCreatePropSetStg
StgCreatePropStg
StgIsStorageFile
StgIsStorageILockBytes
StgOpenPropStg
StgOpenStorage
StgOpenStorageOnILockBytes
StgSetTimes
StringFromCLSID
StringFromGUID2
StringFromIID
SysAllocString
SysAllocStringByteLen
SysAllocStringLen
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SysFreeString
SysReAllocString
SysReAllocStringLen
SysStringByteLen
SysStringLen
SystemTimeToVariantTime
UnRegisterTypeLib
VarDateFromUdate
VarNumFromParseNum
VarParseNumFromStr
VarUdateFromDate
VariantChangeType
VariantChangeTypeEx
VariantClear
VariantCopy
VariantCopyInd
VariantInit
VariantTimeToDosDateTime
VariantTimeToSystemTime
VectorFromBstr
WriteClassStg
WriteClassStm
WriteFmtUserTypeStg

E.3 インタフェース

本リリースでサポートされるインタフェースは，次のとおりです。

IAdviseSink
IBindCtx
IClassActivator
IClassFactory
IConnectionPoint
IConnectionPointContainer
ICreateErrorInfo
ICreateTypeInfo
ICreateTypeLib
IDataAdviseHolder
IDataObject
IDispatch
IEnumCallBack
IEnumConnectionPoints
IEnumConnections
IEnumFORMATETC
IEnumMoniker
IEnumOLEVerb
IEnumSTATDATA
IEnumSTATPROPSETSTG
IEnumSTATSTG
IEnumString
IEnumUnknown
IEnumVariant
IErrorInfo
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IExternalConnection
ILockBytes
IMalloc
IMallocSpy
IMarshal
IMessageFilter
IMoniker
IMultiQI
IParseDisplayName
IPersist
IPersistFile
IPersistStorage
IPersistStream
IPropertySetStorage
IPropertyStorage
IRootStorage
IRunnableObject
IRunningObjectTable
IStdMarshalInfo
IStorage
IStream
ISupportErrorInfo
ITypeComp
ITypeInfo
ITypeInfo2
ITypeLib
ITypeLib2
IUnknown
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COM for OpenVMSによりインストールされたファイル

一覧

F.1 COM for OpenVMSによりインストールされたファイル

下記のファイルは， COM for OpenVMSインストレーション・プロセスの一部とし
てインストールされたファイルです。

[000000]DEC-AXPVMS-DCOM-V0101--1.PCSI$TLB
[DCOM$LIBRARY]CDERR.H
[DCOM$LIBRARY]CGUID.H
[DCOM$LIBRARY]COGUID.H
[DCOM$LIBRARY]COMMDLG.H
[DCOM$LIBRARY]CONIO.H
[DCOM$LIBRARY]DCOM$GUIDGEN.CLD
[DCOM$LIBRARY]DCOM$REGDATA.REG
[DCOM$LIBRARY]DCOM$RUNSHRLIB.CLD
[DCOM$LIBRARY]DCOM.OPT
[DCOM$LIBRARY]DDE.H
[DCOM$LIBRARY]DDEML.H
[DCOM$LIBRARY]DLGS.H
[DCOM$LIBRARY]EXCPT.H
[DCOM$LIBRARY]IMM.H
[DCOM$LIBRARY]INITGUID.H
[DCOM$LIBRARY]LZEXPAND.H
[DCOM$LIBRARY]MCX.H
[DCOM$LIBRARY]MIDLES.H
[DCOM$LIBRARY]MIDL_STUB_TYPES.H
[DCOM$LIBRARY]MMSYSTEM.H
[DCOM$LIBRARY]NB30.H
[DCOM$LIBRARY]NTA_MESSAGE.H
[DCOM$LIBRARY]OAIDL.H
[DCOM$LIBRARY]OAIDL.IDL
[DCOM$LIBRARY]OBJBASE.H
[DCOM$LIBRARY]OBJIDL.H
[DCOM$LIBRARY]OBJIDL.IDL
[DCOM$LIBRARY]OCIDL.H
[DCOM$LIBRARY]OCIDL.IDL
[DCOM$LIBRARY]OLE2.H
[DCOM$LIBRARY]OLEAUTO.H
[DCOM$LIBRARY]OLECTL.H
[DCOM$LIBRARY]OLEIDL.H
[DCOM$LIBRARY]OLEIDL.IDL
[DCOM$LIBRARY]POPPACK.H
[DCOM$LIBRARY]PRSHT.H
[DCOM$LIBRARY]PSHPACK1.H
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[DCOM$LIBRARY]PSHPACK2.H
[DCOM$LIBRARY]PSHPACK4.H
[DCOM$LIBRARY]PSHPACK8.H
[DCOM$LIBRARY]PTHREAD.H
[DCOM$LIBRARY]PTHREAD_EXCEPTION.H
[DCOM$LIBRARY]RPC.H
[DCOM$LIBRARY]RPCDCE.H
[DCOM$LIBRARY]RPCDCEP.H
[DCOM$LIBRARY]RPCNDR.H
[DCOM$LIBRARY]RPCNSI.H
[DCOM$LIBRARY]RPCNSIP.H
[DCOM$LIBRARY]RPCNTERR.H
[DCOM$LIBRARY]RPCPROXY.H
[DCOM$LIBRARY]SERVPROV.H
[DCOM$LIBRARY]SERVPROV.IDL
[DCOM$LIBRARY]SHELLAPI.H
[DCOM$LIBRARY]STDOLE2.TLB
[DCOM$LIBRARY]STDOLE32.TLB
[DCOM$LIBRARY]TCHAR.H
[DCOM$LIBRARY]UNKNWN.H
[DCOM$LIBRARY]UNKNWN.IDL
[DCOM$LIBRARY]URLMON.H
[DCOM$LIBRARY]URLMON.IDL
[DCOM$LIBRARY]UUID.OLB
[DCOM$LIBRARY]VMS_DCOM.H
[DCOM$LIBRARY]VMS_IOCTL.H
[DCOM$LIBRARY]WCHAR.H
[DCOM$LIBRARY]WINBASE.H
[DCOM$LIBRARY]WINCON.H
[DCOM$LIBRARY]WINDEF.H
[DCOM$LIBRARY]WINDOWS.H
[DCOM$LIBRARY]WINDU_PLATFORM.H
[DCOM$LIBRARY]WINDU_STDLIB.H
[DCOM$LIBRARY]WINDU_STRING.H
[DCOM$LIBRARY]WINDU_VTBL.H
[DCOM$LIBRARY]WINERROR.H
[DCOM$LIBRARY]WINGDI.H
[DCOM$LIBRARY]WINNETWK.H
[DCOM$LIBRARY]WINNLS.H
[DCOM$LIBRARY]WINNT.H
[DCOM$LIBRARY]WINPERF.H
[DCOM$LIBRARY]WINREG.H
[DCOM$LIBRARY]WINSOCK.H
[DCOM$LIBRARY]WINSPOOL.H
[DCOM$LIBRARY]WINSVC.H
[DCOM$LIBRARY]WINUSER.H
[DCOM$LIBRARY]WINVER.H
[DCOM$LIBRARY]WTYPES.H
[DCOM$LIBRARY]WTYPES.IDL
[DCOM$LIBRARY]WUEXTEN.H
[DCOM$LIBRARY]WUUNALIGNED.H
[DCOM$LIBRARY]WUVERSION.H
[DCOM$WIN32.NLS]BIG5.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]CTYPE.NLS
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[DCOM$WIN32.NLS]C_037.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_10000.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_10001.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_10002.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_10003.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_10004.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_10005.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_10006.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_10007.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_10008.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_10010.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_10017.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_10029.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_10079.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_10081.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_10082.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_1026.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_1250.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_1251.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_1252.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_1253.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_1254.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_1255.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_1256.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_1257.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_1258.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_1361.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_20105.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_20261.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_20269.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_20273.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_20277.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_20278.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_20280.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_20284.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_20285.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_20290.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_20297.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_20420.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_20423.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_20833.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_20838.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_20866.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_20871.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_20880.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_20905.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_21025.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_21027.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_28592.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_28593.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_28594.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_28595.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_28596.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_28597.NLS
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[DCOM$WIN32.NLS]C_28598.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_28599.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_29001.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_437.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_500.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_708.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_720.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_737.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_775.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_850.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_852.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_855.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_857.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_860.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_861.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_862.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_863.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_864.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_865.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_866.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_869.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_870.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_874.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_875.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_932.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_936.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_949.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]C_950.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]KSC.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]LOCALE.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]L_EXCEPT.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]L_INTL.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]PRC.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]PRCP.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]SORTKEY.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]SORTTBLS.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]UNICODE.NLS
[DCOM$WIN32.NLS]XJIS.NLS
[DCOM$WIN32]WINDU$GDISHR.EXE
[DCOM$WIN32]WINDU$KERNELSHR.EXE
[DCOM$WIN32]WINDU$PRNTSHR.EXE
[DCOM$WIN32]WINDU$USERSHR.EXE
[DCOM$WIN32]WINDU.INI
[DCOM$WIN32]WINDU.OPT
[SYS$STARTUP]DCOM$RPCSS.COM
[SYS$STARTUP]DCOM$SHUTDOWN.COM
[SYS$STARTUP]DCOM$STARTUP.COM
[SYSEXE]DCOM$CNFG.EXE
[SYSEXE]DCOM$COMREGEDT.EXE
[SYSEXE]DCOM$GUIDGEN.EXE
[SYSEXE]DCOM$MIDL.EXE
[SYSEXE]DCOM$REGSVR32.EXE
[SYSEXE]DCOM$RPCSS.EXE
[SYSEXE]DCOM$RUNSHRLIB.EXE
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[SYSEXE]DCOM$SCLIENT.EXE
[SYSEXE]DCOM$SSERVER.EXE
[SYSEXE]DCOM$SSERVER_REG.COM
[SYSEXE]DCOM$TOOL.EXE
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.DISPATCH_SAMPLE1]BUILD_DISPATCH_SAMPLE1.COM
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.DISPATCH_SAMPLE1]BUILD_DISPATCH_SAMPLE1.MMS
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.DISPATCH_SAMPLE1]CLIENT.CXX
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.DISPATCH_SAMPLE1]CMPNT$SHR.OPT
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.DISPATCH_SAMPLE1]CMPNT.CXX
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.DISPATCH_SAMPLE1]CMPNT.DEF
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.DISPATCH_SAMPLE1]DCLIENT.CXX
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.DISPATCH_SAMPLE1]MAKE-ONE.
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.DISPATCH_SAMPLE1]MAKEFILE.BAT
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.DISPATCH_SAMPLE1]README-DISPATCH-SAMPLE1.TXT
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.DISPATCH_SAMPLE1]REGISTRY.CXX
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.DISPATCH_SAMPLE1]REGISTRY.H
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.DISPATCH_SAMPLE1]SERVER.IDL
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.EVENTS]BUILD_EVENTS_SAMPLE.COM
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.EVENTS]EVENTS_SAMPLE.C
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.EVENTS]EVENTS_SAMPLE.H
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.EVENTS]NTA_WIN32.C
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.SAMPLE1]BUILD_SAMPLE1.COM
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.SAMPLE1]BUILD_SAMPLE1.MMS
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.SAMPLE1]CLIENT.CXX
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.SAMPLE1]CMPNT$SHR.OPT
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.SAMPLE1]CMPNT.CXX
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.SAMPLE1]CMPNT.DEF
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.SAMPLE1]GUIDS.CXX
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.SAMPLE1]MAKE-ONE.
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.SAMPLE1]MAKEFILE.BAT
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.SAMPLE1]PROXY$SHR.OPT
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.SAMPLE1]PROXY.DEF
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.SAMPLE1]README-SAMPLE1.TXT
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.SAMPLE1]REGISTRY.CXX
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.SAMPLE1]REGISTRY.H
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.SAMPLE1]SERVER.IDL
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.SIMPLE]BUILD_SIMPLE.COM
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.SIMPLE]INSTALL.BAT
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.SIMPLE]MAKEFILE.
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.SIMPLE]README-SIMPLE.TXT
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.SIMPLE]REGISTER_SIMPLE.COM
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.SIMPLE]SCLIENT.CPP
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.SIMPLE]SSERVER.CPP
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.SIMPLE]SSERVER.REG
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.WRAPPER]BUILD_WRAPPER.COM
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.WRAPPER]MAKE-ONE.
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.WRAPPER]MAKEFILE.BAT
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.WRAPPER]README.TXT
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.WRAPPER]REGISTRY.CXX
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.WRAPPER]REGISTRY.H
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.WRAPPER]TEST.COM
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.WRAPPER]WR$SHR.OPT
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.WRAPPER]WRAPPER.CXX
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.WRAPPER]WRAPPER.DEF

COM for OpenVMSによりインストールされたファイル一覧 F–5



COM for OpenVMSによりインストールされたファイル一覧
F.1 COM for OpenVMSによりインストールされたファイル

[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.WRAPPER]WRAPPER.IDL
[SYSHLP.EXAMPLES.DCOM.WRAPPER]WRAPPERCLIENT.CXX
[SYSHLP]OVMS_CONNECT_DEV_GDE_0799.PDF
[SYSHLP]OVMS_CONNECT_DEV_GDE_0799.PS
[SYSHLP]OVMS_CONNECT_DEV_GDE_0799.HTML
[SYSHLP]OVMS_CONNECT_DEV_GDE_0799_001.HTML
[SYSHLP]OVMS_CONNECT_DEV_GDE_0799_002.HTML
[SYSHLP]OVMS_CONNECT_DEV_GDE_0799_003.HTML
[SYSHLP]OVMS_CONNECT_DEV_GDE_0799_004.HTML
[SYSHLP]OVMS_CONNECT_DEV_GDE_0799_005.HTML
[SYSHLP]OVMS_CONNECT_DEV_GDE_0799_006.HTML
[SYSHLP]OVMS_CONNECT_DEV_GDE_0799_007.HTML
[SYSHLP]OVMS_CONNECT_DEV_GDE_0799_008.HTML
[SYSHLP]OVMS_CONNECT_DEV_GDE_0799_CONTENTS.HTML
[SYSHLP]OVMS_CONNECT_DEV_GDE_0799_CONTENTS_001.HTML
[SYSHLP]OVMS_CONNECT_DEV_GDE_0799_INDEX.HTML
[SYSHLP]VM-0126A.GIF
[SYSHLP]VM-0224A.GIF
[SYSHLP]VM-0225A.GIF
[SYSHLP]VM-0226A.GIF
[SYSHLP]VM-0227A.GIF
[SYSHLP]VM-0228A.GIF
[SYSHLP]VM-0283A.GIF
[SYSHLP]VM-0331A.GIF
[SYSHLP]VM-8782A.GIF
[SYSHLP]ZK-8782A.GIF
[SYSLIB]DCOM$MIDL_SHR.EXE
[SYSLIB]DCOM$NT_WRAPPERS_SHR.EXE
[SYSLIB]DCOM$OLE32_SHR.EXE
[SYSLIB]DCOM$OLEAUT32_SHR.EXE
[SYSLIB]DCOM$RPCRT4_SHR.EXE
[SYSLIB]DCOM$WIN32_SHR.EXE
[SYSMGR]DCOM$CREATE_ACCOUNT.COM
[SYSMGR]DCOM$REGISTRY_KEYS.COM
[SYSMGR]DCOM$SETUP.COM
[SYSMSG]DCOM$GUIDGEN_MSG.EXE
[SYSMSG]NTARPCMSG.EXE
[SYSMSG]NTAWINMSG.EXE
[000000]DEC-AXPVMS-DCOM-V0101--1.PCSI$DESCRIPTION
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用語集

値 (レジストリ値)
レジストリの要素であり，レジストリ・キーまたはサブキーのエントリまたは値で
す。

カプセル化
既存のアプリケーションのコードの大部分とその機能は変更せずに，キー・エント
リ・ポイントに新しいコードや更新したコード (通常は別のプログラミング言語を使
用)を含むことにより，既存のアプリケーションを更新したり，既存のアプリケーシ
ョンを今後も使用できるようにするための処理。

たとえば，Windowsクライアントから情報を収集し，データがキャラクタ・セル・
インタフェースから入力されたかのように，データの書式を変換し，そのデータを
既存のキャラクタ・セル・アプリケーションに提供することで，Windowsグラフィ
カル・インタフェースをキャラクタ・セル・アプリケーションに追加できます。

キー (レジストリ・キー)
レジストリの要素であり，コンピュータ，システム，ユーザ固有の情報が格納され
ます。

クラス (レジストリ・クラス)
レジストリ要素の属性であり，レジストリ・キーまたはサブキーと共に追加説明情
報を格納できます。

サブキー (レジストリ・サブキー)
レジストリの要素であり，レジストリ・キーの子です。レジストリ・キーは 0個以
上のサブキーを持つことができます。

ハイブ
レジストリに格納されているキー，サブキー，値エントリの独立した集合。

プロセス外サーバ
要求を出しているクライアントと異なるシステムに存在するアプリケーション。
Windows NTシステムでは，プロセス外サーバは通常，.EXEファイルとして実装
されます。

プロセス内サーバ
要求を出しているクライアントと同じシステムに存在するアプリケーション。
Windows NTシステムでは，プロセス内サーバは通常，DLLとして実装されます。
OpenVMSシステムでは，プロセス内サーバは通常，共用可能イメージとして実装
されます。
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ラッパー
カプセル化を参照。

レジストリ
システム・ハードウェアとソフトウェアに関する構成情報を格納した 1つ以上のフ
ァイルで構成される階層型データベース。
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略語集

ACM
Authentication and Credential Management Authority

ACME
Authentication and Credential Management Extension

API
Application Program Interface

COM
Component Object Model

CLSID
Class ID

DCOM
Distributed Component Object Model

DLL
Dynamic Link Library

FMS
Forms Management System

GUI
Graphical User Interface

GUID
Globally Unique Identifier

MIDL
Microsoft Interface Definition Language

OO
Object oriented

RPC
Remote Procedure Call

SAM
Security Account Manager

SID
Security Identifier
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SMG
Screen Management Facility

SSPI
Security Support Provider Interface

UI
User Interface

UIC
User Identification Code
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